
科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回
２回

３回

４回
５回
６回
７回
８回

工業デザイン（FT000300）
Industrial Design
松本恭吾＊（まつもときょうご＊）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
デザイン史、工業デザインの概要１、身近な工業デザイン
工業デザインとは。
身近な工業製品を観察しスケッチする。
デザイン史、プロダクトデザインの概要２
色彩、造形心理、人間工学について解説する。岡山県、中国地方で生産されているの工業デザイン
等について知る。現在活躍している工業デザイナーのデザインプロセスについても解説する。

ユニバーサルデザイン
社会的視点から工業デザインを読み解く。
製図演習
身近な工業製品を計測し三面図を描く。
ドローイング演習「パースを描く」
身近な工業デザイン製品を観察しパースを使って描く。色鉛筆を使ったシンプルなスケッチのコツ
も学んでいく。
デザインワークショップA-1
リサーチと自分の体験を組み合わせ、デザインの核となるアイデアを探す。

デザインワークショップA-2
デザインコンセプトを明確化し文字とスケッチなどを使い企画書として紙面化する。
仕組みから見る工業デザイン
構造の面からデザインを観察する。「シャープペンシル」や、「修正テープ」など簡単で自分で分
解可能な工業製品を分解し、そこにある仕組みや工夫をスケッチをとりながら観察する。
デザインワークショップB -1 （「楽しくなる学びのデザイン」）
アイデア発想１。自分の記憶や体験からデザインのきっかけを探る。他のデザイン事例もリサーチ
しそのコンセプトと手法を分析する。アイデアを出すためのブレインストーミングを行う。
デザインワークショップB-2 
アイデア発想2。リサーチやインタビューなどを行い、アイデアを展開し方向性を決定する。様々
なデザイン事例、実際のデザインプロセス事例を見て応用していく。
デザインワークショップB-3
アイデアスケッチを描く。コンセプトを短い文章にまとめ、仮の製品名を付ける。
デザインワークショップB-4
形を決定し図面化する。ボール紙や段ボール等で実寸大のモデルを作る。
デザインワークショップB-5
モデルを完成させる。それを検証し改訂版のモデルを再制作する。

デザインワークショップB-6。プレゼンテーション準備
コンセプト、説明を文章としてまとめる。紙モデルの写真を撮影。追加のスケッチ、チャート等を
描いていく。企画書の形に体裁を整え、第三者に自分の考案したデザインの新しさ、面白さが伝わ
るよう文章を推敲していく。プレゼンテーションの練習を行う。
デザインワークショップB-7
プレゼンテーション、講評。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間120分）
配布するテキストの該当箇所を読んでおくこと。観察しがいがありそうな工業製品をいつくか用意
しておくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料のユニバーサルデザインの原則について読んでおくこと。（標準学習時間120分）

配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料の該当箇所を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
自分で分解でき、元に修復可能であろう工業製品を探してくること。



９回

１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

配布する資料を読んでおくこと。デザインのヒントになりそうな現在使っている学習の為の道具、
かつて愛用していた学びの為の道具等を探しておくこと。（標準学習時間120分）

配布するアイデアを展開する為の手法についての資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。必要になりそうなモデル制作の為の材料と道具を探しておくこと
。（標準学習時間120分）。
配布する資料を読んでおくこと。写真をプリントアウトしておくとこ。（標準学習時間120分
完成に向け写真、データ、インタビューなどをまとめ揃えておくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。プレゼンテーションの準備をしておくこと。（標準学習時間120
分）

　この講義では社会の中で多様な役割を果たしている工業デザインについて学んでいく。

　デザインとは単に格好良さ、可愛さ、スタイリッシュさを提示するだけではない。優れたデザイ
ンの核には本質的なコンセプトや思考、社会との関係の追求がある。
　本講義では工業デザインの歴史や概要、デザイナーについて知るだけではなく、簡単ではあるが
受講生が個々にデザインを考案しながら深く体験を通じてデザイン的知識と教養を身に付ける。
　
　グラフィックデザイン、コミュニティデザインなど工業ザイン周辺分野についても解説していく
。

　＊本講義は工学部の「教育課程編成・実施の方針」の「D」に関連した科目である。
　工業デザインの基礎知識の習得を目標とする。
　簡単な図面、パースを描く技術を身に付ける。総合的に工業デザインを理解し、ある工業製品の
観察した時、様々な角度から分析しそのデザインを自分なりに評価できるようになること。

生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリューム感、質感、
空間、パースペクティブ、構図、構成、観察力、発想力、表現力

実施する
合格基準（６０点）
課題提出（100％）により評価する。

なし
なし
教科書ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川　聰　監修／ 日経デザイン 編／日経
BP社／ISBN 978-482221547-7

プロダクトデザインの基礎 スマートな生活を実現する71の知識／ワークスコーポレーション／ISB
N-1486267173X

参考書は適宜指示する。
なし
デザインに対する知識を得ること、デザイン実践をすることでデザインに対する立体的理解を深め
られるよう講義を進める。
課題解決学習、ディスカッション、プレゼンテーション、実習、グループワーク。ドローイング実
習、デザインワークショップを行い、デザインについて実践的に学ぶ。
提出物を採点し返却する。返却時、個々に講評を入れる。最終課題は全員がプレゼンテーションを
行い、それぞれを講評する。
録音は許可します。本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づ
き合理的配慮を提供していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）アーティストとして活動中
イ）国内外でのアート活動の経験を生かして、デザインの持つさまざまな側面について実践を伴っ
た授業を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回
２回

３回

４回
５回
６回
７回
８回

工業デザイン（FT000310）
Industrial Design
松本恭吾＊（まつもときょうご＊）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
デザイン史、工業デザインの概要１、身近な工業デザイン
工業デザインとは。
身近な工業製品を観察しスケッチする。
デザイン史、プロダクトデザインの概要２
色彩、造形心理、人間工学について解説する。岡山県、中国地方で生産されているの工業デザイン
等について知る。現在活躍している工業デザイナーのデザインプロセスについても解説する。

ユニバーサルデザイン
社会的視点から工業デザインを読み解く。
製図演習
身近な工業製品を計測し三面図を描く。
ドローイング演習「パースを描く」
身近な工業デザイン製品を観察しパースを使って描く。色鉛筆を使ったシンプルなスケッチのコツ
も学んでいく。
デザインワークショップA-1
リサーチと自分の体験を組み合わせ、デザインの核となるアイデアを探す。

デザインワークショップA-2
デザインコンセプトを明確化し文字とスケッチなどを使い企画書として紙面化する。
仕組みから見る工業デザイン
構造の面からデザインを観察する。「シャープペンシル」や、「修正テープ」など簡単で自分で分
解可能な工業製品を分解し、そこにある仕組みや工夫をスケッチをとりながら観察する。
デザインワークショップB -1 （「楽しくなる学びのデザイン」）
アイデア発想１。自分の記憶や体験からデザインのきっかけを探る。他のデザイン事例もリサーチ
しそのコンセプトと手法を分析する。アイデアを出すためのブレインストーミングを行う。
デザインワークショップB-2 
アイデア発想2。リサーチやインタビューなどを行い、アイデアを展開し方向性を決定する。様々
なデザイン事例、実際のデザインプロセス事例を見て応用していく。
デザインワークショップB-3
アイデアスケッチを描く。コンセプトを短い文章にまとめ、仮の製品名を付ける。
デザインワークショップB-4
形を決定し図面化する。ボール紙や段ボール等で実寸大のモデルを作る。
デザインワークショップB-5
モデルを完成させる。それを検証し改訂版のモデルを再制作する。

デザインワークショップB-6。プレゼンテーション準備
コンセプト、説明を文章としてまとめる。紙モデルの写真を撮影。追加のスケッチ、チャート等を
描いていく。企画書の形に体裁を整え、第三者に自分の考案したデザインの新しさ、面白さが伝わ
るよう文章を推敲していく。プレゼンテーションの練習を行う。
デザインワークショップB-7
プレゼンテーション、講評。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間120分）
配布するテキストの該当箇所を読んでおくこと。観察しがいがありそうな工業製品をいつくか用意
しておくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料のユニバーサルデザインの原則について読んでおくこと。（標準学習時間120分）

配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料の該当箇所を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
自分で分解でき、元に修復可能であろう工業製品を探してくること。



９回

１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

配布する資料を読んでおくこと。デザインのヒントになりそうな現在使っている学習の為の道具、
かつて愛用していた学びの為の道具等を探しておくこと。（標準学習時間120分）

配布するアイデアを展開する為の手法についての資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分
配布する資料を読んでおくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。必要になりそうなモデル制作の為の材料と道具を探しておくこと
。（標準学習時間120分）。
配布する資料を読んでおくこと。写真をプリントアウトしておくとこ。（標準学習時間120分
完成に向け写真、データ、インタビューなどをまとめ揃えておくこと。（標準学習時間120分）
配布する資料を読んでおくこと。プレゼンテーションの準備をしておくこと。（標準学習時間120
分）

　この講義では社会の中で多様な役割を果たしている工業デザインについて学んでいく。

　デザインとは単に格好良さ、可愛さ、スタイリッシュさを提示するだけではない。優れたデザイ
ンの核には本質的なコンセプトや思考、社会との関係の追求がある。
　本講義では工業デザインの歴史や概要、デザイナーについて知るだけではなく、簡単ではあるが
受講生が個々にデザインを考案しながら深く体験を通じてデザイン的知識と教養を身に付ける。
　
　グラフィックデザイン、コミュニティデザインなど工業ザイン周辺分野についても解説していく
。

　＊本講義は工学部の「教育課程編成・実施の方針」の「D」に関連した科目である。
　工業デザインの基礎知識の習得を目標とする。
　簡単な図面、パースを描く技術を身に付ける。総合的に工業デザインを理解し、ある工業製品の
観察した時、様々な角度から分析しそのデザインを自分なりに評価できるようになること。

生活器具、産業機器、繊維・服飾、工芸品家具、インテリア、形、立体感、ボリューム感、質感、
空間、パースペクティブ、構図、構成、観察力、発想力、表現力

実施しない
合格基準（６０点）
課題提出（100％）により評価する。

なし
なし
教科書ユニバーサルデザインの教科書（増補改訂版）／中川　聰　監修／ 日経デザイン 編／日経
BP社／ISBN 978-482221547-7

プロダクトデザインの基礎 スマートな生活を実現する71の知識／ワークスコーポレーション／ISB
N-1486267173X

参考書は適宜指示する。
なし
デザインに対する知識を得ること、デザイン実践をすることでデザインに対する立体的理解を深め
られるよう講義を進める。
課題解決学習、ディスカッション、プレゼンテーション、実習、グループワーク。ドローイング実
習、デザインワークショップを行い、デザインについて実践的に学ぶ。
提出物を採点し返却する。返却時、個々に講評を入れる。最終課題は全員がプレゼンテーションを
行い、それぞれを講評する。
録音は許可します。本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づ
き合理的配慮を提供していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）アーティストとして活動中
イ）国内外でのアート活動の経験を生かして、デザインの持つさまざまな側面について実践を伴っ
た授業を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回
３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

講義目的

上級数学Ⅰ【水1水2】（FT000400）
Differential Calculus
中川重和（なかがわしげかず）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。変数分離形微分方程式について説明する。
同次形微分方程式について説明する。
線形微分方程式について解説する。
線形微分方程式について演習する。
微分方程式の工学への応用について説明する。
微分方程式の工学への応用について演習する。
総合演習を行い、その後に解説する。
線形微分方程式について説明する。
線形微分方程式について説明する。
線形微分方程式について演習する。
線形微分方程式（演算子による解法）について説明する。
線形微分方程式（演算子による解法）について演習する。
線形微分方程式の級数による解法について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに解析学で使用したテキスト等により復習しておくこと（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により同次形微分方程式の予習を行うこと（標準学習時間30分）
変数分離形，同次形について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
第4回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
線形微分方程式について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、微分方程式の工学への応用について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
第6回の授業までにテキスト等により、微分方程式の工学への応用について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第6回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
これまでに習ったことを復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第9日回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第10回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式について予習を行うこと（標準学習時間30
分）
線形微分方程式について復習しておくこと
第11回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式（演算子による解法）について予習を行う
こと
（標準学習時間60分）
第12回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式（演算子による解法）について予習を行う
こと
（標準学習時間60分）
線形微分方程式（演算子による解法）について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、線形微分方程式の級数による解法について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

1年次に学ぶ微積分法の学習範囲より進んだ、工学を学ぶ上での必需品である微分方程式について
の知識を例題、問題などの演習を通して身につけることを目標とする。実際、学科で2、3年次以降
に学ぶ数学の特定分野の予習になっている 。（学習評価４領域の「知識・理解」に強く関与する



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

）
1. 1階微分方程式について説明ができる。（知識・理解）
2. 線形微分方程式についてについて解法の説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  級数による微分方程式の解が計算ができる。（技能）
変数分離形，同次形，線形微分方程式，微分演算子，級数
実施しない
総合演習　評価割合40%（達成目標1-3を確認）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2-5
を確認）により評価し、総計が60%以上を合格とする。
微分方程式／矢野健太郎・石原繁／裳華房／ISBN978-4-7853-1086-8
数学Ⅲ（特に積分） を学んできていること。
各学科で指定している解析又は微積分の教科書
研究室：B3号館4階 中川研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回
３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

講義目的

上級数学Ⅱ【水1水2】（FT000500）
Integral Calculus
中川重和（なかがわしげかず）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。フーリエ級数について説明する。
フーリエ級数について説明する。
フーリエ級数の性質について解説する。
フーリエ級数の性質について演習する。
フーリエ級数の偏微分方程式への応用について説明する。
フーリエ級数の偏微分方程式への応用について演習する。
総合演習を行い、その後に解説する。
ラプラス変換について説明する。
ラプラス変換について説明する。
ラプラス変換について演習する。
ラプラス変換による線形微分方程式の解法について説明する。
ラプラス変換による線形微分方程式の解法について演習する。
デルタ関数とその応用について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに解析学で使用したテキスト等により復習しておくこと（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等によりフーリエ級数の予習を行うこと（標準学習時間30分）
フーリエ級数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、フーリエ級数の性質について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
第4回の授業までにテキスト等により、フーリエ級数の性質について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
フーリエ級数の性質について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、フーリエ級数の偏微分方程式への応用について予習を行う
こと
（標準学習時間30分）
第6回の授業までにテキスト等により、フーリエ級数の偏微分方程式への応用について予習を行う
こと
（標準学習時間60分）
第1回から第6回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
これまでに習ったことを復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第9日回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第10回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換について予習を行うこと（標準学習時間30分
）
線形微分方程式について復習しておくこと
第11回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換による線形微分方程式の解法について予習を
行うこと
（標準学習時間60分）
第12回の授業までにテキスト等により、ラプラス変換による線形微分方程式の解法について予習を
行うこと
（標準学習時間60分）
ラプラス変換による線形微分方程式の解法について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、デルタ関数とその応用について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

1年次に学ぶ微積分法の学習範囲より進んだ、工学を学ぶ上での必需品であるフーリエ級数・ラプ



達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

ラス変換についての知識を例題、問題などの演習を通して身につけることを目標とする。実際、学
科で2、3年次以降に学ぶ数学の特定分野の予習になっている 。（学習評価４領域の「知識・理解
」に強く関与する）
1. フーリエ級数について説明ができる。（知識・理解）
2. ラプラス変換について解法の説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  ラプラス変換による微分方程式の解が計算ができる。（技能）
フーリエ級数，偏微分方程式，ラプラス変換，定数係数微分方程式，単位関数，デルタ関数
実施しない
総合演習　評価割合40%（達成目標1-3を確認）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2-5
を確認）により評価し、総計が60%以上を合格とする。
応用解析／矢野健太郎・石原繁／裳華房／ISBN978-4-7853-1097-4
数学Ⅲ（特に積分） を学んできていること。上級数学Iを履修していることが望ましい．
各学科で指定している解析又は微積分の教科書
研究室：B3号館4階 中川研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回

５回

６回
７回
８回
９回

１０回
１１回
１２回
１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

２回
３回
４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回

技術者の社会人基礎(再)（FT000607）
Social communication for engineers
田邉麻里子＊（たなべまりこ＊）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
＊ガイダンス：講義内容、進め方、注意点、期待値、評価方法の説明をする。
＊文章力や読解力に関して自己レベルの確認をし、今後の予習や復習計画の立案を行う。
＊ビジネスマナーにおける敬語の種類と基本的な使い方を学ぶ。
＊テーマに応じた敬語の使い方を学ぶ。
＊手紙/はがき/メール/電話の常識的な使い分けについて学ぶ。
＊封書（宛名・差出人）の書き方のきまり/手紙の書式を学ぶ。

＊テーマに基づいた手紙を作成する。

＊手紙の構成を考え、適切な表現を学ぶ。
＊テーマに基づいたはがき文を作成し、文章作成における自己の弱点と強みを自覚する。
中間まとめ
＊社外から/社内他部署から/上司から/家人から/間違い電話など様々なテーマに応じた電話応対を
ロールプレイを通じて学ぶ。
＊ケーススタディ①に取り組み、働く現場で求められる態度や言葉の使い方、判断の方法を学ぶ。
＊ケーススタディ②に取り組み、働く現場で求められる態度や言葉の使い方、判断の方法を学ぶ。
＊ケーススタディ③に取り組み、働く現場で求められる態度や言葉の使い方、判断の方法を学ぶ。
＊組織における行動のあり方を説明する。
　企業の組織を理解し、働く意義を考え、どんな働き方をしたいのか/どんな会社が自分にとって
良い組織なのかを検討する。
＊優れた経営者/実業家のエピソードを通して、仕事の仕方やマネジメント・リーダーシップ論を
学ぶ。
＊組織における行動のあり方を説明し、企業の組織を理解したうえで、どんな働き方をしたいのか
/どんな会社が自分にとって良い組織なのかを検討する。
総括  
全講義を通して自覚した自分の強みと弱点を振り返り、初回で作成した学習計画の修正と今後社会
人として必要と思われる知識の習得プランを検討する。

                                          準備学習
シラバスをよく読み、講義の目的を理解しておくこと。
自己の文章力や読解力の不足部分を学習し、次回の講義に備えること。
（標準学習時間　１２０分）
配布資料をよく読んで理解しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
前回までの講義内容を復習しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
正しい敬語とよく使われる漢字をマスターしておくこと。
（標準学習時間　１２０分）
書式と書き方のルールを把握しておくこと。
手紙の構成を考えておくこと。（標準学習時間　１２０分）

指導に基づいて作成した手紙文の見直しをしておくこと。
（標準学習時間　１２０分）
配布資料を読んでおくこと。
これまでの講義で理解できなかった箇所や疑問点を整理しておくこと。
（標準学習時間　１２０分）
第1回から第7回までの講義で学んだことを振り返り、できなかった点を復習しておくこと。（標準
学習時間　１２０分）
ノートを見なくとも電話応対の基本的な言葉が云えるように学習しておくこと。
（標準学習時間　１２０分）
配布資料に目を通しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
配布資料をよく読み、状況を把握しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
配布資料をよく読み、状況を把握しておくこと。（標準学習時間　１２０分）
配布資料を読んでおくこと。（標準学習時間　１２０分）
配布資料を読んでおくこと。（標準学習時間　１２０分）



１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

配布資料を読んでおくこと。（標準学習時間　１２０分）
今までの小テスト結果、講師による校正済みの課題に目を通し 同じ間違いを繰り返さないように
しておくこと。（標準学習時間　１２０分）

本授業では、技術者としての知識と専門性を遺憾なく発揮するために、必要なスキルや知識を習得
することを目的とする。
実際の現場での電話のやり取りや報告連絡の方法を実践的に学ぶことで、状況に応じた態度と言葉
の使い方に慣れるとともに、ノンバーバル（非言語）のコミュニケーションの重要さを理解し良好
な人間関係の構築方法を理解する。また、会社の仕組みや社会で働くことの意味を理解することで
、技術者としての責任と義務を自覚できるように講義をすすめる。なお、本講義では、学生同士の
やり取りや教員と学生のやり取りを大切にするアクティブ・ラーニングの手法を取り入れる。
4領域の項目の「技能」にもっとも強く関与、「関心・意欲・態度」にある程度関与。

①社会人として必要な知識を習得し、それを活用してビジネス文書や挨拶状を書くことができる。
②ビジネスマナーにのっとた電話応対ができる。
③コミュニケーションの重要さを理解し良好な人間関係の構築ができる。
④会社の形態や働く意義について理解できる。
⑤ビジネススキル3級程度の経済知識と判断力を習得できる。
4領域の項目の「技能」にもっとも強く関与、「関心・意欲・態度」にある程度関与。
ビジネスマナー、敬語、手紙、メール、経営者、マネジメント、リーダーシップ
実施しない
提出課題50％・講義ごとの小テストの結果50％により成績を評価し、総計で60％を合格とする。

特定の教科書は指定しない。
社会と人間、企業と人間
適宜、指示する。
非公開を希望する  
  
 

講師から提示される課題に取り組みことにより、現状のビジネスマナーのレベルや考え方の未熟さ
を自覚させ知識の習得の必要性を実感させる。

課題への取り組み方や考え方について解説を行い、模範解答を示す。
また、可能な限り各人の解答に対してコメントを与えアドバイスを与える。 
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音/録画/撮影は不許可とする。
やむを得ない場合に限り、講師が個々の状況に応じて録音/録画/撮影に代わる処置を事前に講ずる
こともある。  

専門である人事全般（採用戦略、教育戦略、評価システム構築及びブランド戦略）に関する
永年の経験を活かし具体的なビジネスマナーの習得を目的とする実践的な講義を行う。 

参加型・実践型の講義のため、受講希望者多数の場合は抽選する場合がある。受講者数の上限を７
０名とする。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回

７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回

５回
６回
７回
８回
９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60

応用数学Ⅰ【火4金4】（FTR00500）
Engineering Mathematics I
荒木圭典（あらきけいすけ）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
微分方程式とは何か説明する。導関数の記号・微分法の公式、不定積分の公式、テイラー展開、微
分方程式の用語についてまとめる。指数、対数の記号を整理し、計算法を演習する。
変数分離形の微分方程式の解法について説明する。
常微分方程式における同次、非同次、線形、一般解、特殊解の用語についてまとめる。
定数変化法を用いた非同次1階線形常微分方程式の解法についてまとめる。
ベルヌーイの微分方程式の解法について解説をする。
同次の2階の定係数線形常微分方程式を1階の非同次線形常微分方程式の解法を用いて解く方法を演
習する
2階の線形常微分方程式を特性方程式を用いて解く方法について説明する
特性方程式の解が複素数になる場合の意味を理解するために、複素数の基本知識とオイラーの公式
についてまとめる。
行列の固有値、固有ベクトルの解法についてまとめる。
斉次の線形常微分方程式の基本解の解法についてまとめる
非斉次の線形常微分方程式の特殊解の解法についてまとめる
2階の線形常微分方程式を、変数を増やして2変数の1階の常微分方程式に書き換え、行列の左固有
ベクトルを応用して積分する方法について説明する
ベクトル変数の1階定係数線形常微分方程式 dx/dt = A x の解法について説明する
これまでに学習した項目について総合的な演習を行う
これまでに学習した項目について総合的な演習を行う
最終評価試験を行う

                                          準備学習
導関数の公式 p.viii-ix, 微分方程式と解 p.2-4 について予習をしておくこと(60分)
変数分離形 p.14 をノートにまとめ、例題 1.2.1 を参考に演習 1.2.1 を解くこと(90分)
1階線形微分方程式 p.30 で説明されている用語をノートに整理すること(60分)
定数変化法について第3回の授業を復習し、教科書 p.32 の例題 1.5.1 を参考に p.33 の演習 1.5
.1 を解くこと(60分)
ベルヌーイの方程式の解説を読み(p.44)、例題1.6.1(p.46)をノートに写しておくこと(60分)
定係数2階同次方程式の解き方(p.90-92)をノートにまとめておくこと(120分)
線形代数の授業で学んだ行列の固有値、固有ベクトルについて復習しておくこと(60分)
解析学１・２の授業で学んだテイラー展開について復習しておくこと(60分)
線形代数の授業で学んだ行列の固有値、固有ベクトルについて復習しておくこと(60分)
教科書p.96-97をノートにまとめ、例題2.2.3, 2.2.4 を参考に例題 2.2.3, 2.2.4 を解くこと(90
分)
教科書p.116-117をノートにまとめ、例題2.3.3, 2.3.4 を参考に例題 2.4.3, 2.4.4 を解くこと(9
0分)
非同次1,2階線形常微分方程式、行列の演算、固有値・固有ベクトルの解法を復習しておくこと(90
分)
非同次1,2階線形常微分方程式、行列の演算、固有値・固有ベクトルの解法を復習しておくこと(90
分)
非同次1,2階線形常微分方程式、行列の演算、固有値・固有ベクトルの解法を復習しておくこと(90
分)
総合的な演習：行列計算、非斉次1階線形常微分方程式、斉次2階線形常微分方程式、非斉次2階常
微分方程式(120分)
最終評価試験を実施する(180分)

1階, 2階の非同次線形常微分方程式の解法を、これまでに学修した微積分学、線形代数学の知識と
関連付けて理解し、問題が解けるようになる（知能機械工学科の学位授与の方針Aに強く関与）
1階, 2階の非同次線形常微分方程式が解ける(A)。線形常微分方程式の解法を行列の固有値、固有
ベクトルと関連付けて解ける(A)。
微分方程式、求積法
実施する
最終評価試験（40％）、各回の小テスト、課題提出（60％）により成績を評価する。



点）
教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

改訂版すぐわかる微分方程式／石村園子／東京図書／978-4-489-02263-0，公式集（モノグラフ）
／矢野健太郎・春日正文／科学新興新社／978-4894281639
A群のほとんどすべての科目
大学演習　解析学概論／矢野健太郎、石原繁／裳華房／978-4-785380045
担当：荒木圭典 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, 研究室：C3(旧20)号館6階、オフィスアワー：
水曜, 3時限
1年次開講の解析学I、解析学II、線形代数の内容を復習しておくこと。 講義の初めに小テストを
行うので遅刻しないこと。

小テストの解説はその次の回の授業で、演習課題の解説はその回の授業で解説を行う。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回

８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標
キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

応用数学Ⅱ【月1木1】（FTR00600）
Engineering Mathematics II
綴木馴（つづるぎじゅん）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
授業の進め方と周期関数について解説する．
周期波形のフーリエ級数展開について説明する．
フーリエ正弦展開とフーリエ余弦展開について説明する．
一般の周期関数に対するフーリエ級数．
フーリエ級数の収束性に関する定理とその応用．
複素フーリエ級数．
線形システム．
非周期関数のフーリエ変換．
フーリエ正弦変換とフーリエ余弦展開の説明．
フーリエ変換の性質とその応用．
超関数のフーリエ変換．
フーリエ級数とベクトル空間の関係．
一般化フーリエ級数．
一般化フーリエ変換．
ラプラス変換．
最終評価試験を実施する．

                                          準備学習
部分積分はもちろんのこと，テイラー展開，マクローリン展開についても復習しておくこと（予習
120分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
周期波形のフーリエ級数をしっかり復習しておくこと（予習60分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
線形と非線形の違いを分かっていないものは，ネットなどを使って調べておくこと（予習120分）
．
いわゆる離散フーリエ変換を説明する．ネットを使って事前に予習しておくこと（予習120分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
事前に例題を出しておくので解いてくること（予習120分）．
いわゆるフーリエ変換の説明である．事前にネットでフーリエ変換を調べておくこと（予習120分
）．
ラプラス変換の用途について説明する．聞いたことのないものはネットなどで調べておくこと（予
習120分）．
1から15回までの内容についてよく理解しておくこと．（復習300分）．

フーリエ級数展開を理解し，フーリエ級数展開の計算ができる．フーリエ変換とは何かを理解し，
フーリエ変換の計算ができる．（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与する。）
フーリエ級数展開とフーリエ変換を理解し，その計算をできるようになること．（A）
フーリエ展開，フーリエ変換．ラプラス変換．
実施する
最終評価試験（100%），60点以上を合格とする．

講義者の自作による「書き込み式ノート」をホームページにより配布している．
応用数学Ⅰ
なし．
担当：綴木　馴（つづるぎ じゅん） 研究室：C3（旧20）号館5階．juntuzu(at)gmail.comにて随
時受け付け．面接希望者は，随時予約をとること．
演習問題などの宿題を自力で解いておくこと． 部分積分を多用するので，十分理解をしておくこ
と．



アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

例題の解説は授業中に行う

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回
６回
７回
８回

９回

１０回

１１回
１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

物理学Ⅰ【水2金2】（FTR00700）
Physics I
松下尚史（まつしたひさし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
アリストテレス（B.C.384年～B.C.322年）、ガリレオ・ガリレイ（伊、1564年～1642年）、アイザ
ック・ニュートン（英、1642年～1727年）の運動の考え方を修得する。
物理量（長さ、時間、質量、温度、電流など）の測定方法、基本単位、単位の変換方法、次元解析
の概念を修得する。
直線運動する物体（粒子）に対する位置（position）の表記法、ある位置から別の位置への変化を
表す変位（displacement）の表記法を修得する。
直線運動する物体（粒子）に対する平均速度と平均速さ、速度（velocity）と速さ（speed）の定
義および違いを修得する。
直線運動する物体（粒子）に対する平均加速度、加速度（acceleration）の定義を修得する。
直線運動する物体（粒子）が加速度一定で運動する等加速度運動に関する概念を修得する。
自由落下する物体（粒子）の加速度に関する概念を修得する。
第3回から第7回までの講義で修得した知識をもとに直線運動する物体（粒子）の運動の捉え方を修
得する。
物体（粒子）の運動（変位、速度、加速度）の大きさと方向を表すベクトルについて、ベクトルの
加法およびベクトルの分解方法に関する概念を修得する。
大きさが1で、ある決まった方向を有する単位ベクトルの概念、単位ベクトルを用いたベクトルの
表記法と演算方法を修得する。
スカラー積およびベクトル積の演算方法と物理的な概念を修得する。
2次元運動あるいは3次元運動する物体（粒子）の位置および変位を単位ベクトルを用いて表記・演
算する方法を修得する。
2次元運動あるいは3次元運動する物体（粒子）の速度を単位ベクトルを用いて表記・演算する方法
を修得する。
2次元運動あるいは3次元運動する物体（粒子）の加速度を単位ベクトルを用いて表記・演算する方
法を修得する。
第12回から第14回までの講義で修得した知識をもとに2次元運動あるいは3次元運動する物体（粒子
）の運動の捉え方を修得する。

                                          準備学習
アリストテレス（B.C.384年～B.C.322年）、ガリレオ・ガリレイ（伊、1564年～1642年）、アイザ
ック・ニュートン（英、1642年～1727年）の運動の考え方を調べてくること（標準学習時間120分
）。
教科書のp.1～p.8の内容を理解し、国際単位系（SI）の基礎となる7つの物理量について説明でき
るようにしておくこと。さらに、次元解析の概念を説明できるようにしておくこと（標準学習時間
120分）。
教科書のp.9～p.10の内容を理解し、直線運動する物体（粒子）に対する変位の定義を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間120分）。
単位変換および次元解析に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.10～p.14の内容を理解し、直線運動する物体（粒子）に対する平均速度の定義、速度の
定義を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
直線運動する物体（粒子）の位置や変位の表記法に関する提出課題を完成させること（標準学習時
間60分）。
教科書のp.14～p.16の内容を理解し、直線運動する物体（粒子）に対する平均加速度の定義、加速
度の定義を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
直線運動する物体（粒子）の平均速度、平均速さ、速度に関する提出課題を完成させること（標準
学習時間60分）。
教科書のp.17～p.20の内容を理解し、直線運動する物体（粒子）に対する変位、速度、加速度の関
係を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
直線運動する物体（粒子）の平均加速度および加速度に関する提出課題を完成させること（標準学
習時間60分）。
教科書のp.20～p.24の内容を理解し、自由落下する物体（粒子）に対する加速度の定義を説明でき
るようにしておくこと（標準学習時間120分）。
等加速度直線運動する物体（粒子）に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.9～p.24の内容を理解し、直線運動する物体（粒子）の運動の様子を説明できるように



９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

しておくこと（標準学習時間120分）。
自由落下する物体（粒子）に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.25～p.31の内容を理解し、ベクトルの加法およびベクトルの成分への分解方法を説明で
きるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
教科書のp.31～p.34の内容を理解し、単位ベクトルに関する基礎的事項を説明できるようにしてお
くこと（標準学習時間120分）。
教科書のp.34～p.39の内容を理解し、スカラー積およびベクトル積の演算方法を説明できるように
しておくこと（標準学習時間120分）。
教科書のp.40～p.42の内容を理解し、2次元運動あるいは3次元運動における物体（粒子）の位置お
よび変位の単位ベクトル表記法を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
教科書のp.42～p.44の内容を理解し、2次元運動あるいは3次元運動における物体（粒子）の速度の
単位ベクトル表記法を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
2次元運動あるいは3次元運動する物体（粒子）の位置や変位の表記法に関する提出課題を完成させ
ること（標準学習時間60分）。

教科書のp.44～p.46の内容を理解し、2次元運動あるいは3次元運動における物体（粒子）の加速度
の単位ベクトル表記法を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
2次元運動あるいは3次元運動する物体（粒子）の速度の表記法に関する提出課題を完成させること
（標準学習時間60分）。

教科書のp.40～p.46の内容を理解し、2次元運動あるいは3次元運動する物体（粒子）の運動の様子
を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
2次元運動あるいは3次元運動する物体（粒子）の加速度の表記法に関する提出課題を完成させるこ
と（標準学習時間60分）。

物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を当て、その考え方
や基礎知識を身に付け、理解できるようになることを目的とする。すなわち、単位系、物体（粒子
）の簡単な運動、2次元運動あるいは3次元運動などについて、例題や演習を通して理解できるよう
になることを目的とする。そのために、本当に？なぜ？なにを？どうやって？具体的には？要する
に？という問いかけに皆で回答（双方向的対輪）しながら考え続ける習慣をつけることを目的とす
る（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与している）。
1）機械的な物理量の意味を説明できること（A）
2）物理量の単位換算ができること（A）
3）物体（粒子）の位置、変位、速度、加速度の意味を説明できること（A）
4）等加速度直線運動する物体（粒子）の運動の様子を説明できること（A）
5）ベクトルのスカラー積とベクトル積の物理的意味を説明できること（A）
6）2次元運動および3次元運動する物体（粒子）の位置、速度、加速度をベクトル表記できること
（A）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
変位ベクトル、速度ベクトル、加速度ベクトル、スカラー積、ベクトル積
実施しない
準備学習を評価する確認試験30%（達成目標1～6を評価）、講義内容の理解度を評価する課題40%（
達成目標1～6を評価）、総合的な思考力を評価する課題30%（達成目標1～6を評価）により成績を
評価し、総計で60%以上を合格とする。 
物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著・野沢光昭監訳／培風館
／ISBN978-4-563-02255-6
解析学Ⅰ（春1期）を同時に受講していることが望ましい。
物理学Ⅱ（春2期）、力学Ⅰ（秋1期）、力学Ⅱ（秋2期）を引き続き履修することが望ましい。
基礎物理学／原康夫著／学術図書出版社／ISBN978-4-7806-0525-9
研究室の場所（C3号館3階松下研究室）
オフィスアワー：火曜日3時限
電子メールアドレス：hisashi@are.ous.ac.jp
電話番号（研究室）：086-256-9503 
準備学習に対する「確認試験」を講義の最初に（約15分）実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
グループ学習により授業を行うので、毎回準備学習をしたうえで出席して、真摯に授業に取り組む
こと。遅刻してグループに迷惑をかけることが重なると欠席扱いとすることがあるので十分注意す
ること。
自己都合によらない欠席以外で提出課題の事後の提出は認めない。
グループワーク、ライティング
教科書の重要な項目について、グループディスカッションを行い、グループごとに意見を発表する
。
授業の最後に学習のまとめとして学んだ内容や疑問に思ったことを記入する。



課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

確認試験については、講義中に要点を解説する。
提出課題については、次の講義時に返却し、要点を解説する。 
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので
、事前に相談してください。
配布資料や録画データなどは他者への再配布（インターネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。 

講義で取り上げなかった教科書の例題や問題は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいた
い。 



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回
５回

６回

７回
８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

物理学Ⅰ【水2金2】（FTR00710）
Physics I
藤本真作（ふじもとしんさく）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
測定の基礎となる長さ、時間、質量の基準、単位やその変換方法について重要な項目を説明し、問
題演習を行う。
直線運動のなかで、物体の位置と、ある位置から別の位置への変化を表す変位について重要な項目
を説明し、問題演習を行う。
直線運動のなかで、位置の時間変化を表す速度について重要な項目を説明し、問題演習を行う。
直線運動のなかで、速度の時間変化を表す加速度について重要な項目を説明し、問題演習を行う。
直線運動のなかで、加速度が一定の場合の運動を表す等加速度運動について重要な項目を説明し、
問題演習を行う。
直線運動のなかで、物体の自由落下・投げ上げ・投げつけの状態について説明し、問題演習を行う
。
これまでの演習問題をすることで、基礎的な運動の捉え方を理解する。
これまでの講義内容について全体的な解説を行い、総合演習Ⅰを行う。
物体の運動の大きさと方向を表すベクトルについてその加法と成分への分解について重要な項目を
説明し、問題演習を行う。
ベクトルのなかで、大きさが１である決まった方向をもつ単位ベクトルについて重要な項目を説明
し、問題演習を行う。
ベクトル同士のかけ算の結果、大きさ（スカラー）になるスカラー積とベクトルになるベクトル積
について重要な項目を説明し、問題演習を行う。
２次元と３次元の運動のなかで、位置と変位を単位ベクトルを用いて表記・演算する方法について
重要な項目を説明し、問題演習を行う。
２次元と３次元の運動のなかで、速度と加速度を単位ベクトルを用いて表記・演算する方法につい
て重要な項目を説明し、問題演習を行う。
２次元と３次元の運動のなかで、物体の放物運動（水平運動、鉛直運動、軌道の方程式、水平到達
距離）について重要な項目を説明し、問題演習を行う。
総合演習Ⅱを実施する。

                                          準備学習
教科書の1章 測定(pp.1-8)をよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を
深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の運動・位置・変位・速度(pp.9-13)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノート
にまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の速度についてよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を深めて
おくこと。（予習２４０分）
教科書の加速度(pp.14-16)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで
理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の等加速度運動(pp.17-20)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめる
ことで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の等加速度運動の３つの状態(pp.20-24)について考え、太字のキーワードや公式をノートに
まとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
これまでの問題演習や例題(pp.1-8)をよく復習しておくこと。（予習２４０分）
これまでの講義内容(pp.9-24)を理解し、応用問題が解けるようにしておくこと。（予習２４０分
）
教科書のベクトルの加法と成分への分解(pp.25-30)についてよく読み、太字のキーワードや公式を
ノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の単位ベクトル(pp.30-34)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめる
ことで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書のスカラー積とベクトル積(pp.34-39)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノート
にまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の２次元と３次元における位置・変位を単位ベクトル表記・演算(pp.40-44)についてよく読
み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の２次元と３次元における速度・加速度を単位ベクトル表記・演算(pp.44-46)についてよく
読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分
）



１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

教科書の２次元と３次元の放物運動（水平運動、鉛直運動、軌道の方程式、水平到達距離）(pp.46
-52)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと
。（予習２４０分）
これまでの講義内容(pp.25-52)を理解し、応用問題が解けるようにしておくこと。（予習３６０分
）

物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を当て、その考え方
や基礎知識を身に付け、理解できるようになることを目的とする。すなわち、単位系、物体（粒子
）の簡単な運動、2次元運動あるいは3次元運動などについて、例題や演習を通して理解できるよう
になることを目的とする。そのために、本当に？なぜ？なにを？どうやって？具体的には？要する
に？という問いかけに皆で回答（双方向的対輪）しながら考え続ける習慣をつけることを目的とす
る（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与している）。
この講義を通じて下記の内容が修得できる。 
①機械的な物理量の意味を説明でき、単位換算を行うことができる。（A）
②工学的な基礎的事項である位置、変位、速度、加速度などが説明でき、等加速度運動が理解でき
る。（A）
③ベクトルの加法、分解および内積と外積を理解することができる。（A）
④２次元と３次元の運動（位置、速度、加速度）をベクトルで表記できる。（A
⑤授業を受けて自分の疑問点や問題点を解決する方法を提案できる（B)　
⑥毎回の授業で自分の振り返りを述べることができる（C）
⑦演習課題についてグループで解決することができる（D）
物理学、速度、加速度、ベクトル、力学、運動
実施する
総合演習５５％（総合演習Ⅰ：２５％,総合演習Ⅱ：３０％：到達目標①～⑥を確認）、演習（２
問）２５％（到達目標①～⑦を確認）、課題レポート提出評価割合（宿題を含む）２０％（達成目
標⑥を確認）により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著　野沢光昭　監訳／培風
館／978-4-563022556
入門物理、力学、数学、電磁気学、物理学実験、材料力学、材料工学、流体力学、熱力学、機械力
学、電気電子回路、センサ工学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス、ロボット制御工学、制
御工学
基礎物理学　上／金原寿朗　編／裳華房
研究室：Ｃ７号館（旧６号館）４階　藤本研究室　直通電話　086-256-9596　E-mail:fuji（アッ
トマーク）are.ous.ac.jp
・授業で重視するのは覚えることより考えること。配布する課題プリントと教科書をよく読んで予
習をしておくこと。友達と意見を出し合いながら学ぶので積極的に参加する態度が求められます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・最終評価試験は実施しないので、授業時間と授業時間外での活動が大切になります。課題・演習
レポートを自分でしっかりと仕上げてください。課題レポート等にコピペなどの剽窃がある場合は
、成績評価の対象としない場合もありますので、絶対に行わないようにしてください。
・グループワークにも積極的に参加してください。苦手な人もそんなにしゃべらなくてもグループ
ワークに参加できるようにしますので、安心して参加してください。
・グループワークで学ぶケースもありますので、欠席はしないようにしてください。
・数学Ⅰ、Ⅲの内容を理解しておくようにしてください。
・演習課題では難解な問題をグループワークによって解答する形式（課題解決学習）を適用します
。
・基本的にはまず自分で考えてから、ペア、グループディスカッションを通して授業を進めていき
ます。グループワークによる課題提出から評価を行います。
・授業中、グループディスカッションを実施してグループで意見を集約して課題を提出します。
・予習復習課題（課題レポート）は採点・評価後、コメントを入れて返却する。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や撮影・画像データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。

講義でに教科書の重要な項目のみ説明し、その項目について多くの問題演習を取り入れているため
、準備学習としてまずは教科書をよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理



解を深めておくこと。 　また、教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかっ
た部分は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回

５回
６回

７回

８回
９回

１０回
１１回

１２回
１３回
１４回

１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

物理学Ⅱ【水1金1】（FTR00800）
Physics II
松下尚史（まつしたひさし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
物体（粒子）の放物運動（水平運動、鉛直運動、軌道の方程式、水平到達距離）に関する概念を修
得する。
等速円運動する物体（粒子）の速度や加速度（向心加速度）に関する概念を修得する。
2つの物体（粒子）の相対的な運動（変位、速度、加速度）に関する概念を修得する。
物体（粒子）に作用する合力がゼロであれば、物体（粒子）の速度は変化しないというニュートン
の第1法則（慣性の法則）の概念を修得する。
慣性質量の定義、重力質量の定義、慣性質量と重力質量の概念を修得する。
物体に作用する力の合力は、物体（粒子）の質量と物体（粒子）の加速度の積に等しいというニュ
ートンの第2法則（運動の法則）の概念を修得する。
第4回から第6回までの講義で修得した知識をもとに力が作用する物体（粒子）の運動の捉え方（運
動方程式）を考察する。
重力、重さ、垂直抗力、摩擦力、張力など力に関する概念を修得する。
2つの物体が相互作用するとき、それぞれの物体が他方の物体に及ぼす力の大きさは等しく、力の
向きは反対であるというニュートンの第3法則（作用・反作用の法則）の概念を修得する。
ニュートンの法則の応用について考察する。
第4回から第10回までの講義で修得した知識をもとに力が作用したときの物体（粒子）の運動の捉
え方（運動方程式）を考察する。
物体間にはたらく摩擦力（静止摩擦力、動摩擦力）に関する概念を修得する。
流体と物体の間にはたらく抵抗力と終端速度に関する概念を修得する。
等速円運動する物体（粒子）にはたらく力（向心力）および加速度（向心加速度）に関する概念を
修得する。
第4回から第14回までの講義で修得した知識をもとに力学の基本的な考え方を修得する。

                                          準備学習
教科書のp.46～p.52の内容を理解し、放物運動における水平方向および鉛直方向の運動の様子を説
明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
教科書のp.53～p.54の内容を理解し、等速円運動する物体（粒子）の加速度が円の中心に向かうこ
とを説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
物体（粒子）の放物運動に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.54～p.60の内容を理解し、2つの物体（粒子）の相対的な運動（変位、速度、加速度）
のベクトル表記ができるようにしておくこと（標準学習時間120分）
等速円運動する物体（粒子）に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.61～p.64の内容を理解し、ニュートンの第1法則（慣性の法則）を説明できるようにし
ておくこと（標準学習時間120分）。
2つの物体（粒子）の相対的な運動（変位、速度、加速度）に関する提出課題を完成させること（
標準学習時間60分）。
教科書のp.62～p.65の内容を理解し、慣性質量の定義および重力質量の定義を調べてくること（標
準学習時間120分）。
ニュートンの第1法則（慣性の法則）に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.65～p.70の内容を理解し、ニュートンの第2法則（運動の法則）を説明できるようにし
ておくこと（標準学習時間120分）。
慣性質量と重力質量に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.61～p.70の内容を理解し、力が作用する物体（粒子）の運動の様子を説明できるように
しておくこと（標準学習時間120分）。
ニュートンの第2法則（運動の法則）に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.70～p.74の内容を理解し、重力、垂直抗力、摩擦力、張力を説明できるようにしておく
こと（標準学習時間120分）。

教科書のp.74～p.76の内容を理解し、ニュートンの第3法則（作用・反作用の法則）を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間120分）。
ニュートンの第3法則（作用・反作用の法則）と力のつり合いの違いを説明できるようにしておく
こと（標準学習時間60分）。
教科書のp.76～p.84の内容を理解し、例題5-6、例題5-7、例題5-8の考え方を説明できるようにし
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ておくこと（標準学習時間120分）。
ニュートンの第3法則（作用・反作用の法則）に関する提出課題を完成させること（標準学習時間6
0分）。
教科書のp.61～p.84の内容を理解し、アトウッドの器械を用いた重力加速度の大きさを測定する原
理を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。

教科書のp.85～p.90の内容を理解し、摩擦力の性質を説明できるようにしておくこと（標準学習時
間120分）。

教科書のp.91～p.93の内容を理解し、例題6-5の考え方を説明できるようにしておくこと（標準学
習時間120分）。
物体間にはたらく摩擦力（静止摩擦力、動摩擦力）に関する提出課題を完成させること（標準学習
時間60分）。
教科書のp.94～p.100の内容を理解し、等速円運動する物体（粒子）にはたらく力（向心力）を説
明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
流体と物体の間にはたらく抵抗力と終端速度に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60
分）。
ニュートンの第1法則（慣性の法則）、第2法則（運動の法則）、第3法則（作用・反作用の法則）
をきちんと説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
等速円運動する物体（粒子）にはたらく力（向心力）および加速度（向心加速度）に関する提出課
題を完成させること（標準学習時間60分）。

物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を当て、その考え方
や基礎知識を身に付け、理解できるようになることを目的とする。すなわち、力と運動などについ
て、例題や演習を通して理解できるようになることを目的とする。そのために、本当に？なぜ？な
にを？どうやって？具体的には？要するに？という問いかけに皆で回答（双方向的対輪）しながら
考え続ける習慣をつけることを目的とする（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与して
いる）。
1）2次元運動および3次元運動（放物運動、等速円運動、相対運動）をベクトルで表記できること
（A）
2）2次元運動および3次元運動（放物運動、等速円運動、相対運動）の運動の様子を説明できるこ
と（A）
3）ニュートンの第1法則（慣性の法則）、第2法則（運動の法則）、第3法則（作用・反作用の法則
）が説明できること（A）
4）ニュートンの第2法則について、力、質量、加速度の関係が求められること（A）
5）静止摩擦力と動摩擦力の違いが説明できること（A）
6）物体（粒子）にいろいろな力（摩擦力・張力・垂直抗力・重力）作用するときの運動方程式が
求められること（A）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
物理学、ニュートンの法則、力学、微分・積分
実施しない
準備学習を評価する確認試験30%（達成目標1～6を評価）、講義内容の理解度を評価する課題40%（
達成目標1～6を評価）、総合的な思考力を評価する課題30%（達成目標1～6を評価）により成績を
評価し、総計で60%以上を合格とする。
物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著・野沢光昭監訳／培風館
／ISBN978-4-563-02255-6
物理学Ⅰ（春1期）および解析学Ⅰ（春1期）の単位を取得していることが望ましい。
解析学Ⅱ（春2期）を同時に受講していることが望ましい。
力学Ⅰ（秋1期）、力学Ⅱ（秋2期）を引き続き履修することが望ましい。
物理学基礎／原康夫著／学術図書出版社／ISBN978-4-7806-0525-9
研究室の場所（C3号館3階松下研究室）
オフィスアワー：火曜日3時限
電子メールアドレス：hisashi@are.ous.ac.jp
電話番号（研究室）：086-256-9503 
準備学習に対する「確認試験」を講義の最初に（約15分）実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
グループ学習により授業を行うので、毎回準備学習をしたうえで出席して、真摯に授業に取り組む
こと。遅刻してグループに迷惑をかけることが重なると欠席扱いとすることがあるので十分注意す
ること。
自己都合によらない欠席以外で提出課題の事後の提出は認めない。
グループワーク、ライティング
教科書の重要な項目について、グループディスカッションを行い、グループごとに意見を発表する
。
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授業の最後に学習のまとめとして学んだ内容や疑問に思ったことを記入する。 
確認試験については、講義中に要点を解説する。
提出課題については、次の講義時に返却し、要点を解説する。 
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので
、事前に相談してください。
配布資料や録画データなどは他者への再配布（インターネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。 

講義で取り上げなかった教科書の例題や問題は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいた
い。 



科目名
英文科目名
担当教員名
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回数
１回

２回

３回

４回

５回
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１１回
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１４回
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１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

１２回

物理学Ⅱ【水1金1】（FTR00810）
Physics II
藤本真作（ふじもとしんさく）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
２次元と３次元の運動のなかで、等速円運動する場合の速度や加速度（向心加速度）について重要
な項目を説明し、重要な式の証明を行う。また、円錐振り子の問題を解説する。
２次元と３次元の運動のなかで、等速円運動する場合の速度や加速度（向心加速度）について基礎
的な問題と応用問題の演習を行う。
２次元と３次元の運動のなかで、２つの物体の相対的な運動（変位、速度、加速度）について重要
な項目を説明し、問題演習を行う。
力と運動のなかで、物体に作用する合力がゼロであれば、物体の加速度は変化しないというニュー
トンの第１法則について重要な項目を説明し、問題演習を行う。
力と運動のなかで、力と質量の定義を加速度およびニュートンの第２法則と関連づけて重要な項目
を説明し、問題演習を行う。
力と運動のなかで、物体に作用する合力は、物体の質量と物体の加速度の積に等しいいうニュート
ンの第２法則について重要な項目を説明し、問題演習を行う。
これまでの演習問題をすることで、力が作用する運動の捉え方を理解する。
これまでの講義内容について全体的な解説を行い、総合演習Ⅰを行う。
力と運動のなかで、いろいろな力（重力、重さ、垂直抗力、摩擦、張力）について重要な項目を説
明し、問題演習を行う。
力と運動のなかで、２つの物体が相互作用するとき、それぞれの物体が他方の物体に及ぼす力の大
きさは等しく、力の向きは反対であるというニュートンの第３法則について重要な項目を説明し、
問題演習を行う。
力と運動のなかで、ニュートンの法則の適用例について重要な項目を説明し、問題演習を行う。
力と運動のなかで、物体間にはたらく摩擦（静止摩擦、動摩擦）について重要な項目を説明し、問
題演習を行う。
力と運動のなかで、流体と物体の間にはたらく抵抗と終端速度について重要な項目を説明し、問題
演習を行う。
力と運動のなかで、等速で円運動する場合にはたらく力（向心力）と加速度（向心加速度）につい
て重要な項目を説明し、問題演習を行う。
総合演習Ⅱを実施する。

                                          準備学習
教科書の２次元と３次元の等速円運動する場合の速度や加速度（向心加速度）(pp.53-54)について
よく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４
０分）
教科書の２次元と３次元の等速円運動する場合の速度や加速度（向心加速度）(pp.53-54)について
よく復習するとともに、円錐振り子などの応用問題で理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の２次元と３次元の２つの物体の相対的な運動（変位、速度、加速度）(pp.54-60)について
よく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４
０分）
教科書のニュートンの第１法則(pp.61-64)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノートに
まとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の力と質量とニュートンの第２法則(pp.64-67)についてよく読み、太字のキーワードや公式
をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書のニュートンの第２法則を用いた例題(pp.67-70)についてよく読み、太字のキーワードや公
式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
これまでの問題演習や例題(pp.53-70)をよく復習しておくこと。（予習２４０分）
これまでの講義内容(pp.53-70)を理解し、応用問題が解けるようにしておくこと。（予習３６０分
）
教科書のいろいろな力（重力、重さ、垂直抗力、摩擦、張力）(pp.70-74)についてよく読み、太字
のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書のニュートンの第３法則(pp.74-76)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノートに
まとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書のニュートンの３つの法則を理解し、その適用例(pp.76-84)についてよく読み、太字のキー
ワードや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の摩擦（静止摩擦、動摩擦）(pp.85-91)についてよく読み、太字のキーワードや公式をノー
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トにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の流体と物体の間にはたらく抵抗と終端速度(pp.91-93)についてよく読み、太字のキーワー
ドや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習２４０分）
教科書の等速で円運動する場合にはたらく力（向心力）と加速度（向心加速度）(pp.94-100)につ
いてよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理解を深めておくこと。（予習
２４０分）
これまでの講義内容(pp.70-100)を理解し、応用問題が解けるようにしておくこと。（予習３６０
分）

物理学は工学技術の基礎となる重要な学問である。本講義は質点の力学に焦点を当て、その考え方
や基礎知識を身に付け、理解できるようになることを目的とする。すなわち、力と運動などについ
て、例題や演習を通して理解できるようになることを目的とする。そのために、本当に？なぜ？な
にを？どうやって？具体的には？要するに？という問いかけに皆で回答（双方向的対輪）しながら
考え続ける習慣をつけることを目的とする（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与して
いる）。
この講義を通じて下記の内容が修得できる。 
①2次元と3次元の運動（放物運動、等速円運動、相対運動）をベクトルで表記でき、求められるこ
とができる。（A）
②ニュートンの法則が理解できる。（A）
③ニュートンの第2法則について、ベクトル表記や成分分解ができ、力・質量・加速度の関係が求
められることができる。（A）
④静止摩擦と動摩擦が理解でき、ニュートンの第2法則を使って、いろいろな力（摩擦力・張力・
垂直抗力・重力）と質量・加速度の関係が求められることができる。（A）
⑤等速円運動について、ニュートンの第2法則を使って、いろいろな力（摩擦力・張力・垂直抗力
・重力、向心力）と質量・加速度の関係が求められることができる。（A）
⑥授業を受けて自分の疑問点や問題点を解決する方法を提案できる（B)　
⑦毎回の授業で自分の振り返りを述べることができる（C）
⑧演習課題についてグループで解決することができる（D）
物理学、ニュートンの法則、力学、微分・積分
実施する
総合演習５５％（総合演習Ⅰ：２５％,総合演習Ⅱ：３０％：到達目標①～⑦を確認）、演習（２
問）２５％（到達目標①～⑧を確認）、課題レポート提出評価割合（宿題を含む）２０％（達成目
標⑧を確認）により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著　野沢光昭　監訳／培風
館／978-4-563022556
物理学Ⅰ、力学、数学、電磁気学、物理学実験、材料力学、材料工学、流体力学、熱力学、機械力
学、電気電子回路、センサ工学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス、ロボット制御工学、制
御工学
基礎物理学　上／金原寿朗　編／裳華房
研究室：Ｃ７号館（旧６号館）４階　藤本研究室　直通電話　086-256-9596　E-mail:fuji（アッ
トマーク）are.ous.ac.jp
・授業で重視するのは覚えることより考えること。配布する課題プリントと教科書をよく読んで予
習をしておくこと。友達と意見を出し合いながら学ぶので積極的に参加する態度が求められます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・最終評価試験は実施しないので、授業時間と授業時間外での活動が大切になります。課題・演習
レポートを自分でしっかりと仕上げてください。課題レポート等にコピペなどの剽窃がある場合は
、成績評価の対象としない場合もありますので、絶対に行わないようにしてください。
・グループワークにも積極的に参加してください。苦手な人もそんなにしゃべらなくてもグループ
ワークに参加できるようにしますので、安心して参加してください。
・グループワークで学ぶケースもありますので、欠席はしないようにしてください。
・数学Ⅰ、Ⅲの内容を理解しておくようにしてください。
・演習課題では難解な問題をグループワークによって解答する形式（課題解決学習）を適用します
。
・基本的にはまず自分で考えてから、ペア、グループディスカッションを通して授業を進めていき
ます。グループワークによる課題提出から評価を行います。
・授業中、グループディスカッションを実施してグループで意見を集約して課題を提出します。
・予習復習課題（課題レポート）は採点・評価後、コメントを入れて返却する。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や撮影・画像データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は



実務経験のある教員
その他（注意・備考）

禁止する。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。

講義でに教科書の重要な項目のみ説明し、その項目について多くの問題演習を取り入れているため
、準備学習としてまずは教科書をよく読み、太字のキーワードや公式をノートにまとめることで理
解を深めておくこと。 　教科書には多くの例題や問題があるので、講義で取り上げなかった部分
は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいたい。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

物理学実験【月4木4】（FTR00910）
Experiments of Physics
蜂谷和明（はちやかずあき）,綴木馴（つづるぎじゅん）,福田謙吾＊（ふくだけんご＊）,篠原隆
（しのはらたかし）,田淵博道＊（たぶちひろみち＊）,矢城陽一朗（やぎよういちろう）
１年
2.0
実験実習

                                        授業内容
ガイダンス（１回） 物理学実験上の諸注意。 実験の目的、内容および実施方法についての説明を
理解して、実験ができるように準備する。
（全教員）

（全教員）
ガイダンス（２回） 誤差論。 物理実験での有効数字と誤差について理解し、実験で実施できるよ
うに準備する。
（全教員）

（全教員）
実験１回目 ボルダの振り子。 糸につるした重りの振動する時間を光センサーで測定し、これから
重力加速度を計算する。
（全教員）

（全教員）
ガイダンス（３回） 測定値の取り扱い。 １回目で実験した後に、最小二乗法による計算方法、測
定値の取り扱い方、グラフの書き方についての説明があるので、これを理解する。
（全教員）

（全教員）
実験２回目　モノコード。 モノコ－ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の
振動数を測定する。
（全教員）

（全教員）
レポート作成指導。 実験１および２回目の測定に関するデータ解析を行い、作成してきたレポー
トを完成させる。
（全教員）

（全教員）
実験３回目 モノコード。 モノコ－ドの弦を交流の振動数と同調させて、弦の振動数から交流の振
動数を測定する。
（全教員）

（全教員）
実験４回目 マイケルソンの干渉計。 反射鏡を利用して２つの光路差を作り、これにレーザー光を
入射して得られた干渉縞と距離の関係から、レーザー光の波長を計算する。
（全教員）

（全教員）
レポート作成指導、中間レポート一斉提出（１～２回）　。 実験３および４回目の測定に関する
データ解析を行い、作成してきたレポートを完成させる。
（全教員）

（全教員）
実験５回目 ホィートストンブリッジ。 ホイ－トストン・ブリッジを用いて金属線の電気抵抗を測
定し、その金属線の抵抗率を計算する。
（全教員）

（全教員）



１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

実験６回目 トランジスター。 トランジスタ－のコレクタ-特性を測定し、ｈパラメ－タを算出す
る。
（全教員）

（全教員）
レポート作成指導、中間レポート一斉提出（３～４回）。 実験５および６回目の測定に関するデ
ータ解析を行い、作成してきたレポートを完成させる。
（全教員）

（全教員）
実験７回目 ニュートンリング。 平板とレンズでできた薄い空気膜中にナトリウムランプの光を入
射し、これを通過し後に反射してできた干渉縞からレンズの曲率を測定する。
（全教員）

（全教員）
実験８回目 オシロスコープ。 オシロスコ－プの原理を理解すると共に、その使用法、即ち、電圧
および時間（周期波形の場合は周期、周波数）の測定方法を習得する。
（全教員）

（全教員）
レポート作成指導。 実験７および８回目の測定に関するデータ解析を行い、作成してきたレポー
トを完成させる。
（全教員）

（全教員）
最終レポート一斉提出および補充実験。 すべての実験レポートを提出し、実験時間中に測定でき
なかった実験を補充する。
（全教員）

（全教員）

                                          準備学習
物理学実験のテキストを購入して、ガイダンスの第１回～３回は必ず出席すること。３回分のガイ
ダンスを欠席すると、実験を受けても内容がわからなくなる。したがって、欠席した人は、４回目
降の実験が受けれないので、注意すること（標準学習時間60分）。

テキストの該当箇所を読んでおくこと（標準学習時間90分）。

ガイダンス１回目の説明にしたがって、表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習
し、学生実験に出席すること（標準学習時間120分）。

テキストの該当箇所を読んでおくこと（標準学習時間60分）。

表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること（標準学習
時間90分）。

１回目および２回目の実験結果を整理し、レポートを自宅で作成しておくこと（標準学習時間90分
）。

テキストの該当箇所を読んでおくこと（標準学習時間120分）。

テキストの該当箇所を読んでおくこと（標準学習時間90分）。

３回目および４回目の実験結果を整理し、レポートを自宅で作成しておくこと（標準学習時間120
分）。



１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること（標準学習
時間60分）。

表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること（標準学習
時間120分）。

５回目および６回目の実験結果を整理し、レポートを自宅で作成しておくこと（標準学習時間80分
）。
　

表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること（標準学習
時間60分）。

表紙から実験方法までレポート用紙に記入して十分に予習し、学生実験に出席すること（標準学習
時間90分）。

７回目および８回目の実験結果を整理し、レポートを自宅で作成しておくこと（標準学習時間120
分）。

受理されていないレポ－トを完成させておく。補充実験がある場合はテキストの該当箇所を読んで
予習すること（標準学習時間180分）。

物理学は知能機械工学の基礎を与える科学である。講義で学ぶ物理的な方法を実験に適用する。ま
た、自ら実験を行うことによって自然現象の観察法、物理量の測定法を学習する。実験装置の組み
立や、調整を学ぶと共に、計器の取扱い方や目盛りの読み取り法、測定データの解析法、有効数字
と誤差の取扱い方、また結果の考察とレポートの作成法などを身につけることを目的とする。（知
能機械工学科の学位授与の方針のBにもっとも強く関与する。）
知能機械工学の専門知識を理解するために、物理学、力学、電磁気学の基礎知識を修得する。特に
、自分で実験を行うことにより、基本的な物理量の測定法、実験装置や器具の操作、有効数字と誤
差の理解、レポートの作成等ができるようにする。 
１）基本的な物理量が測定でき、実験装置や器具の操作で結果の導出ができて、レポートの作成が
できる（B）。
２）１）に加えて、有効数字と平均誤差・間接誤差を理解し、使用してデータの整理ができる（B,
A）。
３）最小２乗法によるデータ整理ができる（B,A）。

計測基礎論と基本的な量の測定法，単位と標準，不確かさと精度，力学，電磁気，振動、光学
実施しない
基本的な物理量が測定でき、実験装置や器具の操作で結果の導出ができて、レポートの作成ができ
ること（達成目標１）（配点：50%）、有効数字と平均誤差・間接誤差を理解し、使用してデータ
の整理ができること（達成目標２）（25%）、最小２乗法によるデータ整理ができること（達成目
標３）（25%）。
すべての実験テーマのレポート点を総合集計して60点以上を合格とする。
ただし、一つでもレポートの提出されていない実験テーマがあれば、単位取得はできない。 

物理学実験書／岡山理科大学理学部共通講座・工学部共通講座物理学教室編／大学教育出版／978-
4887302167 

物理学I、物理学II、力学I、力学II、電磁気学などを履修することが望ましい。
国立天文台編集・「理科年表」・丸善
（代表）蜂谷（電子メールhachiya@mech.ous.ac.jp，電話086-256-9573）オフィスアワー木曜日12
:30-13:30、16:00-17:00、金曜日16:00-17:00、研究室の場所（A１号館４階　蜂谷研究室） 

毎回出席して、各担当教員またはＴＡの指示に従うこと。第１回から８回の実験終了後には、自宅
でレポートを作成し、１週間後の実験開始前に、レポートを所定の場所に提出すること。
＜ディスカッション、実験・実習、グループワーク＞　
学生のみんなが物理学実験に主体的に参加して、1人でなく、グループワークを通して、仲間と協
力しながら実験の課題を解決するように、アクティブラーニングの一環として、指導・学習を進め
て行く。また、実施している実験課題で問題のある場合は、ディスカッションや調査学習なども有



課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

効に活用する。
課題（レポート等）のフィードバックとしては、提出したレポートは担当教員が点検し、その日の
うちに再提出の必要なレポートは返却する。また、不明な点、わからない箇所等は、教員またはＴ
Ａの学生が、わかりやすく説明する。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合事前に相談すること。
元高等学校・中学校勤務：学校現場における教育経験（指導案作成、実習指導、等）を活かして、
物理学を苦手としている学生に対して、わかりやすく、ためになる講義（実験ガイダンス）や、積
極的な学習態度を引き出すような実習指導をする。
・毎回出席して、各担当教員またはＴＡの指示に従うこと。
・授業時間：1回3.5時間× 15回＝52.5時間 
・講義中の録音／録画／撮影は原則認めない。特別の理由がある場合事前に相談すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回

４回
５回
６回

７回
８回
９回

１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回

１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回
１０回
１１回

１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

プログラミング演習【月2木2】（FTR01200）
Exercise of Programming
山田訓（やまださとし）
２年
2.0
演習

                                        授業内容
講義のオリエンテーションを行い、Ｃ言語の基本的な文法を説明する。Ｃ言語の基本的な文法を確
認する小テスト（１）を行う。
Ｃ言語の文法の残りの説明をする。Ｃ言語の基本的な文法の理解を確認する小テスト(２)を行う。
演習開始前にＣ言語の文法の小テスト（３）を行う。コンパイラの使用法の説明をし、入出力と簡
単な計算のプログラムの演習をする。
繰り返し計算のプログラムの演習をする。
繰り返しと条件分岐を組み合わせたプログラムの演習をする。
演習開始前にＣ言語の文法の小テスト（４）を行う。配列の取り扱いと合計・平均値のプログラム
の演習をする。
最大値と最小値を求めるプログラムの演習をする。
繰り返し計算の応用である数値積分のプログラムの演習をする。
演習前に、Ｃ言語の文法の小テスト（５）をする。大きい順に値を出力するプログラムの演習（最
大値を求めるプログラムの応用）をする。
for文とif文の組み合わせのプログラムの演習をする。
最小２乗法のプログラムの演習と統計計算プログラムの復習をする。
演習前に、Ｃ言語の文法の小テスト（６）をする。ベクトル、行列の計算のプログラムの演習をす
る。
ロボット制御プログラム作成（障害回避）の演習をする。
ロボット制御プログラム作成（ランプ到達制御）の演習（１）をする。
ロボット制御プログラム作成（ランプ到達制御）の演習（２）をする。より短時間でランプに到達
する制御を目指す演習をする。
最終評価試験をし、フィードバックとして模範解答を研究室廊下に掲示する。

                                          準備学習
教科書の１章を読み、プログラムの意義と考え方を理解しておくこと（予習１６０分）。
第１回で説明した文法を復習しておくこと（復習１６０分）。
第１回、第２回で説明したＣの文法を復習しておくこと（復習１６０分）。
教科書と配布資料を読み、for文の使い方を復習しておくこと（復習９０分）。
教科書と配布資料を読み、if文の使い方を復習しておくこと（復習９０分）。
教科書と配布資料を読み、配列とfor文について復習しておくこと（復習９０分）。
教科書と配布資料を読み、配列・for文、if文について復習しておくこと（復習９０分）。
数学の教科書を読み、積分の意味を復習しておくこと。for文について復習しておくこと（予習１
２０分）。
第６回と第７回で配布した資料を復習し、最大値の求め方を確認しておくこと（復習９０分）。
第４回で配布した資料を復習し、for文とif文の使い方を復習しておくこと（復習９０分）。
第６回と第７回の配布資料を復習し、平均、最大値、標準偏差の求め方を確認しておくこと（復習
９０分）。
配列、for文の使い方について復習しておくこと（復習１２０分）。
if文の使い方を復習しておくこと（復習９０分）
最大値の求め方を復習しておくこと（復習９０分）。
for文、if文の使い方を復習しておくこと（復習９０分）。
１回から１５回までの内容をよく理解しておくこと（復習１６０分）。

Ｃ言語を用いたプログラミングの基本概念を理解し、簡単なアルゴリズムや簡単な制御をプログラ
ミングできるようにする。（知能機械工学科の学位授与方針項目Bにもっとも強く関与する。）
１）C言語の基本形を書くことができる（A、B)
２）計算や制御で基本となるプログラム（平均、最大値、最小値を求める等）を自分で書くことが
できる（A、B)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す
Ｃ言語、コンパイラ、数値計算、繰り返し演算、制御、条件分岐、配列
実施する
毎回のレポート４５％(達成目標１・２を評価)と文法に関する小テスト１５％(達成目標１を評価)
と最終評価試験４０％(達成目標１・２を評価)により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする



教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

。
初級Ｃ言語　やさしいＣ／筧　捷彦　監修、後藤　良和　著、高田　大二　著、佐久間　修一　著
／実教出版／978-4-407320893
コンピュータリテラシー、数値計算法、知能情報処理、知的制御システム論、ロボットビジョン。
なし
山田訓 研究室：C3号館５階山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp　086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
講義資料は講義開始時に配布する。
プログラミングの課題の演習を行う。

演習課題に対する指導をTA・SAで行ってフィードバックすると共に、不十分な提出課題は問題点を
指摘して再提出させることでフィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務：企業の研究所での研究開発の経験を活かして、会社
でのプログラミングの重要性と活用事例について講義する。
講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

１６回

講義目的

達成目標

電磁気学【火1金1】（FTR01500）
Fundamental Electromagnetism
綴木馴（つづるぎじゅん）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
授業内容について説明する．成績評価の方法について説明する．クーロンの法則について解説する
．
ベクトルの基礎的な概念と計算について説明する．
重ね合わせの原理について説明する．
連続する電荷の作る電場について説明する．
電気力線について説明する．
ガウスの法則について説明する．
ガウスの法則について問題を演習する．
電位について説明する．
電位の計算の問題を演習する．
静電エネルギーについて説明する．
静電エネルギーの問題を演習する．
ベクトル解析の概念について説明する．
微分系の静電場の法則について説明する．
ポアソン方程式について説明する．
ポアソン方程式の問題を演習する．
最終評価試験を実施する．

                                          準備学習
シラバスを読み，講義の概要を把握しておくこと．（予習60分）
高校レベルのベクトルの概念はしっかり理解してこの授業に臨むこと．（予習60分）
高校で電磁気を履修していないものはネットを駆使して予習しておくこと．（予習60分）
高校で電場（工業系は電界）の知見を持っていないものは，ネットで電場の予習をしておくこと．
（予習60分）
高校で電気力線の概念を理解していないものは，ネットで電気力線を調べ理解しておくこと．（予
習60分）
ここから大学レベルの知見になる．予習はいらないが，授業にしっかり集中すること．（復習120
分）
ガウスの法則の例題を解く．事前に問題は提起してあるので，各自解いてくること．（予習復習12
0分）
電場の傾きが電位であることを数式によって示す．電位の復習をしっかりしておくこと（復習60分
）
電位の例題を解く．事前に問題は提起してあるので，各自解いてくること．（予習復習120分）
静電エネルギーを数式で示し，解説する．これまでの概念の総復習をしておくこと．（復習240分
）
静電エネルギーの例題を解く．事前に問題は提起してあるので，各自解いてくること．（予習復習
120分）
ベクトル解析の概念を復習する．新規に学習するものは，ネットを以て，事前に予習しておくこと
（予習120分）
積分系のオイラーの法則を微分系に導く．ベクトル解析の授業で∇などを伝授するので復習してお
くこと（復習120分）
ポアソン方程式の導出をする．自信のないものは，ネットで調べておくこと（予習120分）
ポアソン方程式の例題を解く．事前に問題は提起してあるので，各自解いてくること（予習120分
）
1回から15回までの内容をよく理解し，例題の問題を見た瞬間に答えをすらすらと書けるようにな
るまで手を使って演習しておくこと（復習300分）

あくまでも大学レベルの電磁気学の講義を行う．通常4クオーターの時間を必要とするが，1クオー
ターしかないため，講義の内容も電磁気学全般の1/4しか進められない．そのため1/4の内容をマス
ターすることが目的である．残りの3/4は各自，自身にとって必要であると思うのなら独学を以て
学習すること．（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与している．）
大学レベルの電磁気学がどのようなものかを会得し，その後の独学する力を養うことができる．（
A）．（他大学の大学院を受験する場合，電磁気学は必須科目になっている場合が多い．よって本



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

講義も他大学と同じ水準のレベルに設定している．）
ガウスの法則，電位，静電エネルギー，ベクトル解析，ポアソン方程式，他大学大学院の入試．
実施しない
最終評価試験(100%)により成績を評価し，60%以上で合格とする．

juntuzu.net/で書き込み式ノートを配布している．
力学．ディジタル・アナログ電子回路．
なし．
担当：綴木　馴（つづるぎ じゅん） 研究室：C3（旧20）号館5階．
物理学の2大基礎科目は力学，電磁気学である．電磁気学を学びたいという真摯な気持ちがなけれ
ば，この授業を受ける意味は無いので，しっかりとした信念を持って，授業に臨むこと．

例題等の解説は授業中に行う

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

機械製図Ⅰ(再)（FTR01800）
Mechanical Drawings I
赤木徹也（あかぎてつや）
１年
2.0
実験実習

                                        授業内容
オリエンテーション・コンピュータ操作の基礎について解説する．
製図の意義と図面の構成について解説する．
図形の表し方について解説する．
寸法記入法について解説する．
ネジについて解説する．
ネジ製図について解説する．
Lアングルを用いたコーナ設計について解説する．
部品図 組立図面に関して解説する．
歯車の種類や一般的な作画ルールについて解説する．
歯車製図について解説する．
軸受け製図について解説する．
寸法公差・表面粗さについて解説する．
ロボットアーム設計について干渉部分の検証について図面を描きながら解説する．
ロボットアーム設計について組立図面の描き方について解説する．
ロボットアーム設計課題について解説する．
最終課題の提出および課題について解説する．

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと．（予習240分）また情報処理センターのパ
ソコンを利用するためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと．
前回の講義ででたCADの操作に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）教科書の序論部分
のページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた三面図に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「投影法」に関する
教科書の該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた三面図に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「寸法の記入法」に
関する教科書の図と該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた寸法記入に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「ネジの種類」に
関する教科書の図と該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででたおねじに関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「ネジ製図」に関す
る配布ＰＤＦ資料を読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた平歯車の寸法記入に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「雌ネジ
」，「ボルト穴」に関する配布ＰＤＦ資料を読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででたレイヤー毎のLアングルの課題を完成させておくこと．（復習120分）「組立図面
」，「部品図」に関する教科書の該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででたボルト・ナットに関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「歯車の種
類」に関する教科書の図と該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた平歯車に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「歯車製図」に関す
る配布ＰＤＦ資料を読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででたコーナーの組立図面・部品図を完成させておくこと．（復習360分）「軸受け」
に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦ資料を読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた軸受に関する図面を完成させておくこと．（復習120分）「寸法公差」と「表面
粗さ」に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦファイルを読んで予習しておくこと．（予習120
分）
前回の講義ででた表面粗さに関する課題を完成させておくこと．（復習120分）歯車の「モジュー
ル」「ピッチ円直径」に関する配布ＰＤＦファイルの該当ページを読んで予習しておくこと．（予
習120分）
前回の講義ででたロボットアームの構成部品の図面を完成させておくこと．（復習600分）「寸法
公差」と「表面粗さ」に関する内容を復習しておくこと．また，ＣＡＤのレイヤー機能について復
習しておくこと．（復習120分）
講義外での自習時間を利用して設計したロボットアームの部品図面と組立図面をある程度作成して
おくこと．（復習720時間）
最終課題および今までの未提出課題についても完成させておくこと．（復習720時間）



講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

機械系の「ものづくり」において，設計図面は製品の事前検証や，製作時の作業を分担できるなど
多くの�点をもつ重要なものである．
本講義では機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成を�頭において，JIS
日本工業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として，設計製図の演習を�う．
また，本講義ではコンピュータによる設計，すなわちCADを用いた設計やその操作技術の習得およ
びレイヤー分けによる部品毎の設計も講義目的とする．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dに強く関与し，項目Aにも関与する．）
機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成技術の習得，JIS（日本工業規格
に基づく機械製図技術の習得を目的とする．
具体的には下記の内容ができることを目的とする．
①投影法による部品の三面図を�解でき，作成することができる
②ネジの基本的な規格を�解でき，ネジ製図を作成できる．
③歯�の基本的な規格を�解でき，平歯�の製図を作成できる．
④はめ合いに関する基本的な規格を�解できる．
⑤レイヤー分けによる部品の設計ができる．
（D，A）
＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す．
CAD，JIS規格，ネジ，歯車，干渉問題
実施する
講義中に課す課題（５０％），最終課題図面（５０％）から，下記の内容に関する理解度に関して
成績を評価し，総計で６０％以上を合格とする． 
①投影法による部品の三面図を�解でき，作成することができる
②ネジの基本的な規格を�解でき，ネジ製図を作成できる．
③歯�の基本的な規格を�解でき，平歯�の製図を作成できる．
④はめ合いに関する基本的な規格を�解できる．
⑤レイヤー分けによる部品の設計ができる．
大西清著・「JISにもとづく標準製図法」・理工学社・ISBN978-4-274-22118-7
本科目に引き続き「工業デザイン」，「機械製図Ⅱ（再）」，「加工学」，「機械創造工学Ⅰ」，
「機械創造工学Ⅱ」を受講することが望ましい．
なし
C3号館（旧第20号館）5階赤木研究室
本講義は，CADの操作など実習を主とした講義であり，講義等に遅刻や欠席等をすることで，内容
理解や技能習得に大きな問題を生じる．そのため体調管理等を十分に行い，講義を休まないように
心掛けてほしい．また，やむをえず講義を欠席した場合は，次回の講義等で，TAにより補助指導を
受けながら講義を受講することになることも留意してほしい．
また，遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験の受験資格など厳正に取り扱う．
講義中に課題となる図面作成を，2名以上で協議しながら作成するなど，一部アクティブラーニン
グを行っている．
授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。図面製作作業で行うグループワーク等
を状況により一人で行うことで対応する．また，一人で対応できない場合には，定期的にTAの学生
による補助のもとで課題を実施する．講義内容をビデオもしくは録音するなど，事後学習が可能な
メディアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）ロボットコンテストの出場ロボットの設計・製作指導に行った経験が，実践的な設計手法を通
じた機構設計技術の教授に活かせる．
講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用するが，使用しているCADソフトがフリーソフト
であるので，自宅にパソコンを所有している人はダウンロードして自宅等での自己学習時間で課題
を作成するのが望ましい．また，授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

機械製図Ⅱ(再)（FTR01900）
Mechanical Drawings II
赤木徹也（あかぎてつや）
２年
2.0
実験実習

                                        授業内容
オリエンテーション・CAD操作の復習について解説する．
図面の基礎と三角法の復習について解説する．
外部ＣＡＤデータの取込み方法とネジと歯車製図の復習について解説する．
平歯車を用いた伝達機構の設計について解説する．
かさ歯車を用いた伝達機構の設計について解説する．
ウォームギアを用いた減速機構の設計について解説する．
モータの減速ギアボックスの選定方法（トルク 速度）について解説する．
移動物体の設計について解説する。
空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計について解説する．
空気圧シリンダを用いた回転リンク機構の設計について解説する．
移動物体の設計としてトルクや移動速度の設計について解説する．
干渉問題を有する設計課題としてウォームホイールを用いた回転機構について解説する．
干渉問題を有する設計課題として可動域の評価方法について解説する．
干渉問題を有する設計課題として空気圧シリンダの可動域の設計について解説する．
最終課題について解説する．
最終課題の提出および課題に関しての解説をする．

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと．また情報処理センターのパソコンを利用す
るためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと．（予習240分）
CAD操作に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「三角法」に関する教科書の該当ペー
ジを読んでくること．（予習120分）
前回の講義で出された課題を完成させておくこと．（復習120分）「ＤＣモータ」に関して，構造
と動作原理についてインターネットを使って調べてみておくこと．また，「ネジ」と「歯車」に関
する教科書の該当ページと配布ＰＤＦ資料を読んでくること．（予習120分）
ロボットのフレーム部分の製図を完成させておくこと．（復習120分）歯車の「モジュール」，「
ピッチ円直径」に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと．また，平歯
車に関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用する製品の仕様をインターネットで調べてみておくこ
と．（予習120分）
平歯車を使った伝達機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）　「かさ歯車」に関する教
科書の該当ページを読んでみておくことと，かさ歯車に関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用す
る製品の仕様をインターネットで調べてくること．（予習120分）
かさ歯車を使ったで伝達機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）「ウォームギア」に関
する教科書の該当ページを読んでみておくことと，ウォームギアに関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ
）を利用する製品の仕様をインターネットで調べてくること．（予習120分）
ウォームギアの減速機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）設計で使用するモータと減
速ギアボックスの仕様（トルク，減速比）をインターネットで調べてくること．（予習120分）
移動物体の設計図面を完成させておくこと．（復習600分）
ロボットの移動機構やアームの持ち上げ機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）「空気
圧シリンダ」に関して構造や動作原理を図書館，インターネットにより調べてくること．（予習12
0分）
空気圧シリンダの取り付けと，伸長時のロッドの図面を完成させておくこと．（復習120分）空気
圧シリンダに関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用する製品の仕様をインターネットで調べてく
ること．（予習120分）
空気圧シリンダによる回転リンク機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）「組立図面」
，「部品図」に関する教科書の該当ページを調べてくること．（予習120分）
ロボットの移動部分の部品図を完成させておくこと．（復習300分）「空気圧シリンダ」と「ウオ
ームギア」に関して以前紹介したホームページを読んでくること．（予習120分）
ロボットアームの部分の部品図をある程度完成させておくこと．（復習300分）可動域を図面上に
表記する手法について教科書等で調べてくること．（予習120分）
ロボットアームの部分の部品図を完成させておくこと．（復習300分）「空気圧シリンダ」のスト
ロークが変化した場合の図面上の対処方法について，第8回，第9回に紹介した資料を読んでくるこ
と．（予習120分）



１５回

１６回
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合理的配慮が必要な学
生への対応

ロボットアームの可動範囲図を完成させておくこと．（復習120分）講義外での自習時間を利用し
て設計したロボットアームの部品図面と組立図面をある程度作成しておくこと．（復習300分）
最終課題を完成させておくこと．（復習600分）

機械系の「ものづくり」において，設計図面は製品の事前検証や，製作時の作業を分担できるなど
多くの�点をもつ重要なものである．
 本講義では機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成を�頭において，JIS
日本工業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として，設計製図の演習を�う．
 また，本講義では機械創造工学で�うロボット設計を�頭におき，課題形式の設計実習を�う．
 具体的には，平歯�，かさ歯�，ウォームギアなどの各種歯�を用いた動�伝達機構の設計や，
圧シリンダを用いた直進運動，回転運動機構の設計などを経験し，変形など可動域を有するロボッ
トの設計を�うことで，干渉問題などを学習することを目的とする．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dに強く関与し，項目Aにも関与する．）
機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成技術の習得，JIS（日本工業規格
に基づく機械製図技術の習得および機械要素に関する知�の習得を目的とする．
具体的には下記の内容ができることを目的とする．
①CADのレイヤーを用いた機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成方法に
いてその手法がイメージできること．
②外部CADデータを用いた設計方法の習得・平歯�の動�伝達機構の設計についてその手法がイメ
ジできること．
③かさ歯�を用いた動�伝達機構の設計・ウォームギアを用いた減速機構の設計に関してその手法
イメージできること．
④トルクと速�計算によるモータの減速ギアボックスの選定について推察できること．
⑤空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計に関してその手法がイメージできること．
⑥空気圧シリンダを用いた回転リンク機構の設計についてその手法がイメージできること．
⑦設計上の干渉問題を有する機械設計に関してその手法がイメージできること．
（D，A）
＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す
CAD，DXF，JIS規格，平歯車，かさ歯車，ウォームギア，モータトルクと速度計算，空気圧シリン
ダ
実施する
講義中に課す課題（５０％），最終課題図面（５０％）から，下記の内容に関する理解度に関して
成績を評価し，総計で６０％以上を合格とする． 
①CADのレイヤーを用いた機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成方法に
いてその手法がイメージできること．
②外部CADデータを用いた設計方法の習得・平歯�の動�伝達機構の設計についてその手法がイメ
ジできること．
③かさ歯�を用いた動�伝達機構の設計・ウォームギアを用いた減速機構の設計に関してその手法
イメージできること．
④トルクと速�計算によるモータの減速ギアボックスの選定について推察できること．
⑤空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計に関してその手法がイメージできること．
⑥空気圧シリンダを用いた回転リンク機構の設計についてその手法がイメージできること．
⑦設計上の干渉問題を有する機械設計に関してその手法がイメージできること．
大西清著／JISにもとづく標準製図法／理工学社／ISBN978-4-274-22118-7
「機械製図Ⅰ（再）」を受講しておくこと．また，「加工学」を受講しておくことが望ましい．
また，本科目に関連して「工業デザイン」, 「機械加工実習」，「機械創造工学Ⅰ」，「機械創造
工学Ⅱ」を受講することが望ましい．
使用しない
C3号館（旧第20号館）5階赤木研究室
本講義は，CADの操作など実習を主とした講義であり，講義等に遅刻や欠席等をすることで，内容
理解や技能習得に大きな問題を生じる．そのため体調管理等を十分に行い，講義を休まないように
心掛けてほしい．また，やむをえず講義を欠席した場合は，次回の講義等で，TAにより補助指導を
受けながら講義を受講することになることも留意してほしい．
また，遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験の受験資格など厳正に取り扱う．
講義中に課題となる図面作成を，2名以上で協議しながら作成するなど，一部アクティブラーニン
グを行っている．
授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。図面製作作業で行うグループワーク等
を状況により一人で行うことで対応する．また，一人で対応できない場合には，定期的にTAの学生
による補助のもとで課題を実施する．講義内容をビデオもしくは録音するなど，事後学習が可能な
メディアへの記録を個人使用のみに限って許可する．



実務経験のある教員

その他（注意・備考）

ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）ロボットコンテストの出場ロボットの設計・製作指導に行った経験が，実践的な設計手法を通
じた機構設計技術の教授に活かせる．
講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用するが，使用しているCADソフトがフリーソフト
であるので，自宅にパソコンを所有している人はダウンロードして自宅等での自己学習時間で課題
を作成するのが望ましい．また，授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

加工学【火2火3】（FTR02000）
Mechanical Processing
上田修治＊（うえだしゅうじ＊）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
イントロダクションおよび講義の進め方について説明する。加工法の３つの種類について説明する
。
加工と図面の関係について説明し、必要な製図の規則を解説する。
鋳造について説明、その特徴及び代表的な鋳造用金属材料について解説する。
塑性加工について説明、その特徴ならびに代表的な種類について解説する。
溶接について説明、その特徴ならびに種類及び溶断について解説する。
熱処理・表面処理について説明、その種類及び特徴について解説する。
切削加工について説明、切りくずの形態、構成刃先、切削液について解説する。
切削工具の材料に必要な条件を説明、代表的な工具材料について解説する。
第８回の提出課題について解説し、ここまでの講義内容について振り返ると同時に、ここまでの講
義内容に関する総合演習を実施する。
総合演習について模範解答を示して解説し、主な切削機械の作業について説明する。
研削加工についての説明、砥石の構成・砥石の寿命について解説する。
主な研削機械の作業について説明する。
代表的な精密加工および特殊加工について解説する。
プラスチック成形加工法、特徴、種類について解説する。
ＮＣ工作機械の特徴、種類について解説する。
第１５回の提出課題を解説し、最終評価試験を実施する。

                                          準備学習
シラバスから講義の目的、達成目標、成績評価がどのように行われるかを確認し、教科書第１章緒
論を読み、機械加工を３つに大別するとどのような加工法になるかまた、それはどのような加工が
含まれるかを調べておくこと（標準学習時間１８０分）。
周りにある参考書等で加工における図面の役割を考え、図面の種類について調べておくこと（標準
学習時間１８０分）。
第２回加工と図面の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第２章を読み、鋳造とは
どのような加工法かなど鋳造について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第３回鋳造の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第３章を読み、塑性加工とはど
のような加工法かなど塑性加工について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第４回塑性加工の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第４章を読み、溶接とはど
のような加工法かなど溶接について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第５回溶接の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書付録（付１）を読んで、熱処理
・表面処理はどのような加工法かをはじめ、熱処理・表面処理の理解を深めておくこと（標準学習
時間１２０分）。
第６回熱処理・表面処理の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第５章5・1、5・2
の該当箇所を読み、切削加工について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第７回切削加工の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第５章5・2・6工具材料を
読み、切削工具の材料について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）
第８回切削工具の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。第１回から第８回までの内容を振
り返り、整理してよく理解しておくこと（標準学習時間１２０分）。
教科書第５章5・3～5・11を読み、切削作業について理解を深めておくこと（１８０分）。
第10回切削作業の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第６章6・1～6・3を読み、
研削加工について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第11回研削加工の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第６章6・4～6・8を読み、
研削作業について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第12回研削作業の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第７章を読んで、精密加工
及び特殊加工について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第13回精密加工及び特殊加工の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第８章を読ん
で、プラスチック成形加工について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第14回プラスチック成形加工の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。教科書第５章5・12
を読んで、ＮＣ工作機械について理解を深めておくこと（標準学習時間１２０分）。
第15回ＮＣ工作機械の課題を作成すること（標準学習時間６０分）。10回～15回までの内容を振り
返り整理してよく理解しておくこと（標準学習時間１２０分）。



講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書

関連科目
参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

機械加工として産業社会で最も多く利用されている切削加工と研削加工を中心に、代表的な工作法
および工具材料や機械部品を製作するために必要な製図について、概略を理解することを目的とす
る。
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dにもっとも強く関与する。）
１．切削加工、研削加工、精密加工の方法と特徴について説明できる。(A)
２．鋳造、塑性加工、溶接、熱・表面処理の方法と特徴について説明できる。(A)
３．加工法を加工物に応じて適切に選択することができる。(D)
４．図面から加工に関する情報を読み取ることができる。(D)　
※（ ）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
加工法、製図、鋳造法、塑性加工、溶接法、表面処理、切削法、工作機械、研削法、精密加工、プ
ラスチック成形、ＮＣ
実施する
最終評価試験４０％（達成目標１－４を評価）、総合演習４０％（達成目標１－４を評価）、課題
２０％（達成目標１－４を評価）を総合集計して評価し、総計で６０％以上を合格とする。

機械系教科書シリーズ３　機械工作法（増補）／平井三友他著／コロナ社／9784339044812

機械加工実習、ロボットものづくり体験演習、機械製図ⅠAB、機械製図ⅡAB
朝倉健二・橋本文雄著／「機械工作法Ⅰ　改訂版」：同　「機械工作法Ⅱ　改訂版」／共立出版　
その他図書館にある関連の参考書

担当者：上田　修治
・電子教材を液晶プロジェクターで投影し授業を行う。また、理解を深めるため適宜ＶＴＲを上映
するほか、加工物や加工に使用する工具等を回覧する。
・講義中の録音/録画/撮影は原則認めない。特別な理由がある場合は事前に相談すること。

・提出課題については、次の授業時の最初に模範解答を示しフィードバックを行う。
・総合演習については、第１０回の授業で正答例を示しフィードバックを行う。
・最終評価試験については、廊下に模範解答を掲示しフィードバックを行う。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）パナソニック㈱生産技術部門で研究開発・社員教育に３７年間携わり、勤務。併せて、国・私
立大学にて、集中講義など実施経験あり。
イ）加工技術を中心に、ものづくり技術の研究開発と、社員教育の実務経験を活かし、理論と実際
の授業を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回

２回

機械加工実習【火1金1】（FTR02100）
Exercise of Mechanical Processing
上田修治＊（うえだしゅうじ＊）,島崎始＊（しまさきはじめ＊）,山本二郎＊（やまもとじろう＊
）,入鹿晋作＊（いりしかしんさく＊）,岡義明＊（おかよしあき＊）,仲忠司＊（なかただし＊）
２年
2.0
実験実習

                                        授業内容
それぞれの実習テーマの概要を説明し、レポートの書き方および注意点について説明する。（全教
員）

（全教員）
タップ立ての方法およびヤスリの使い方を学び、文鎮を製作する。（全教員）

（全教員）
ガス溶接およびガス切断の方法を修得する。（全教員）

（全教員）
アーク溶接の方法を修得する。（全教員）

（全教員）
汎用旋盤を使って、引張り試験片を製作する。（全教員）

（全教員）
汎用旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。（全教員）

（全教員）
フライス盤を使って、作業の切削条件を学び、プラスチック材の加工方法を修得する。（全教員）

（全教員）
フライス盤を使って、切削作業の方法を学び、プラスチック材の加工方法を修得する。（全教員）

（全教員）
ボール盤およびグラインダの使い方、レーザー加工機の使い方を修得する。（全教員）

（全教員）
歯切り盤の使い方を修得する。（全教員）

（全教員）
歯切り盤を使って、歯車を製作する。（全教員）

（全教員）
ＣＮＣ旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。（全教員）

（全教員）
ＣＮＣ旋盤を使って、テーパーの仕方を修得する。（全教員）

（全教員）
ＣＮＣフライス盤の基本動作を修得する。（全教員）

（全教員）
ＣＮＣフライス盤のプログラミング方法を修得する。（全教員）

（全教員）

                                          準備学習
教科書「機械実習１」のpp.1-17を読み、実習の心構え、災害防止と安全の心得を理解してくるこ
と。さらに、ノギスおよびマイクロメータを使った長さの測定方法を理解してくること。（標準学
習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.39-69を読み、けがきの基本作業、ヤスリの基本作業、ねじ立ての基本



３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目

参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

作業を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.139-154を読み、ガス溶接作業およびガス切断の方法を理解してくるこ
と。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.155-166を読み、アーク溶接機の種類、アーク溶接機の構造、アーク溶
接の方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.209-226を読み、旋盤主要部の構造と機能、旋盤用バイトの種類、旋盤
作業の切削条件を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.236-262を読み、心立て、工作物の取付け、バイトの取付け、ねじ切り
の原理を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.3-29を読み、フライス盤の構造と機能、フライス盤の種類、フライス
盤作業の切削条件を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.74-83を読み、フライス盤を使った平面削り、側面削り、キー溝削りな
ど切削作業の方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.107-129を読み、ボール盤の種類と構造、ドリルの種類、ボール盤の切
削条件、ボール盤の基本操作法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.130-136を読み、歯切り盤の種類と歯切り法、歯車と歯切りを理解して
くること。さらに、モジュールについて復習してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.137-150を読み、ボブ盤の構造と機能、ボブ盤の切削条件、ボブ盤の操
作と作業方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.218-222を読み、ＮＣ工作機械の特徴を理解してくること。さらに、p.
235～p.247を読んで、ＮＣ旋盤のプログラミング方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.248-259を読み、ＮＣ旋盤の各部の名称と機能、ＣＲＴ操作盤の機能、
ＮＣ旋盤作業の流れを理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.260-265を読み、ワーク座標系の設定、マシニングセンタの基本動作プ
ログラミング方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.266-279を読み、マシニングセンタのＮＣプログラムの流れとマシニン
グセンタの取扱い方を理解してくること。（標準学習時間60分）

機械設計を適切に効率よく行うためには機械加工法を熟知しておく必要がある。 本実習では、各
種工作機械を用いて実際に材料を加工することにより、機械加工の手順および方法を修得する。ま
た、工作機械、工作法および工作理論の知識を実際に経験することにより、内容の深い理解と能力
向上を目指す。
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dにもっとも強く関与する）
１．旋盤、フライス盤、ボール盤などの工作機械を使って各種材料を加工できる（D）
２．CNC旋盤、CNCフライス盤を利用して加工する際のプログラムを作成できる（D）
３．溶接の手法を用いて、簡単な溶接ができる（D）
４．使用した工作機械や加工法の概要を説明することができる（A）
※（）内は知能機械工学科「学位授与の方針」の対応する項目参照
旋盤、フライス盤、数値制御、歯切り盤、ボール盤、タップ立て、溶接
実施しない
実習テーマごとの実技５０％（達成目標１－３を評価）、レポート提出５０％（達成目標４を評価
）により成績を評価する。 採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。欠席が３
回以上ある場合およびレポートの未提出がある場合には、評価をEとする。
機械系教科書シリーズ３　機械工作法（増補）／平井三友他著／コロナ社／9784339044812
「加工学」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き「機械創造工学Ⅱ」を 受講するこ
とが望ましい。
朝倉健二・橋本文雄著／「機械工作法Ⅰ　改訂版」：同　「機械工作法Ⅱ　改訂版」／共立出版　
その他図書館にある関連の参考書
担当者：上田　修治
・レポート作成のための実習中の撮影は、他の受講者の妨げにならない限り自由とする。

・実習、グループワーク
グループに分かれて、全７種の工作機械を用いた加工に関する実習を行う。
・課題提出はMomo-campusで行う。
・提出課題についてのフィードバックはMomo-campusのフィードバック機能を用いて行う。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）パナソニック㈱生産技術部門で研究開発・社員教育に３７年間携わり、勤務。併せて、国・私
立大学にて、集中講義など実施経験あり。
イ）加工技術を中心に、ものづくり技術の研究開発と、社員教育の実務経験を活かし、理論と実際
の授業を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

回数
１回

２回

機械加工実習【火1金1】（FTR02110）
Exercise of Mechanical Processing
上田修治＊（うえだしゅうじ＊）,島崎始＊（しまさきはじめ＊）,山本二郎＊（やまもとじろう＊
）,入鹿晋作＊（いりしかしんさく＊）,岡義明＊（おかよしあき＊）,仲忠司＊（なかただし＊）
２年
2.0
実験実習

                                        授業内容
それぞれの実習テーマの概要を説明し、レポートの書き方および注意点について説明する。（全教
員）

（全教員）
タップ立ての方法およびヤスリの使い方を学び、文鎮を製作する。（全教員）

（全教員）
ガス溶接およびガス切断の方法を修得する。（全教員）

（全教員）
アーク溶接の方法を修得する。（全教員）

（全教員）
汎用旋盤を使って、引張り試験片を製作する。（全教員）

（全教員）
汎用旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。（全教員）

（全教員）
フライス盤を使って、作業の切削条件を学び、プラスチック材の加工方法を修得する。（全教員）

（全教員）
フライス盤を使って、切削作業の方法を学び、プラスチック材の加工方法を修得する。（全教員）

（全教員）
ボール盤およびグラインダの使い方、レーザー加工機の使い方を修得する。（全教員）

（全教員）
歯切り盤の使い方を修得する。（全教員）

（全教員）
歯切り盤を使って、歯車を製作する。（全教員）

（全教員）
ＣＮＣ旋盤を使って、ねじ切りの方法を修得する。（全教員）

（全教員）
ＣＮＣ旋盤を使って、テーパーの仕方を修得する。（全教員）

（全教員）
ＣＮＣフライス盤の基本動作を修得する。（全教員）

（全教員）
ＣＮＣフライス盤のプログラミング方法を修得する。（全教員）

（全教員）

                                          準備学習
教科書「機械実習１」のpp.1-17を読み、実習の心構え、災害防止と安全の心得を理解してくるこ
と。さらに、ノギスおよびマイクロメータを使った長さの測定方法を理解してくること。（標準学
習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.39-69を読み、けがきの基本作業、ヤスリの基本作業、ねじ立ての基本



３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目

参考書

連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

作業を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.139-154を読み、ガス溶接作業およびガス切断の方法を理解してくるこ
と。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.155-166を読み、アーク溶接機の種類、アーク溶接機の構造、アーク溶
接の方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.209-226を読み、旋盤主要部の構造と機能、旋盤用バイトの種類、旋盤
作業の切削条件を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習１」のpp.236-262を読み、心立て、工作物の取付け、バイトの取付け、ねじ切り
の原理を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.3-29を読み、フライス盤の構造と機能、フライス盤の種類、フライス
盤作業の切削条件を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.74-83を読み、フライス盤を使った平面削り、側面削り、キー溝削りな
ど切削作業の方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.107-129を読み、ボール盤の種類と構造、ドリルの種類、ボール盤の切
削条件、ボール盤の基本操作法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.130-136を読み、歯切り盤の種類と歯切り法、歯車と歯切りを理解して
くること。さらに、モジュールについて復習してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.137-150を読み、ボブ盤の構造と機能、ボブ盤の切削条件、ボブ盤の操
作と作業方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.218-222を読み、ＮＣ工作機械の特徴を理解してくること。さらに、p.
235～p.247を読んで、ＮＣ旋盤のプログラミング方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.248-259を読み、ＮＣ旋盤の各部の名称と機能、ＣＲＴ操作盤の機能、
ＮＣ旋盤作業の流れを理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.260-265を読み、ワーク座標系の設定、マシニングセンタの基本動作プ
ログラミング方法を理解してくること。（標準学習時間60分）
教科書「機械実習２」のpp.266-279を読み、マシニングセンタのＮＣプログラムの流れとマシニン
グセンタの取扱い方を理解してくること。（標準学習時間60分）

機械設計を適切に効率よく行うためには機械加工法を熟知しておく必要がある。 本実習では、各
種工作機械を用いて実際に材料を加工することにより、機械加工の手順および方法を修得する。ま
た、工作機械、工作法および工作理論の知識を実際に経験することにより、内容の深い理解と能力
向上を目指す。
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dにもっとも強く関与する）
１．旋盤、フライス盤、ボール盤などの工作機械を使って各種材料を加工できる（D）
２．CNC旋盤、CNCフライス盤を利用して加工する際のプログラムを作成できる（D）
３．溶接の手法を用いて、簡単な溶接ができる（D）
４．使用した工作機械や加工法の概要を説明することができる（A）
※（）内は知能機械工学科「学位授与の方針」の対応する項目参照
旋盤、フライス盤、数値制御、歯切り盤、ボール盤、タップ立て、溶接
実施しない
実習テーマごとの実技５０％（達成目標１－３を評価）、レポート提出５０％（達成目標４を評価
）により成績を評価する。 採点の基準は１００点満点のうち６０点以上を合格とする。欠席が３
回以上ある場合およびレポートの未提出がある場合には、評価をEとする。
機械系教科書シリーズ３　機械工作法（増補）／平井三友他著／コロナ社／9784339044812
「加工学」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き「機械創造工学Ⅱ」を 受講するこ
とが望ましい。
朝倉健二・橋本文雄著／「機械工作法Ⅰ　改訂版」：同　「機械工作法Ⅱ　改訂版」／共立出版　
その他図書館にある関連の参考書
担当者：上田　修治
・レポート作成のための実習中の撮影は、他の受講者の妨げにならない限り自由とする。

・実習、グループワーク
グループに分かれて、全７種の工作機械を用いた加工に関する実習を行う。
・課題提出はMomo-campusで行う。
・提出課題についてのフィードバックはMomo-campusのフィードバック機能を用いて行う。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）パナソニック㈱生産技術部門で研究開発・社員教育に３７年間携わり、勤務。併せて、国・私
立大学にて、集中講義など実施経験あり。
イ）加工技術を中心に、ものづくり技術の研究開発と、社員教育の実務経験を活かし、理論と実際
の授業を行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回

４回

５回
６回
７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回

１４回

１５回
１６回

講義目的

達成目標

材料力学Ⅰ【火2木3】（FTR02200）
Strength of Materials I
松浦洋司（まつうらひろし）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
材料力学の歴史と基本事例について説明する。
つりあい（静的平衡状態）、外力と内力について説明する。
応力とひずみについて説明する。
フックの法則、応力－ひずみ曲線について説明する。
応力とひずみについてまとめ、総合演習�を行う。
問題解法の基本手順について説明する。
組み合せ棒の解法について説明する。
トラス構造問題の解法について説明する。
はりの種類、支持反力・支持モーメントについて説明する。
引張りと圧縮、はりの支持反力と支持モーメントについてまとめ、総合演習②を行う。
はりのせん断力と曲げモーメントについて説明する。
せん断力図と曲げモーメント図について説明する。
はりの曲げ応力について説明する。
断面二次モーメントと断面係数について説明する。
はりの応力についてまとめ、総合演習③を行う。
最終総合演習を行う。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間30分）
つりあい（静的平衡状態）の復習をすること。（標準学習時間120分）
トルク、物質の３態（固体・液体・気体）、ニュートンの第３法則の復習をすること。（標準学習
時間120分）
内力と応力の計算をすること。
ばねのフックの法則の復習をすること。（標準学習時間120分）
応力とひずみの復習をすること。（標準学習時間180分）
積分の基本を復習をすること。（標準学習時間30分）
問題解法の基本手順を復習すること。
鉄筋コンクリートなど何種類かの材料を組み合せて使う目的は何か考えること。（標準学習時間12
0分）
組み合せ棒の復習をすること。
本学の連絡通路や東京タワーなどがトラス構造になっている理由を考えること。（標準学習時間12
0分）
トラスの復習をすること。
道路の橋や高架橋の支持部分がどうなっているか観察すること。（標準学習時間120分）
引張りと圧縮、はりの支持反力と支持モーメントの復習をすること。（標準学習時間180分）
力のモーメント（トルク）の復習をすること。（標準学習時間30分）
せん断力図と曲げモーメント図の描き方を理解すること。（標準学習時間120分）
せん断力と曲げモーメントの求め方を理解すること。
力学で習った質量中心の復習をすること。（標準学習時間120分）
曲げ応力の求め方を理解すること。
力学で習った慣性モーメントの復習をすること。（標準学習時間120分）
はりの応力の復習をすること。（標準学習時間180分）
全体の復習をすること。（標準学習時間180分）

材料力学は、材料を安全かつ経済的に使用するための根拠を与えることを目的とする学問である。
ここでは、材料に力が作用した場合、内部にどのような応力が発生し、材料がどのように変形する
かを学ぶと共に強度設計の基本的な考え方を学習する。
演習問題を多く行い、棒やはりの強度計算方法および実際の物を計算可能なモデルに置き換える考
え方の修得を目的とする。その際、なぜ？なに？本当に？具体的には？と考え続ける習慣をつける
。考えることで、素人には見えないものが見える専門家になれる。知識の表面的な現象しか見えな
い物知りから、内面的な本質が見える専門家になろう。そのために考えよう。（知能機械工学科の
学位授与方針項目Aに強く関与している）
①棒に軸力が作用したときの引張り圧縮応力、ひずみおよび伸びが計算できること（A）



キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

②はりの支持反力および支持モーメントが計算できること（A）
③はりのせん断力、曲げモーメントが計算できること（A）
④はりのせん断応力、曲げ応力が計算できること（A）
⑤現実的課題を修得した知識を用いて解決できること（B）

※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
外力、内力、応力、ひずみ、引張り、圧縮、せん断力、はり、支持半力、支持モーメント、曲げモ
ーメント、せん断応力、曲げ応力、断面二次モーメント、断面係数
実施しない
総合演習�②③各20%（達成目標①～④を確認）、最終総合演習20%（達成目標①～④と⑤を確認）
、レポート課題20%（達成目標①～④を確認）により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。
よくわかる材料力学／萩原芳彦／オーム社／ISBN 978-4-274130632
解析学I・II、物理学I・II、力学Ⅰ･Ⅱを受講しておくこと。
物理学実験、機械力学、知能機械工学実験、機械創造工学に関連

（研究室）C3号館4階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp
・レポート課題は講義中に配付するので、次回講義時に提出すること。提出物のある回の出欠は、
その提出をもって出席と扱う。
・レポート課題や演習は、同じような内容を繰り返しながら、徐々に難易度を上げていく。繰り返
しの学修を面倒がらずに、しっかり取り組んでほしい。
・さらに、夏休みの課題を課し、材料力学の基本的知識を定着させる。
演習、質問、アクティブラーニング（講義に対する目標設定と振り返り）
・初回にシラバスを配付し、内容について説明した後、各自のこの講義に対する目標と計画を立て
てもらい、提出してもらう。提出したものをチェックし返却する。また、途中の回で振り返りを行
う。
・レポート課題については以下の手順で実施する。
１．できるだけ講義の後半にレポート課題を配付し、演習として取り組む時間を設け、名簿順に解
答してもらう。
２．講義中に完了しなかった課題については宿題とし、次回講義時に配付された模範解答を用いて
自己採点後、提出してもらう。その際、講義外学修時間を記入してもらい、主体的学修についての
自己管理意識を高めてもらう。
３．提出されたレポート課題をチェックし、コメントをつけて、さらに次の回の講義時に返却する
。
・質問については、講義中に名簿順に口頭で回答してもらい、多様な意見について認識する。
・以上のことを通して、主体的学修を身につけてもらい、さらには日頃から材料力学について考え
る習慣をつけてもらう。
レポート課題や演習は模範解答を配付し、コメントをつけて返却する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）元　三浦工業株式会社勤務
イ）製品の設計・開発や現場での課題解決の経験を活かして、材料力学の知識の応用方法を講義す
る。
①関数電卓を持ってくること。 
②設計では数字が必要なので、最終的な解答は分数やπ、ルートの形ではなく数字で表現すること
。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回

３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

材料力学Ⅱ【水1金4】（FTR02300）
Strength of Materials II
松浦洋司（まつうらひろし）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
強度設計について（パワーポイントにて提示）説明する。
はりのたわみの基礎式について説明する。
たわみの基礎式によるはりのたわみの解法について説明する。
重ね合わせ法によるはりのたわみの解法について説明する。
不静定ばりの解法Ⅰについて説明する。
はりのたわみの復習をする。
はりのたわみについてまとめ、総合演習�を行う。
不静定ばりの解法Ⅱについて説明する。
軸のねじりについて説明する。
一般的な応力とひずみについて説明する。
平面応力状態の応力について説明する。
主応力、曲げねじりについて説明する。
ひずみエネルギーについて説明する。
柱の座屈について説明する。
組合せ応力、ひずみエネルギー、座屈についてまとめ、総合演習②を行う。
最終総合演習を行う。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間30分）
はりのせん断力および曲げモーメント、合成関数の微分、三角関数およびその微分の復習をするこ
と。（標準学習時間120分）
積分の基礎と微分方程式の解法の復習をすること。（標準学習時間120分）
いろいろなはりのたわみの式を学習すること。（標準学習時間120分）
重ね合わせ法の復習をすること。（標準学習時間120分）
はりのたわみの復習をすること。（標準学習時間120分）
はりのたわみの復習をすること。（標準学習時間180分）
不静定ばりの具体例に何があるか考えること。（標準学習時間30分）
トルク（力のモーメント）の復習をすること。（標準学習時間120分）
応力とひずみに関係について復習すること。（標準学習時間120分）
三角関数、特にそのグラフについて復習をすること。（標準学習時間120分）
平面応力状態の応力の復習をすること。
高校の数学などで学んだ最大値、最小値の求め方の復習をすること。（標準学習時間120分）
仕事および弾性エネルギーの復習をすること。（標準学習時間120分）
微分方程式の解法の復習をすること。（標準学習時間120分）
組合せ応力、ひずみエネルギー、座屈の復習をすること。（標準学習時間180分）
全体の復習をすること。（標準学習時間180分）

材料力学Ⅰに引き続き、材料に力が作用した場合、内部にどのような応力が発生し、材料がどのよ
うに変形するかを学ぶと共に強度設計の基本的な考え方を学習する。実際の構造物に近いものの強
度設計方法および使う人間のことも考えた安全設計の基礎の習得を目的とする。 また、自分の習
得状況を把握しながら主体的に学修していく力の醸成を図る。（知能機械工学科の学位授与方針項
目Aに強く関与している）
①はりのたわみが計算できること（A）
②不静定ばりの支持反力および支持モーメントが計算できること（A）
③軸のねじり応力が計算できること（A）
④主応力が計算できること（A）
⑤現実的課題を修得した知識を用いて解決できること（B）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
はりのたわみ、不静定ばり、組合せ応力、平面応力、平面ひずみ、主応力、ねじり応力、ひずみエ
ネルギー、座屈
実施しない
総合演習�②各40%（達成目標①～④を確認）、最終総合演習20%（達成目標①～④と⑤を確認）に
より成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。



教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

よくわかる材料力学／萩原芳彦／オーム社／ISBN 978-4-274130632
解析学I・II、物理学I・II、力学Ⅰ･Ⅱ、材料力学Ⅰを受講しておくこと。
物理学実験、機械力学、知能機械工学実験、機械創造工学に関連

（研究室）C3号館4階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp
・毎回、主体的学修問題を配付するので、主体的に学修すること。
・出欠は、講義中に配付する出欠簿に記名することで確認する。
アクティブラーニング（主体的学修の自己管理）
・主体的学修問題や自主的に学修した時間を出席簿の欄に記入してもらうことで、主体性と自己管
理意識を高めてもらう。
主体的学修問題の模範解答を配付する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）元　三浦工業株式会社勤務
イ）製品の設計・開発や現場での課題解決の経験を活かして、材料力学の知識の応用方法を講義す
る。
①関数電卓を持ってくること。 
②設計では数字が必要なので、最終的な解答は分数やπ、ルートの形ではなく数字で表現すること
。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回

３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード

流体力学Ⅰ【水4金4】（FTR02400）
Fluid Mechanics I
堂田周治郎（どうたしゆうじろう）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
流体とは、流体力学とは何かについて解説する。
流体の性質と流れの種類について解説する。
流体静力学１（重力場にある静止流体）について解説する。
流体静力学２（流体が壁面に及ぼす力）について解説する。
流体静力学３（浮力と安定性、相対的静止）について解説する。
動力学の基礎１（流線と連続の式）について説明する。
動力学の基礎２（運動方程式とベルヌーイの式）について説明する。
動力学の基礎３（ベルヌーイの式の応用１）について解説する。
動力学の基礎４（ベルヌーイの式の応用２）について解説する。
動力学の基礎５（ベルヌーイの式の応用３）について説明する。
動力学の基礎６（運動量の定理と応用１）について解説する。
動力学の基礎７（運動量の定理と応用２）について解説する。
層流と乱流、流れの相似則について解説する。
管内の流れや、具体的な圧力損失の計算方法について解説する。
管内の流れの流速分布について解説する。そして、講義全体のまとめを行う。
最終評価試験を実施し、フィードバックとして解答例をmomo campus で示す。

                                          準備学習
教科書を読み、流体の種類や流体力学の目的について予習しておくこと。（予習に90分）
固体とは異なる流体固有の特性や流れの多くの分類について理解しておくこと。（予習と復習に12
0分）
静止している流体を支配する基礎式やその導出を予習しておくこと。（予習と復習に120分）
流体が壁や容器に及ぼす力の計算方法について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
アルキメデスの原理や船の安定性について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
流線とは何かについてや、連続の式の導出について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
ベルヌーイの式が成立する仮定を特に予習しておくこと。（予習と復習に120分）
ベルヌーイの式の応用例について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
身の回りの現象でベルヌーイの式で説明できることを予習しておくこと。（予習と復習に120分）
ベルヌーイの式の応用例をさらに予習しておくこと。（予習と復習に120分）
運動量の定理とその応用例であるジェット機の推力計算について予習しておくこと。（予習と復習
に120分）
噴流が板に及ぼす力やロケットの推進力の計算方法について予習しておくこと。（予習と復習に12
0分）
レイノルズの有名な実験や流れが相似とはどういうことかなどについて予習しておくこと。（予習
と復習に120分）
管摩擦損失や局所損失の具体例について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
円管内流れの流速分布がどのような変化を示すかについて予習しておくこと。（予習と復習に120
分）
１回～１５回の講義で学んだことを復習・理解し、整理しておくこと。（復習に180分）

水、油、空気などの流体に関係した機器やシステムは多く、流れの様子を知ることは工学に限らず
広い分野で重要である。この講義では流体力学の基礎を身につけ、流体を利用した機器やシステム
を設計するために必要な基礎知識を修得することを目的とする。講義の後半で簡単な演習問題を行
う。（知能機械工学科の学位授与の方針Aにもっとも強く関与する。）
１）流体の性質や流れの種類について説明できる。（A、D)
２）流体が壁面に及ぼす力が計算できる。（A)
３）ベルヌーイの式を用いて身近な流体現象について説明できる。（A、D)
４）運動量の定理を用いて推進力などが計算できる。（A)
５）流れの相似則について具体例を用いて説明できる。（A、D)
６）管内流れの具体例について圧力損失が計算できる。（A)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
流体の特性、気体と液体、質量と運動量の保存、エネルギー保存則、層流と乱流、管内の流れと圧
力損失



試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目
参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

実施する
レポート２０％(達成目標１－６を評価)、講義中の課題１０％(達成目標１－６を評価)、および最
終評価試験７０％(達成目標１－６を評価)により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
新版流れ学／森川敬信・鮎川恭三・辻　裕　共著／朝倉書店／ISBN978-4-254-23077-2
数学、物理学、力学、熱力学
ポイントを学ぶ　流れの力学／加藤 宏 編／丸善：水力学／北川 能 監修／パワー社／ISBN978-4-
621-03410-1
Ｃ３号館３階　堂田研究室　メール：dohta@are.ous.ac.jp
オフィスアワー：木曜日　４時限、５時限
・講義資料をmomo campusにアップすることがあるのでチェックしておくこと。
・必要に応じてパワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。
・授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。
・質問（グループや個々の受講者に質問を投げかけ問答を繰り返すことで理解を深める）
・グループワーク（与えられた課題に対してグループ内で議論し全体で発表する）
提出レポートについては要点を講義時に解説する。講義中に課す小課題の解答は次回講義の最初に
解説する。最終評価試験の解答例はmomo campus で示す。これらにより、課題に対するフィードバ
ックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音や写真撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は禁
止する。

関数電卓はいつも持参すること。最終評価試験時に講義ノートの提出を求める。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回
３回
４回
５回

６回
７回
８回
９回
１０回
１１回

１２回
１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

流体力学Ⅱ【月2水2】（FTR02500）
Fluid Mechanics II
小林亘（こばやしわたる）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
講義の進め方について説明する。ベルヌーイの式、連続の式、層流と乱流について復習する。
円管内の流れの速度分布、ハーゲン・ポアズイユの法則、相似法則について説明する。
圧力損失（管摩擦損失と局所損失）、損失ヘッド、ムーディ線図について説明する。
水撃作用、水路内の流れの運動方程式、定常一様流について説明する。
流れの中の物体が受ける抵抗（摩擦抵抗と形状抵抗）、境界層の概念について説明する。
層流境界層の場合の境界層の厚さ、摩擦抵抗について説明する。
乱流境界層の場合の境界層の厚さ、摩擦抵抗について説明する。
ここまでの講義内容について振り返ると同時に、ここまでの講義内容に関する演習を行う。
流れの剥離、形状抵抗について説明する。
カルマン渦、ストローハル数、抵抗係数、ストークスの法則について説明する。
ラグランジュの方法、オイラーの方法について説明する。
連続の式の一般化、流れ関数、オイラーの運動方程式について説明する。
粘性流体の応力、ナビエ・ストークスの運動方程式について説明する。
ナビエ・ストークスの運動方程式の解について、平行平板間の定常流れを例に説明する。
圧縮性流体の流れについて説明する。講義全体のまとめを行い、総合的な演習を行う。また、演習
に関するフィードバックとして、模範解答を示し解説を行う。

                                          準備学習
ベルヌーイの式や連続の式など流体力学Ⅰの内容をよく復習しておくこと。（標準学習時間180分
）
円管内の流れの流速分布の導出について予習しておくこと。（標準学習時間180分）
管摩擦損失と局所損失の計算式を理解しておくこと。（標準学習時間180分）
身の回りで発生する水撃作用や水路内の流れの具体例を考えておくこと。（標準学習時間180分）
摩擦抵抗と形状抵抗の違いを理解し、身の回りの具体例を考えておくこと。（標準学習時間180分
）
層流境界層について予習しておくこと。（標準学習時間180分）
乱流境界層について予習しておくこと。（標準学習時間180分）
ここまでの講義内容についてよく理解し整理しておくこと。（標準学習時間180分）
形状抵抗を計算する方法について予習しておくこと。（標準学習時間180分）
カルマン渦や身の回りの渦現象について調べておくこと。（標準学習時間180分）
流れの様子を調べるラグランジュの方法とオイラーの方法を予習しておくこと。（標準学習時間18
0分）
運動方程式の導出について予習しておくこと。（標準学習時間180分）
運動方程式の各項の物理的意味を理解しておくこと。（標準学習時間180分）
ナビエ・ストークスの式を解く方法について予習しておくこと。（標準学習時間180分）
圧縮性流体の流れについて予習しておくこと。総合的な演習に向けて、これまでの講義内容をよく
理解し整理しておくこと。（標準学習時間180分）

水、油、空気などの流体に関係した機器やシステムは多く、流れの様子を知ることは工学に限らず
広い分野で重要である。この講義では、流体力学の基礎を身につけ、流体を利用した機器やシステ
ムを設計するために必要な基礎知識を修得することを目的とする。（知能機械工学科の学位授与方
針項目Aにもっとも強く関与する）
１．流体力学の基礎的事項や用語が説明できる（A）
２．管路系の圧力損失、壁面に働く粘性摩擦力、流れの中の物体に働く力が計算できる（A, B）
３．オイラーの運動方程式やナビエストークスの運動方程式の導出ができる（A, B）
４．オイラーの運動方程式やナビエストークスの式を用いて、基礎的な流れを解析できる（B）
※（）内は知能機械工学科「学位授与の方針」の対応する項目参照
管路や水路の流れ、境界層、摩擦抵抗、流れの剥離、カルマン渦、形状抵抗、粘性流体の流れ
実施しない
総合的な演習６０％（達成目標１－４を評価）、講義中の演習４０％（達成目標１－４を評価）に
り成績を評価し、 総計で６０％以上を合格とする。
新版流れ学／森川敬信・鮎川恭三・辻　裕　共著／朝倉書店／ISBN978-4-254-23077-2　C3053
数学、物理学、力学、熱力学、流体力学Ｉ



参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

ポイントを学ぶ　流れの力学／加藤 宏 編／丸善：水力学／北川 能 監修／パワー社／ISBN978-4-
621-03410-1
担当教員：小林　亘、研究室：C3号館2F、オフィスアワー：火曜3限、E-mail: kobayashi＠are.ou
s.ac.jp
・講義に関数電卓を使用するので、毎回必ず持参すること。
・一部の講義資料は期間を限定してMomo-campusで配布する。ダウンロード期間終了後の資料配布
請求には原則として応じない。

・演習に対するフィードバックは、模範解答を示し解説することで行う。
・講義中の演習に対するフィードバックは、講義の始めに模範解答を示し解説することで行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回

８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

機械力学【月1木1】（FTR02600）
Mechanics of Machines
松下尚史（まつしたひさし）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
力学の基礎（ニュートン力学）、ダランベールの原理、解析力学（ラグランジュ力学、ハミルトン
力学）の概念を修得する。
非減衰1自由度振動系の自由振動応答の求め方を修得する。
非減衰1自由度振動系における振幅、周期、固有角振動数の求め方と意味を修得する。
回転体の固有角振動数の求め方を修得する。
片持ちはり、両端支持はりの等価ばね定数の求め方を修得する。
減衰1自由度振動系の自由振動応答の求め方を修得する。
減衰1自由度振動系における非減衰固有角振動数、減衰固有角振動数、臨界減衰係数、減衰比の求
め方と意味を修得する。
減衰1自由度振動系における対数減衰率および等価粘性係数の求め方を修得する。
減衰1自由度振動系における1周期のエネルギー減衰率の求め方を修得する。
減衰1自由度振動系の強制振動応答の求め方を修得する。
減衰1自由度振動系の強制振動に対する振幅倍率および伝達率の求め方と意味を修得する。
基礎部の振動による強制振動応答の求め方を修得する。
非減衰2自由度振動系の自由振動応答の求め方と固有モードの意味を修得する。
非減衰2自由度振動系の強制振動応答の求め方を修得する。
多自由度系における非減衰自由振動応答、減衰自由振動応答、強制振動応答の求め方を修得する。

                                          準備学習
教科書のp.1～p.12の内容を理解し、運動方程式と角運動方程式の導出方法、慣性モーメントの計
算方法を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.13～p.18の内容を理解し、非減衰1自由度振動系の自由振動応答の求め方を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.18～p.24の内容を理解し、非減衰1自由度振動系における振幅、周期、固有角振動数の
意味を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.25～p.30の内容を理解し、回転体の固有角振動数の求め方を説明できるようにしておく
こと（標準学習時間180分）。
教科書のp.31～p.35、p.106～p.108の内容を理解し、片持ちはりと両端支持はりのたわみの求め方
を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.36～p.41の内容を理解し、減衰1自由度振動系の自由振動応答の求め方を説明できるよ
うにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.42～p.49の内容を理解し、減衰1自由度振動系における非減衰固有角振動数、減衰固有
角振動数、臨界減衰係数、減衰比の意味を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）
。
教科書のp.50～p.53の内容を理解し、減衰1自由度振動系における対数減衰率の求め方を説明でき
るようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.53～p.61の内容を理解し、減衰1自由度振動系における1周期のエネルギー減衰率の求め
方を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.62～p.69の内容を理解し、減衰1自由度振動系の強制振動応答の求め方を説明できるよ
うにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.70～p.78の内容を理解し、減衰1自由度振動系の強制振動に対する振幅倍率および伝達
率の求め方と意味を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.79～p.89の内容を理解し、基礎部の振動による強制振動応答の求め方を説明できるよう
にしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.90～p.95の内容を理解し、非減衰2自由度振動系の自由振動応答の求め方を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.96～p.100の内容を理解し、非減衰2自由度振動系の強制振動応答の求め方を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.101～p.104の内容を理解し、多自由度系における非減衰自由振動応答、減衰自由振動応
答、強制振動応答の求め方を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。

機械工業の発達に伴って機械はますます大型・高速・複雑・精密化し、その設計にあたっては動的
挙動を考慮することが特に重要となってきている。本講義では力と運動の関係について修得するこ



達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

とを目的とする。また、機械を設計する際の基礎知識を修得することを目的とする（知能機械工学
科の学位授与方針項目Bに強く関与し、項目Cにも関与する）。
1）固有角振動数を求められること（B）
2）固有角振動数の意味を説明できること（B）
3）減衰比が振動系の動的挙動に及ぼす影響を説明できること（B）
4）対数減衰率から等価減衰を求められること（B）
5）動的振幅倍率および振動伝達率を求められること（B）
6）現実的課題が計画的・継続的に解決できること（C）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
非減衰固有角振動数、減衰固有角振動数、減衰比、対数減衰率、非減衰振動、減衰振動、自由振動
、強制振動、1次固有角振動数、2次固有角振動数、1次固有モード、2次固有モード
実施しない
準備学習を評価する確認試験30%（達成目標1～5を評価）、講義内容の理解度を評価する課題40%（
達成目標1～5を評価）、総合的な思考力を評価する課題30%（達成目標1～6を評価）により成績を
評価し、総計で60%以上を合格とする。
基礎から学べる機械力学／伊藤勝悦／森北出版株式会社／ISBN978-4-627-65041-1
力学Ⅰ・Ⅱ（1年次）、線形代数（1年次）、材料力学Ⅰ（2年次春2期）、材料力学Ⅱ（2年次秋1期
）、流体力学Ⅰ（2年次春1期）、応用数学Ⅰ（2年次春1期）、応用数学Ⅱ（2年次春2期）の単位を
取得していることが望ましい。
ロボット運動学（秋2期）を同時に受講していることが望ましい。
ロボットダイナミクス（3年次）、制御工学Ⅰ・Ⅱ（3年次）を履修することが望ましい。
わかりやすい機械力学／小寺忠・新谷真功共著／森北出版株式会社／ISBN978-4-627-66270-4
研究室の場所（C3号館3階松下研究室）
オフィスアワー：火曜日3時限
電子メールアドレス：hisashi@are.ous.ac.jp
電話番号（研究室）：086-256-9503 
準備学習に対する「確認試験」を講義の最初に（約15分）実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
グループ学習により授業を行うので、毎回準備学習をしたうえで出席して、真摯に授業に取り組む
こと。遅刻してグループに迷惑をかけることが重なると欠席扱いとすることがあるので十分注意す
ること。
自己都合によらない欠席以外で提出課題の事後の提出は認めない。
グループワーク、ライティング
教科書の重要な項目について、グループディスカッションを行い、グループごとに意見を発表する
。
授業の最後に学習のまとめとして学んだ内容や疑問に思ったことを記入する。 
確認試験については、講義中に要点を解説する。
提出課題については、次の講義時に返却し、要点を解説する。 
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので
、事前に相談してください。
配布資料や録画データなどは他者への再配布（インターネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。

講義で取り上げなかった教科書の例題や問題は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいた
い。 



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

熱力学【月4木4】（FTR02700）
Thermodynamics
松下尚史（まつしたひさし）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
二コラ・レオナール・サディ・カルノー（仏、1796年～1832年）、ジェームズ・プレスコット・ジ
ュール（英、1818年～1889年）、ウィリアム・トムソン（英、1824年～1907年）の偉大な業績から
熱力学の考え方を修得する。
熱力学的平衡（thermodynamic equilibrium）の定義と熱力学の第0法則の概念、熱量（quantity o
f heat）と仕事の関係を修得する。
エネルギーの形態と各種仕事の概念を修得する。
熱力学の第1法則（the first law of thermodynamics）の概念を修得する。
閉じた系における熱力学の第1法則（第1基礎式）の概念を修得する。
開いた系における熱力学の第1法則（第2基礎式）の概念を修得する。
閉じた系の仕事（絶対仕事）と開いた系の仕事（工業仕事）の概念を修得する。
理想気体の内部エネルギー（internal energy）、エンタルピー（enthalpy）、比熱（specific he
at）の概念を修得する。
理想気体の状態変化（等温過程、等圧過程、等積過程）の概念を修得する。
理想気体の状態変化（断熱過程、ポリトロープ過程）の概念を修得する。
熱力学の第2法則（the second law of thermodynamics）の概念を修得する。
可逆過程（reversible process）と不可逆過程（irreversible process）の概念を修得する。
カルノーサイクル（Carnot cycle）と理論最大熱効率の概念を修得する。
エントロピー（entropy）の概念とクラウジウスの不等式の概念を修得する。
エントロピーの定義と意味、エントロピー変化の求め方を修得する。

                                          準備学習
二コラ・レオナール・サディ・カルノー（仏、1796年～1832年）、ジェームズ・プレスコット・ジ
ュール（英、1818年～1889年）、ウィリアム・トムソン（英、1824年～1907年）の業績を調べてく
ること（標準学習時間120分）。
教科書のp.1～p.28の内容を理解し、熱力学を学ぶのに必要な物理量（質量、密度、摂氏温度、絶
対温度、熱量、熱容量、比熱、定積比熱、定圧比熱、比熱比、圧力、水圧、大気圧、ゲージ圧、絶
対圧）を説明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。

教科書のp.29～p.35の内容を理解し、巨視的形態のエネルギー（運動エネルギーと位置エネルギー
）と微視的形態のエネルギー（内部エネルギー）の違いを説明できるようにしておくこと（標準学
習時間120分）。
熱力学の第0法則に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.36～p.39の内容を理解し、エネルギー保存則（熱力学の第1法則）の概念を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間120分）。
相変化を伴う場合の熱力学の第0法則に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.40～p.47の内容を理解し、絶対仕事（移動境界仕事／膨張仕事）について説明できるよ
うにしておくこと（標準学習時間120分）。
エネルギー保存則に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.48～p.58の内容を理解し、熱力学の第1基礎式と第2基礎式の意味を説明できるようにし
ておくこと（標準学習時間120分）。
閉じた系の熱力学の第1法則に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.58～p.61の内容を理解し、絶対仕事と工業仕事（機関仕事）の違いを説明できるように
しておくこと（標準学習時間120分）。
開いた系の熱力学の第1法則に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.62～p.65の内容を理解し、ジュールの第2法則を説明できるようにしておくこと（標準
学習時間120分）。
蒸気機関（蒸気タービン）等における工業仕事（機関仕事）に関する提出課題を完成させること（
標準学習時間60分）。
教科書のp.65～p.70の内容を理解し、等温過程、等圧過程、等積過程における状態変化の特徴を説
明できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。
マイヤーの関係式に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.70～p.75の内容を理解し、断熱過程、ポリトロープ過程における状態変化の特徴を説明
できるようにしておくこと（標準学習時間120分）。



１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

理想気体が等温過程－等圧過程－等積過程の順に状態変化するサイクル機関に関する提出課題を完
成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.76～p.80の内容を理解し、熱力学の第2法則の概念を説明できるようにしておくこと（
標準学習時間120分）。
舶用ディーゼル機関における状態変化に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.81～p.84の内容を理解し、可逆過程と不可逆過程の概念を説明できるようにしておくこ
と（標準学習時間120分）。
熱機関における熱効率に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.84～p.93の内容を理解し、カルノーサイクルの概念を説明できるようにしておくこと（
標準学習時間120分）。
冷凍機やヒートポンプにおける成績係数に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）
。
教科書のp.93～p.97の内容を理解し、エントロピーの概念を説明できるようにしておくこと（標準
学習時間120分）。
カルノーサイクルを用いた熱機関に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。
教科書のp.97～p.105の内容を理解し、エントロピーの概念を導入することの利点を説明できるよ
うにしておくこと（標準学習時間120分）。
エントロピー増大の法則に関する提出課題を完成させること（標準学習時間60分）。

熱は機械的仕事などと同じエネルギーの一種であり、人間社会に不可欠な作業には特殊な機械装置
、すなわち熱機関（エンジン）や冷凍機が必要である。本講義では熱エネルギーに関する基本的な
原理、物質の状態変化や熱的挙動を支配する法則など、熱機関の作動を理解するうえで必要な基礎
的知識を修得する（知能機械工学科の学位授与方針項目Aにもっとも強く関与する）。
1）熱力学的平衡の意味を説明できること（A）
2）熱力学の第1法則の定義を説明できること（A）
3）熱力学の第2法則の定義を説明できること（A）
4）理想気体の状態変化（等積過程、等圧過程、等温過程、断熱過程、ポリトロープ過程）におけ
る熱量と仕事を求められること（A）
5）カルノー熱機関の熱効率を求められること（A）
6）エントロピーの意味を説明できること（A）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
熱力学の第0法則、熱力学の第1法則、熱力学の第2法則、内部エネルギー、エンタルピー、等積過
程、等圧過程、等温過程、断熱過程、ポリトロープ過程、カルノーサイクル、熱効率、成績係数、
可逆過程、不可逆過程、エントロピー
実施しない
準備学習を評価する確認試験30%（達成目標1～6を評価）、講義内容の理解度を評価する課題40%（
達成目標1～6を評価）、総合的な思考力を評価する課題30%（達成目標1～6を評価）により成績を
評価し、総計で60%以上を合格とする。
熱力学きほんの「き」／小山敏行／森北出版株式会社／ISBN978-4-627-67351-9
力学Ⅰ・Ⅱ（1年次）、解析学Ⅰ・Ⅱ（1年次）の単位を取得していることが望ましい。
流体力学Ⅰ（2年次春2期）を同時に受講していることが望ましい。
流体力学Ⅱ（2年次秋1期）を引き続き履修することが望ましい。
工業熱力学入門／山本春樹・江頭竜／森北出版株式会社／ISBN978-4-627-67431-8
研究室の場所（C3号館3階松下研究室）
オフィスアワー：火曜日3時限
電子メールアドレス：hisashi@are.ous.ac.jp
電話番号（研究室）：086-256-9503
準備学習に対する「確認試験」を講義の最初に（約15分）実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
グループ学習により授業を行うので、毎回準備学習をしたうえで出席して、真摯に授業に取り組む
こと。遅刻してグループに迷惑をかけることが重なると欠席扱いとすることがあるので十分注意す
ること。
自己都合によらない欠席以外で提出課題の事後の提出は認めない。

グループワーク、ライティング
教科書の重要な項目について、グループディスカッションを行い、グループごとに意見を発表する
。
授業の最後に学習のまとめとして学んだ内容や疑問に思ったことを記入する。
確認試験については、講義中に要点を解説する。
提出課題については、次の講義時に返却し、要点を解説する。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので



実務経験のある教員
その他（注意・備考）

、事前に相談してください。
配布資料や録画データなどは他者への再配布（インターネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。

講義で取り上げなかった教科書の例題や問題は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいた
い。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

数値計算法【月1木1】（FTR02800）
Numerical Calculation
綴木馴（つづるぎじゅん）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
講義内容の説明，レポートの書き方，成績の付け方の説明をする．gnuplotの扱い方を習得する．
C言語によるデータファイルの出力および計算をする．
C言語による計算値とgnuplotによる計算値の比較をする．
様々な関数に対して，データファイルとgnuplotによる出力の比較を行う．
C言語によるグラフィックスについて説明する．
C言語によるグラフィックスを用いて様々な関数を描画する方法について説明する．
確率的手法について説明する．
確率的手法を用い，円周率を求めるプログラムについて解説する．
C言語によるアニメーションの作成法を説明する．
C言語による打ち上げ花火の作成法（等速直線運動のアニメーションの作成法の説明をする）．
等加速度運動によるアニメーションの作成法について説明する．
一つの花火の粒子が放物線を描くアニメーションの作成法を説明する．
花火が爆発するシミュレーションについて説明する．
花火の打ち上げから爆発までのシミュレーションを一貫して行う．
全授業の統括を行う．
最終試験を実施する．

                                          準備学習
c言語によるプログラミングをマスターしておくこと（予習180分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
この段階で第1回レポートの作成を行い，レポート提出すること（復習180分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
この段階で第2回レポートの作成を行い，レポート提出すること（復習180分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
この段階で第3回レポートの作成を行い，レポート提出すること（復習180分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
与えられた演習問題に対するプログラムを作成すること（復習120分）．
この段階で第4回レポートの作成を行い，レポート提出すること（復習180分）．
これまでの講義での質問や出来なかったところの補完時間とする．
1回から15回までの内容をよく理解し，例題の問題を見た瞬間に答えをすらすらと書けるようにな
るまで手を使って演習しておくこと（復習300分）

コンピュータプログラムを用いて数学的な課題を数値的に解決する方法を修得する．（A）C言語を
用いたグラフィックスとアニメーションで解を表現する方法を身に付ける．（A）　＊（）内は知
能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す．

gnuplotによる関数やデータの描画ができる．（A）C言語によるグラフィックスを用いて関数の描
画ができる．（A）グラフィックスを応用してアニメーションの作成ができる．（A）
C言語によるプロラミング，gnuplotの使い方，C言語によるグラフィックスとアニメーション．
実施しない
毎回のレポート（50%)と最終評価試験（50%)により成績を評価し，総計で60%以上を合格とする．

講義者のホームページで公開中．
プログラミング演習．ロボットビジョン．
なし．
担当：綴木　馴（つづるぎ じゅん） 研究室：C3（旧20）号館5階．
自己都合による欠席、遅刻は欠席とカウントする．プログラミング演習と数値計算法の単位が修得
済みであり，十分理解していることが望ましい．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用



アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

する。
講義資料は講義開始時に配布する。

提出課題については、講義中に模範解答を提示し、フィードバックを行う。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書

材料工学【月2木1】（FTR02900）
Material Engineering
松浦洋司（まつうらひろし）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
ものづくりと材料の一般事項について説明する。
金属と結晶について説明する。
結晶構造について説明する。
金属の相とその通性について説明する。
合金と凝固・融点について説明する。
固溶体型状態図について説明する。
共晶型状態図について説明する。
状態図についてまとめ、総合演習を行う。
製鋼法と組織、鋼の降伏点現象について説明する。
炭素鋼の組成と用途、熱処理について説明する。
一般構造用圧延鋼材、構造用合金鋼について説明する。
工具材料、ステンレス鋼、耐熱材料について説明する。
鉄鋼の防食について説明する。
非鉄金属材料について説明する。
非金属材料（おもにプラスチック）について説明する。
最終評価試験を行う。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間30分）
原子の構造と化学結合の復習をすること。（標準学習時間60分）
物質の３態（固体・液体・気体）の復習をすること。（標準学習時間60分）
応力－ひずみ曲線の復習をすること。（標準学習時間60分）
鉄鉱石の生産量や価格についてＷｅｂで調べること。（標準学習時間60分）
凝固や融解（たとえば水）について復習をすること。（標準学習時間60分）
凝固過程について復習をすること。（標準学習時間120分）
状態図について復習をすること。（標準学習時間120分）
Ｆｅ－Ｃ系状態図を調べること。（標準学習時間60分）
フェライト、パーライト、セメンタイトについて復習をすること。（標準学習時間60分）
身近な製品にどのような材料が使われているか調べること。（標準学習時間60分）
材料のJIS規格の項目についてＷｅｂで調べること。（標準学習時間60分）
特殊な材料にはどのようなものがあるか調べること。（標準学習時間60分）
ステンレス鋼が使われている身近な製品について調べること。（標準学習時間60分）
金属以外の材料が使われている製品について調べること。（標準学習時間60分）
全体の復習をすること。（標準学習時間120分）

近年、多様化する工業製品の筐体材料として、従来の鉄鋼材料ばかりでなく軽くて丈夫な複合材料
などが用いられるようになってきた。本講義では、これらの機械材料として従来から主体的に用い
られきた鉄鋼
材料の種類やその性質、また近年需要の高い非鉄金属材料、高分子材料（プラスチック）、複合材
料についての基礎的な知識の習得を目的とする。 （知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関
与している）
①金属の通性（原子の構造、金属結合、結晶構造など）について説明できること（A）
②炭素鋼の基本的性質と状態図について説明できること（A）
③ステンレス鋼の種類とその性質について説明できること（A）
④主なプラスチックの種類と性質について説明できること。（A）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
材料の構造と組成、平衡状態図、工業材料の性質と機能
実施する
総合演習35%（達成目標①、②を確認）、最終評価試験35%（達成目標①、②を確認）、レポート課
題30%（達成目標①～④を確認）により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。
大学基礎機械材料／門間改三著／実教出版／978-4-407023282
機械製図、材料力学、加工学、機械加工実習



連絡先
授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

（研究室）C3号館4階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp
・材料の知識だけでなく、化学的知識や社会との関連などについても触れながら、幅広い知識や日
頃のニュースなどにも関心を持てるように指導する。
質問
・講義中に名簿順に口頭で回答してもらい、多様な意見について認識する。
レポート課題は、講義中に模範解答を配付しフィードバックを行う。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）元　三浦工業株式会社勤務
イ）製品の設計・開発や現場での課題解決の経験を活かして、材料工学の知識の応用方法を講義す
る。
①関数電卓を持ってくること。 



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施

制御工学Ⅰ【水2金3】（FTR03000）
Control Engineering I
堂田周治郎（どうたしゆうじろう）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
制御の基本概念と制御系の構成について解説する。
伝達関数によるモデリングについて解説する。
線形微分方程式と伝達関数について解説する。
基本構成要素の伝達関数１（比例、微分、積分要素）について解説する。
基本構成要素の伝達関数２（一次遅れ、二次遅れ、むだ時間要素）について解説する。
ブロック線図と等価変換１（ブロック線図や変換の基礎）について解説する。
ブロック線図と等価変換２（ブロック線図簡単化の例）について解説する。
制御系の特性と性能評価について説明する。
過渡応答１（展開定理とラプラス逆変換）について説明する。
過渡応答２（ステップ応答）について説明する。
過渡応答３ （１次遅れ要素）について解説する。
過渡応答４（２次遅れ要素など）について解説する。
周波数応答１ （ベクトル軌跡）について解説する。
周波数応答２ （ボード線図）について解説する。
周波数応答３（ボード線図２）について解説する。講義全体のまとめを行う。
最終評価試験を実施し、フィードバックとして解答例をmomo campus で示す。

                                          準備学習
フィードバック制御の歴史について調べておくこと。（予習に90分）

伝達関数とは何かについて予習しておくこと。（予習と復習に120分）

ラプラス変換について復習しておくこと。（予習と復習に120分）

比例要素、微分要素、積分要素の具体例（電気系、機械系、流体系）を調べておくこと。（予習と
復習に120分）
１次遅れ要素、２次遅れ要素、むだ時間要素とは何か調べておくこと。（予習と復習に120分）
ブロック線図の簡単化の必要性を考えておくこと。（予習と復習に120分）
等価変換について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
制御性能の評価量にどんなものがあるか考えておくこと。（予習と復習に120分）
ラプラス逆変換について復習しておくこと。（復習に120分）
インパルス応答、ステップ応答とは何か予習しておくこと。（予習に120分）
過渡応答の計算方法について予習しておくこと。（予習に120分）
２次遅れ要素のステップ応答例を調べておくこと。（予習と復習に120分）
周波数応答と過渡応答の違いを理解しておくこと。（予習と復習に120分）
ボード線図の描き方について予習しておくこと。（予習に120分）
周波数応答法の特徴について調べておくこと。（予習と復習に120分）
１回～１５回の講義で学んだことを復習・理解し、整理しておくこと。（復習に180分）

自動車、ロボット、福祉機器、医療機器など各種機械システムにおいて、自動制御はきわめて重要
な工学技術である。この講義では自動制御の基本的な考え方を身につけフィードバック制御系を設
計するために必要な基礎理論を修得することを目的とする。講義の後半で時々簡単な演習問題を行
う。（知能機械工学科の学位授与の方針Aにもっとも強く関与する。）
１）フィードバック制御系の構成や特徴が説明できる。（A、D)
２）制御系の構成要素を微分方程式や伝達関数で表すことができる。（A)
３）制御系全体をブロック線図で表し、等価変換することができる。（A)
４）構成要素や制御系の過渡応答を計算し、可視化することができる。（A)
５）構成要素や制御系の周波数応答を計算し、可視化することができる。（A)
６）制御系の性能評価法について説明することができる。（A、D)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
フィードバック制御、伝達関数、ラプラス変換、ブロック線図、過渡応答、周波数応答、制御系の
性能評価
実施する



成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

レポート２０％(達成目標１－６を評価)、講義中の課題１０％(達成目標１－６を評価)、および最
終評価試験７０％(達成目標１－６を評価)により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
基礎制御工学／堂田周治郎　他２名／朝倉書店／ISBN978-4-254-23134-2
数学、物理学、力学、機械力学、センサ工学、デジタル電子回路、アナログ電子回路、流体力学、
ロボット運動学、ロボットダイナミクス、アクチュエータ機構学、知能機械工学実験
自動制御とは何か／示村悦二郎／コロナ社／ISBN978-4-339-03140-9
Ｃ３号館３階　堂田研究室　メール：dohta@are.ous.ac.jp
オフィスアワー：木曜日　４時限、５時限
・講義資料をmomo campusにアップすることがあるのでチェックしておくこと。
・必要に応じてパワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。
・授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。
・質問（グループや個々の受講者に質問を投げかけ問答を繰り返すことで理解を深める）
・グループワーク（与えられた課題に対してグループ内で議論し全体で発表する）
提出レポートについては要点を講義時に解説する。講義中に課す小課題の解答は次回講義の最初に
解説する。最終評価試験の解答例はmomo campus で示す。これらにより、課題に対するフィードバ
ックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音や写真撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は禁
止する。

関数電卓はいつも持参すること。最終評価試験時に講義ノートの提出を求める。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目

制御工学Ⅱ【水2金2】（FTR03100）
Control Engineering II
堂田周治郎（どうたしゆうじろう）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
伝達関数法のまとめについて解説する。
制御系の安定性の概念や具体例（倒立振子）について解説する。
安定判別法１（ナイキストの方法と物理的意味）について解説する。
安定判別法２（フルビッツの方法と具体例）について解説する。
安定判別法３（ラウスの方法と具体例）について解説する。
位相余裕とゲイン余裕について解説する。
フィードバック制御系の定常特性について解説する。
ＰＩＤ制御法の概要と効果について解説する。
ＰＩＤ制御のゲイン調整法について説明する。
制御系の特性補償（直列補償）について解説する。
制御系の特性補償（フィードバック補償）について解説する。
状態空間法の基礎（状態方程式）について解説する。
状態空間法の基礎（状態方程式の解法と安定判別）について解説する。
状態空間法の基礎（状態フィードバック）について解説する。
制御理論の応用事例（産業用ロボットと自動車）について解説する。
最終評価試験を実施し、フィードバックとして解答例をmomo campus で示す。

                                          準備学習
制御工学Ⅰ（周波数応答まで）の復習を行っておくこと。（復習に90分）
制御系が安定であるための条件を考えておくこと。（予習と復習に120分）
ナイキストの安定判別法について予習しておくこと。（予習と復習に120分)
フルビッツ法について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
ラウス表について調べておくこと。（予習と復習に120分）
位相余裕とゲイン余裕について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
目標値応答と外乱応答について調べておくこと。（予習と復習に120分）
ＰＩＤ制御の効果について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
ＰＩＤ制御のゲイン調整法について予習しておくこと。（予習と復習に90分）
制御系の特性補償について調べておくこと。（予習と復習に120分）
フィードバック補償について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
状態方程式の作り方を予習しておくこと。（予習と復習に120分）
状態方程式の解き方や安定判別法について予習しておくこと。（予習に90分）
状態フィードバックとは何かについて予習しておくこと。（予習に60分）
周波数応答法の特徴について調べておくこと。（予習と復習に120分）
１回～１５回の講義で学んだことを復習・理解し、整理しておくこと。（復習に180分）

自動車、ロボット、福祉機器、医療機器など各種機械システムにおいて、自動制御はきわめて重要
な工学技術である。この講義では自動制御の基本的な考え方を身につけフィードバック制御系を設
計するために必要な基礎理論を修得することを目的とする。講義の後半で時々簡単な演習問題を行
う。（知能機械工学科の学位授与の方針Aにもっとも強く関与する。）
１）制御系の安定性とは何かについて具体例を用いて説明できる。（A、D)
２）各種の安定判別法を用いて制御系の安定性を判別することができる。（A)
３）ＰＩＤ制御やゲイン調整法について説明することができる。（A、D)
４）制御系の特性補償について説明することができる。（A、D)
５）制御系を状態空間モデルで表すことができる。（A)
６）状態空間法を用いて倒立振子の安定化制御系が設計できる。（A)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
フィードバック制御系、安定判別法、位相余裕、ゲイン余裕、定常偏差、ＰＩＤ制御法、ゲイン調
整法、特性補償、状態方程式、状態フィードバック
実施する
レポート２０％(達成目標１－６を評価)、講義中の課題１０％(達成目標１－６を評価)、および最
終評価試験７０％(達成目標１－６を評価)により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
基礎制御工学／堂田周治郎　他２名／朝倉書店／ISBN978-4-254-23134-2
数学、物理学、力学、機械力学、センサ工学、デジタル電子回路、アナログ電子回路、流体力学、



参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

ロボット運動学、ロボットダイナミクス、アクチュエータ機構学、知能機械工学実験
制御工学－古典から現代まで－／奥山佳史　他５名／朝倉書店：制御工学／大須賀公一／共立出版
／ISBN978-4-254-23732-0
Ｃ３号館３階　堂田研究室　メール：dohta@are.ous.ac.jp
オフィスアワー：木曜日　４時限、５時限
・講義資料をmomo campusにアップすることがあるのでチェックしておくこと。
・必要に応じてパワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。
・授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。
・質問（グループや個々の受講者に質問を投げかけ問答を繰り返すことで理解を深める）
・グループワーク（与えられた課題に対してグループ内で議論し全体で発表する）
提出レポートについては要点を講義時に解説する。講義中に課す小課題の解答は次回講義の最初に
解説する。最終評価試験の解答例はmomo campus で示す。これらにより、課題に対するフィードバ
ックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音や写真撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は禁
止する。

関数電卓はいつも持参すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回

１４回
１５回

回数
１回
２回
３回
４回
５回

６回
７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

ロボット運動学【月2木2】（FTR03400）
Robot Kinematics
藤本真作（ふじもとしんさく）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
講義概要（ロボットの運動学について）について説明する。
ベクトルと行列の記述と運動学に必要な基礎数学を概説する。
空間の記述と変換（位置・姿勢表現法）方法について説明する。
回転行列とその性質を図解で説明する。
姿勢表現（オイラー角、ロール・ピッチ・ヨー角など）について解説する。
座標変換行列（同次変換行列）について説明し、その性質を解説する。
同次変換行列の逆変換と総合演習Ⅰをする。
ＤＨパラメータと座標系の設定について、そのアルゴリズムを説明する。
ＤＨパラメータと同次変換行列および、ロボットの先端位置について説明する。
ＤＨパラメータと座標系設定法について演習（問題２問）をする。
順運動学と逆運動学問題の違いについて説明し、逆運動学問題について実例を挙げて解説する。
手先位置と関節変数と関係について説明する。
ヤコビ行列の定義について説明し、ヤコビ行列に基づいた位置・速度・加速度解析について説明す
る。
仮想仕事の原理と特異（姿勢）点について説明する。
ＤＨ法とヤコビ行列の総合演習Ⅱをする。

                                          準備学習
教科書の４章 ロボットアームの機構と運動学（p.38-41）を予習しておくこと。（予習２４０分）
三角関数（加法定理等）と行列（式）の復習・課題をしておくこと。（予習２４０分）
三角関数と行列表現について理解し、課題をしておくこと。（予習２４０分）
逆行列と転置行列を復習・理解し、課題をしておくこと。（予習２４０分）
ベクトルの公理を理解し、応用できること。また、姿勢表現の課題をしておくこと。（予習１８０
分）
回転行列（直交行列）を証明し、説明できるようにしておくこと。（予習１８０分）
回転行列（直交行列）の性質を理解しておくこと。また、課題をしておくこと。（予習１８０分）
右手座標系と回転軸方向（教科書p.38-52）および、同次変換行列を理解しておくこと。（予習１
８０分）
平行・回転移動を理解し、同次変換行列の逆変換を証明できること。（予習１８０分）
[例題4.3]PUMA形ロボットの構造（教科書のp.56-57）を予習しておくこと。（予習３６０分）
順運動学と逆運動学を理解し、説明できるようにしておくこと。（予習２４０分）
２関節ロボットアームの逆運動学問題が解けるようにしておくこと。（予習２４０分）
仮想仕事の原理について教科書（p.68-69）を理解しておくこと。（予習１８０分）
手先に加わる外力とトルクの関係を理解しておくこと。（予習２４０分）
１回～１５回までの講義内容をよく理解し整理しておくこと。（予習３６０分）

ロボット工学は非常に広い分野を包含する学問であり、将来このロボット工学を積極的に活用する
ことが重要になってくるものと考えられる。そこで、本講義では、ロボットマニピュレータを具体
例として、その運動を理解するために必要な運動学の基礎について学ぶ。運動学（kinematics）は
運動に関する学問であるが運動を起こす力は考慮せず、位置（速度・加速度）と姿勢に関する静的
な運動を取り扱う。（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与している）
微積分学や行列に関する一般知識を前提として、ロボティクス分野の問題を解決するために、ロボ
ットの位置・姿勢やその性質の基礎的事項を学習できる。この講義を通じて下記の内容が修得でき
る。 
①機械工学に必要な基礎的科目を、実際のロボット問題に即して発展・応用できる（A)
②姿勢表現であるオイラー角、ロール・ピッチ・ヨー角などが説明できる（A)
③ＤＨパラメータ法（同次変換行列）を理解し、ロボットの先端位置を求めることができる（A)
④ヤコビ行列の意味を理解し、ロボットの問題に即して活用できる（A)
⑤授業を受けて自分の疑問点や問題点を解決する方法を提案できる（B)　
⑥毎回の授業で自分の振り返りを述べることができる（C）
⑦演習課題についてグループで解決することができる（D）
回転行列，オイラー角，同次変換行列，DH法，順運動学，逆運動学，ヤコビ行列，仮想仕事の原理
実施しない



成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

総合演習５５％（総合演習Ⅰ：２５％,総合演習Ⅱ：３０％：到達目標①～⑥を確認）、演習（２
問）２５％（到達目標①～⑦を確認）、課題レポート提出評価割合（宿題を含む）２０％（達成目
標⑥を確認）により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
ロボット工学の基礎／川崎晴久著／森北出版／978-4-627-91382-0
制御工学，数学（特に解析学Ⅰ、線形代数），ロボットダイナミクス，力学，ロボット制御工学，
知能機械工学実験
Richard P. Paul著 吉川恒夫訳・「ロボット・マニピュレータ」・コロナ社
研究室：Ｃ７号館（旧６号館）４階　藤本研究室　直通電話　086-256-9596　E-mail:fuji（アッ
トマーク）are.ous.ac.jp
・授業で重視するのは覚えることより考えること。配布する課題プリントと教科書をよく読んで予
習をしておくこと。友達と意見を出し合いながら学ぶので積極的に参加する態度が求められます。
・最終評価試験は実施しないので、授業時間と授業時間外での活動が大切になります。課題・演習
レポートを自分でしっかりと仕上げてください。課題レポート等にコピペなどの剽窃がある場合は
、成績評価の対象としない場合もありますので、絶対に行わないようにしてください。
・グループワークにも積極的に参加してください。苦手な人もそんなにしゃべらなくてもグループ
ワークに参加できるようにしますので、安心して参加してください。
・グループワークで学ぶケースもありますので、欠席はしないようにしてください。
・数学Ⅰ、Ⅲおよび、力学の内容を理解しておくようにしてください。
・演習課題では難解な問題をグループワークによって解答する形式（課題解決学習）を適用します
。
・基本的にはまず自分で考えてから、ペア、グループディスカッションを通して授業を進めていき
ます。グループワークによる課題提出から評価を行います。
・授業中、グループディスカッションを実施してグループで意見を集約して課題を提出します。
・予習復習課題（課題レポート）は採点・評価後、コメントを入れて返却する。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や撮影・画像データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回
３回
４回

５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60

ロボットダイナミクス【月1木1】（FTR03500）
Robot Dynamics
藤本真作（ふじもとしんさく）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
ロボティクスの歴史と講義概要について説明する。
動力学の概要・剛体の並進運動と動力学の基礎的な数学について説明する。
動力学の概要・剛体の回転運動と基礎的な数学について説明する。
ラグランジュ法による運動方程式の導出法について解説する。
ラグランジュ法による運動方程式の導出法について、倒立振子の問題を例に説明する。
ラグランジュ法による運動方程式の導出法について、ロボットアームの問題を例に説明する。
ロボットの運動方程式の導出法について、２関節ロボットアームの問題を例に説明する。
慣性行列の性質と、慣性行列を用いた遠心力・コリオリ力項の導出法について説明する。
運動方程式の導出法と総合演習Ⅰを実施する。
順動力動学問題を通して、ロボットのシミュレーションについて解説する。
動力学モデルの性質と基底パラメータによる線形表現について説明する。
動力学モデルのパラメータ同定と行列表現の最小２乗法について説明する。
１関節アームを例にパラメータ同定法（最小２乗法推定）を演習する。
同時同定法と逐次同定法の違いについて説明し、それぞれの利点と欠点を明確にする。
総合演習Ⅱを行う。

                                          準備学習
ロボット構成要素などを説明した教科書（p.1-9）を読んで理解しておくこと。（予習２４０分）
物理学の基礎[１]力学の教科書（p.184-191）を復習しておくこと。（予習１８０分）
物理学の基礎[１]力学の教科書（p.192-205）を復習しておくこと。（予習１８０分）
ロボットダイナミクスの教科書（p.78-83）を予習し、ラグランジュ法を確認しておくこと。（予
習２４０分）
ラグランジュ法による運動方程式の導出法を理解しておくこと。（予習２４０分）
ロボット運動学の同次変換行列を復習しておくこと。（予習２４０分）
ロボットダイナミクスの教科書（p.83-85）を予習しておくこと。（予習２４０分）
ロボットダイナミクスの教科書（p.82-83）を復習しておくこと。（予習２４０分）
教科書の【例題5.1】を復習しておくこと。（予習３６０分）
数値積分のオイラー法を理解しておくこと。（予習２４０分）
慣性行列（p.84-85）の各要素と計算方法を理解しておくこと。（予習２４０分）
動力学モデルの構造と性質を理解しておくこと。（予習２４０分）
線形同定法（p.111-112）の予習をしておくこと。（予習２４０分）
リグレッサ行列と基底パラメータを理解しておくこと。（予習２４０分）
１回～１５回までの講義内容をよく理解し整理しておくこと。（予習３６０分）

ロボット工学は、主として産業用、あるいは工業用に使われる各種機械システムを対象とし、これ
らを様々な分野の作業に応用する場合の自動化、省力化あるいは安全性、生産性等の向上に力点を
置き、それらの議論を進めてきた。そこで本講義では、代表的な産業用ロボットのひとつであるロ
ボットマニピュレータを具体例として、その制御あるいは解析を行うために必要な動力学の基礎的
事項について学習する。（知能機械工学科の学位授与方針項目Aにもっとも強く関与する。）
微積分学や行列およびロボット運動学に関する知識を前提として、ロボティクス分野の問題を解決
するために、ロボットの動力学や同定法の基礎的事項について学習できる。この講義を通じて下記
の内容が修得できる。
①機械工学に必要な基礎的科目を実際のロボットの運動方程式に適用できる。（A） 
②ラグランジュ法によって多リンク系の運動方程式を導出できる。（A） 
③順動力動学問題を通して、ロボットのシミュレーションができる。（A） 
④動力学モデルをリグレッサ行列と基底パラメータによって線形表現できる。（A） 
⑤行列表現による最小２乗法を理解し、基底パラメータを同定できる。（A） 
⑥授業を受けて自分の疑問点や問題点を解決する方法を提案できる（B)　
⑦毎回の授業で自分の振り返りを述べることができる（C）
⑧演習課題についてグループで解決することができる（D）
ラグランジュ法，順動力動学，逆動力動学，同定
実施しない
総合演習５５％（総合演習Ⅰ：２５％,総合演習Ⅱ：３０％：到達目標①～⑦を確認）、演習（２



点）

教科書
関連科目

参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

問）２５％（到達目標①～⑧を確認）、課題レポート提出評価割合（宿題を含む）２０％（達成目
標⑧を確認）により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
ロボット工学の基礎／川崎晴久著／森北出版／978-4-627-91382-0
制御工学，数学（特に解析学Ⅰ、線形代数），ロボット運動学，力学，ロボット制御工学，知能機
械工学実験
物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著　野沢光昭　監訳／培風
館，ロボット制御基礎論／吉川恒夫著／コロナ社
研究室：Ｃ７号館（旧６号館）４階　藤本研究室　直通電話　086-256-9596　E-mail:fuji（アッ
トマーク）are.ous.ac.jp
・授業で重視するのは覚えることより考えること。配布する課題プリントと教科書をよく読んで予
習をしておくこと。友達と意見を出し合いながら学ぶので積極的に参加する態度が求められます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・最終評価試験は実施しないので、授業時間と授業時間外での活動が大切になります。課題・演習
レポートを自分でしっかりと仕上げてください。課題レポート等にコピペなどの剽窃がある場合は
、成績評価の対象としない場合もありますので、絶対に行わないようにしてください。
・グループワークにも積極的に参加してください。苦手な人もそんなにしゃべらなくてもグループ
ワークに参加できるようにしますので、安心して参加してください。
・グループワークで学ぶケースもありますので、欠席はしないようにしてください。
・数学Ⅰ、Ⅲ、力学およびロボット運動学の内容を理解しておくようにしてください。
・演習課題では難解な問題をグループワークによって解答する形式（課題解決学習）を適用します
。
・基本的にはまず自分で考えてから、ペア、グループディスカッションを通して授業を進めていき
ます。グループワークによる課題提出から評価を行います。
・授業中、グループディスカッションを実施してグループで意見を集約して課題を提出します。
・予習復習課題（課題レポート）は採点・評価後、コメントを入れて返却する。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や撮影・画像データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。

数学Ⅰ、Ⅲ、力学およびロボット運動学の内容を理解しておくことが望ましい。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回
４回

５回

６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回

１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

機械創造工学Ⅰ【火2火3】（FTR03600）
Creative Design of Mechanical Systems I
藤本真作（ふじもとしんさく）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
講義概要について、解説ビデオを交えながら詳しく説明する。
ロボット製作の工程と方法論について解説する。
ロボットの構造と駆動機構について説明する。
ロボットの安全設計（強度計算）について説明する。
ロボットのフレーム部を実例に、強度計算（曲げ）について説明する。
アームなどの駆動軸を実例に、強度計算（ねじり）について説明する。
ロボットの駆動軸を実例（組合せ応力）に、その設計法について解説する。
ロボットの機械設計とラフプランを提出する。その後、そのラフプランに基づいて、各グループで
プレゼンテーションを実施する。
モータ駆動系の電気回路（Hブリッジ回路など）について説明する。
モータ駆動系のマイコン制御（PWM駆動方式など）について説明する。
ロボットの詳細設計について、各グループで議論する。
ロボットを具体的に設計し、CADを用いてロボット製作図面の作成（組立図の作成）をする。
ロボット製作に必要な部品図を作成する。
ロボットの詳細設計をグループ毎に見直し、改善・再検討を実施する。
詳細設計レポートを作成し、設計ミスや計算間違いなど、レポートを最終チェックする。

                                          準備学習
機械創造工学のホームページで予習を行い、グループ分けの準備をしておくこと。（予習１８０分
）
加工学や機械加工実習などで学んだ機械加工法やJIS規格について復習をしておくこと。（予習２
４０分）
機械製図（CAD）や機械加工などJIS規格の予習と復習をしておくこと。（予習１８０分）
参考書「よくわかる材料力学」の「１.６　基礎的材料力学の適用限界と強度設計」を復習してお
くこと。（予習２４０分）
参考書「よくわかる材料力学」の「３章 はりのせん断力と曲げモーメント」を復習しておくこと
。（予習２４０分）
参考書「よくわかる材料力学」の「７章　軸のねじり」を復習しておくこと。（予習１８０分）
参考書「よくわかる材料力学」の「８章　組合わせ応力」を復習しておくこと。（予習２４０分）
学科のホームページで競技内容を理解し、独自のプランを練っておくこと。（予習２４０分）
センサやDCモータの構造と動作原理を理解しておくこと。（予習１８０分）
マイコンH8/3664Fのピン配置とAD変換について予習と復習をしておくこと。（予習２４０分）
ロボット（フレーム部分）の強度計算を行っておくこと。（予習１８０分）
ロボット（軸やアーム）の強度計算を行い、CAD設計に必要な製図の知識と技能を復習しておくこ
と。（予習２４０分）
JW-CADの基礎を復習し、レイヤー機能を習得しておくこと。（予習１８０分）
ロボットの性能（スペック）を計算しておくこと。（予習１８０分）
ロボットの要素設計をしておくこと。（予習１８０分）

実際に機械を設計・製作することは、工学系技術者の育成課程において、非常に重要である。本講
義では、ロボットコンテストを想定し、ある目的を持ったロボットを小人数のグループで設計を行
い、実際に機械を製作する能力すなわち、機械設計製図（CAD）・加工・組立・検査・調整・改善
の一連の工程を学ぶとともにそれらの能力向上を目指す。（知能機械工学科の学位授与方針項目D
に強く関与する。）
エンジニアリングにとって必要不可欠である設計を学ぶことで、力学、材料力学、機械加工、機械
製図および、電気電子回路等の機械設計に必要不可欠な科目が体験的に習得でき、それらの知識と
技術を問題解決に応用できる。この講義を通じて下記の内容が修得できる。
①機械設計に必要な基礎的科目を現実の問題に即して発展・応用できる。（D）
②工学的・技術的課題を分析し、知識・技能・思考力・判断力を身につけることができる。（A,B
） 
③機械設計の課題を計画的に実行・解決するための創造力と学習能力を身につけることができる（
D）
④授業を受けて自分の疑問点や問題点を解決する方法を提案できる（B)　



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

⑤毎回の授業で自分の振り返りを述べることができる（C）
⑥演習課題についてグループで解決することができる（C）
機械設計、JIS規格、CAD、強度計算
実施する
ラフプラン３０％：到達目標①～③を確認、プレゼンテーション２０％：到達目標④～⑥を確認お
よびロボットの詳細設計レポート（CADによる図面を含む）によるルーブリック評価５０％：到達
目標①～④を確認により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。但し、ラフプランは受講
生全員が提出し、最終評価試験に相当する詳細設計レポートはグループ毎に提出することとする。
適宜、資料を配付するものとし、教科書は使用しない。
機械製図、力学、機械加工実習、材料力学
萩原芳彦著・「よくわかる材料力学」・オーム社日本規格協会・「JISハンドブック機械要素」大
西 清著・「JISにもとづく機械設計製図便覧」・理工学社
研究室：Ｃ７号館（旧６号館）４階　藤本研究室　直通電話　086-256-9596　E-mail:fuji（アッ
トマーク）are.ous.ac.jp
・授業で重視するのは覚えることより考えること。配布する課題プリントと教科書をよく読んで予
習をしておくこと。友達と意見を出し合いながら学ぶので積極的に参加する態度が求められます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・最終評価試験は実施しないので、授業時間と授業時間外での活動が大切になります。課題・演習
レポートを自分でしっかりと仕上げてください。課題レポート等にコピペなどの剽窃がある場合は
、成績評価の対象としない場合もありますので、絶対に行わないようにしてください。
・グループワークにも積極的に参加してください。苦手な人もそんなにしゃべらなくてもグループ
ワークに参加できるようにしますので、安心して参加してください。
・グループワークで学ぶケースもありますので、欠席はしないようにしてください。
・数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲおよび力学、機械製図、機械加工実習、材料力学の内容を理解しておくようにし
てください。
・難解な問題をグループワークによって解答する形式（課題解決学習）を適用します。
・基本的にはまず自分で考えてから（ラフプランでは）、ペア、グループディスカッションを通し
て授業を進めていきます。グループワークによる課題提出から評価を行います。
・授業中、グループディスカッションを実施してグループで意見を集約して課題を提出します。
・ラフプラン（課題）は採点・評価後、コメントを入れて返却する。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や撮影・画像データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。

本講義ではロボットの詳細設計までを範囲とし、秋学期の機械創造工学Ⅱでロボット製作を行い、
競技会（コンテスト）を実施する。 本講義ではアクティブラーニングの一環としてグループワー
クを行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回
４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

機械創造工学Ⅱ（FTR03700）
Creative Design of Mechanical Systems II
藤本真作（ふじもとしんさく）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
講義概要（説明ビデオを含む）について解説する。 （全教員）
ロボット製作の計画と注意事項について解説する。 （全教員）
ロボット製作の計画報告について解説する。 （全教員）
機械工作について解説する。 （全教員）
ロボットの製作（ロボット本体の加工）について解説する。 （全教員）
ロボットの製作（軸受けの加工）について解説する。 （全教員）
ロボットの製作（玉入れ機構の加工）について解説する。 （全教員）
ロボットの製作（駆動部の組立て）について解説する。 （全教員）
ロボットの製作（玉入れ機構の組立て）について解説する。 （全教員）
H8マイコンとモータ駆動回路について解説する。 （全教員）
ロボットの電子回路製作（Hブリッジ回路の製作）について解説する。 （全教員）
ロボットの電子回路製作（H8マイコンの製作）について解説する。 （全教員）
ロボットの電子回路製作（H8マイコンのプログラミング）について解説する。 （全教員）
ロボットの検査・調整・改善（駆動部の最終調整）について解説する。 （全教員）
ロボットの検査・調整・改善（玉入れ機構の最終調整）について解説する。 （全教員）

                                          準備学習
機械創造工学のホームページで予習を行い、グループ分けの準備をしておくこと。（予習１８０分
）
詳細設計レポートを復習して、製図データをCAM用に変換（ＤＸＦファイルに）しておくこと。（
予習２４０分）
ロボット製作の計画と作業分担を事前に立てておくこと。（予習１８０分）
機械加工の注意・留意点を調べておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予習２４
０分）
ロボット本体のCAMデータが作成できていること。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予
習２４０分）
軸受け部のCADデータが作成できていること。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予習２
４０分）
玉入れ機構のCAMデータが作成できていること。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予習
２４０分）
駆動部の設計ミスや改善点を洗い出しておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予
習２４０分）
玉入れ機構の設計ミスや改善点を洗い出しておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。
（予習２４０分）
H8マイコンの回路を設計をしておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予習２４０
分）
モータ駆動回路のCAMデータを設計しておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予
習２４０分）
H8マイコンのCAMデータを設計しておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予習２
４０分）
プログラムのアルゴリズムを理解しておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予習
２４０分）
駆動部の問題点を明確にしておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予習２４０分
）
玉入れ機構の問題点を明確にしておくこと。また、今週行う作業を確認しておくこと。（予習２４
０分）

本講義では競技会を想定し、ある目的を持ったロボットを小人数のグループで設計・製作を行い、
競技会を通してその成果を競う。また、本講義は工学系技術者の育成課程における専門科目の応用
、メカトロニクスの実践、共同製作の経験および、工学的センスの研鑚を目的としている。最後に
、製作されたロボットの評価を行うために、競技会を実施する。（知能機械工学科の学位授与方針
項目Dに強く関与し、項目A，Bにも関与する。）
エンジニアリングにとって必要不可欠である製作・改良を行うことで、専門科目の応用、メカトロ



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

ニクスの実践、協働作業の経験から機械の開発に必要な科目や工学センスを体験的に習得できる、
また、それらを問題解決に応用できる。この講義を通じて下記の内容が修得できる。 
①機械設計に必要な基礎的科目を現実の問題に即して発展・応用できる。（D）
②工学的・技術的課題を分析し、知識・技能・思考力・判断力を身につけることができる。（A,B
） 
③機械設計の課題を計画的に実行・解決するための創造力と学習能力を身につけることができる（
D）
④授業を受けて自分の疑問点や問題点を解決する方法を提案できる（B)　
⑤毎回の授業で自分の振り返りを述べることができる（C）
⑥演習課題についてグループで解決することができる（C）
機械設計、JIS規格、機械加工
実施しない
ロボット製作過程の報告書（２０％）：到達目標①～③を確認、設計・アイデア・完成度・加工技
術などによるルーブリック評価（５０％）：到達目標①～⑥を確認、競技会（コンテスト）の成果
（２５％）：到達目標④～⑥を確認に基づいて評価する。また、完成したロボットに対する工学的
・技術的に奇抜なアイデアやデザイン（５％）：到達目標③を確認に対しても評価する。
適宜、資料を配付する。
機械加工実習、材料力学、力学、制御工学
嵯峨常生監修／「機械実習1、機械実習2」／実教出版、日本規格協会／「JISハンドブック機械要
素」
担当教員：藤本　真作，　研究室：Ｃ７号館（旧第６号館）４階 , 担当教員：赤木　徹也，研究
室：Ｃ７号館（旧第６号館）５階、担当教員：小林　亘，研究室：Ｃ３号館（旧第２０号館）２階
・授業で重視するのは覚えることより考えること。配布する課題プリントと教科書をよく読んで予
習をしておくこと。友達と意見を出し合いながら学ぶので積極的に参加する態度が求められます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・最終評価試験は実施しないので、授業時間と授業時間外での活動が大切になります。課題・演習
レポートを自分でしっかりと仕上げてください。課題レポート等にコピペなどの剽窃がある場合は
、成績評価の対象としない場合もありますので、絶対に行わないようにしてください。
・グループワークにも積極的に参加してください。苦手な人もそんなにしゃべらなくてもグループ
ワークに参加できるようにしますので、安心して参加してください。
・グループワークで学ぶケースもありますので、欠席はしないようにしてください。
・数学Ⅰ、Ⅲおよび、力学の内容を理解しておくようにしてください。
・演習課題では難解な問題をグループワークによって解答する形式（課題解決学習）を適用します
。
・基本的にはまず自分で考えてから、ペア、グループディスカッションを通して授業を進めていき
ます。グループワークによる課題提出から評価を行います。
・授業中、グループディスカッションを実施してグループで意見を集約して課題を提出します。
・報告書は採点・評価後、コメントを入れて返却する。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や撮影・画像データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。

ロボット製作上の注意事項をまもり、講義時間内に完成しない場合は課外時間に製作すること。 
本講義ではアクティブラーニングの一環としてグループワークを行う。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回

７回
８回
９回
１０回

１１回
１２回
１３回

１４回

１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

ヒューマンインターフェース【火3金4】（FTR03900）
Human Interface
久野弘明（くのひろあき）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
インタフェース、インタフェースデザインについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
インタフェースデザインとその特徴について学び、その基礎的な考え方を習得する。
認知プロセス（心理学からみた視覚）について学び、その基礎的な考え方を習得する。
認知プロセス（脳科学からみた視覚、触覚）について学び、その基礎的な考え方を習得する。
記憶とインタフェースについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
認知情報処理モデル、ユーザー行為の7段階モデル、行為の3階層モデルについて学び、その基礎的
な考え方を習得する。
二重接面理論とHMIの5側面について学び、その基礎的な考え方を習得する。
これまでの講義内容について総合的な解説を行い、総合演習を行う。
メンタルモデルについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
インタフェースの3つのタイプ（手続き型、目的型、自動型）とその移り変わりについて学び、そ
の基礎的な考え方を習得する。
操作用語の分類、ガイダンスとヘルプについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
音声インタフェースについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
設計の手法（ガイドラインとデザインルール、情報のデザインの手法）について学び、その基礎的
な考え方を習得する。
設計の手法（対話のデザインの手法、表現のデザインの手法）について学び、その基礎的な考え方
を習得する。
最終評価試験を実施する。
最終評価試験の模範解答を示し、解説してフィードバックする講義を行う。

                                          準備学習
インタフェース、インタフェースデザインについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）
。
インタフェースデザインとその特徴について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回
の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
認知プロセス（心理学からみた視覚）について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前
回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
認知プロセス（脳科学からみた視覚、触覚）について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分
）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
記憶とインタフェースについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を
復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
認知情報処理モデル、ユーザー行為の7段階モデル、行為の4階層モデルについて調べ、まとめてお
くこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）
。
二重接面理論とHMIの5側面について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内
容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
メンタルモデルについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し
、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
インタフェースの4つのタイプ（手続き型、目的型、自動型）とその移り変わりについて調べ、ま
とめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時
間60分）。
操作用語の分類、ガイダンスとヘルプについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前
回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
音声インタフェースについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復
習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
設計の手法（ガイドラインとデザインルール、情報のデザインの手法）について調べ、まとめてお
くこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）
。
設計の手法（対話のデザインの手法、表現のデザインの手法）について調べ、まとめておくこと（
標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
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最終評価試験の内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。

日常生活において人々は好むと好まざるとにかかわらず、インターネットと密接に結ばれた製品や
システム、サービスに囲まれて暮らしている。これらの多機能化に伴い、その操作もますます複雑
になっており、直感的に使えてより楽しい感性的なインタフェースデザインが望まれている。本講
義では、人間の認知と記憶のメカニズムを把握したうえで、ユーザーの視点を加味しつつ設計を行
い、適切な評価を実施して、よりよいインタフェースデザインを生み出す方法を理解できるように
なることを目的とする。（知能機械工学科の学位授与方針Aにもっとも強く関与する。）
1)インタフェースの開発プロセスについて説明することができる。（A）
2)人間の認知と記憶、認知モデルについて説明することができる。（A）
3)操作用語と設計手法について説明できる。（A）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
インターフェース、インタフェースデザイン、認知と記憶、モデル、設計手法
実施する
講義中に指示する課題20%（達成目標1)～3)を評価）、総合演習40%（達成目標1)～2)を評価）、最
終評価試験40%（達成目標2)～3)を評価）により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。
インタフェースデザインの教科書／井上勝雄／丸善出版／978-4-621-08695-7
人間工学、バーチャルリアリティ、アミューズメント工学と関連する。これらの科目を履修し、相
互に理解を深めることを推奨する。
ヒューマンインタフェース／田村博／オーム社、エンジニアのための人間工学／横溝克己、小松原
明哲／日本出版サービス
研究室：C7号館4階　久野研究室、直通電話：086-256-9493、E-mail：kuno（@マーク）are.ous.ac
.jp、オフィスアワー：火～金の5時限（左記以外でも随時受付可）
・欠席は5回で評価をE判定とする。
・遅刻は30分を目安（講義の進行状況により後にずれる場合がある）として再度確認し、以後は欠
席とする。なお、欠席となった後で講義に参加した場合、講義中に指示する課題は評価する。
・グループディスカッション
身近なヒューマンインターフェース、人間の認知と記憶、操作用語などについてグループでディス
カッションしながら理解を深める。
講義中に指示する課題は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
総合演習は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
最終評価試験は15回目に行い、16回目の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う
。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音／録画／撮影は他の受講者の妨げにならない限り自由とする。
ア）元国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）イ）研究員として福祉機器
の使いやすさを評価した経験を活かし、インタフェースの開発・設計手法などについて講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。
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１０回

１１回

センサ工学【月2木2】（FTR04500）
Sensing Engineering
久野弘明（くのひろあき）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
センサの概略、アクチュエータや電気的スイッチングなど外部から受けるノイズとセンサ内の電圧
・電流の揺らぎや回路部品同士の静電誘導・磁気誘導などの内部で発生するノイズの対策について
学び、その基礎的な考え方を習得する。
センサ信号のディジタル変換（サンプリング、量子化、AD変換）について学び、その基礎的な考え
方を習得する。
統計的データ処理（誤差、精度）、信号処理（平滑化、フーリエ変換）について学び、その基礎的
な考え方を習得する。
センサの特性（静特性、動特性）評価について学び、その基礎的な考え方を習得する。
オペアンプの性質、増幅回路（反転増幅回路、非反転増幅回路）について学び、その基礎的な考え
方を習得する。
オペアンプの増幅回路（差動増幅回路、ボルテージホロワ）について学び、その基礎的な考え方を
習得する。
トランジスタの性質、電流増幅回路、スイッチ回路について学び、その基礎的な考え方を習得する
。
これまでの講義内容について総合的な解説を行い、総合演習を行う。
総合演習の模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。力センサの基礎として、力とトルク
について学び、その基礎的な考え方を習得する。また、力をひずみに変換して計測するセンサの1
つであるストレインゲージと、ストレインゲージを用いたブリッジ回路について学び、その基礎的
な考え方を習得する。
ストレインゲージを用いた力センサについて、力の校正方法について学び、その基礎的な考え方を
習得する。また、力センサを用いた重心の計測方法について学び、その基礎的な考え方を習得する
。
重心位置を利用した指先接触位置測定システムなどの応用例について学び、その基礎的な考え方を
習得する。
力センサのなかで、圧電素子型力センサ、静電容量型力センサについて学び、その基礎的な考え方
を習得する。
加速度センサについて、動作原理、動的加速度、静的加速度、周波数応答について学び、その基礎
的な考え方を習得する。
距離センサのなかで、直線型ポテンショメータ、電機マイクロメータ、カンチレバ型変位センサ、
光学式距離センサ、超音波距離センサについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
最終評価試験を実施する。
最終評価試験の模範解答を示し、解説してフィードバックする講義を行う。

                                          準備学習
どのようなセンサやノイズがあるか調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
信号のサンプリング、量子化、AD変換について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前
回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
測定誤差、最小二乗法、平滑化、フーリエ変換について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60
分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
センサの静特性、動特性について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容
を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
オペアンプの性質、反転増幅回路、非反転増幅回路について調べ、まとめておくこと（標準学習時
間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
オペアンプの差動増幅回路、ボルテージホロワについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60
分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
トランジスタの性質、電流増幅回路、スイッチ回路について調べ、まとめておくこと（標準学習時
間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間180分）。
ストレインゲージ、ブリッジ回路について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の
講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
力の校正方法、重心について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復
習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
重心位置を利用した応用例について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内
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容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
圧電素子型力センサ、静電容量型力センサについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）
。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
加速度センサの動作原理、動的加速度、静的加速度、周波数応答について調べ、まとめておくこと
（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
直線型ポテンショメータ、電機マイクロメータ、カンチレバ型変位センサ、光学式距離センサ、超
音波距離センサについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し
、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
最終評価試験の内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。

メカトロニクス、ロボティクス、人間工学の関連技術を福祉機器の改良や知能機械の開発などに適
用するためには、各種センサを利用したセンシング技術の導入がまず必要となる。センシングに共
通するノイズ対策・統計解析・信号処理・特性や、代表的なセンサの原理とセンシングの方法につ
いて学び、その基礎的な考え方を習得する。（知能機械工学科学位授与の方針Aにもっとも強く関
与する。）
1)センサの種類・ノイズ対策・デジタル変換・特性評価などについて説明できる。(A)
2)10進数を、バイナリコード・グレイコードに変換できる。(A)
3)デューティ比を用いて加速度が計算できる。(A)
4)オペアンプ性質を用いた増幅回路について、増幅度が求められる。(A)
5)力センサについて、ひずみ・力の変化・重心位置などが求められる。(A)
6)加速度センサについて、加速度が求められる。(A)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
センサ、ノイズ対策、信号処理、オペアンプ、トランジスタ、フィルタ、力センサ、加速度センサ
、距離センサ
実施する
講義中に指示する課題20%（達成目標1)～6)を評価）、総合演習40%（達成目標1)～3)を評価）、最
終評価試験40%（達成目標4)～6)を評価）により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。
センサの基本と実用回路／中沢信明、松井利一、山田功／コロナ社／978-4-339033533
解析学I・II、物理学I・II、力学、物理学実験、電磁気学、アナログ電子回路、ディジタル電子回
路、知能機械工学実験I・II・IIIと関連する。これらの科目を履修し、相互に理解を深めることを
推奨する。
図解　センサ工学概論／佐藤一郎／日本理工出版会
研究室：C7号館4階　久野研究室、直通電話：086-256-9493、E-mail：kuno（@マーク）are.ous.ac
.jp、オフィスアワー：火～金の5時限（左記以外でも随時受付可）
・欠席は5回で評価をE判定とする。
・遅刻は30分を目安（講義の進行状況により後にずれる場合がある）として再度確認し、以後は欠
席とする。なお、欠席となった後で講義に参加した場合、講義中に指示する課題は評価する。
・問題演習、グループディスカッション
オペアンプの増幅度の計算、ブリッジ回路による力の変化の計算、ロードセルによる重心位置の計
算、加速度センサによる加速度の計算、距離センサによる距離の計算などの問題演習を行い、その
後グループでディスカッションしながら理解を深める。
講義中に指示する課題は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
総合演習は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
最終評価試験は15回目に行い、16回目の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う
。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音／録画／撮影は他の受講者の妨げにならない限り自由とする。
ア）元国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）イ）研究員として病院に入
院中の患者の生体情報を計測・分析・評価した経験を活かし、センサの原理やセンシングの方法、
センシングに共通するノイズ対策・統計解析・信号処理・特性などについて講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 関数電卓を用
意すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回

４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

アクチュエータ機構学【火3水4】（FTR04600）
Mechanism of Actuator
堂田周治郎（どうたしゆうじろう）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
メカトロニクスとその特徴について解説する。
サーボシステムとアクチュエータについて解説する。
アクチュエータ概論について解説する。
各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式１（ＤＣモータ、ＡＣモータ）について解説する。
各種アクチュエータの基本動作原理と基礎式２（油圧シリンダ、油圧モータ）について解説する。
機械伝達機構１（歯車、歯車減速機構、ボールねじ機構）について解説する。
機械伝達機構２ （プーリ・ベルト機構、その他）について解説する。
電気系および機械系のインピーダンスマッチングについて解説する。
電気アクチュエータ１（微小駆動アクチュエータの原理と基礎式）について解説する。
電気アクチュエータ２（微小駆動アクチュエータの原理）について解説する。
電気アクチュエータ３（ＤＣサーボモータの原理と基礎式）について解説する。
電気アクチュエータ４（ＤＣサーボモータの駆動回路）について解説する。
電気アクチュエータ５（ＡＣサーボモータとステッピングモータ）について解説する。
油圧システム と油圧アクチュエータ・制御弁について解説する。
空気圧システムと空気圧制御機器について説明する。
最終評価試験を実施し、フィードバックとして解答例をmomo campus で示す。

                                          準備学習
教科書の第２章を読み、メカトロニクスについて予習すること。（予習に90分）
サーボシステムとは何かについて予習しておくこと。（予習に90分）
電気式、油圧式、空気圧式アクチュエータの長所、短所を調べておくこと。（予習と復習に120分
）
ＤＣモータとＡＣモータの原理について予習しておくこと。（予習に90分）
油圧シリンダと油圧モータの原理と基礎式について予習しておくこと。（予習に90分）
歯車減速機構やボールねじ機構について予習しておくこと。（予習と復習に120分）
プーリ・ベルト機構やラックピニオン機構について予習しておくこと。（予習に90分）
機械系のインピーダンスとは何かについて予習しておくこと。（予習に90分）
電磁ソレノイドの原理や基礎式について予習しておくこと。（予習に90分）
トルクモータやムービングコイルの原理について予習しておくこと。（予習に90分）
ＤＣサーボモータの特徴について調べておくこと。（予習と復習に120分）
ＤＣサーボモータのＰＷＭ駆動方法について予習しておくこと。（予習に90分）
ＡＣサーボモータとステッピングモータの原理について予習しておくこと。（予習に90分）
油圧システムの構成や具体例を調べておくこと。（予習に90分）
空気圧システムの構成や具体例を調べておくこと。（予習に90分）
１回～１５回の講義で学んだことを復習・理解し、整理しておくこと。（復習に180分）

制御システムに必要な機器として、センサ、コントローラ（コンピュータ）、アクチュエータ、イ
ンターフェースがある。この講義ではモータなどのアクチュエータとサーボ弁などの駆動器に重点
を置きメカトロニクス制御に必要な制御機器や機構について学ぶことを目的とする。時々、講義の
後半で演習問題を行う。（知能機械工学科の学位授与の方針A、Cに強く関与する。）
１）メカトロニクスについて特徴や具体例が説明できる。（A、D)
２）電気式、油圧式、空気圧式アクチュエータの特徴や具体例が説明できる。（A、C)
３）機械伝達機構の種類を挙げ構成や基礎式が説明できる。（A)
４）電気アクチュエータの動作原理や基礎式が説明できる。（A)
５）油圧、空気圧システムの構成や特徴が具体例を用いて説明できる。（A、C)
６）自分達が選択した課題についてグループで議論し発表することができる。（C）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
メカトロニクス、サーボシステム、機械伝達機構、機械系のインピーダンスマッチング、電気アク
チュエータ、油圧アクチュエータ、空気圧アクチュエータ、アンプ、制御弁、駆動回路とその制御
法
実施する
レポート２０％(達成目標２－５を評価)、講義での発表１０％(達成目標６を評価)、および最終評
価試験７０％(達成目標１－５を評価)により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。



教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

新世代工学シリーズ　メカトロニクス／高森　年編／オーム社／ISBN4-274-13176-9
物理学、力学、電磁気学、ディジタル電子回路、アナログ電子回路、センサ工学、材料工学、流体
力学、制御工学、ロボット運動学、機械創造工学、知能情報処理、人間工学、生活支援工学、知能
機械工学実験
アクチュエータの駆動と制御／武藤高義／コロナ社／ISBN4-339-04392-3
Ｃ３号館３階　堂田研究室　メール：dohta@are.ous.ac.jp
オフィスアワー：木曜日　４時限、５時限
・講義資料をmomo campusにアップすることがあるのでチェックしておくこと。
・必要に応じてパワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。
・授業に集中し、授業毎の内容を理解していくこと。
・質問（グループや個々の受講者に質問を投げかけ問答を繰り返すことで理解を深める）
・グループワーク（与えられた課題に対してグループ内で議論し全体で発表する）
提出レポートについては要点を講義時に解説する。講義中に課す小課題の解答は次回講義の最初に
解説する。最終評価試験の解答例はmomo campus で示す。これらにより、課題に対するフィードバ
ックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音や写真撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は禁
止する。

関数電卓はいつも持参すること。最終評価試験時に講義ノートの提出を求める。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回

８回
９回

１０回
１１回

１２回
１３回
１４回
１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

データ解析【火1金1】（FTR05200）
Data Analysis
綴木馴（つづるぎじゅん）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
授業の進め方と最終評価試験に関する説明．集合と場合の数．
順列と組み合わせ．
二項定理．
確率の定義．
確率の性質．
条件付き確率．
確率変数と確率密度関数．
確率密度関数の演習問題．
期待値と分散．
期待値と分散の演習問題．
正規分布．
正規分の演習問題．
中心極限定理．
中心極限定理の演習問題．
試験対策の説明．
最終試験を実施する．

                                          準備学習
高校レベルの集合の知見を知らないものは，しっかりと予習しておくこと（予習120分）．
高校レベルの順列と組み合わせを知らないものは，予習しておくこと（予習120分）．
高校レベルの2項定理を知らないものは予習しておくこと（予習120分）．
高校レベルの確率を知らないものは予習をしておくこと（予習120分）．
高校レベルの確率の性質を知らないものは予習をしておくこと（予習120分）．
高校レベルの条件付き確率を知らないものは予習をしておくこと（予習120分）．
ここから大学レベルの確率論になるので，確率変数および確率密度関数についてネットなどで調べ
ておくこと（予習120分）．
事前に演習問題を出しておくので，授業の前までに必ずしておくこと（予習120分）．
総和や積分を使った期待値と分散を扱うので自信のないものはネットで調べておくこと（予習120
分）．
事前に演習問題を出しておくので，授業の前までに必ずしておくこと（予習120分）．
最も使われる分布として正規分布について説明する．自信のないものはネットで調べておくこと（
予習120分）．
事前に演習問題を出しておくので，授業の前までに必ずしておくこと（予習120分）．
中心極限定理の説明を行うので，自信のないものはネットで調べておくこと．
事前に演習問題を出しておくので，授業の前までに必ずしておくこと（予習120分）．
試験対策について説明するこれまでの講義で分からなかったところがあるものは，質問すること（
予習120分）．
1回から15回までの内容をよく理解し，例題の問題を見た瞬間に答えをすらすらと書けるようにな
るまで手を使って演習しておくこと（復習300分）

データ解析と言う学問の最も基礎になる確率統計学を授業で行う．よって確率統計学を理解するこ
とを目的とする．（学科の学位授与の方針のAに強く関与）
確率とは何かを説明できる（A）．確率分布，確率密度関数とは何かを説明できる（A）．特に条件
付き確率からベイズの定理を導出することができる．正規分布を理解する（A）．
確率統計学．
実施する
最終評価試験（100%)．

特になし（自作の書き込み式ノートをＷＥＢ上で配布）
数値計算法．
なし．
担当：綴木　馴（つづるぎ じゅん） 研究室：C3（旧20）号館5階．
ビッグデータを扱う上で，確率統計学は必須の概念である．確率統計学を学びたいという真摯な気



アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

持ちがなければ，この授業を受ける意味は無いので，しっかりとした信念を持って，授業に臨むこ
と．

演習問題の解説は授業中に行う

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

ロボットものづくり体験演習（FTR05700）
Exercise and Creative Design of Robot
赤木徹也（あかぎてつや）,久野弘明（くのひろあき）,小林亘（こばやしわたる）
１年
2.0
演習

                                        授業内容
オリエンテーション・グループ分けを行い，講義の内容について解説する． （全教員）

（全教員）
マイクロコンピュータの製作について解説し，マイクロコンピュータを製作する． （全教員）

（全教員）
ライターボードの回路について解説し，ライターボードを製作する． （全教員）

（全教員）
モータ駆動回路について解説し，回路配線図を設計する． （全教員）

（全教員）
モータ駆動回路を製作し，動作確認の方法について解説する． （全教員）

（全教員）
ロボット筐体設計の方法について解説し，CADを使った筐体の設計を行う． （全教員）

（全教員）
ロボット筐体の設計を行うとともに段ボール紙等を利用してロボットの筐体を制作する． （全教
員）

（全教員）
ロボットの重心や駆動原理について解説し，それをもとにロボットの組立や調整を行う． （全教
員）

（全教員）
ロボットを動かすシーケンス制御プログラムについて解説する． （全教員）

（全教員）
製作したロボットの試運転をしながら，ロボットのハードウエア（電気回路）の不具合とソフトウ
エア（制御プログラム）の不具合を見つけ（問題発見），それを改良する． （全教員）

（全教員）
ロボットの動きに対する物理的な原理について解説するとともに，ロボットのハードウエアを改良
する． （全教員）

（全教員）
任意の動作（直線移動，回転移動など）ができるように制御プログラムを改良する． （全教員）

（全教員）
ロボットの動作不良などに関してグループで協議し，ハードウエアおよびソフトウエアを含めたロ
ボットの改良をする． （全教員）

（全教員）
ロボットコンテスト（直線競技）をする． （全教員）

（全教員）
ロボットコンテスト（回転競技）をする． （全教員）

（全教員）
ロボットコンテスト（自由演技） プレゼンテーションを実施する． 　競技終了後，外部評価員も
しくは担当教員により講評を行うことで「ふりかえり」を実施する． （全教員）

（全教員）



回数
１回
２回
３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習やロボット製作の過程を把握しておくこと．（予習240分）
半田ごての使い方を図書館やインターネットにより事前に調べておくこと．（予習240分）
マイクロコンピュータのマザーボードの半田付けなどの行い完成させておくこと．（復習120分）
シリアル通信やD-Subピンなどのコネクタのピン配置を図書館やインターネットにより事前に調べ
て予習しておくこと．（予習120分）
ライターボードを完成させておくこと．（復習120分）トランジスタの役割などを図書館やインタ
ーネットにより事前に調べて予習しておくこと．（予習120分）
回路配線図を完成させておくこと．（復習120分）I/Oポート，タイマーなどの用語と役割を図書館
やインターネットにより事前に調べて予習しておくこと．（予習120分）
機械製図Ⅰで習ったＣＡＤの使用方法についてよく復習しておくこと．（復習120分）また，製作
したいロボットのイメージを手書きまたはＣＡＤを使って事前に描いておくこと．（予習120分）
CADを使ってロボットの筐体を設計し，設計したロボットのＣＡＤ図面を印刷しておくこと．（復
習180分）また，構造的に弱いと思われるところを事前にチェックしておくこと．（予習60分）
印刷した図面を使ったロボットの部品（段ボール等）を準備しておくこと．（復習120分）また，
レイヤー分けされたＣＡＤ部品図の組立て手順について確認しておくこと．（予習120分）
ロボットの筐体や駆動回路などを完成させておくこと．（復習120分）Ｃ言語のプログラムについ
て図書館やインターネットにより調べておくとともに，BITやBYTEなどの用語の意味や，2進数につ
いても事前に調べて予習しておくこと．（予習120分）
以前の講義で解説したロボットの駆動回路に関して復習しておくこと．（復習120分）また，サン
プルプログラムで動作しない部分について回路のどの部分に相当するかを事前に調べておくこと．
（予習120分）
ロボットの動作不良個所に関して，原因の究明を行うこと．（復習120分）また，重心の意味や超
音波モータの構造や動作原理について図書館やインターネットにより調べておくこと．また，ロボ
ットの重心の位置やモータ配置などを変えた走行実験を行うために必要な実験計画について，グル
ープ内で話し合っておくこと．（予習120分）
動作不良個所について回路の改良や修正を行うこと．（復習120分）シーケンスやPWM駆動などにつ
いて図書館やインターネットについて事前に調べて予習しておくこと．（予習120分）
第１回～1２回目の講義での経験を生かして構造（ハード）面やソフト（プログラム）面から動作
不良の原因を調査しておくこと．（復習240分）
20cmの距離を直進するようなロボットの振動モータの配置や，プログラムについて第10回～13回目
の講義での経験を生かして構造（ハード）面やソフト（プログラム）面から調整しておくこと．（
復習240分）
第14回目の競技で使用したロボットのモータ配置を変えず，ソフト（プログラム）のみを変更して
ロボットが回転動作をするように調整しておくこと．（予習240分）
第14回と15回目の講義でのロボット調整の経験を生かし，モータ配置やプログラムの変更などハー
ドとソフト面での調整を行い，ロボットに3分間程度のパフォーマンスをするように調整しておく
こと．また，その際に説明する原稿を用意しておくこと．（予習240分）

本講義は大学教育の初��において，機械系，電気・電子系，情報系を融合したメカトロニクス系
ものづくりを体験し，導入教育として，工学の最終目的である「ものづくり」に対して興味を持た
せることと，今後の本学科の講義内容に対して修学意欲を起こさせることを目的とする．

また，1つの動くロボットの製作を通じてハード面とソフト面の両面からの調整することの重要さ
について学習することを目的とする．

さらに，グループで打合せをしながら1つのものを設計し製作することを通じてコミュニケーショ
ン能�の育成と，共同作業や作業の効�化のための分担作業の重要性を認�させることを目的とす
．

以上のようにこの講義は「アクティブラーニング」を実施する．

（知能機械工学科の学位授与方針項目Dに強く関与し，項目A,Bにも関与する．）
機械系，電気・電子系，情報系を融合したメカトロニクス系のものづくりとしての振動モータを用
いた移動ロボットの設計・製作を通して，工学の最終目的である「ものづくり」に興味を持ち，知
能機械工学科で受講する講義との関連性を�解すること．

また，この講義を通じて得られる具体的な達成目標は以下の通りである．

①ロボットの調整など機器を製作する場合，ハードウエアとソフトウエアの両面から調整すること
の重要性を�解すること．
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②「ものづくり」においてクループ内でのコミュニケーションの重要性について�解できること．

（D，A，B）

＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す．
ものづくり，メカトロニクス，導入教育，マイクロコンピュータ，振動モータ
実施する
各班に分かれて製作した振動モータを用いた移動ロボットを用いた下記の2種類のロボットコンテ
スト ・20㎝の直線移動のタイムトライアル ・360度の回転移動のタイムトライアル を行い，これ
ぞれのコンテストの順位による評価（１００％）もしくは，最後に製作ロボットについてのプレゼ
ンテーションを行い，その内容を評価（１００％）する． 最終成績は2回の競技もしくはプレゼン
テーションでの評価のうち，得点の高い方とする．また総計で６０％以上を合格とする．
教員による配布資料
本科目と同時に「機械製図ⅠA」，「機械製図ⅠB」，「コンピュータリテラシー」を受講するのが
望ましい．
また，この講義後「ロボット知能化演習」「機械創造工学Ⅰ」，「機械創造工学Ⅱ」を受講するの
が望ましい．
なし（教員の指示に従うこと．）
C3号館(旧第20号館)5階赤木研究室
本講義は，グループでロボットを製作し，その過程で生じる様々な問題をグループ内で相談しなが
ら解決するアクティブラーニングを主とした講義であり，講義中もしくは講義時間外でのグループ
内相互のコミュニケーションが非常に重要である．そのため，やむをえず欠席した場合には，グル
ープ内での進行状況や問題点などについて自発的に確認をとっておく必要がある．
また，遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験（コンテスト）の受験資格など厳正に
取り扱う．
本講義は，グループでロボットを製作し，その過程で生じる様々な問題をグループ内で相談しなが
ら解決するアクティブラーニングを主とした講義である．
ロボット製作中に生じた様々な課題に対して，その原因を追究できる助言や事例紹介を各講義で行
う．
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。本講義はグループワークによるアクテ
ィブラーニングを主とした講義ではあるが，グループワークに適用できない学生がいた場合，一人
でロボット製作を行うことで対応する．この際，定期的にTAの学生による補助のもとで課題への取
り組みを行い，そのTAの学生との相談の中で，講義の目的であるグループワークを通じた達成目標
を担保し，またその項目について評価するものとする．また、講義内容をビデオもしくは録音する
など，事後学習が可能なメディアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）実践的なモノづくり教育，ロボットコンテストを通じた技術指導やアクティブラーニングに実
務経験が活かせる．
ものづくり科目は連続した演習を受ける必要がある． そのため欠席や遅刻がないように心がける
こと． プログラムの作成には知能機械工学科の実習室に常設しているノート型PCを使用する が，
不特定多数の学生が使用するため，作成したプログラムなどはUSBメモリなどで自 己保管するのが
望ましい．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

ロボット知能化演習（FTR05900）
Programming Practice for Intelligent Robot Control
赤木徹也（あかぎてつや）,山田訓（やまださとし）,小林亘（こばやしわたる）
２年
2.0
演習

                                        授業内容
講義内容・成績評価方法について解説するとともに，班分けを行う． （全教員）

（全教員）
マイコン制御回路の構成と製作方法について解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプラン
を立てて実機の製作を行う． （全教員）

（全教員）
各種センサ回路，モータドライバの構成と製作方法について解説し，それに基づいて設計，組立，
調整等のプランを立てて実機の製作を行う． （全教員）

（全教員）
回路の動作確認の方法について解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実機
の製作を行う． （全教員）

（全教員）
組立図面によるロボット組立について解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立て
て実機の製作を行う． （全教員）

（全教員）
マイコンのI/O機能，タイマ機能について解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを
立てて実機の製作を行う． （全教員）

（全教員）
マイコンのA/D変換機能,I/O機能を用いたステッピングモータの駆動方法について解説し，それに
基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実機の製作を行う． （全教員）

（全教員）
マイコンとPC間のシリアル通信機能について解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプラン
を立てて実機の製作を行う． （全教員）

（全教員）
シミュレーションについて解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実機の製
作を行う． （全教員）

（全教員）
障害回避プログラムについて解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実機の
製作を行う． （全教員）

（全教員）
目標値検知プログラムについて解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実機
の製作を行う． （全教員）

（全教員）
競技用プログラムについて解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実機の製
作を行う（１）． （全教員）

（全教員）
競技用プログラムについて解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実機の製
作を行う（２）． （全教員）

（全教員）
競技用プログラムについて解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実機の製
作を行う（３）． （全教員）



１５回

１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

（全教員）
ロボットコンテストの競技内容を解説し，それに基づいて設計，組立，調整等のプランを立てて実
機の製作・ロボットの調整を行う． （全教員）

（全教員）
ロボットコンテストの競技を実施する． 　競技終了後，外部評価員もしくは担当教員により講評
を行うことで「ふりかえり」を実施する． （全教員）

（全教員）

                                          準備学習
シラバスの講義計画を読んでインターネット等でキーワードについて調べ，予習しておくこと．（
予習240分）
資料で配付したH8/3664マイコンのハードウエアマニュアルのI/Oポートの部分とトランジスタにつ
いて図書館等で調べて予習しておくこと．（予習240分）
ロボットの筐体の組立をある程度進めておくこと．（復習120分）配布した距離センサの仕様書を
読んでおくこと．また，H8/3664マイコンのA/D変換の端子部分を調べておくこと．（予習120分）
マイコンを用いた駆動回路を自己学習時間を利用してある程度完成させておくこと．（復習240分
）
ロボット組立図面のCADファイルをひらき，レイヤ分けされた各部品の配置を確認しながら，ロボ
ットの駆動回路を除くハードウエアの組立を完成しておくこと．（復習240分）
ロボットの駆動回路のポートの接続先を仕様書に明記し，いつでも接続可能な状態にしておくこと
．（復習120分）H8/3664マイコンのハードウエアマニュアルの「I/Oポート」と「タイマV」に関す
る部分を読んで予習しておくこと．（予習120分）
H8/3664マイコンのハードウエアマニュアルの「A/D変換」に関する部分を読んでおくこと．また，
バイポーラ駆動式のステッピングモータの仕様書を読んでおくこと．（予習240分）
赤外線距離センサの接続を事前に調べたポート配置と確認しながら接続すること．（復習120分）R
S-232C形式のシリアル通信の構造・原理に関して図書館やインターネットを使って調べておくこと
．また，H8/3664マイコンのハードウエアマニュアルの「シリアル通信」に関する部分を読んで予
習しておくこと．（予習120分）
センサ出力をシリアル通信を通じてPC上に表示させ，接触不良・接続の間違いを見つけ，回路の修
正などを行い不具合を解消すること．（復習120分）C言語の基本的な命令に関して，教科書等を利
用して予習しておくこと．（予習120分）
サンプルプログラムを利用しながらシリアル通信経由でステッピングモータを駆動させ，ポートと
モータとの接続の確認を行うこと．（復習120分）ロボット最大値を求めるC言語のプログラムに関
して調べて予習しておくこと．（予習12０分）
ロボットのステッピングモータやセンサ出力の動作不良に関して原因の追究と改良を行うこと．（
復習120分）優先順位のある条件下でのＣ言語のプログラムに関して，調べておくこと．また可能
ならばプログラムを作成して予習しておくこと．（120分）
ロボットのステッピングモータやセンサ出力の動作不良に関して原因の追究と改良を行うこと．（
復習120分）初期状態でセンサの出力電圧や最大電圧等を自己学習時間を使って調べておくこと．
（予習120分）
ロボットのステッピングモータやセンサ出力の動作不良に関して原因の追究と改良を行うこと．（
復習120分）自己学習時間を利用して，ロボットを競技フィールド上で走行させた場合のセンサノ
イズを確認しておくこと．（予習120分）
ロボットのステッピングモータやセンサ出力の動作不良に関して原因の追究と改良を行うこと．（
復習120分）競技用プログラムに関してグループ内で問題点を討議しておくこと．（予習120分）
自己学習時間を利用して，ロボットの動作不良に関して原因の追究と改良を行うこと．また、ロボ
ットコンテスト用のロボットのハードウエアとソフトウエアを完成させておくこと．（復習240分
）
第１回～15回目の講義での経験を生かして構造（ハード）面やソフト（プログラム）面から動作不
良の原因を調査し解決しておくこと．（予習600分）

現在のものづくりではマイコンなどの組込み技術の習得やそれを制御するコンピュータ言語・制御
アルゴリズムの理解が非常に重要である．
本講義ではロボットやメカトロニクス機器を制御する能力の育成を重点に置き，マイコン技術の習
得やC言語による制御アルゴリズムの演習を行う．
また，本講義では実践的なものづくり教育の一環であるため製作したロボットを用いた課題形式の
実習をグループで行う．
以上のようにこの講義は「アクティブラーニング」を実施する．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dに強く関与し，項目A,Bにも関与する．）
プログラミング技術の習得として以下のことが理解できる．
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①最小値・最大値を求めるプログラムが作成できる．
②優先順位を考えた条件分けのプログラムが作成できる．また，マイクロコンピュータ（Ｈ８／３
６６４）に関して以下のことが理解できる．
③Ｉ／Ｏポートの設定と使用方法が理解できる．
④Ａ／Ｄ変換の設定と使用方法が理解できる．
⑤タイマの設定と使用方法その他，CADのレイヤーを用いた組立図面が読解できる．
⑥バイポーラ形式のステッピングモータの駆動方法が理解できる．
（D，A，B）
＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す．
CAD，電子回路，マイコン，プログラミング，ステッピングモータ
実施する
講義中に課す課題（製作したロボットが障害物を自動で回避できる）（60％），試験日に行われる
最終競技（ロボットコンテスト）の結果（40％）により成績を評価し，総計で６０％以上を合格と
する．
使用しない（随時資料を配布する）
機械製図ⅠAB，ロボットものづくり体験演習を受講しておくこと．
また，加工学，機械加工実習，アミューズメントコントローラ，機械創造工学Ⅰ，機械創造工学Ⅱ
に関連する．
使用しない
C3号館（旧第20号館）5階赤木研究室
本講義は，グループでロボットを製作し，その過程で生じる様々な問題をグループ内で相談しなが
ら解決するアクティブラーニングを主とした講義であり，講義中もしくは講義時間外でのグループ
内相互のコミュニケーションが非常に重要である．そのため，やむをえず欠席した場合には，グル
ープ内での進行状況や問題点などについて自発的に確認をとっておく必要がある．
また，遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験（コンテスト）の受験資格など厳正に
取り扱う．
講義は，グループでロボットを製作し，その過程で生じる様々な問題をグループ内で相談しながら
解決するアクティブラーニングを主とした講義である．
ロボット製作中に生じた様々な課題に対して，その原因を追究できる助言や事例紹介を各講義で行
う．
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。本講義はグループワークによるアクテ
ィブラーニングを主とした講義ではあるが，グループワークに適用できない学生がいた場合，一人
でロボット製作を行うことで対応する．この際，定期的にTAの学生による補助のもとで課題への取
り組みを行い，そのTAの学生との相談の中で，講義の目的であるグループワークを通じた達成目標
を担保し，またその項目について評価するものとする．また，講義内容をビデオもしくは録音する
など、事後学習が可能なメディアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）実践的なモノづくり教育，ロボットコンテストを通じた技術指導やアクティブラーニングに実
務経験が活かせる．
ものづくり科目は連続した演習を受ける必要がある． そのため欠席や遅刻がないように心がける
こと． プログラムの作成には知能機械工学科の実習室に常設しているノート型PCを使用するが，
不特定多数の学生が使用するため，作成したプログラムなどはUSBメモリなどで自己保管するのが
望ましい．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回
１７回
１８回
１９回
２０回
２１回
２２回
２３回
２４回
２５回
２６回
２７回
２８回
２９回
３０回
３１回
３２回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回
１７回
１８回
１９回

力学(再)【秋1月2水2･秋2火2金2】（FTR06000）
Fundamental Mechanics
松浦洋司（まつうらひろし）
１年
4.0
講義

                                        授業内容
物理学の復習と力学の全体的な説明をする
運動エネルギーと仕事を説明する　７－１，７－２，７－３
重力による仕事、ばねの力がする仕事を説明する　７－４，７－５
変化する力がする仕事と仕事率を説明する　７－６，７－７
仕事と運動エネルギーについてまとめ、総合演習Ⅰをする
ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存を説明する　８－１～８－４
外力が系に対してする仕事を説明する　８－５，８－６
エネルギーの保存則および質量中心（重心）を説明する　８－７，９－１，９－２
エネルギー保存則についてまとめ、総合演習Ⅱをする
剛体の質量中心を説明する　９－２，９－３
運動量とその保存を説明する　９－４，９－５，９－６
力積と運動量を説明する　１０－１，１０－２
１次元の非弾性衝突を説明する　１０－３，１０－４
１次元の弾性衝突を説明する　１０－５
運動量および衝突についてまとめ、総合演習Ⅲをする
最終総合演習をする
並進と回転、角速度と角加速度を説明する　１１－１，１１－２
角加速度一定の回転を説明する　１１－３，１１－４
並進変数と回転変数の関係を説明する　１１－５
回転の運動エネルギーと慣性モーメントの計算を説明する　１１－６
角加速度一定の回転についてまとめ、総合演習Ⅰをする
慣性モーメントの計算を説明する　１１－７
トルクと回転に関するニュートンの第2法則を説明する　１１－８，１１－９
仕事と回転運動エネルギーを説明する　１１－１０
固定軸を回転する剛体の角運動量とその保存を説明する　１２－９，１２－１０
回転のニュートンの第2法則についてまとめ、総合演習Ⅱをする
トルクをベクトルを用いて説明する　１２－５
角運動量をベクトルを用いて説明する　１２－６
回転に対するニュートンの第2法則と粒子系の角運動量を説明する　１２－７，８
平衡の条件と静的平衡状態を説明する
回転と平衡条件についてまとめ、総合演習Ⅲをする
最終総合演習をする

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと（標準学習時間30分）
単位の復習をすること（特に教科書p.2表1-1表1-2、p.82式(5-3)）（標準学習時間60分）
ばねのフックの法則の復習をすること（標準学習時間80分）
合成関数の微分の復習をすること 身近な家電製品のワット数を調べること（標準学習時間60分）
運動エネルギーと仕事の復習をすること（標準学習時間120分）
高校で習った位置エネルギーの復習をすること（標準学習時間30分）
高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること（標準学習時間80分）
力学的エネルギー保存の復習をすること 三角形の重心の位置を調べること（標準学習時間80分）
エネルギーの保存の復習をすること（標準学習時間120分）
ニュートンの第２法則の復習をすること（標準学習時間30分）
剛体の質量中心の復習をすること（標準学習時間80分）
運動量とその保存を復習すること ニュートンの第３法則の復習をすること（標準学習時間80分）
力積と運動量の復習をすること 衝突の種類について復習すること（標準学習時間80分）
非弾性衝突の復習をすること 運動エネルギーの復習をすること（標準学習時間80分）
運動量および衝突の復習をすること（標準学習時間120分）
全体の復習をすること（標準学習時間120分）
数学で学習した弧度法（ラジアン）の復習をすること（標準学習時間30分）
等加速度運動の復習をすること（特に教科書p.18表2-1）（標準学習時間60分）
微分の復習をすること（標準学習時間80分）



２０回
２１回
２２回
２３回
２４回

２５回

２６回
２７回
２８回
２９回
３０回
３１回
３２回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

並進運動と回転運動の復習をすること 運動エネルギーの復習をすること（標準学習時間80分）
回転について復習をすること（標準学習時間120分）
xの3乗の積分の復習をすること（標準学習時間30分）
慣性モーメントの計算をすること ニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間80分）
回転のニュートンの第2法則の復習をすること 教科書第7章の復習をすること（教科書p.119のまと
め）（標準学習時間80分）
角加速度一定の回転の計算をすること 運動量とその保存の復習をすること（教科書p.154～159）
（標準学習時間80分）
回転に関するニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間120分）
ベクトルの復習をすること（標準学習時間30分）
トルクベクトルの復習をすること（標準学習時間60分）
角運動量ベクトルの復習をすること ニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間60分）
つりあいの復習をすること（標準学習時間60分）
回転と平衡条件の復習をすること（標準学習時間120分）
全体の復習をすること（標準学習時間120分）

力学は、工学の理論的基礎を支える重要な科目である。物理学Ⅰ・Ⅱの内容（ニュートンの第２法
則：運動方程式など）に続いて、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギーの
保存、運動量とその保存、衝突と力積、回転運動、慣性モーメントとトルク（力のモーメント）、
回転に関するニュートンの第２法則、角運動量とその保存、平衡と弾性を学習する。計算の仕方を
身につけると共に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くと共に
、本当に？なぜ？なにを？どうやって？具体的には？要するに？という問いかけに皆で回答（双方
向的対輪）しながら考え続ける習慣をつける。考えることで、素人には見えないものが見える専門
家になれる。知識の表面的な現象しか見えない物知りから、内面的な本質が見える専門家になるた
めに考えよう。（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与している）
①仕事を計算できること（A) ②運動エネルギーを計算できること（A) ③ポテンシャルエネルギー
を計算できること（A) ④運動量を計算できること（A） ⑤力学的エネルギー保存則を説明できる
こと（A) ⑥運動量の保存則を説明できること（A） ⑦角加速度一定の回転を計算できること（A) 
⑧慣性モーメントを計算できること（A) ⑨トルクを計算できること（A) ⑩角運動量を計算できる
こと（A） ⑪角運動量の保存則を説明できること（A) ⑫静的平衡状態を説明できること（A）⑬現
実的課題を修得した知識を用いて解決できること（B）  ※（）内は知能機械工学科の「学位授与
の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、回転運動、慣性モ
ーメント、トルク、角運動量、剛体、平衡
実施しない
総合演習�～③60%（達成目標①～⑫を確認）、最終総合演習20%（達成目標①～⑫と⑬を確認）、
レポート課題20%（達成目標①～⑫を確認）の割合で評価し、総計で60％以上を合格とする。
物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭監訳／培風館
物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス

（研究室）C3号館4階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp
・レポート課題は講義中に配付するので、次回講義時に提出すること。提出物のある回の出欠は、
その提出をもって出席と扱う。 ・レポート課題や演習は、同じような内容を繰り返しながら、徐
々に難易度を上げていく。繰り返しの学修を面倒がらずに、しっかり取り組んでほしい。 ・さら
に、力学Ⅱと合わせて春休みの課題を課し、力学の基本的知識を定着させる。
演習、質問、ライティング、アクティブラーニング（講義に対する目標設定と振り返り） ・初回
にシラバスを配付し、内容について説明した後、各自のこの講義に対する目標と計画を立ててもら
い、提出してもらう。提出したものをチェックし返却する。また、途中の回で振り返りを行う。 
・レポート課題については以下の手順で実施する。 １．できるだけ講義の後半にレポート課題を
配付し、演習として取り組む時間を設け、名簿順に解答してもらう。 ２．講義中に完了しなかっ
た課題については宿題とし、次回講義時に配付された模範解答を用いて自己採点後、提出してもら
う。その際、講義外学修時間を記入してもらい、主体的学修についての自己管理意識を高めてもら
う。 ３．提出されたレポート課題をチェックし、コメントをつけて、さらに次の回の講義時に返
却する。 ・質問やライティングについては、質問を書いた用紙を配付し、それに解答してもらう
と同時に何人かに口頭でも発表してもらい、多様な意見について認識する。 ・以上のことを通し
て、主体的学修を身につけてもらい、さらには日頃から物理現象について考える習慣をつけてもら
う。
レポート課題や演習は模範解答を配付し、コメントをつけて返却する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）元　三浦工業株式会社勤務 イ）製品の設計・開発や現場での課題解決の経験を活かして、力
学の知識の応用方法を講義する。具体的には、フックの外れ防止に衝突の知識、回転装置の設計に



その他（注意・備考）
回転運動の知識を応用することなどがある。
①関数電卓を持ってくること。  ②高校までの学習と違い、設計では数字が必要なので、分数やπ
、ルートの形ではなく、最終的な解答は数字で表現すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回
１７回
１８回
１９回
２０回
２１回
２２回
２３回
２４回
２５回
２６回
２７回
２８回
２９回
３０回
３１回
３２回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回
１７回
１８回
１９回

力学(再)【秋1月2水2･秋2火2金2】（FTR06010）
Fundamental Mechanics
松浦洋司（まつうらひろし）
１年
4.0
講義

                                        授業内容
物理学の復習と力学の全体的な説明をする
運動エネルギーと仕事を説明する　７－１，７－２，７－３
重力による仕事、ばねの力がする仕事を説明する　７－４，７－５
変化する力がする仕事と仕事率を説明する　７－６，７－７
仕事と運動エネルギーについてまとめ、総合演習Ⅰをする
ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存を説明する　８－１～８－４
外力が系に対してする仕事を説明する　８－５，８－６
エネルギーの保存則および質量中心（重心）を説明する　８－７，９－１，９－２
エネルギー保存則についてまとめ、総合演習Ⅱをする
剛体の質量中心を説明する　９－２，９－３
運動量とその保存を説明する　９－４，９－５，９－６
力積と運動量を説明する　１０－１，１０－２
１次元の非弾性衝突を説明する　１０－３，１０－４
１次元の弾性衝突を説明する　１０－５
運動量および衝突についてまとめ、総合演習Ⅲをする
最終総合演習をする
並進と回転、角速度と角加速度を説明する　１１－１，１１－２
角加速度一定の回転を説明する　１１－３，１１－４
並進変数と回転変数の関係を説明する　１１－５
回転の運動エネルギーと慣性モーメントの計算を説明する　１１－６
角加速度一定の回転についてまとめ、総合演習Ⅰをする
慣性モーメントの計算を説明する　１１－７
トルクと回転に関するニュートンの第2法則を説明する　１１－８，１１－９
仕事と回転運動エネルギーを説明する　１１－１０
固定軸を回転する剛体の角運動量とその保存を説明する　１２－９，１２－１０
回転のニュートンの第2法則についてまとめ、総合演習Ⅱをする
トルクをベクトルを用いて説明する　１２－５
角運動量をベクトルを用いて説明する　１２－６
回転に対するニュートンの第2法則と粒子系の角運動量を説明する　１２－７，８
平衡の条件と静的平衡状態を説明する
回転と平衡条件についてまとめ、総合演習Ⅲをする
最終総合演習をする

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと（標準学習時間30分）
単位の復習をすること（特に教科書p.2表1-1表1-2、p.82式(5-3)）（標準学習時間60分）
ばねのフックの法則の復習をすること（標準学習時間80分）
合成関数の微分の復習をすること 身近な家電製品のワット数を調べること（標準学習時間60分）
運動エネルギーと仕事の復習をすること（標準学習時間120分）
高校で習った位置エネルギーの復習をすること（標準学習時間30分）
高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること（標準学習時間80分）
力学的エネルギー保存の復習をすること 三角形の重心の位置を調べること（標準学習時間80分）
エネルギーの保存の復習をすること（標準学習時間120分）
ニュートンの第２法則の復習をすること（標準学習時間30分）
剛体の質量中心の復習をすること（標準学習時間80分）
運動量とその保存を復習すること ニュートンの第３法則の復習をすること（標準学習時間80分）
力積と運動量の復習をすること 衝突の種類について復習すること（標準学習時間80分）
非弾性衝突の復習をすること 運動エネルギーの復習をすること（標準学習時間80分）
運動量および衝突の復習をすること（標準学習時間120分）
全体の復習をすること（標準学習時間120分）
数学で学習した弧度法（ラジアン）の復習をすること（標準学習時間30分）
等加速度運動の復習をすること（特に教科書p.18表2-1）（標準学習時間60分）
微分の復習をすること（標準学習時間80分）



２０回
２１回
２２回
２３回
２４回

２５回

２６回
２７回
２８回
２９回
３０回
３１回
３２回

講義目的

達成目標

キーワード
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教科書
関連科目
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アクティブ・ラーニン
グ
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合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

並進運動と回転運動の復習をすること 運動エネルギーの復習をすること（標準学習時間80分）
回転について復習をすること（標準学習時間120分）
xの3乗の積分の復習をすること（標準学習時間30分）
慣性モーメントの計算をすること ニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間80分）
回転のニュートンの第2法則の復習をすること 教科書第7章の復習をすること（教科書p.119のまと
め）（標準学習時間80分）
角加速度一定の回転の計算をすること 運動量とその保存の復習をすること（教科書p.154～159）
（標準学習時間80分）
回転に関するニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間120分）
ベクトルの復習をすること（標準学習時間30分）
トルクベクトルの復習をすること（標準学習時間60分）
角運動量ベクトルの復習をすること ニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間60分）
つりあいの復習をすること（標準学習時間60分）
回転と平衡条件の復習をすること（標準学習時間120分）
全体の復習をすること（標準学習時間120分）

力学は、工学の理論的基礎を支える重要な科目である。物理学Ⅰ・Ⅱの内容（ニュートンの第２法
則：運動方程式など）に続いて、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギーの
保存、運動量とその保存、衝突と力積、回転運動、慣性モーメントとトルク（力のモーメント）、
回転に関するニュートンの第２法則、角運動量とその保存、平衡と弾性を学習する。計算の仕方を
身につけると共に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くと共に
、本当に？なぜ？なにを？どうやって？具体的には？要するに？という問いかけに皆で回答（双方
向的対輪）しながら考え続ける習慣をつける。考えることで、素人には見えないものが見える専門
家になれる。知識の表面的な現象しか見えない物知りから、内面的な本質が見える専門家になるた
めに考えよう。（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与している）
①仕事を計算できること（A) ②運動エネルギーを計算できること（A) ③ポテンシャルエネルギー
を計算できること（A) ④運動量を計算できること（A） ⑤力学的エネルギー保存則を説明できる
こと（A) ⑥運動量の保存則を説明できること（A） ⑦角加速度一定の回転を計算できること（A) 
⑧慣性モーメントを計算できること（A) ⑨トルクを計算できること（A) ⑩角運動量を計算できる
こと（A） ⑪角運動量の保存則を説明できること（A) ⑫静的平衡状態を説明できること（A）⑬現
実的課題を修得した知識を用いて解決できること（B）  ※（）内は知能機械工学科の「学位授与
の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量、回転運動、慣性モ
ーメント、トルク、角運動量、剛体、平衡
実施しない
総合演習�～③60%（達成目標①～⑫を確認）、最終総合演習20%（達成目標①～⑫と⑬を確認）、
レポート課題20%（達成目標①～⑫を確認）の割合で評価し、総計で60％以上を合格とする。
物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭監訳／培風館
物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス

（研究室）C3号館4階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp
・レポート課題は講義中に配付するので、次回講義時に提出すること。提出物のある回の出欠は、
その提出をもって出席と扱う。 ・レポート課題や演習は、同じような内容を繰り返しながら、徐
々に難易度を上げていく。繰り返しの学修を面倒がらずに、しっかり取り組んでほしい。 ・さら
に、力学Ⅱと合わせて春休みの課題を課し、力学の基本的知識を定着させる。
演習、質問、ライティング、アクティブラーニング（講義に対する目標設定と振り返り） ・初回
にシラバスを配付し、内容について説明した後、各自のこの講義に対する目標と計画を立ててもら
い、提出してもらう。提出したものをチェックし返却する。また、途中の回で振り返りを行う。 
・レポート課題については以下の手順で実施する。 １．できるだけ講義の後半にレポート課題を
配付し、演習として取り組む時間を設け、名簿順に解答してもらう。 ２．講義中に完了しなかっ
た課題については宿題とし、次回講義時に配付された模範解答を用いて自己採点後、提出してもら
う。その際、講義外学修時間を記入してもらい、主体的学修についての自己管理意識を高めてもら
う。 ３．提出されたレポート課題をチェックし、コメントをつけて、さらに次の回の講義時に返
却する。 ・質問やライティングについては、質問を書いた用紙を配付し、それに解答してもらう
と同時に何人かに口頭でも発表してもらい、多様な意見について認識する。 ・以上のことを通し
て、主体的学修を身につけてもらい、さらには日頃から物理現象について考える習慣をつけてもら
う。
レポート課題や演習は模範解答を配付し、コメントをつけて返却する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）元　三浦工業株式会社勤務 イ）製品の設計・開発や現場での課題解決の経験を活かして、力
学の知識の応用方法を講義する。具体的には、フックの外れ防止に衝突の知識、回転装置の設計に



その他（注意・備考）
回転運動の知識を応用することなどがある。
①関数電卓を持ってくること。  ②高校までの学習と違い、設計では数字が必要なので、分数やπ
、ルートの形ではなく、最終的な解答は数字で表現すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回
５回

６回

７回
８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

人間工学(再)（FTR06300）
Human Factors and Ergonomics
久野弘明（くのひろあき）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
機械と人間との関係性を明らかにするために、機械のタイプや優れた機械の8要件について学び、
その基礎的な考え方を習得する。
人間が自らの生活をより便利（豊か）にするために生み出したものを、人間が効率的かつ満足して
使えるよう、人間の心理的・生理的。身体的特性に合わせて設計する人間工学の考え方について学
び、その基礎的な考え方を習得する。
人間が機械を使用するとき、人間と機械とは情報の仲介によって結びついている（マン－マシンシ
ステムモデル）。この人間と機械との結びつきについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
骨格や筋肉、神経など、人間の生理的特性について学び、その基礎的な考え方を習得する。
受容器、認知過程、知覚、反応時間、パーソナリティなど、人間の心理的特性について学び、その
基礎的な考え方を習得する。
身体寸法、関節可動角度、作業域、動作経路、方向による力発揮の差異など、人間の身体的特性に
ついて学び、その基礎的な考え方を習得する。
眼球、視野と視力などの視覚の特性について学び、その基礎的な考え方を習得する。
これまでの講義内容について総合的な解説を行い、総合演習を行う。
視覚表示器の特性、ランプ・メータ・グラフィックシンボルなどの具体的な視覚表示器について学
び、その基礎的な考え方を習得する。
耳の構造、音の高さ・強さ・大きさ、聴力と聴野などの聴覚の特性について学び、その基礎的な考
え方を習得する。
聴覚表示器の特性、ベル・ブザー・チャイムなどの具体的な聴覚表示器について学び、その基礎的
な考え方を習得する。
圧覚、痛覚、温覚、冷覚などの触覚の特性、触覚表示器の特性、把手形状や点字などの具体的な触
覚表示器について学び、その基礎的な考え方を習得する。
レバー・ハンドル・ノブ・ボタンなどの手で扱う操作器とアクセル・ブレーキなど足で扱う操作器
について学び、その基礎的な考え方を習得する。
表示器や操作器などのマンマシンインタフェースの使いやすい空間配置の基本について学び、その
基礎的な考え方を習得する。
最終評価試験を実施する。
最終評価試験の模範解答を示し、解説してフィードバックする講義を行う。

                                          準備学習
身の回りにある機械の機能・デザイン・価格・信頼性・耐久性・リサイクルの可否などの特徴につ
いて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
身の回りにある機械を使うことで、生活がどのように便利（豊か）になっているか調べ、まとめて
おくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分
）。
身の回りにある機械とどのような情報のやりとりがあるか調べ、まとめておくこと（標準学習時間
60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
骨格や筋肉、神経など、人間のからだの構造について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分
）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
受容器、認知過程、知覚、反応時間、パーソナリティなどについて調べ、まとめておくこと（標準
学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
からだを動かして関節がどれくらい動くか、また動作方向により発揮できる力の大きさを体感して
おくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分
）。
眼球の動きや視野の範囲について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容
を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
身の回りにどのようなランプ・メータ・グラフィックシンボルなどの視覚表示器があるか調べ、ま
とめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時
間60分）。
耳の構造や音、いろいろな動物が音として聞き取れる範囲について調べ、まとめておくこと（標準
学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
身の回りにどのようなベル・ブザー・チャイムなどの聴覚表示器があるか調べ、まとめておくこと
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（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
身の回りにどのような把手の形状があるか、また、点字について調べ、まとめておくこと（標準学
習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
身の回りに手や足で扱うどのような操作器があるか調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）
。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
身の回りにある機械の表示器や操作器の配置を調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前
回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
最終評価試験の内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。

機械設計に関係する人間工学として、高齢者・障害者までを含めた人間の特性を機械システムの中
で捉えて、その特性に関する基礎的な知識を身に付け、理解できるようになることを目的とする。
（知能機械工学科学位授与の方針Aにもっとも強く関与し、Dにもある程度関与する。）
1)優れた機械の8要件・人間工学の考え方について説明できる。(A)
2)人間の仕組みと特性について説明できる。(A)
3)表示器について説明できる。(A)
4)操作器について説明できる。(A)
5)マンマシンインタフェースについて説明できる。(A)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
人間工学、マンーマシンシステム、人間の仕組みと特性、表示器、操作器、マンマシンインタフェ
ース
実施する
講義中に指示する課題（20%）（達成目標1)～5)を評価）、総合演習40%（達成目標1)～3)を評価）
、最終評価試験40%（達成目標4)～5)を評価）により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。
エンジニアのための人間工学／横溝克己・小松原明哲／日本出版サービス／978-4-889221244
生活支援工学、ユニバーサルデザイン、ヒューマンインターフェース、バーチャルリアリティと関
連する。これらの科目を履修し、相互に理解を深めることを推奨する。
暮らしの中の人間工学／小原二郎／実教出版
研究室：C7号館4階　久野研究室、直通電話：086-256-9493、E-mail：kuno（@マーク）are.ous.ac
.jp、オフィスアワー：火～金の5時限（左記以外でも随時受付可）
・欠席は5回で評価をE判定とする。
・遅刻は30分を目安（講義の進行状況により後にずれる場合がある）として再度確認し、以後は欠
席とする。なお、欠席となった後で講義に参加した場合、講義中に指示する課題は評価する。
・グループディスカッション
身の回りにある機械の8要件、人間の仕組みと特性、身の回りにある表示器・操作器・マンマシン
インターフェースなど、グループでディスカッションし、発表して理解を深める。
講義中に指示する課題は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
総合演習は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
最終評価試験は15回目に行い、16回目の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う
。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音／録画／撮影は他の受講者の妨げにならない限り自由とする。
ア）元国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）イ）研究員として病院に入
院中の患者の生体情報の計測・分析・評価や福祉機器を評価した経験を活かし、人間工学の考え方
、人の仕組みと特性、表示器・操作器・マンマシンインターフェースなどについて講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回
５回

６回

７回
８回
９回
１０回

１１回

１２回
１３回
１４回

１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

生活支援工学(再)（FTR06500）
Assistive Technologies
久野弘明（くのひろあき）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
福祉とその理念、高齢者の定義や割合、身体障害者の分類などの現状について学び、その基礎的な
考え方を習得する。
福祉機器の規格、国内外の製品、選択と製品情報、オーダーメイドとレディーメイド、補助制度な
どについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
視力、視野、光覚、色覚、両眼視機能（立体視）などの視機能について学び、その基礎的な考え方
を習得する。
視覚障害について学び、その基礎的な考え方を習得する。
拡大読書器、点字、誘導（点字）ブロックなどの視覚支援機器について学び、その基礎的な考え方
を習得する。
音声歩行案内システム、音声式信号機などの視覚支援機器について学び、その基礎的な考え方を習
得する。
耳の構造とその障害について学び、その基礎的な考え方を習得する。
これまでの講義内容について総合的な解説を行い、総合演習を行う。
補聴器、人工内耳などの聴覚言語支援機器について学び、その基礎的な考え方を習得する。
磁気ループシステム、音声加工などの聴覚言語支援機器について学び、その基礎的な考え方を習得
する。
手話、文字放送、人工咽頭などの聴覚言語支援機器について学び、その基礎的な考え方を習得する
。
歩行器、歩行補助杖について学び、その基礎的な考え方を習得する。
車いすについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
アクティブラーニング（グループワーク）を行う。大学内で車いす単独では行けないところをグル
ープで調査する。調査結果をグループで集約し、その解決策を話し合い、発表を行う。
最終評価試験を実施する。
最終評価試験の模範解答を示し、解説してフィードバックする講義を行う。

                                          準備学習
高齢者の定義や割合、身体障害者の分類などについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分
）。
どのような福祉機器があるか調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復
習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
視機能について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめ
ておくこと（標準学習時間60分）。
視覚障害について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まと
めておくこと（標準学習時間60分）。
身の回りにある点字（家電製品やエレベータ）、誘導（点字）ブロックなどを実際に体験し、視覚
支援機器について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まと
めておくこと（標準学習時間60分）。
身の回りにある音声歩行案内システム、音声式信号機などを実際に体験し、視覚支援機器について
調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標
準学習時間60分）。
聴覚障害について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まと
めておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
補聴器、人工内耳などの聴覚言語支援機器について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）
。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
磁気ループシステム、音声加工などの聴覚言語支援機器について調べ、まとめておくこと（標準学
習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
手話、文字放送、人工咽頭などの聴覚言語支援機器について調べ、まとめておくこと（標準学習時
間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
歩行器、歩行補助杖について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復
習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
車いすについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめ
ておくこと（標準学習時間60分）。



１４回

１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

関連科目

参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

普段何気なく通り過ぎている学内を、意識して注意深く見ておくこと（標準学習時間60分）。前回
の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
最終評価試験の内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。

身体障害者や高齢者などの日常生活に困っている人の特徴や、これらの人の生活を支援するために
必要な福祉機器やロボットに関する基礎的な知識を身に付け、理解できるようになることを目的と
する。第15回に学内を調査するアクティブラーニングを行う。（知能機械工学科学位授与の方針A
にもっとも強く関与し、Dにもある程度関与する。）
1)福祉とその理念、高齢者と障害者の差異について説明できる。(A)
2)障害の種類や特徴について説明できる。(A)
3)福祉機器の種類や特徴について説明できる。(A)
4)バリアフリーについて調査ができる。(D)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
福祉、高齢者、障害者、障害、福祉機器
実施する
講義中に指示する課題（20%）（達成目標1)～3)を評価）、総合演習40%（達成目標1)～2)を評価）
、最終評価試験40%（達成目標3)～4)を評価）により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。
基礎福祉工学／手嶋教之・米本　清・相川孝訓・相良二朗・糟谷佐紀／コロナ社／978-4-33904523
9
人間工学、ユニバーサルデザイン、ヒューマンインターフェース、知能機械工学実験と関連する。
これらの科目を履修し、相互に理解を深めることを推奨する。
生活支援工学概論／日本生活支援工学会・日本リハビリテーション工学協会／コロナ社 義肢装具
学／川村次郎／医学書院
研究室：C7号館4階　久野研究室、直通電話：086-256-9493、E-mail：kuno（@マーク）are.ous.ac
.jp、オフィスアワー：火～金の5時限（左記以外でも随時受付可）
・欠席は5回で評価をE判定とする。
・遅刻は30分を目安（講義の進行状況により後にずれる場合がある）として再度確認し、以後は欠
席とする。なお、欠席となった後で講義に参加した場合、講義中に指示する課題は評価する。
・グループディスカッション
高齢者や障害者の違い、身の回りにある福祉機器など、グループでディスカッションし、発表して
理解を深める。
・バリアフリー調査・グループディスカッション
車いすに乗車して、グループで学内のバリアフリー状況を調査し、発表して理解を深める。
講義中に指示する課題は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
総合演習は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
最終評価試験は15回目に行い、16回目の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う
。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音／録画／撮影は他の受講者の妨げにならない限り自由とする。
ア）元国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）イ）研究員として病院に入
院中の患者や施設の高齢者の生体情報の計測・分析・評価や福祉機器を評価した経験を活かし、福
祉とその理念、高齢者と障害者の差異、障害の種類や特徴、福祉機器の種類や特徴、バリアフリー
などについて講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回
１０回

１１回
１２回
１３回

１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

知能情報処理【月2木2】（FTR06600）
Intelligent Information Processing
山田訓（やまださとし）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
知能の概念について解説する。
脳とコンピュータの違いについて解説する。
細胞の構造と機能（生物学の基礎）の概略について解説する。
神経細胞（ニューロン）の構造と機能について解説する。
脳・神経系の構造と働きについて解説する。
視覚情報処理について解説する。
聴覚情報処理、運動制御、高次機能について解説する。
ニューラルネットワークで必要な数学、特に微分・偏微分について復習する。
単一ニューロンのモデルについて解説する。
誤差逆伝搬法の原理について解説する。
誤差逆伝搬法のアルゴリズムについて解説する。
誤差逆伝搬法の応用例について解説する。
誤差逆伝搬法のプログラミングについて解説する。
連想記憶モデルの原理について解説する。
連想記憶モデルのアルゴリズムと応用例について解説する。
最終評価試験を実施し、フィードバックとして模範解答を研究室廊下に掲示する。

                                          準備学習
シラバスを読み、講義の概要を理解しておくこと。知能についてインターネット等で調べておくこ
と。（予習９０分）
第１回配布資料を復習し、脳とコンピュータの違いについて調べておくこと。（復習９０分）
細胞がどんな構造をしており、どんな機能を持っているか調べておくこと。（予習９０分）
神経系の構成と機能について調べておくこと。（予習９０分）
第４回の配布資料を復習し、神経細胞の構造と機能を理解しておくこと。（復習９０分）
第５回配布資料を復習し、脳の構造と各部分の機能について理解しておくこと。（復習９０分）
第６回配布資料を復習し、視覚情報処理の処理の流れについて理解しておくこと。（復習９０分）
第２回から第７回の配布資料をまとめ、神経系の構造と機能に関するレポート（詳細な内容は講義
で指示する）をまとめること。数学Ｉの教科書を復習し、微分法について確認しておくこと。（復
習１６０分）
第４回の資料を復習し、神経細胞の構造と機能について理解しておくこと。（復習９０分）
数学Ｉの教科書及び第８回配布資料を復習し、微分特に偏微分について理解しておくこと。（復習
１２０分）
第１０回配布資料を復習し、誤差逆伝搬法の考え方を理解しておくこと。（復習９０分）
第１１回配布資料の偏微分の計算を自分で計算しなおし、理解しておくこと。（復習１２０分）
第１０回から第１２回の資料をまとめ、誤差逆伝搬法に関するレポート（詳細な内容は講義で指示
する）をまとめること。第１１回配布資料で誤差逆伝搬法の計算方法を理解しておくこと。プログ
ラミング演習の教科書等のC言語の解説書で誤差逆伝搬法のプログラミングで必要なＣ言語（for文
、配列）を学習しておくこと（復習１６０分）
物理学の教科書などで、平衡・定常状態について調べておくこと。（予習９０分）
第１４回配布資料を復習し、連想記憶モデルの計算方法を理解しておくこと。（復習１２０分）
１回から１５回までの内容をよく理解し整理しておくこと。（復習１６０分）

知能機械を構築するためには、“知能的”な情報処理が必要となる。この講義では、知能の概念、
知能的な情報処理を行っているヒトの脳の構造と機能、神経系の働きを模擬するニューラルネット
ワークモデルの基礎を学習する。（知能機械工学科の学位授与方針項目Aにもっとも強く関与する
。）
１）脳とコンピュータの情報処理様式の違いを説明できる。（A）
２）ニューロンと脳の構造と機能を説明できる（A)
３）誤差逆伝播法の原理とアルゴリズムと適用例について説明できる（A)
４）連想記憶モデルの原理とアルゴリズムと適用例について説明できる（A)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す
脳、コンピュータ、ニューロン、知能、誤差逆伝播法、連想記憶モデル
実施する



成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

講義中の小テスト２０％(達成目標１－４を評価)とレポート１０％(達成目標２と３を評価)と最終
評価試験７０％(達成目標１－４を評価)により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
講義で資料を配布する。
知的制御システム論、プログラミング演習
講義中に指示する
山田訓 研究室：C3号館５階山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp　086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
講義資料は講義開始時に配布する。

提出レポートについては、講義中に模範解答を提示し、フィードバックを行う。
最終評価試験の模範解答と解説を研究室の廊下に掲示し、フィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務：企業の研究所での研究開発の経験を活かして、技術
の活用について講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。パソコンを使用
して、シミュレーションの様子をプロジェクタなどで提示する。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態
授業内容

準備学習

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

アドバンストセミナー（FTR06700）
Advanced Seminar
山田訓（やまださとし）,久野弘明（くのひろあき）,赤木徹也（あかぎてつや）,小林亘（こばや
しわたる）,松下尚史（まつしたひさし）,藤本真作（ふじもとしんさく）,松浦洋司（まつうらひ
ろし）,荒木圭典（あらきけいすけ）
３年
2.0
講義
秋学期最初に研究室配属希望調査を行い、配属研究室を決定する。以後、指導教員の指示に従うこ
と。４年次の卒業研究を行うための、関連基礎知識の習得、関連研究の調査に関する演習をする。
各担当教員が担当する講義を復習することと、担当教員が配付する資料を熟読し、理解しておくこ
と。（各回１２０分）
４年次の卒業研究を有効に行うことができるように、各研究室の研究内容について理解することが
目的である。また、各研究室の４年次生や修士学生の研究活動を体験することにより、自律的な研
究活動の方法やプレゼンテーション能力の必要性について理解することが目的である。
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dにもっとも強く関与する。）
１）各研究室の研究内容の概要を説明できる。(A)
２）必要な情報を自律的に獲得する方法を知っている。(B、C、D)
３）研究計画を立てる方法を知っている。(A、B、C、D)
メカトロニクス、ロボティクス、ユニバーサルデザイン、知能情報処理、制御工学、シミュレーシ
ョン
実施しない
各教員が提示するレポート（１００％）（達成目標１－３を評価）により成績を評価する。

配属された教員の指示による。
知能機械工学科の全ての専門教育科目
配属された教員の指示による。
学科長（原則は配属先の指導教員）
卒業研究として配属された教員の指導に従って研究室毎に行う。
各研究室で、研究計画や実験の実施・解析を教員と共に行う事により、実践的な演習を行う。

提出された研究計画や実験結果について議論することによりフィードバックする。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
山田は元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務、松浦は元三浦工業株式会社勤務、赤木は元津
山工業高等専門学校勤務で課外活動のロボットコンテスト活動を指導した経験を有する、久野は元
国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）：製品の設計・開発や現場での課
題解決の実務経験を活かして、実験と実務との関連について説明する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回

３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回

１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回

７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目

ロボットビジョン【火1金1】（FTR06800）
Robot Vision
綴木馴（つづるぎじゅん）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
授業の進め方，レポートの書き方の説明．画像を数値化する方法の伝授．
講義者の作成したプログラム（画像データを配列に読み込むプログラム）に馴染む．そのための演
習を行う．
画像のヒストグラムを作成する方法の説明．
画像に一様乱数で与えられるノイズを入れる方法の説明．
平滑化フィルタでノイズを除去する方法の説明．
平均二乗誤差の説明．
平滑化フィルタを施すべき場所を特定するために，閾値を用いて２値化する説明．
ノイズの入っている場所にのみ平滑化フィルタを施す説明．
平滑化フィルタの最適化．すなわち，閾値の最適化を行う説明．
最適化された閾値を用いて，平滑化フィルタでノイズを除去する方法を説明．
他の画像においても最適値を求め，あらゆる画像においても適用可能な最適値を求める方法を説明
．
メディアンフィルターの説明．
メディアンフィルターと最適化された平滑化フィルタを平均二乗誤差を以て比較する説明．
メディアンフィルターと最適化された平滑化フィルタの比較の説明．
メディアンフィルターの長所短所，最適化された平滑化フィルタの長所短所の説明．
最終試験を実施する．

                                          準備学習
シラバスを読み，講義の概要を把握しておくこと．（予習60分）
配列に読み込まれた画像データを扱うプログラムの作成（復習180分）．
実際に画像のヒストグラムを作成するプログラムを作る（復習180分）．
一様乱数で与えられるノイズを作成するプログラムを作る（復習180分）．
平滑化フィルタでノイズを除去するプログラムを作成する（復習180分）．
平滑化フィルタでノイズを除去した場合において，数値的にどれだけノイズ除去が成功しているか
を平均二乗誤差を以て理解するプログラムの作成（復習180分）．
適当な閾値を用いて劣化画像を２値化するプログラムの作成（復習１８０分）．
前回のプログラムを元に，平滑化フィルタを施すべき場所にのみ平滑化するプログラムの作成（復
習180分）．
閾値の最適化を行うプログラムの作成（復習180分）．
最適化された平滑化フィルタでノイズを除去するプログラムを作成する（復習180分）．
抗議の説明を元にプログラムを作成（復習180分）．
メディアンフィルターを使ってノイズを除去するプログラムを作成（復習180分）．
メディアンフィルターと最適化された平滑化フィルタを比較するプログラムの作成（復習180分）
．
最適化された平滑化フィルタがどのようなどのような場合にメディアンフィルターに勝てるか調査
（復習120分）．
各自，総括としてメディアンフィルタの長所短所，および最適化された平滑化フィルタの長所短所
をまとめる（復習180分）．
1回から15回までの内容をよく理解しておくこと（復習360分）．

画像処理を行う様々なフィルタのC言語による構築ができることを目的とし，それらの最適化問題
を学習する．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Cに強く関与）
画像処理を行う様々なフィルタのC言語による構築ができるようになること． 最適化問題を習得す
ること．（C）
ヒストグラム，ランダムノイズ，メディアンフィルタ，平滑化フィルタ，最適化問題．
実施する
毎回のレポート（50%)と最終評価試験（50%)により成績を評価し，総計で60%以上を合格とする．

講義者のホームページで公開中．
プログラミング演習．数値計算法．



参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

なし．
担当：綴木　馴（つづるぎ じゅん） 研究室：C3（旧20）号館5階．
自己都合による欠席、遅刻は欠席とカウントする．プログラミング演習と数値計算法の単位が修得
済みであり，十分理解していることが望ましい．講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用
する。

演習課題の解説は授業中に行う

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回
２回

３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回

１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目

ロボット制御工学【月1木1】（FTR07000）
Control Engineering for Robots
小林亘（こばやしわたる）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
講義の進め方について説明する。古典制御と現代制御についてその概略を説明する。
微分方程式、伝達関数、状態空間表現の関係について説明する。
状態方程式の解法と状態フィードバックについて説明する。
可制御性と極配置について説明する。
可観測性とオブザーバについて説明する。
最適レギュレータ問題について説明する。
ロボットの重力補償と状態フィードバックについて説明する。
ここまでの講義内容について振り返ると同時に、ここまでの講義内容について中間的な演習を実施
する。
ロボットの軌道計画と制御について説明する。
PTP制御方式における軌道計画について説明する。
CP制御方式における軌道計画について説明する。
ハイブリッド制御について説明する。
モデル予測制御について説明する。
適応制御について説明する。
総合的な演習を実施する。講義内容を振り返るとともに演習問題の模範解答を示し、解説を行う。

                                          準備学習
制御工学Ⅰ・Ⅱの伝達関数、状態空間表現について復習しておくこと。（標準学習時間180分）
微分方程式の解法を理解し、状態空間表現の導出ができるようにしておくこと。（標準学習時間18
0分）
状態フィードバックについて復習しておくこと。（標準学習時間180分）
可制御性と極配置について復習しておくこと。（標準学習時間180分）
極配置と最小次元オブザーバについて理解しておくこと。（標準学習時間180分）
教科書（pp.134-136）を予習しておくこと。（標準学習時間180分）
教科書（pp.66-69）を読み、ヤコビ行列について復習しておくこと。（標準学習時間180分）
ここまでの講義内容についてよく理解し整理しておくこと。（標準学習時間180分）
教科書の７章について予習しておくこと。（標準学習時間180分）
教科書（pp.116-121）を予習しておくこと。（標準学習時間180分）
教科書（pp.122-126）を予習しておくこと。（標準学習時間180分）
力制御モードと位置制御モードを理解しておくこと。（標準学習時間180分）
連続時間伝達関数と離散時間伝達関数および微分方程式と差分方程式を理解しておくこと。（標準
学習時間180分）
教科書（pp.131-134）を予習しておくこと。
これまでの講義内容をよく理解し整理しておくこと。（標準学習時間240分）

ロボットの制御性能は、制御系設計法と作業（動作）の軌道計画に大きく依存している。そのため
、本講義の前半では、ロボットの制御系設計法について極配置やオブザーバなどを学ぶ。後半では
軌道計画とその追従制御について学び、いくつかの具体的なロボットを通して、ロボット制御の基
礎と応用を習得することを目指す。（知能機械工学科の学位授与方針項目Cにもっとも強く関与す
る）
１．状態方程式に関する基本的な知識（極配置・オブザーバ・最適レギュレータ） について説明
できる（A）
２．ロボット制御における基礎的な軌道計画法および制御系設計法について説明できる（A）
３．力制御の基本構成法に基づき、簡単なロボットに対して制御系設計ができる（A, C）
※（）内は知能機械工学科「学位授与の方針」の対応する項目参照
知能、ロボット、極配置、オブザーバ、最適レギュレータ、PTP・CP制御方式、インピーダンス制
御、ハイブリッド制御、適応制御、モデル予測制御
実施しない
総合的な演習６０％（達成目標１－３を評価）、講義中の演習４０％（達成目標１－３を評価）に
り成績を評価し、 総計で６０％以上を合格とする。
ロボット工学の基礎／川崎晴久著／森北出版／978-4-627-91382-0
ロボット運動学、ロボットダイナミクス、制御工学Ⅰ・Ⅱ



参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

ロボット・マニピュレータ／Richard P. Paul著 吉川恒夫訳／コロナ社
担当教員：小林　亘、研究室：C3号館2F、オフィスアワー：火曜3限、E-mail: kobayashi＠are.ou
s.ac.jp
・講義資料は期間を限定してMomo-campusで配布する。ダウンロード期間終了後の資料配布請求に
は原則として応じない。
・一部講義では、MATLAB/Simulinkを用いて講義を行う。

・演習に対するフィードバックは、模範解答を示し解説することで行う。
・講義中の演習に対するフィードバックは、講義の始めに模範解答を示し解説することで行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回

３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回
４回

５回
６回

７回

８回

９回

１０回

１１回
１２回
１３回

１４回
１５回

１６回

講義目的

達成目標

知的制御システム論【火2木2】（FTR07100）
Intelligent Control Systems
山田訓（やまださとし）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
知能情報処理の概略を解説する。
誤差逆伝搬法について復習すると共に、その発展であるディープラーニングの原理について解説す
る。
ディープラーニングの応用例について解説する。
人工知能(AI)の原理について解説する。
人工知能(AI)の応用例について解説する。
ファジー制御の原理について解説する。
ファジー制御の応用例について解説する。
遺伝的アルゴリズムの原理について解説する。
遺伝的アルゴリズムの応用例について解説する。
強化学習の原理について解説する。
強化学習のアルゴリズムについて解説する。
強化学習の応用例について解説する。
フィードバック誤差学習の原理について解説する。
フィードバック誤差学習のアルゴリズムについて解説する。
フィードバック誤差学習の応用例について解説する。
最終評価試験を実施し、フィードバックとして模範解答を研究室廊下に掲示する。

                                          準備学習
知能情報処理の配布資料を復習し、脳とコンピュータの情報処理の違いを再確認すること。シラバ
スをよく確認し、学習の過程を把握しておくこと。（予習１５０分）
知能情報処理の第１１回から第１３回の配布資料を復習し、誤差逆伝搬法の原理とアルゴリズムを
再確認すること。ディープラーニングに関してインターネットで調べておくこと。（予習１５０分
）
第２回の配布資料を復習し、ディープラーニングの考え方を理解しておくこと。（復習９０分）
第２回、第３回の配布資料をまとめ、ディープラーニングに関するレポート（詳細な内容は講義で
指示する）をまとめること。（復習１６０分）
第４回配布資料を復習し、人工知能の考え方を理解しておくこと。（復習９０分）
第４回、第５回の配布資料をまとめ、人工知能に関するレポート（詳細な内容は講義で指示する）
をまとめること。（復習１６０分）
第６回の配布資料を復習し、ファジー制御の原理と方法について理解しておくこと（復習１８０分
）
第６回、第７回配布資料をまとめ、ファジー制御に関するレポート（詳細な内容は講義で指示する
）をまとめること（復習１８０分）
第８回の配布資料を復習し、遺伝的アルゴリズムの原理と方法について理解しておくこと（復習９
０分）
第８回、第９回の配布資料をまとめ、遺伝的アルゴリズムに関するレポート（詳細な内容は講義で
指示する）をまとめること（復習１６０分）
第１０回の配布資料を復習し、強化学習の原理について理解しておくこと（復習９０分）
第１１回の配布資料を復習し、強化学習のアルゴリズムを理解しておくこと（復習９０分）
第１０回から第１２回までの配布資料をまとめ、強化学習に関するレポート（詳細な内容は講義で
指示する）をまとめること（復習１８０分）
第１３回の配布資料を復習し、フィードバック誤差学習の原理を理解しておくこと（復習９０分）
第１３回、第１４回の配布資料をまとめ、フィードバック誤差学習に関するレポート（詳細な内容
は講義で指示する）をまとめること（復習１６０分）
１回から１５回までの内容をよく理解し整理しておくこと。（復習１８０分）

脳で行われている知能的な情報処理を実現するための様々な方式（人工知能（特にエキスパートシ
ステム）、誤差逆伝播学習、連想記憶、ディープラーニング、ファジー制御、遺伝的アルゴリズム
等）及びロボットの制御学習（強化学習、フィードバック誤差学習）など、知能情報処理の具体例
について理解する。（知能機械工学科の学位授与方針項目Cにもっとも強く関与する。）
１）ディープラーニングの原理と特徴を説明できる（A、C）
２）エキスパートシステムの原理と特徴を説明できる（A、C)



キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

３）ファジー制御の原理と特徴を説明できる（A、C)
４）遺伝的アルゴリズムの原理と特徴を説明できる（A、C)
５）強化学習の原理と特徴を説明できる（A、C）
６）フィードバック誤差学習の原理と特徴を説明できる（A、C）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す
人工知能、エキスパートシステム、ニューラルネットワーク、ディープラーニング、ファジー制御
、遺伝的アルゴリズム、強化学習、フィードバック誤差学習
実施する
講義中の小テスト２０％(達成目標１－６を評価)とレポート１０％(達成目標１－６を評価)と最終
評価試験７０％(達成目標１－６を評価)により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
講義で資料を配布する。
知能情報処理、プログラミング演習
講義中に指示する
山田訓 研究室：C3号館５階山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp　086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
講義資料は講義開始時に配布する。

提出レポートについては、講義中に模範解答を提示し、フィードバックを行う。
最終評価試験の模範解答と解説を研究室の廊下に掲示し、フィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務：企業の研究所での研究開発の経験を活かして、研究
開発の基本的な考え方と技術の活用について講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回

６回

７回

８回
９回
１０回
１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回
２回

３回

４回

５回
６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

アミューズメント工学【月4木4】（FTR07200）
Amusement Engineering
山田訓（やまださとし）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
アミューズメント産業全体の概要について解説する。
ゲームビジネスの概要について解説する。
アミューズメント産業全体の歴史について解説する。
テレビゲーム発展の歴史について解説する。
テレビゲーム発展の最近の歴史を解説する。テレビゲームにおけるヒューマンインターフェースの
重要性について、ゲームニクス理論に基づき解説する。
オンラインゲームとSNSについて解説する。アミューズメント機器の特性とヒューマンインターフ
ェースの特徴について解説する。
計測技術の１回目として、人体形状の計測技術について解説する。ヒューマンインターフェースの
発展形であるブレインマシーンインターフェースについて解説する。
計測技術の２回目として、加速度センサと角速度センサの原理とその応用について解説する。
計測技術の３回目として、モーションキャプチャの原理と応用について解説する。
計測技術の４回目として、圧力・接触センサの原理と応用について解説する。
計測技術の５回目として、光センサ、イメージセンサの原理と応用について解説する。CCDとCMOS
のそれぞれの特徴と違いについて解説する。
シミュレーション技術の１回目として、テレビゲームプログラミングの概要とミドルウエアについ
て解説する。
シミュレーション技術の２回目として、物理シミュレーションの考え方とプログラミングについて
解説する。プロシージャル技術の原理と応用について解説する。
シミュレーション技術の３回目として、シューティングゲーム、ロールプレイングゲームの考え方
とプログラミングについて解説する。テレビゲームにおける人工知能(AI)の利用と応用例について
解説する。
講義全体のまとめとして、ゲーム制作に関わる仕事とアミューズメント工学技術の他産業への波及
効果について解説する。
最終評価試験を実施し、フィードバックとして模範解答を研究室廊下に掲示する。

                                          準備学習
アミューズメント産業には、どんな業種・企業があるか調べておくこと。（予習９０分）
１回目の配布資料を熟読し、アミューズメント産業の規模や内容について復習しておくこと。（復
習９０分）
２回目の配布資料を熟読し、ゲームビジネスの概要を復習しておくとともに、自分がしたことのあ
るゲーム機やゲームソフトの位置づけを確認しておくこと。（復習９０分）
３回目の配布資料を熟読し、おもちゃビジネスの概要を復習しておくとともに、自分が遊んだこと
のあるおもちゃの位置づけを確認しておくこと。（復習９０分）
第４回の配布資料を熟読し、テレビゲームの発展の流れを理解しておくこと。（復習９０分）
第５回の配布資料を熟読し、ヒューマンインターフェースの重要性について理解しておくこと。（
復習９０分）
１回目から６回目までの配布資料を復習し、アミューズメント産業の概要に関するレポート（テー
マは講義中に指示する）をまとめること。（復習１６０分）
７回目の配布資料を熟読し、人体形状の計測技術について復習しておくこと。（復習９０分）
８回目の配布資料を熟読し、加速度センサの原理について復習し、ゲームでの新たな利用法につい
て考えておくこと。（復習９０分）
９回目の配布資料を熟読し、モーションキャプチャーの原理について復習し、アミューズメント分
野での新たな利用法について考えておくこと。（復習１８０分）
１０回目の配布資料を熟読し、圧力・接触センサの原理について復習し、ゲームでの新たな利用法
について考えておくこと。（復習９０分）
７回目から１１回目までの配布資料を復習し、計測技術に関するレポート（テーマは講義中に指示
する）をまとめること。（復習１６０分）
１２回目の配布資料を熟読し、ゲームプログラミングの概要について復習しておくこと。（復習９
０分）
１３回目の配布資料を熟読し、物理シミュレーションの概要について復習しておくこと。（復習９
０分）
１２回目から１４回目までの配布資料を復習し、シミュレーション技術に関するレポート（テーマ



１６回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

は講義中に指示する）をまとめること。（復習１６０分）
１回から１５回までの内容をよく理解し整理しておくこと。（復習１６０分）

アミューズメント関連ビジネスの概要と歴史を理解し、アミューズメント分野の技術者となるため
に必要な工学技術（ヒューマンインターフェース、人体計測技術、シミュレーション技術等）の基
礎とアミューズメント分野での応用について学習する。（知能機械工学科の学位授与方針項目Cに
もっとも強く関与する。）
１）アミューズメントビジネスの概要と歴史を説明できる（A、C）
２）アミューズメント分野で必要な人体計測技術の特徴と応用を説明できる（A、C）
３）アミューズメント分野で必要なシミュレーション技術の特徴と応用を説明できる（A、C）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す
アミューズメント産業、テレビゲーム、ヒューマンインターフェース、人体計測技術、シミュレー
ション
実施する
講義中の小テスト２０％（達成目標１－３を評価）とレポート１０％（達成目標１－３を評価）と
最終評価試験７０％（達成目標１－３を評価）により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とす
る。
講義で資料を配布する。
ヒューマンインターフェース、バーチャルリアリティ、アミューズメントコントローラ、アミュー
ズメントプログラミング
講義中に指示する
山田訓 研究室：C3号館５階山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp　086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
講義資料は講義開始時に配布する

提出レポートについては、講義中に模範解答を提示し、フィードバックを行う。
最終評価試験の模範解答を研究室の廊下に掲示し、フィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務：企業の研究所での研究開発の経験を活かして、研究
開発の基本的な考え方と技術の活用について講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回

３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回

１５回
１６回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回

アミューズメントコントローラ【火1金1】（FTR07300）
Controller for Amusement Systems
赤木徹也（あかぎてつや）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
講義概要とマイクロコンピュータの基礎について解説し、その基本概要を理解する．
開発環境の操作説明（GCC Developer Lite)について解説し、書き込みデータの内容や具体的な手
法について理解する．
ヘッダファイルとメモリマップの構成（C言語）について解説する．
構造体，共有体について（C言語）について解説する．
マイコンのタイマー機能の基礎的事項（クロック，割り込み等）について解説する．
マイコンのタイマー機能の簡単ななプログラム例について解説する．
メモリマップや構造体，タイマーに関する中間試験①を行い，その解答を解説する．
PWM機能の基礎について解説する．
PWM機能の応用について解説する．
A/D変換の基礎について解説する．
A/D変換の応用について解説する．
シリアル通信の基礎について解説する．
シリアル通信の応用について解説する．
デジタルI/Oの基礎について解説し，タイマー（PWM)とA/D変換，シリアル通信に関する中間試験②
を行い，その解答を解説する．
デジタルI/Oの応用いついて解説するとともに応用を含む総合的な評価試験を実施する．
最終評価試験の解説および各評価項目の基準に達しなかった学生に対して追加の評価試験を行う．
追加評価試験の対象学生には個別に模範解答を配布する。

                                          準備学習
2進数（バイナリデータ）について調べ、ノート等にまとめておくこと．(予習240分）
2進数（バイナリデータ）について復習し、不明点をノート等にまとめておくこと．（復習120分）
開発環境（GCC Developer Lite)に関して，インターネット等を利用して調べ、ノート等に整理し
てておくこと．(予習120分）
マイコンの開発環境についてノート等にまとめるなど後から見てわかる資料を作成しておくこと．
（復習120分）配布電子資料に中からメモリマップの構成に関する部分を事前に読んでおくこと．(
予習120分）
ヘッダファイルとメモリマップの構成について配布資料をもとに要約をノートにまとめるなど復習
しておくこと．（復習120分）C言語の教科書・参考書等で，構造体，共有体について事前に調べ、
要点や理解できない点（質問事項）をノートにまとめてておくこと．(予習120分）
構造体，共有体について講義の内容の要点をノートにまとめるなど復習をしておくこと．（復習12
0分）配布電子資料に中からタイマー機能に関する部分を事前に読んで要点や不明点をノートにま
とめておくこと．(予習120分）
前回作成したプログラムの内容をよく確認し，マイコンのタイマー機能（クロック，割り込み等）
について要点をノートにまとめるなどの復習をしておくこと．（復習120分）配布電子資料に中の
タイマー機能に関する部分と見比べ，プログラムの流れと，個々のコマンド（構造体によるアドレ
ス値）の意味を理解するため、理解できる点や不明点(質問事項）をノート等にまとめておくこと
．(予習120分）
1から6目までの講義の中で配られた資料や演習問題をもとに講義内容の復習をしておくこと。
配布電子資料に中からタイマー機能内のPWMに関する部分を事前に読んで要点や疑問点をのノート
等にまとめておくこと．（予習120分） 講義中に作成したプログラムの内容をよく確認し，配布電
子資料に中のデジタルI/Oに関する部分と見比べ，プログラムの流れと，個々のコマンド（構造体
によるアドレス値）の意味を理解するため，要点をノート等にまとめておくこと．（復習120分）
8回目の講義で作成したプログラムの内容をよく確認し、要点をノートにまとめておくこと．（復
習120分）配布電子資料に中のタイマー機能内のPWMに関する部分と見比べ，プログラムの流れと，
個々のコマンド（構造体によるアドレス値）の意味を理解し，要点や疑問点をノートにまとめてお
くこと．（120分）
配布電子資料に中からA/D変換に関する部分を事前に読んで，要点や疑問点をノートにまとめて予
習をしておくこと．（予習240分）
10回目の講義で作成したプログラムの内容をよく確認し、要点をノートにまとめるなど復習してお
くこと．（復習120分）配布電子資料に中のA/D変換に関する部分と見比べ，プログラムの流れと，
個々のコマンド（構造体によるアドレス値）の意味を理解し，要点、疑問点をノートにまとめてお



１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目

参考書

連絡先
授業の運営方針

くこと．（予習120分）
配布電子資料に中からSCIシリアル通信に関する部分を事前に読んで，要点をノートにまとめるな
ど復習しておくこと．（復習240分）
12回目の講義で作成したプログラムの内容をよく確認し，復習しておくこと．（復習120分）配布
電子資料に中のSCIシリアル通信に関する部分と見比べ，プログラムの流れと，個々のコマンド（
構造体によるアドレス値）の意味を理解し，ノートに要点や疑問点をまとめるなど予習しておくこ
と．（予習120分）
配布電子資料に中からデジタルI/Oに関する部分を事前に読んで，ノートに要約や疑問点をまとめ
ておくこと．（予習120分）また，タイマー（PWM)やA/D変換，シリアル通信の設定方法などについ
て，7から13週までの授業内容に関して要点やサンプルとなるプログラムをまとめておくこと．（
復習120分）
1から14回目までのマイコンの機能とプログラムに関して試験中に持ち込み可能な資料の作成をし
ておくこと．（240分）
綜合的な評価試験の内容に関して見直しを行い，間違った点などを事前にチェックしておくこと。
また追加試験の対象になることを想定して演習問題や以前に行った試験問題を見直しておくこと．
（復習240分）

組込み技術に関する技術者の育成を図り，㈱Renesasが提供しているマイクロコンピュータのマニ
ュアルを見ながら，プログラムの作成ができ，さらにメカトロニクスシステムの設計ができる技術
者の育成を図る．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Cに強く関与し，項目Aにも関与する．）
マニュアルを見ながら，組込みコントローラ（マイクロコンピュータ）のプログラミングの内容が
理解でき，さらに，組込みコントローラのマニュアルと簡単なサンプルプログラムを利用して，個
々の目的にあったプログラムが作成できることを目的とする．（C，A）
＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す．
具体的には、以下の項目ができるようになることを目標とする。
①マイコンのメモリマップに関して理解できる。
②一定周期のタイマーに関して設定することができる。
③PWM信号に関して設定することができる。
④A/D変換器に関して設定することができる。
⑤シリアル通信に関してI/Oとタイマを利用して設定することができる。
⑥アクチュエータの駆動システムに関してマイコンの設定ができる。
組込みコントローラ，マイクロコンピュータ
実施する
中間試験と最終評価試験の内容から下記の内容に関する理解度により成績を評価し，総計で６０％
以上を合格とする. 
①マイコンのメモリマップに関して理解できる（１０％）
②一定周期のタイマーに関して設定することができる（２０％）
③PWM信号に関して設定することができる（２０％）
④A/D変換器に関して設定することができる（２０％）
⑤シリアル通信に関してI/Oとタイマを利用して設定することができる（１０％）
⑥アクチュエータの駆動システムに関してマイコンの設定ができる（２０％）
以上①～⑥の項目は中間試験や最終評価試験で各項目の能力を問う問題を課すことで、その正解率
が60％以上であれば合格とする。
また、講義中に行う抜き打ちでストでも学生の達成目標を評価し、前述の試験の平均点か抜き打ち
テストの平均点の高い方を評価とする。
H8/3664 グループハードウェアマニュアル　(㈱Renesas)　【講義中にPDFファイルで配布】
この科目はデジタル電子回路，プログラミング演習，ロボットシステム工学などの講義に関連する
．
また，ロボットものづくり体験演習（1年生春学期），ロボット知能化演習（2年生秋学期）を受講
しておくことが望ましい．
さらに，この科目と同時に，アミューズメント工学，アミューズメントプログラミング，機械創造
工学Ⅱ（3年生秋学期）を受講することが望ましい．
大須賀威彦著／C言語による組込み制御入門講座―H8マイコンで学ぶプログラムデェバッグ技法―
／電波新聞社／978-4885549168

SH7125 グループ，SH7124 グループ　ハードウェアマニュアル　(㈱Renesas)　　【講義中にPDFフ
ァイルで配布】

C3号館(旧第20号館)5階　赤木研究室
本講義は、中間試験および最終評価試験など理解の内容について評価する試験に、予習や復習で作
成したノートを持ち込めるなど、多くの資料の持ち込みが可能である。
そのため、各講義時間に指示してあるノートに要点や疑問点をまとめるなどの作業に十分な時間を



アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

かけてほしい。
また、遅刻および欠席に関して、本学のルールに従い、試験の受験資格など厳正に取り扱う。
講義中にプログラム作成を、2名以上で協議して行うなど、一部アクティブラーニングを行ってい
る。
各評価試験に関して、当日もしくは次回の講義で解説を行う。また最終講義日に追加評価試験を行
う対象者に関しては模範解答を配布する。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。プログラム作業で行うグループワーク
等を状況により一人で行うことで対応する。また、講義内容をビデオもしくは録音するなど、事後
学習が可能なメディアへの記録を個人使用のみに限って許可する。
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務。この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った。
イ）ロボットコンテスト出場ロボットの組み込みコントローラの設計に関して，有志学生に指導し
た経験が活かせる．また，実際にロボットコンテストに出場ロボットの製作にかかわった経験がこ
の講義での組み込みコントローラ技術の教授に役立つ。
組込み技術などマイクロコンピュータのプログラミングは，ハードウエアにリンクしたもので，ハ
ードウエア（アクチュエータ，センサ）の構造・動作原理についても知っておく必要がある．特に
，マイコンなどを使って動く機械（ロボったなど）を作った経験がないと，講義の内容を理解する
のは難しい．その場合は，別途自分で勉強する必要がある． また，岡山理科大学工学部知能機械
工学科の学生は「ロボットものづくり体験演習」，「ロボット知能化演習」の講義を受講している
ことが望ましい．また，これらの講義（演習）でマイコンを用いたロボットを作っているため受講
に問題はない． また，C言語の知識とプログラミング技術を必要とする．また，講義内容が特殊な
内容を含むため，遅刻などをしないよう心掛けること．
なお、講義の中で行う評価試験や最終評価試験の解説は次回の講義もしくは試験終了後に模範解答
を配布することで行う．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回

７回

８回
９回

１０回

１１回
１２回

１３回
１４回

１５回
１６回

回数
１回
２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

バーチャルリアリティ【火3金4】（FTR07400）
Virtual Reality
久野弘明（くのひろあき）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
バーチャルリアリティの意味、三要素について学び、その基礎的な考え方を習得する。
バーチャルリアリティの人間の認知機構、概念について学び、その基礎的な考え方を習得する。
バーチャルリアリティの基本構成要素、世界観について学び、その基礎的な考え方を習得する。
バーチャルリアリティのとらえ方について学び、その基礎的な考え方を習得する。
バーチャルリアリティの歴史について学び、その基礎的な考え方を習得する。
バーチャルリアリティのモデリング、レンダリング、シミュレーション、データ処理について学び
、その基礎的な考え方を習得する。
バーチャルリアリティの視覚・聴覚・力触覚レンダリングについて学び、その基礎的な考え方を習
得する。
これまでの講義内容について総合的な解説を行い、総合演習を行う。
バーチャルリアリティの空間・物体・剛体のシミュレーションについて学び、その基礎的な考え方
を習得する。
バーチャルリアリティの変形・流体・人物のシミュレーションについて学び、その基礎的な考え方
を習得する。
複合現実感の概念、レジストレーション技術について学び、その基礎的な考え方を習得する。
複合現実感の実世界への情報提示技術、モデリング技術について学び、その基礎的な考え方を習得
する。
ウェアラブルコンピュータの概念、情報提示技術について学び、その基礎的な考え方を習得する。
ウェアラブルコンピュータの入力インタフェース技術、コンテキスト技術について学び、その基礎
的な考え方を習得する。
最終評価試験を実施する。
最終評価試験の模範解答を示し、解説してフィードバックする講義を行う。

                                          準備学習
バーチャルリアリティの意味、三要素について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
バーチャルリアリティの人間の認知機構、概念について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60
分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
バーチャルリアリティの基本構成要素、世界観について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60
分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
バーチャルリアリティのとらえ方について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の
講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
バーチャルリアリティの歴史について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義
内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
バーチャルリアリティのモデリング、レンダリング、シミュレーション、データ処理について調べ
、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学
習時間60分）。
バーチャルリアリティの視覚・聴覚・力触覚レンダリングについて調べ、まとめておくこと（標準
学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
バーチャルリアリティの空間・物体・剛体のシミュレーションについて調べ、まとめておくこと（
標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
バーチャルリアリティの変形・流体・人物のシミュレーションについて調べ、まとめておくこと（
標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
複合現実感の概念、レジストレーション技術について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分
）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
複合現実感の実世界への情報提示技術、モデリング技術について調べ、まとめておくこと（標準学
習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
ウェアラブルコンピュータの概念、情報提示技術について調べ、まとめておくこと（標準学習時間
60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
ウェアラブルコンピュータの入力インタフェース技術、コンテキスト技術について調べ、まとめて
おくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分
）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
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最終評価試験の内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。

バーチャルリアリティの可能性と未来について考える。バーチャルリアリティの概要、歴史からバ
ーチャルリアリティの基礎知識や技術を身に付け、理解できるようになることを目的とする。（知
能機械工学科学位授与の方針Aにもっとも強く関与する。）
1)バーチャルリアリティの概要ついて説明できる。(A)
2)バーチャルリアリティの歴史について説明できる。(A)
3)バーチャルリアリティの基礎知識について説明できる。(A)
4)バーチャルリアリティの基礎技術について説明できる。(A)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
バーチャルリアリティ、複合現実感、入力・出力インタフェース、モデリング、レンダリング、シ
ミュレーション
実施する
講義中に指示する課題20%（達成目標1)～4)を評価）、総合演習40%（達成目標1)～2)を評価）、最
終評価試験40%（達成目標3)～4)を評価）により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。
バーチャルリアリティ学／舘　暲、佐野　誠、廣瀬通孝／日本バーチャルリアリティ学会編／コロ
ナ社／978-4-904490051
アミューズメント工学セミナー、知能情報処理、ロボットビジョン、ヒューマンインターフェース
と関連する。これらの科目を履修し、相互に理解を深めることを推奨する。
AR入門　身近になった拡張現実／佐野　彰／工学社：ARのすべて　ケータイとネットを変える拡張
現実／日経コミュニケーション編／日経BP社：ARToolKit拡張現実感プログラミング入門３Dキャラ
クターが現実世界に誕生！／橋本直／アスキー・メディアワークス：拡張現実感を実現するARTool
Kitプログラミングテクニック／谷尻豊寿／カットシステム
研究室：C7号館4階　久野研究室、直通電話：086-256-9493、E-mail：kuno（@マーク）are.ous.ac
.jp、オフィスアワー：火～金の5時限（左記以外でも随時受付可）
・欠席は5回で評価をE判定とする。
・遅刻は30分を目安（講義の進行状況により後にずれる場合がある）として再度確認し、以後は欠
席とする。なお、欠席となった後で講義に参加した場合、講義中に指示する課題は評価する。
・グループディスカッション
身近なバーチャルリアリティについてグループでディスカッションしながら理解を深める。
・ヘッドマウントディスプレイ体験
様々なヘッドマウントディスプレイを体験し、バーチャルリアリティと機器の違いについて理解を
深める。
講義中に指示する課題は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
総合演習は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
最終評価試験は15回目に行い、16回目の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う
。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音／録画／撮影は他の受講者の妨げにならない限り自由とする。
ア）元国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）イ）研究員として圧力画像
を計測・分析・評価した経験を活かし、画像処理法などについて講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回
３回
４回

５回
６回
７回
８回

９回
１０回

１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

講義目的

達成目標

アミューズメントプログラミング【火1金1】（FTR07500）
Programming for Amusement Systems
荒木圭典（あらきけいすけ）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
文法事項の授業資料を配布する■ 授業で用いる Windows bitmap ファイルを処理するＣプログラ
ムのソースコードを配布し、コンパイルと実行を行う
Ｃにおける関数 function とは何かについて説明する■ 2次元配列の2重の反復構造について演習
する。
Ｃにおけるソースコードの書法について説明する。
Ｃにおけるデータの扱いについて講義する。データとアドレス、アドレス演算子、間接演算子、ポ
インタ■ 2次元配列の2重の反復構造について演習する(承前)
Ｃにおけるデータとポインタの扱いについて講義する。配列の配列添字演算子の動作、特に添字が
なぜ０から始まるのかについて説明する。
Ｃにおける動的なメモリ確保について説明する。特に malloc, free 関数の用法について説明する
。
Ｃにおける2次元配列の動作の基本について講義する。とりわけ配列添字演算子の動作と、ポイン
タのポインタの動作について説明する。
Ｃにおける複数のデータの一括取り扱いについて、構造体 struct, 共用体 union, 列挙体 enum, 
型名作成 typedef について説明する。
Ｃにおける条件判定の動作、「大なり」「小なり」「かつ」「または」の演算の動作について説明
する。
Ｃにおける制御構造のうち、分岐 if, if else, switch について説明する。
Ｃにおける制御構造のうち、反復 while, for について説明する
コンピュータプログラムのカテゴリーとして、逐次実行型とイベント駆動型について説明する
プログラミング技法として、構造化プログラミングについて解説する
プログラミング技法として、オブジェクト指向プログラミングについて解説する
総合的演習を行い、その後に解説を行う

                                          準備学習
Ｃ言語を用いたプログラミングの基礎事項を復習しておく(標準120分)■配布資料の文字列の分類
について予習しておく。
授業資料において文字列と文法上の意味について予習しておく(標準120分)
授業資料におけるプログラム書法の部分を予習しておくこと(標準120分)
授業資料におけるデータとアドレス、アドレス演算子、間接演算子、ポインタの部分を予習してお
くこと(標準120分)
授業資料における配列の説明の部分を予習しておくこと(標準120分)
授業資料における malloc, free の説明の部分を予習しておくこと(標準120分)
授業資料における2次元配列、ポインタのポインタの利用の部分を予習しておくこと(標準120分)
授業資料における構造体 struct, 共用体 union, 列挙体 enum, 型名作成 typedef の部分を予習
しておくこと。(標準120分)
授業資料における制御構造の条件判定に用いるブール演算の部分を予習しておくこと(標準120分)
授業資料における制御構造のうち、分岐 if, if else, switch の部分を予習しておくこと(標準12
0分)
授業資料における制御構造のうち、反復 while, for の部分を予習しておくこと(標準120分)
授業資料におけるイベント駆動プログラミングの部分を予習しておくこと(標準120分)
授業資料における構造化プログラミングの部分を予習しておくこと(標準120分)
授業資料におけるオブジェクト指向プログラミングの部分を予習しておくこと(標準120分)
今までの授業の文法事項を復習しておく(標準120分)

1.比較的簡単なCプログラムを題材として、プログラム設計の進め方を修得する。(C) 2.比較的簡
単なCプログラムを題材として、基礎的文法事項、プログラミング技法、コンピュータの動作の基
礎を理解する。(A)（知能機械工学科の学位授与の方針Cに強く関与）
1.与えられたCプログラム作成目標に対し、自発的あるいは協同して解決法を見出すことができる(
C)[演習課題の成果で測る]
2.与えられたCプログラムの構造を分析できる(C)[演習課題の成果で測る]
3.C言語の文法を題材にコンピュータの動作を理解できる(A)[毎回の小テスト, 総合演習で測る]
4.基礎的なC言語の文法事項を知っている(A)[毎回の小テスト, 総合演習で測る]
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5.構造化プログラミング, イベント駆動型プログラミング, API等の現代的プログラミングの基本
用語を知っている(A)[毎回の小テスト, 総合演習で測る]
C言語、コンピュータの基本構造、構造化プログラミング、イベント駆動型プログラミング
実施しない
小テストおよび提出課題(75%)、総合的演習(25%)で達成度を評価し、60%以上を合格とする

毎回の授業で文法事項に関する講義資料のPDFと教材のＣプログラムのソースコードをメールで配
布する
情報リテラシー, コンピュータリテラシー, プログラミング演習, 数値計算法, アミューズメント
コントローラ
新版C言語プログラミングレッスン 文法編／結城浩／ソフトバンククリエイティブ／978-47973367
95：リーダブルコード ―より良いコードを書くためのシンプルで実践的なテクニック (Theory in
 practice)／Dustin Boswell, Trevor Foucher 著, 角 征典   訳／オライリージャパン／978-487
3115658
担当：荒木圭典 E-mail: araki(at)are.ous.ac.jp, 研究室：C3（旧20）号館6階
自己都合によらない欠席以外で毎回の小テストの事後の受験は認めません。
情報リテラシー, コンピュータリテラシー, プログラミング演習, 数値計算法の単位を取得してい
ることが望ましい。本講義ではパワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので
、講義中は内容を聞き逃さないこと。パソコンを用いたプログラミング演習も実施する。毎回、文
法事項に関する小テストを実施し、次の回に解説を行う。
演習課題への取り組みにおいて、学生間のディスカッションを許可します

毎回の小テストの解説を次回に行う。演習課題の作成例を期末の授業で提示する。最終評価試験は
毎回の小テストの中から選択して出すので、解説はしない。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

１６回

回数
１回
２回
３回

ユニバーサルデザイン【木4木5】（FTR07600）
Universal Design
松浦洋司（まつうらひろし）,岡將男＊（おかまさお＊）,菊地里子＊（きくちさとこ＊）
３年
2.0
講義

                                        授業内容
人間とものづくりの歴史について説明する。

（全教員）
ものづくりとデザイン(設計)の流れについて説明する。

（全教員）
ノーマライゼーションとユニバーサルデザイン（パワーポイントにて掲示）について説明する。

（全教員）
ユニバーサルデザイン（ＵＤ）評価方法について説明しグループワークを行う。

（全教員）
ＵＤ製品の開発手法（ＵＤプロセス）とその評価について説明しグループワークを行う。

（全教員）
(福祉の)まちづくりについて説明する。

（全教員）
路面電車と都市との関係について説明する。

（全教員）
暮らしやすい町をアピールする方法について説明する。

（全教員）
高齢者や障害者の見え方について説明する。

（全教員）
家電製品のＵＤ設計について説明する。

（全教員）
ＵＤ実践演習について説明し、班分けと製品の決定を行う。

（全教員）
ＵＤ実践演習の計画立案について指導する。

（全教員）
ＵＤ実践演習の進捗状況報告とそれに対する指導を行う。

（全教員）
ＵＤ実践演習のプレゼンテーションに向けた指導を行う。

（全教員）
ＵＤ実践演習の発表とまとめ（進化し続けるＵＤ）を行う。

（全教員）
ＵＤ実践演習の発表を行う。

（全教員）

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと。（標準学習時間30分）
これまでに人類がつくったものについて調べること。（標準学習時間30分）
身近な製品について調べること。（標準学習時間60分）



４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

身近な製品のＵＤ評価を行うこと。（標準学習時間60分）
ＵＤ評価の利点と欠点について考えること。（標準学習時間60分）
現在生活しているまちの良いところと悪いところ考えること。（標準学習時間60分）
日本に路面電車がどのくらい利用されているか調べること。（標準学習時間60分）
自分の趣味がＵＤと関係があるか考えてくること。（標準学習時間60分）
高齢者はどのように周りが見えるか考えてくること。（標準学習時間60分）
家電製品の使いにくい点を調べてくること。（標準学習時間60分）
ＵＤ実践演習の対象製品について調べてくること。（標準学習時間60分）
ＵＤ実践演習の計画について検討すること。（標準学習時間60分）
計画に従ってワークショップを行うこと。（標準学習時間60分）
計画に従ってワークショップを行うこと。（標準学習時間60分）
プレゼンテーションの準備を行うこと。（標準学習時間60分）
全体の復習を行うこと。（標準学習時間90分）

ユニバーサルデザイン(ＵＤ)とは、全ての人に使いやすい製品や環境を設計することを目標として
、対象ユーザをできるだけ広げていこうとする設計手法のことである。全ての人には当然、障害者
や高齢者、子供、妊婦、さらには荷物を持っていたり、病気などにより一時的に何らかの不自由な
状況にある人も含まれる。その基本となる考え方であるノーマライゼーションを初め、ＵＤの基本
原則から、企業などでの具体的な実践例について学習する。また、身の回りの製品についてのＵＤ
評価やワークショップによる実践的な改善提案作成などの演習を行う。（知能機械工学科の学位授
与方針項目Cに強く関与している）
①ＵＤの基本原則が説明できること（A）
②ＵＤを実現するために配慮すべき項目が挙げられること（A）
③企業などにおけるユニバーサルデザインの考え方を説明できること（C）
④ＵＤを実現するためのグループ作業ができること。（C）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
ノーマライゼーション、バリアフリー、ＵＤ７原則、ＵＤマトリックス、ワークショップ
実施しない
ＵＤ実践演習５０%（達成目標④を確認）、グループワーク３０%（達成目標④を確認）、レポート
課題２０%（達成目標①～③を確認）により成績を評価し、総計６０%以上を合格とする。
関係資料の配付
数学、物理学、力学、人間工学、生活支援工学、知能機械工学実験

（研究室）C3号館4階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp
企業等の実務家による講義やグループワークを中心に進めていく。
課題解決学習、ディスカッション、プレゼンテーション、グループワーク
・身近な製品の使いやすさについてグループで評価する。
・身近な製品に対して使いやすさの観点から要求される機能についてグループで評価する。グルー
プ内での各人の役割について自転車の部品にたとえて学生相互評価を行う。
・身近な製品についての新機能の提案をグループで行い、プレゼンテーションする。質疑応答を含
めて学生相互評価を行う。
演習やレポート課題はポイントをまとめたものを返却しフィードバックする。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）元　三浦工業株式会社勤務
イ）製品の設計・開発や現場での課題解決の経験を活かして、グループワークを進めていく。
関数電卓を持ってくること。 



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回
３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

ロボットシステム工学【火2木2】（FTR07700）
Robot System Engineering
赤木徹也（あかぎてつや）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
講義概要について解説する．
制御システムのシステム構成について解説する．
電気駆動システムに関するシステム構成図について解説する．
変位・角度センサの基本原理，コンピュータへのデータ取得方法について解説する．
実際の電気駆動制御システムのシステム構成やセンサの検出分解能の導出について解説する．
システム構成における各要素の動特性の評価について解説する．
1から6回目までの内容に関する演習問題を行い，その問題の解説をする．
油圧駆動システムについて解説する．
油圧駆動システムのシステム構成について解説する．
油圧駆動システムの例を使ってシステム構成図の作成方法の演習をする．
空気圧駆動システムについて解説する．
空気圧駆動システムのシステム構成について解説する
空気圧駆動システムの例を使ってシステム構成図の作成方法の演習をする．
8から13回目の内容に関する演習問題を行い，その問題を解説する．
ウェアラブルなリハビリテーション機器についてシステム構成図などを含めて解説する．
追加評価試験を実施し，解答を解説する．

                                          準備学習
シラバスをよく読んで講義内容に関してインターネットなどでキーワードなどについて調べておく
こと．（予習240分）
制御システムについてインターネット等を利用して調べておくこと．（予習240分）
制御システムの構成に関して，前回の講義内容について復習しておくこと．（復習120分）A/D変換
やI/Oなどの用語についてインターネット等で調べて予習しておくこと．（予習120分）
A/D変換やI/Oについて復習しておくこと．（復習120分）ポテンショメータ，エンコーダなどとカ
ウンタについてインターネット等で調べて予習しておくこと．（予習120分）
ポテンショメータ，エンコーダなどを使った際の検出原理について復習しておくこと．（復習120
分）また検出分解能について調べて予習しておくこと．（予習120分）
検出分解能の導出に関する演習問題を復習しておくこと．（復習120分）バンド幅周波数，1次遅れ
要素，2次遅れ要素，むだ間要素などを調べて予習しておくこと．（予習120分）
１から6回目までの授業内容について復習しておくこと．（復習240分）
演習問題を通じで，電気駆動システムに関して復習しておくこと．（復習120分）弁，シリンダ，
ポンプなどの油圧駆動要素機器について調べて予習しておくこと．（予習120分）
5回目に実施したセンサの検出分解能などについて復習しておくこと．（復習120分）油圧の駆動シ
ステムについて調べて予習しておくこと．（予習120分）
9回目の内容に関してよく復習しておくこと．（復習240分）
空気圧駆動システムと油圧駆動システムの違いについて調べておくこと．（予習240分）
油圧駆動システムのシステム構成について復習しておくこと．（復習240分）
12回目の内容に関してよく復習しておくこと．（復習240分）
8から13回目の授業内容に関して復習しておくこと．（復習240分）
1から14回目までの授業内容に関してよく復習しておくこと．（復習240分）
1～15回目の講義内容について�習しておくこと．（復習240分）

システム工学（systems engineering）とは、システムの設計、制御、および効率などを研究する
学問である．この講義では，この講義後に受講するアクチュエータやロボットに関連する科目をイ
メージするための概論的な講義として，システムに用いられるアクチュエータ（駆動器）の分類か
ら，電気，油圧，空気圧制御システムに用いられるアクチュエータの動作原理やや特徴を学ぶこと
を目的とする．また，これらのシステムの概�を把握するスキルの育成，実システムに対してコン
トローラを含んだシステム構成図や，アクチュエータや制御器の性能からシステム全体のおおよそ
の制御性能評価や，センサの検出分解能などを推察するスキルを育成することを目的とする．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Cに強く関与する．）
電気・油圧，空気圧制御システムに関してそのシステム構成図がイメージできる，アクチュエータ
や制御器を含めたシステム全体のおおよその制御性能評価できるようになることを達成目標とする
．具体的には以下の項目ができるようになることを目標とする．



キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

①電気駆動システムのうち，ステッピングモータの構造・原�およびその制御システムについて�
できる．
②電気駆動システムのうち，DCモータの制御回路および駆動方法（PWM制御）やその制御システム
について�解できる．
③油圧・空気圧の弁の記号について説明できる．
④空気圧制御システムに関して説明できる．
⑤アナログセンサからの出力をコンピュータなどを介して得られる方法や検出分解能について説明
できる．
⑥エンコーダの検出分解能に関して説明できる．
⑦制御システムの制御性能の評価について説明できる．
電気・油圧，空気圧制御システム，システム構成図，検出分解能，インターフェース，制御性能評
価
実施する
演習問題と最終評価試験を通じて，以下の内容の�解�により成績を評価し，総計で６０％以上を
格とする．
①電気駆動システムのうち，ステッピングモータの構造・原�およびその制御システムについて�
できる．（２０％）
②電気駆動システムのうち，DCモータの制御回路および駆動方法（PWM制御）やその制御システム
について�解できる．（２０％）
③油圧・空気圧の弁の記号について説明できる．（１０％）
④空気圧制御システムに関して説明できる．（２０％）
⑤アナログセンサからの出力をコンピュータなどを介して得られる方法や検出分解能について説明
できる．（１０％）
⑥エンコーダの検出分解能に関して説明できる．（１０％）
⑦制御システムの制御性能の評価について説明できる．（１０％）
以上①～⑦の項目は中間試験や最終評価試験で各項目の能力を問う問題を課すことで，その正解率
が60％以上であれば合格とする．
また、講義中に行う抜き打ちでストでも学生の達成目標を評価し，前述の試験の平均点か追加評価
試験の平均点の高い方を評価とする．
講義中に配布する資料
「熱力学」「流体力学ⅠⅡ」「制御工学ⅠⅡ」「機械力学」「ロボット運動学」「ロボットダイナ
ミクス」「センサ工学」「アクチュエータ機構学」「アミューズメントコントローラ」
なし
C3号館（旧第20号館）5階赤木研究室
本講義は，中間試験および最終評価試験など理解の内容について評価する試験に，予習や復習で作
成したノートを持ち込めるなど、多くの資料の持ち込みが可能である。
そのため、各講義時間に指示してあるノートに要点や疑問点をまとめるなどの作業に十分な時間を
かけてほしい．
また，遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験の受験資格など厳正に取り扱う．
講義中に課す演習問題を，2名以上で協議しながら解答するなど，一部アクティブラーニングを行
っている．
各評価試験に関して，当日もしくは次回の講義で解説を行う．また最終講義日に追加評価試験を行
う対象者に関しては模範解答を配布する．
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。演習問題を解くなどのグループワーク
を状況により一人で行うことで対応する．また，講義内容をビデオもしくは録音するなど，事後学
習が可能なメディアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務。この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）ロボットコンテスト出場ロボットの制御システムの構成や設計に関して，有志学生に指導した
経験が活かせる．また，実際にロボットコンテストに出場ロボットの製作にかかわった経験がこの
講義での制御システム設計の教授に役立つ．
この講義で扱うシステム構成図は，すでに履修した流体力学，材料力学，制御工学Ⅰ，ロボット運
動学，ディジタル電子回路，アナログ電子回路の内容を含み，さらに，アミューズメントコントロ
ーラ，アクチュエータ機構学，センサ工学などまだ履修していない科目の内容を含む．具体的には
，センサやアクチュエータの構造やそれらの駆動原理およびコンピュータとの「インターフェース
」など総合的な知識が必要になる．そのため，多くの自己学習時間を必要とする．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

解析学Ⅰ【月2木2】（FTR07800）
Calculus I
竹内渉（たけうちわたる）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
関数の極限と連続について説明する。
微分法の基礎について解説する。
三角関数の微分法について説明する。
逆三角関数の微分法について解説する。
指数関数と対数関数の微分法について説明する。
平均値の定理、不定形の極限について解説する。
テイラー展開（マクローリン展開）について説明する。
関数の値の変化（関数のグラフの概形）について説明する。
第1回から8回までの授業内容に関して総合演習を行い、その後に演習内容について解説する。
不定積分の定義と基本性質について解説する。
置換積分と部分積分について説明する。
定積分とその計算について解説する。
定積分の応用（面積・体積）について説明する。
定積分の応用（曲線の長さ）、広義積分について説明する。
学修達成度確認試験を実施し、その後に学修達成度確認試験内容について解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限と連続について復習して
おくこと（標準学習時間30分）
数列の極限および関数の極限と連続について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、微分法の基礎について予習を行うこと（標準学習時間30分
）
微分法の基礎について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分法について予習を行うこと（標準学習時間3
0分）
三角関数の微分法について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の微分法について予習を行うこと（標準学習時
間30分）
逆三角関数の微分法について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、指数関数と対数関数の微分法について予習を行うこと（標
準学習時間30分）
指数関数と対数関数の微分法について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、平均値の定理、不定形の極限について予習を行うこと（標
準学習時間60分）
平均値の定理、不定形の極限について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、テイラー展開（マクローリン展開）について予習を行うこ
と（標準学習時間60分）
テイラー展開（マクローリン展開）について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、関数の値の変化（関数のグラフの概形）について予習を行
うこと（標準学習時間60分）
第1回から8回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第10回の授業までにテキスト等により、不定積分の定義と基本性質について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
不定積分の定義と基本性質について復習しておくこと
第11回の授業までにテキスト等により、置換積分と部分積分について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
置換積分と部分積分について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、定積分とその計算について予習を行うこと（標準学習時間
60分）
定積分とその計算について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、定積分の応用（面積・体積）について予習を行うこと（標
準学習時間60分）
定積分の応用（面積・体積）について復習しておくこと



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第14回の授業までにテキスト等により、定積分の応用（曲線の長さ）、広義積分について予習を行
うこと（標準学習時間60分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解）
2. 関数の極限、連続関数、導関数について説明ができる。（知識・理解）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、指数関数、対数関数、三角関数、逆三角関数、導関数、定積分、不定積分
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
高校で「数学Ⅱ」を履修していることが望ましい。 本科目に引き続き、「解析学Ⅱ」を履修する
ことが望ましい。
使用しない
・研究室：Ｂ３号館４階　竹内研究室
・オフィスアワーは mylog を参照してください。
・授業を真摯な態度で受講すること。また、欠席・遅刻・早退するとそれ以降の授業内容を理解で
きなくなるので、注意すること。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、教科書に未記載の部分はノートにしっかりと書き取るこ
と。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設ける。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力ができているかどうかをチェックする。
・授業は学習への意欲を持って臨むこと。授業中の質問は随時受け付けます。分からないことをそ
のままにしないこと。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・授業時間内で「総合演習」や「学修達成度確認試験」を実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
・演習、講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後，
解答を発表してもらう場合があります。
・担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行う。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行う。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

解析学Ⅰ【月2木2】（FTR07810）
Calculus I
濱谷義弘（はまやよしひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。関数の極限について説明する。
関数の極限、連続関数について説明する。
導関数、微分の基本公式について解説する。
合成関数の微分について説明する。
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について説明する。
三角関数の微分について説明する。
逆三角関数の微分について説明する。
指数関数と対数関数の微分について説明する。
総合演習を行い、その後に解説する。
平均値の定理と関数の増減について説明する。
ロピタルの定理について説明する。
関数の凹凸について説明する。
テイラーの定理について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限について復習しておくこ
と（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により、関数の極限、連続関数について予習を行うこと（標準学習
時間30分）
関数の極限、 連続関数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、導関数、微分の基本公式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
導関数、微分の基本公式について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、合成関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
合成関数の微分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について予習
を行うこと
（標準学習時間30分）
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
三角関数の微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
逆三角関数の微分について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、指数関数と対数関数について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第8回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、平均値の定理と関数の増減について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
平均値の定理と関数の増減について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、ロピタルの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
ロピタルの定理について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、関数の凹凸について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
関数の凹凸について復習しておくこと
第14回の授業までにテキスト等により、テイラーの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解）
2.  関数の極限、連続関数、導関数について説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、導関数、微分、平均値の定理、ロピタルの定理、テイラー展開
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。本科目に引き続き、「解析学Ⅱ」を履修する
ことが望ましい。
使用しない
研究室　C9号館4階　大熊研究室　E-mail:ohkuma（アットマーク）ice.ous.ac.jp　
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

解析学Ⅰ【月2木2】（FTR07820）
Calculus I
安田貴徳（やすだたかのり）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。関数の極限について説明する。
関数の極限、連続関数について説明する。
導関数、微分の基本公式について解説する。
合成関数の微分について説明する。
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について説明する。
三角関数の微分について説明する。
逆三角関数の微分について説明する。
指数関数と対数関数の微分について説明する。
総合演習を行い、その後に解説する。
平均値の定理と関数の増減について説明する。
ロピタルの定理について説明する。
関数の凹凸について説明する。
テイラーの定理について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限について復習しておくこ
と（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により、関数の極限、連続関数について予習を行うこと（標準学習
時間30分）
関数の極限、 連続関数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、導関数、微分の基本公式について予習を行うこと（標準学
習時間30分）
導関数、微分の基本公式について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、合成関数の微分について予習を行うこと（標準学習時間30
分）
合成関数の微分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について予習
を行うこと（標準学習時間30分）
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分について予習を行うこと（標準学習時間60
分）
三角関数の微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の微分について予習を行うこと（標準学習時間6
0分）
逆三角関数の微分について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、指数関数と対数関数について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
第1回から第8回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、平均値の定理と関数の増減について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
平均値の定理と関数の増減について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、ロピタルの定理について予習を行うこと（標準学習時間60
分）
ロピタルの定理について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、関数の凹凸について予習を行うこと（標準学習時間60分）
関数の凹凸について復習しておくこと
第14回の授業までにテキスト等により、テイラーの定理について予習を行うこと（標準学習時間60
分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）



講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解）
2.  関数の極限、連続関数、導関数について説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、導関数、微分、平均値の定理、ロピタルの定理、テイラー展開
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 本科目に引き続き、「解析学Ⅱ」を履修する
ことが望ましい。
使用しない
研究室：B3号館３階　安田研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

講義目的

達成目標

解析学Ⅰ【月2木2】（FTR07830）
Calculus I
荒木圭典（あらきけいすけ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
関数の極限と連続について説明する。
微分法の基礎について解説する。
三角関数の微分法について説明する。
逆三角関数の微分法について解説する。
指数関数と対数関数の微分法について説明する。
平均値の定理、不定形の極限について解説する。
テイラー展開（マクローリン展開）について説明する。
関数の値の変化（関数のグラフの概形）について説明する。
第1回から8回までの授業内容に関して総合演習を行い、その後に演習内容について解説する。
不定積分の定義と基本性質について解説する。
置換積分と部分積分について説明する。
定積分とその計算について解説する。
定積分の応用（面積・体積）について説明する。
定積分の応用（曲線の長さ）、広義積分について説明する。
学修達成度確認試験を実施し、その後に学修達成度確認試験内容について解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限と連続について復習して
おくこと（標準学習時間30分）
数列の極限および関数の極限と連続について復習しておくこと 第2回の授業までにテキスト等によ
り、微分法の基礎について予習を行うこと（標準学習時間30分）
微分法の基礎について復習しておくこと 第3回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分法
について予習を行うこと（標準学習時間30分）
三角関数の微分法について復習しておくこと 第4回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の
微分法について予習を行うこと（標準学習時間30分）
逆三角関数の微分法について復習しておくこと 第5回の授業までにテキスト等により、指数関数と
対数関数の微分法について予習を行うこと（標準学習時間30分）
指数関数と対数関数の微分法について復習しておくこと 第6回の授業までにテキスト等により、平
均値の定理、不定形の極限について予習を行うこと（標準学習時間60分）
平均値の定理、不定形の極限について復習しておくこと 第7回の授業までにテキスト等により、テ
イラー展開（マクローリン展開）について予習を行うこと（標準学習時間60分）
テイラー展開（マクローリン展開）について復習しておくこと 第8回の授業までにテキスト等によ
り、関数の値の変化（関数のグラフの概形）について予習を行うこと（標準学習時間60分）
第1回から8回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第10回の授業までにテキスト等により、不定積分の定義と基本性質について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
不定積分の定義と基本性質について復習しておくこと 第11回の授業までにテキスト等により、置
換積分と部分積分について予習を行うこと（標準学習時間60分）
置換積分と部分積分について復習しておくこと 第12回の授業までにテキスト等により、定積分と
その計算について予習を行うこと（標準学習時間60分）
定積分とその計算について復習しておくこと 第13回の授業までにテキスト等により、定積分の応
用（面積・体積）について予習を行うこと（標準学習時間60分）
定積分の応用（面積・体積）について復習しておくこと 第14回の授業までにテキスト等により、
定積分の応用（曲線の長さ）、広義積分について予習を行うこと（標準学習時間60分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解） 2. 関数の極限、連続関数、導関数につい
て説明ができる。（知識・理解） 3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて
解答することができる。（思考・判断・表現） 4. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

適用可能な数学的定理や公式を自ら選択することができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態
度） 5. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、および
それらの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、指数関数、対数関数、三角関数、逆三角関数、導関数、定積分、不定積分
実施する
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8；公式集（モノグラフ）／矢野健太郎・春日正文／科学新興新社／978-489428163
9
高校で「数学Ⅱ」を履修していることが望ましい。 本科目に引き続き、「解析学Ⅱ」を履修する
ことが望ましい。
使用しない
・研究室：C3号館6階　荒木研究室 ・オフィスアワーは mylog を参照してください。
・授業を真摯な態度で受講すること。また、欠席・遅刻・早退するとそれ以降の授業内容を理解で
きなくなるので、注意すること。 ・授業は基本的に板書形式で進めるので、教科書に未記載の部
分はノートにしっかりと書き取ること。 ・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十
分設ける。 ・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力ができているかどうかをチェ
ックする。 ・授業は学習への意欲を持って臨むこと。授業中の質問は随時受け付けます。分から
ないことをそのままにしないこと。 ・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので
、チューターの指示にしたがうこと。 ・授業時間内で「総合演習」や「学修達成度確認試験」を
実施するが、不正行為に対して厳格に対処する。
・演習、講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後，
解答を発表してもらう場合があります。 ・担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったか
どうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行う。 ・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、
解答の解説を行う。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

解析学Ⅰ【月2木2】（FTR07840）
Calculus I
中川重和（なかがわしげかず）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。関数の極限について説明する。
関数の極限、連続関数について説明する。
導関数、微分の基本公式について解説する。
合成関数の微分について説明する。
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について説明する。
三角関数の微分について説明する。
逆三角関数の微分について説明する。
指数関数と対数関数の微分について説明する。
総合演習を行い、その後に解説する。
平均値の定理と関数の増減について説明する。
ロピタルの定理について説明する。
関数の凹凸について説明する。
テイラーの定理について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限について復習しておくこ
と（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により、関数の極限、連続関数について予習を行うこと（標準学習
時間30分）
関数の極限、 連続関数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、導関数、微分の基本公式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
導関数、微分の基本公式について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、合成関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
合成関数の微分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について予習
を行うこと
（標準学習時間30分）
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
三角関数の微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
逆三角関数の微分について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、指数関数と対数関数について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第8回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、平均値の定理と関数の増減について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
平均値の定理と関数の増減について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、ロピタルの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
ロピタルの定理について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、関数の凹凸について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
関数の凹凸について復習しておくこと
第14回の授業までにテキスト等により、テイラーの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解）
2.  関数の極限、連続関数、導関数について説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、導関数、微分、平均値の定理、ロピタルの定理、テイラー展開
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 本科目に引き続き、「数学Ⅱ」を履修するこ
とが望ましい。
使用しない
研究室：B3号館4階 中川研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

解析学Ⅰ【月2木2】（FTR07850）
Calculus I
山口尚宏（やまぐちたかひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。関数の極限について説明する。
関数の極限、連続関数について説明する。
導関数、微分の基本公式について解説する。
合成関数の微分について説明する。
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について説明する。
三角関数の微分について説明する。
逆三角関数の微分について説明する。
指数関数と対数関数の微分について説明する。
総合演習を行い、その後に解説する。
平均値の定理と関数の増減について説明する。
ロピタルの定理について説明する。
関数の凹凸について説明する。
テイラーの定理について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限について復習しておくこ
と（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により、関数の極限、連続関数について予習を行うこと（標準学習
時間30分）
関数の極限、 連続関数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、導関数、微分の基本公式について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
導関数、微分の基本公式について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、合成関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
合成関数の微分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について予習
を行うこと
（標準学習時間30分）
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
三角関数の微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の微分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
逆三角関数の微分について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、指数関数と対数関数について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第8回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、平均値の定理と関数の増減について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
平均値の定理と関数の増減について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、ロピタルの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
ロピタルの定理について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、関数の凹凸について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
関数の凹凸について復習しておくこと
第14回の授業までにテキスト等により、テイラーの定理について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解）
2.  関数の極限、連続関数、導関数について説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、導関数、微分、平均値の定理、ロピタルの定理、テイラー展開
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 本科目に引き続き、「数学Ⅱ」を履修するこ
とが望ましい。
使用しない
研究室：B3号館４階山口研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回

１１回

１２回

１３回

１４回
１５回

解析学Ⅰ(秋)【火4火5】（FTR07860）
Calculus I
荒木圭典（あらきけいすけ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
オリエンテーション、講義の進め方を説明する。関数の極限について説明する。
関数の極限、連続関数について説明する。
導関数、微分の基本公式について解説する。
合成関数の微分について説明する。
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について説明する。
三角関数の微分について説明する。
逆三角関数の微分について説明する。
指数関数と対数関数の微分について説明する。
総合演習を行い、その後に解説する。
平均値の定理と関数の増減について説明する。
ロピタルの定理について説明する。
関数の凹凸について説明する。
テイラーの定理について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめをする。
学修達成度確認試験を実施し、その後に解説する。

                                          準備学習
第1回の授業までに高校の数学で使用したテキスト等により、関数の極限について復習しておくこ
と（標準学習時間30分）
第2回の授業までにテキスト等により、関数の極限、連続関数について予習を行うこと（標準学習
時間30分）
関数の極限、 連続関数について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、導関数、微分の基本公式について予習を行うこと（標準学
習時間30分）
導関数、微分の基本公式について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、合成関数の微分について予習を行うこと（標準学習時間30
分）
合成関数の微分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について予習
を行うこと（標準学習時間30分）
逆関数の微分、 パラメータ表示の関数の微分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、三角関数の微分について予習を行うこと（標準学習時間60
分）
三角関数の微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、逆三角関数の微分について予習を行うこと（標準学習時間6
0分）
逆三角関数の微分について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、指数関数と対数関数について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
第1回から第8回の講義ノートの復習を行うこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、平均値の定理と関数の増減について予習を行うこと（標準
学習時間30分）
平均値の定理と関数の増減について復習しておくこと
第12回の授業までにテキスト等により、ロピタルの定理について予習を行うこと（標準学習時間60
分）
ロピタルの定理について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、関数の凹凸について予習を行うこと（標準学習時間60分）
関数の凹凸について復習しておくこと
第14回の授業までにテキスト等により、テイラーの定理について予習を行うこと（標準学習時間60
分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）



講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。１変数の微
分や積分を中心とした授業内容を理解できるようになることが目的である。（学習評価４領域の「
知識・理解」に強く関与する）
1. 初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）について説明ができる。（知識・理解）
2.  関数の極限、連続関数、導関数について説明ができる。（知識・理解）
3.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
4.  学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
5.  初等関数（多項式、べき乗多項式、三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数、およびそれ
らの合成関数）の導関数の計算ができる。（技能）
極限、連続、導関数、微分、平均値の定理、ロピタルの定理、テイラー展開
実施する
レポート 評価割合10%（達成目標3～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1、3～5を確認
）、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標2～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合
格とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8；公式集（モノグラフ）／矢野健太郎・春日正文／科学新興新社／978-489428163
9
高校で「数学 II」を履修していることが望ましい。 本科目に引き続き、「解析学Ⅱ」を履修する
ことが望ましい。
使用しない
・研究室：C3号館6階　荒木研究室
・オフィスアワーは mylog を参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

高校で学習した数学の基本的な内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回
１１回

１２回

解析学Ⅱ【月2木2】（FTR07900）
Calculus II
竹内渉（たけうちわたる）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
有理関数の不定積分について説明する。
三角関数の有理関数の積分について説明する。
変数分離形の微分方程式について説明する。
１階線形微分方程式について解説する。
２変数関数の極限と連続について説明する。
全微分と偏微分について説明する。
偏導関数の計算について説明する。
極大・極小について説明する。
第1回から第8回までに関する演習を行う。
第1回から第9回までの授業内容に関して総合演習を行い、その後に演習内容について解説する。
重積分の定義について説明する。
重積分と累次積分について説明する。
極座標による重積分の計算について説明する。
第11回～第13回に関する演習を行う。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
第1回の授業までにテキスト等により、１変数の積分について復習し、有理関数の不定積分につい
て予習しておくこと（標準学習時間30分）
有理関数の不定積分について復習しておくこと

第2回の授業までにテキスト等により、三角関数の有理関数について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
三角関数の有理関数について復習しておくこと

第3回の授業までにテキスト等により、変数分離形の微分方程式について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
変数分離形の微分方程式を復習しておくこと

第4回の授業までにテキスト等により、１階線形微分方程式について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
１階線形微分方程式について復習しておくこと

第5回の授業までにテキスト等により、２変数関数の極限と連続について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
２変数関数の極限と連続について復習しておくこと

第6回の授業までにテキスト等により、全微分と偏微分について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
全微分と偏微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、偏導関数の計算について予習しておくこと（標準学習時間6
0分）
偏導関数の計算について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、極大・極小について予習しておくこと（標準学習時間60分
）
第1回から第8回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第9回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、重積分の定義について予習しておくこと
（標準学習時間30分）
重積分の定義について復習しておくこと

第12回の授業までにテキスト等により、重積分と累次積分について予習しておくこと
（標準学習時間60分）



１３回

１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

重積分と累次積分について復習しておくこと

第13回の授業までにテキスト等により、極座標による重積分の計算について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第11回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。微分と積分
を理解し、計算できるようになること、また、１階微分方程式の解を計算できるようになることが
目的である。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 微分と積分の関係を説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 不定積分・定積分の計算ができる。（技能）
5. １階微分方程式の解を計算することができる。（技能）
２変数関数、偏微分、全微分、極大・極小、重積分、極座標変換、変数分離形、１階線形微分方程
式
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標2～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標1～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。
使用しない
・研究室：Ｂ３号館４階　竹内研究室
・オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業を真摯な態度で受講すること。また、欠席・遅刻・早退するとそれ以降の授業内容を理解で
きなくなるので、注意すること。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、教科書に未記載の部分はノートにしっかりと書き取るこ
と。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設ける。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力ができているかどうかをチェックする。
・授業は学習への意欲を持って臨むこと。授業中の質問は随時受け付けます。分からないことをそ
のままにしないこと。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・授業時間内で「総合演習」や「学修達成度確認試験」を実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
・演習、講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、
解答を発表してもらう場合があります。
・担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

「解析学Ｉ」の授業内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回

１３回

１４回

解析学Ⅱ【月2木2】（FTR07910）
Calculus II
濱谷義弘（はまやよしひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
不定積分とその基本性質を説明する。
置換積分について説明する。
部分積分について説明する。
有理関数の不定積分について説明する。
三角関数の有理関数の積分について説明する。
定積分について説明する。
定積分の計算について説明する。
積分の応用(面積・体積)について説明する。
積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について説明する。
第1回から第9回までの講義内容のまとめを行う。
総合演習とその解説をする。
変数分離形の微分方程式について説明する。
１階線形微分方程式について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめを行う。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
微分について復習をしておくこと
第1回の授業までにテキスト等により、不定積分とその基本性質について予習しておくこと
（標準学習時間30分）
不定積分とその基本性質について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、置換積分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
置換積分について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、部分積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
部分積分について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、有理関数の不定積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
有理関数の不定積分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、三角関数の有理関数の積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
三角関数の有理関数の積分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、定積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
定積分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、定積分の計算について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
定積分の計算について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、積分の応用(面積・体積)について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
積分の応用(面積・体積)について復習しておくこと
第9回の授業までにテキスト等により、積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について予習を行うこ
と
（標準学習時間60分）
第1回から第9回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第10回までの授業内容をよく理解しておくこと（標準学習時間180分）
第12回の授業までにテキスト等により、変数分離形の微分方程式について予習を行うこと（標準学
習時間30分）
変数分離形の微分方程式について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、１階線形微分方程式について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。微分と積分
を理解し、計算できるようになること、また、１階微分方程式の解を計算できるようになることが
目的である。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 微分と積分の関係を説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 不定積分・定積分の計算ができる。（技能）
5. １階微分方程式の解を計算することができる。（技能）
不定積分、定積分、広義積分、変数分離形、１階線形微分方程式、図形の面積・体積
実施する
レポート 評価割合10%（達成目標2～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標1～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
１変数の基礎的な微分を学習する「数学Ⅰ」を履修していることが望ましい。
使用しない
研究室　C9号館4階　大熊研究室　E-mail:ohkuma（アットマーク）ice.ous.ac.jp　
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回

１３回

１４回
１５回

解析学Ⅱ【月2木2】（FTR07920）
Calculus II
安田貴徳（やすだたかのり）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
不定積分とその基本性質を説明する。
置換積分について説明する。
部分積分について説明する。
有理関数の不定積分について説明する。
三角関数の有理関数の積分について説明する。
定積分について説明する。
定積分の計算について説明する。
積分の応用(面積・体積)について説明する。
積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について説明する。
第1回から第9回までの講義内容のまとめを行う。
総合演習とその解説をする。
変数分離形の微分方程式について説明する。
１階線形微分方程式について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめを行う。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
微分について復習をしておくこと
第1回の授業までにテキスト等により、不定積分とその基本性質について予習しておくこと（標準
学習時間30分）
不定積分とその基本性質について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、置換積分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
置換積分について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、部分積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
部分積分について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、有理関数の不定積分について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
有理関数の不定積分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、三角関数の有理関数の積分について予習を行うこと（標準
学習時間60分）
三角関数の有理関数の積分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、定積分について予習を行うこと（標準学習時間60分）
定積分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、定積分の計算について予習を行うこと（標準学習時間60分
）
定積分の計算について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、積分の応用(面積・体積)について予習を行うこと（標準学
習時間60分）
積分の応用(面積・体積)について復習しておくこと
第9回の授業までにテキスト等により、積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について予習を行うこ
と（標準学習時間60分）
第1回から第9回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第10回までの授業内容をよく理解しておくこと（標準学習時間180分）
第12回の授業までにテキスト等により、変数分離形の微分方程式について予習を行うこと（標準学
習時間30分）
変数分離形の微分方程式について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、１階線形微分方程式について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）



講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。微分と積分
を理解し、計算できるようになること、また、１階微分方程式の解を計算できるようになることが
目的である。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 微分と積分の関係を説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 不定積分・定積分の計算ができる。（技能）
5. １階微分方程式の解を計算することができる。（技能）
不定積分、定積分、広義積分、変数分離形、１階線形微分方程式、図形の面積・体積
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標2～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標1～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
１変数の基礎的な微分を学習する「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。
使用しない
研究室：B3号館３階　安田研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

「解析学Ｉ」の授業内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
１０回
１１回

１２回

解析学Ⅱ【月2木2】（FTR07930）
Calculus II
荒木圭典（あらきけいすけ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
有理関数の不定積分について説明する。
三角関数の有理関数の積分について説明する。
変数分離形の微分方程式について説明する。
１階線形微分方程式について解説する。
２変数関数の極限と連続について説明する。
全微分と偏微分について説明する。
偏導関数の計算について説明する。
極大・極小について説明する。
第1回から第8回までに関する演習を行う。
第1回から第9回までの授業内容に関して総合演習を行い、その後に演習内容について解説する。
重積分の定義について説明する。
重積分と累次積分について説明する。
極座標による重積分の計算について説明する。
第11回～第13回に関する演習を行う。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
第1回の授業までにテキスト等により、１変数の積分について復習し、有理関数の不定積分につい
て予習しておくこと（標準学習時間30分）
有理関数の不定積分について復習しておくこと

第2回の授業までにテキスト等により、三角関数の有理関数について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
三角関数の有理関数について復習しておくこと

第3回の授業までにテキスト等により、変数分離形の微分方程式について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
変数分離形の微分方程式を復習しておくこと

第4回の授業までにテキスト等により、１階線形微分方程式について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
１階線形微分方程式について復習しておくこと

第5回の授業までにテキスト等により、２変数関数の極限と連続について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
２変数関数の極限と連続について復習しておくこと

第6回の授業までにテキスト等により、全微分と偏微分について予習しておくこと
（標準学習時間60分）
全微分と偏微分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、偏導関数の計算について予習しておくこと（標準学習時間6
0分）
偏導関数の計算について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、極大・極小について予習しておくこと（標準学習時間60分
）
第1回から第8回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第9回までの授業内容をよく理解し、整理しておくこと（標準学習時間180分）
第11回の授業までにテキスト等により、重積分の定義について予習しておくこと
（標準学習時間30分）
重積分の定義について復習しておくこと

第12回の授業までにテキスト等により、重積分と累次積分について予習しておくこと
（標準学習時間60分）



１３回

１４回
１５回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

重積分と累次積分について復習しておくこと

第13回の授業までにテキスト等により、極座標による重積分の計算について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
第11回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。微分と積分
を理解し、計算できるようになること、また、１階微分方程式の解を計算できるようになることが
目的である。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 微分と積分の関係を説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 不定積分・定積分の計算ができる。（技能）
5. １階微分方程式の解を計算することができる。（技能）
２変数関数、偏微分、全微分、極大・極小、重積分、極座標変換、変数分離形、１階線形微分方程
式
実施する
レポート 評価割合10%（達成目標2～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標1～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
公式集（モノグラフ）／矢野健太郎・春日正文／科学新興新社／978-4894281639
「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。
使用しない
・研究室：C3号館6階　荒木研究室
・オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業を真摯な態度で受講すること。また、欠席・遅刻・早退するとそれ以降の授業内容を理解で
きなくなるので、注意すること。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、教科書に未記載の部分はノートにしっかりと書き取るこ
と。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設ける。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力ができているかどうかをチェックする。
・授業は学習への意欲を持って臨むこと。授業中の質問は随時受け付けます。分からないことをそ
のままにしないこと。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・授業時間内で「総合演習」や「学修達成度確認試験」を実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
・演習、講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、
解答を発表してもらう場合があります。
・担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

「解析学Ｉ」の授業内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回

１３回

１４回

解析学Ⅱ【月2木2】（FTR07940）
Calculus II
中川重和（なかがわしげかず）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
不定積分とその基本性質を説明する。
置換積分について説明する。
部分積分について説明する。
有理関数の不定積分について説明する。
三角関数の有理関数の積分について説明する。
定積分について説明する。
定積分の計算について説明する。
積分の応用(面積・体積)について説明する。
積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について説明する。
第1回から第9回までの講義内容のまとめを行う。
総合演習とその解説をする。
変数分離形の微分方程式について説明する。
１階線形微分方程式について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめを行う。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
微分について復習をしておくこと
第1回の授業までにテキスト等により、不定積分とその基本性質について予習しておくこと
（標準学習時間30分）
不定積分とその基本性質について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、置換積分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
置換積分について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、部分積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
部分積分について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、有理関数の不定積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
有理関数の不定積分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、三角関数の有理関数の積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
三角関数の有理関数の積分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、定積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
定積分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、定積分の計算について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
定積分の計算について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、積分の応用(面積・体積)について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
積分の応用(面積・体積)について復習しておくこと
第9回の授業までにテキスト等により、積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について予習を行うこ
と
（標準学習時間60分）
第1回から第9回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第10回までの授業内容をよく理解しておくこと（標準学習時間180分）
第12回の授業までにテキスト等により、変数分離形の微分方程式について予習を行うこと（標準学
習時間30分）
変数分離形の微分方程式について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、１階線形微分方程式について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。微分と積分
を理解し、計算できるようになること、また、１階微分方程式の解を計算できるようになることが
目的である。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 微分と積分の関係を説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 不定積分・定積分の計算ができる。（技能）
5. １階微分方程式の解を計算することができる。（技能）
不定積分、定積分、広義積分、変数分離形、１階線形微分方程式、図形の面積・体積
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標2～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標1～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
１変数の基礎的な微分を学習する「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。
使用しない
研究室：B3号館4階 中川研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

「解析学Ｉ」の授業内容を復習することを望む。 



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回

１３回

１４回

解析学Ⅱ【月2木2】（FTR07950）
Calculus II
山口尚宏（やまぐちたかひろ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
不定積分とその基本性質を説明する。
置換積分について説明する。
部分積分について説明する。
有理関数の不定積分について説明する。
三角関数の有理関数の積分について説明する。
定積分について説明する。
定積分の計算について説明する。
積分の応用(面積・体積)について説明する。
積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について説明する。
第1回から第9回までの講義内容のまとめを行う。
総合演習とその解説をする。
変数分離形の微分方程式について説明する。
１階線形微分方程式について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめを行う。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
微分について復習をしておくこと
第1回の授業までにテキスト等により、不定積分とその基本性質について予習しておくこと
（標準学習時間30分）
不定積分とその基本性質について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、置換積分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
置換積分について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、部分積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
部分積分について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、有理関数の不定積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
有理関数の不定積分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、三角関数の有理関数の積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
三角関数の有理関数の積分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、定積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
定積分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、定積分の計算について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
定積分の計算について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、積分の応用(面積・体積)について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
積分の応用(面積・体積)について復習しておくこと
第9回の授業までにテキスト等により、積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について予習を行うこ
と
（標準学習時間60分）
第1回から第9回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第10回までの授業内容をよく理解しておくこと（標準学習時間180分）
第12回の授業までにテキスト等により、変数分離形の微分方程式について予習を行うこと（標準学
習時間30分）
変数分離形の微分方程式について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、１階線形微分方程式について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）



１５回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。微分と積分
を理解し、計算できるようになること、また、１階微分方程式の解を計算できるようになることが
目的である。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 微分と積分の関係を説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 不定積分・定積分の計算ができる。（技能）
5. １階微分方程式の解を計算することができる。（技能）
不定積分、定積分、広義積分、変数分離形、１階線形微分方程式、図形の面積・体積
実施しない
レポート 評価割合10%（達成目標2～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標1～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8
１変数の基礎的な微分を学習する「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。
使用しない
研究室：B3号館4階　山口研究室
オフィスアワーはmylogを参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回

１３回

１４回
１５回

解析学Ⅱ(秋)【火4火5】（FTR07960）
Calculus II
荒木圭典（あらきけいすけ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
不定積分とその基本性質を説明する。
置換積分について説明する。
部分積分について説明する。
有理関数の不定積分について説明する。
三角関数の有理関数の積分について説明する。
定積分について説明する。
定積分の計算について説明する。
積分の応用(面積・体積)について説明する。
積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について説明する。
第1回から第9回までの講義内容のまとめを行う。
総合演習とその解説をする。
変数分離形の微分方程式について説明する。
１階線形微分方程式について説明する。
第1回から第14回までの講義内容のまとめを行う。
学修達成度確認試験を実施し、解説をおこなう。

                                          準備学習
微分について復習をしておくこと
第1回の授業までにテキスト等により、不定積分とその基本性質について予習しておくこと（標準
学習時間30分）
不定積分とその基本性質について復習しておくこと
第2回の授業までにテキスト等により、置換積分について予習を行うこと
（標準学習時間30分）
置換積分について復習しておくこと
第3回の授業までにテキスト等により、部分積分について予習を行うこと
（標準学習時間60分）
部分積分について復習しておくこと
第4回の授業までにテキスト等により、有理関数の不定積分について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
有理関数の不定積分について復習しておくこと
第5回の授業までにテキスト等により、三角関数の有理関数の積分について予習を行うこと（標準
学習時間60分）
三角関数の有理関数の積分について復習しておくこと
第6回の授業までにテキスト等により、定積分について予習を行うこと（標準学習時間60分）
定積分について復習しておくこと
第7回の授業までにテキスト等により、定積分の計算について予習を行うこと（標準学習時間60分
）
定積分の計算について復習しておくこと
第8回の授業までにテキスト等により、積分の応用(面積・体積)について予習を行うこと（標準学
習時間60分）
積分の応用(面積・体積)について復習しておくこと
第9回の授業までにテキスト等により、積分の応用(曲線の長さ)，広義積分について予習を行うこ
と（標準学習時間60分）
第1回から第9回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第10回までの授業内容をよく理解しておくこと（標準学習時間180分）
第12回の授業までにテキスト等により、変数分離形の微分方程式について予習を行うこと（標準学
習時間30分）
変数分離形の微分方程式について復習しておくこと
第13回の授業までにテキスト等により、１階線形微分方程式について予習を行うこと（標準学習時
間60分）
第1回から第13回までの講義のノートの復習を行なうこと（標準学習時間120分）
第1回から第14回までの内容をよく理解し整理しておくこと（標準学習時間180分）



講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

微分積分学は、理工系学生にとって専門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。微分と積分
を理解し、計算できるようになること、また、１階微分方程式の解を計算できるようになることが
目的である。（学習評価４領域の「知識・理解」、「技能」に強く関与する）
1. 微分と積分の関係を説明できる。（知識・理解）
2. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、数式を用いて解答することができる。（思考・
判断・表現）
3. 学習過程で生じる数学的課題や疑問に対して、適用可能な数学的定理や公式を自ら選択するこ
とができる。（思考・判断・表現、関心・意欲・態度）
4. 不定積分・定積分の計算ができる。（技能）
5. １階微分方程式の解を計算することができる。（技能）
不定積分、定積分、広義積分、変数分離形、１階線形微分方程式、図形の面積・体積
実施する
レポート 評価割合10%（達成目標2～5を確認）、総合演習　評価割合30%（達成目標1～5を確認）
、学修達成度確認試験　評価割合60%（達成目標1～5を確認）により評価し、総計が60%以上を合格
とする。
専門基礎科目　微分積分／中川重和・荒木圭典・安田貴徳・大熊一正・濱谷義弘／培風館／ISBN97
8-4-563-01216-8；公式集（モノグラフ）／矢野健太郎・春日正文／科学新興新社／978-489428163
9
１変数の基礎的な微分を学習する「解析学Ｉ」を履修していることが望ましい。
使用しない
・研究室：C3号館6階　荒木研究室
・オフィスアワーは mylog を参照してください。
・授業は基本的に板書形式で進めるので、ノートをしっかりと取ること。
・講義だけでなく演習を重視し、授業中に演習時間を十分設けます。
・何度かレポートを課し、自分で考え、問題解決の努力が出来ているかどうかをチェックします。
・授業は学習への意欲を持って臨んでください。授業中の質問は随時受け付けます。分からないこ
とをそのままにしないようにしてください。
・学力多様化度調査の結果等を元に受講クラスを決めるので、チューターの指示にしたがうこと。
・演習
　講義の説明や例題などから理解した解答方法を適用して、演習問題を解きます。演習後、解答を
発表してもらう場合があります。
　担当教員の解説を聞き、自分のやり方が正しかったかどうかを判断し、理解を深めます。
・課題・レポートの提出後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo campusに掲載する。
・総合演習、学修達成度確認試験を行った後、解答の解説を行うか、あるいは模範解答をMomo cam
pusに掲載する。
・本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提
供しますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

「解析学Ｉ」の授業内容を復習することを望む。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回
４回

５回
６回

７回
８回
９回
１０回

１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

線形代数【火2金2】（FTR08000）
Linear Algebra
松下尚史（まつしたひさし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
2次元ベクトルおよび3次元ベクトルの表記法、ベクトルのスカラー積（内積）の演算方法とスカラ
ー積の物理的意味を修得する。
ベクトルのベクトル積（外積）の演算方法とベクトル積の物理的意味、ベクトルの1次独立（線形
独立）と1次従属（線形従属）の判別方法を修得する。
行列（matrix）の和・差、実数倍、積の演算方法を修得する。
逆行列の定義、2次の正則行列に対する逆行列の求め方、行列によるベクトルの変換方法を修得す
る。
掃き出し法（ガウス・ジョルダンの消去法）を用いた連立方程式の解の求め方を修得する。
行列のランク（階数：rank）の求め方と意味、3次の正則行列に対する逆行列の求め方を修得する
。
行列式の定義と行列式の性質を修得する。
余因子行列を用いた逆行列の求め方を修得する。
クラメルの公式を用いた連立方程式の解の求め方を修得する。
固有値・固有ベクトルの定義、固有値・固有ベクトルの求め方、固有値・固有ベクトルの意味を修
得する。
行列の対角化の方法を修得する。
行列の対角化の応用（連立微分方程式を解く、漸化式を解く）を考察する。
ベクトル空間（線形空間）と部分空間の概念を修得する。
線形写像と線形変換の概念を修得する。
直交変換の概念と対称行列を対角化する方法を修得する。

                                          準備学習
教科書のp.1～p.10の内容を理解し、練習問題をすべて解き、スカラー積の演算方法を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.10～p.20の内容を理解し、練習問題をすべて解き、ベクトル積の演算方法を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.21～p.30の内容を理解し、練習問題をすべて解き、行列（matrix）の積の演算方法を説
明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.30～p.44の内容を理解し、練習問題をすべて解き、逆行列の定義および2次の正則行列
に対する逆行列の求め方を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.45～p.51の内容を理解し、練習問題をすべて解き、掃き出し法（ガウス・ジョルダンの
消去法）を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.51～p.57の内容を理解し、練習問題をすべて解き、行列のランク（階数：rank）の意味
と3次の正則行列に対する逆行列の求め方を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）
。
教科書のp.58～p.69の内容を理解し、練習問題をすべて解き、行列式の求め方を説明できるように
しておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.69～p.79の内容を理解し、練習問題をすべて解き、余因子行列を用いた逆行列の求め方
を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.80～p.92の内容を理解し、練習問題をすべて解き、クラメルの公式を説明できるように
しておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.93～p.100の内容を理解し、練習問題をすべて解き、固有値・固有ベクトルの定義と求
め方を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.100～p.107の内容を理解し、練習問題をすべて解き、行列の対角化の方法を説明できる
ようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.93～p.107の内容および配布資料の内容を理解し、練習問題をすべて解いておくこと（
標準学習時間180分）。
教科書のp.108～p.116の内容を理解し、練習問題をすべて解き、シュミットの正規直交化の方法を
説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.116～p.124の内容を理解し、練習問題をすべて解き、線形写像と線形変換の概念を説明
できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書のp.124～p.132の内容を理解し、練習問題をすべて解き、対称行列を対角化する方法を説明
できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。



講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目

参考書

連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

コンピュータの発達によって「線形代数」はより身近な存在となり、「微分積分」と同様に、工学
分野における重要な基礎科目となっている。 本講義では、定義・定理・例題・演習のパターンで
学修することにより、線形代数の数学的な構造を理解することを目的とする（知能機械工学科の学
位授与方針項目Aに強く関与している）。
1）逆行列を求められること（A）
2）連立方程式の解を求められること（A）
3）行列の固有値および固有ベクトルを求められること（A）
4）行列を対角行列に変換できること（A）
5）固有値および固有ベクトルの工学的な意味を説明できること（A）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
スカラー積（内積）、ベクトル積（外積）、行列の階数、行列式、正則行列、逆行列、行列の基本
変形、掃き出し法（ガウス・ジョルダンの消去法）、クラメルの公式、線形写像、直交変換、固有
値と固有ベクトル、行列の対角化
実施しない
準備学習を評価する確認試験30%（達成目標1～4を評価）、講義内容の理解度を評価する課題40%（
達成目標1～4を評価）、総合的な思考力を評価する課題30%（達成目標1～5を評価）により成績を
評価し、総計で60%以上を合格とする。
線形代数と幾何／林義実／森北出版株式会社／ISBN978-4-627-09961-5
固有値・固有ベクトルは応用数学Ⅰ（2年次春1期）、機械力学（2年次秋2期）、ロボットダイナミ
クス（3年次春1期）で必要となる。
線形写像・線形変換はロボット運動学（2年次秋2期）で必要となる。
逆行列・クラメルの公式はあらゆる専門科目で必要となる。
工学系数学テキストシリーズ線形代数／上野健爾監修・工学系数学教材研究所編／森北出版株式会
社／ISBN978-4-627-05731-9
研究室の場所（C3号館3階松下研究室）
オフィスアワー：火曜日3時限
電子メールアドレス：hisashi@are.ous.ac.jp
電話番号（研究室）：086-256-9503 
準備学習に対する「確認試験」を講義の最初に（約15分）実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
グループ学習により授業を行うので、毎回準備学習をしたうえで出席して、真摯に授業に取り組む
こと。遅刻してグループに迷惑をかけることが重なると欠席扱いとすることがあるので十分注意す
ること。
自己都合によらない欠席以外で提出課題の事後の提出は認めない。 
グループワーク、ライティング
教科書の重要な項目について、グループディスカッションを行い、グループごとに意見を発表する
。
授業の最後に学習のまとめとして学んだ内容や疑問に思ったことを記入する。 
確認試験については、講義中に要点を解説する。
提出課題については、次の講義時に返却し、要点を解説する。 
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので
、事前に相談してください。
配布資料や録画データなどは他者への再配布（インターネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。 

講義で取り上げなかった教科書の例題や問題は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいた
い。 



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回

１１回
１２回

１３回

１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回

情報リテラシー【火1金1】（FTR08100）
Information Literacy
荒木圭典（あらきけいすけ）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
OUS-IDを配布し、実習室のコンピュータ操作の基礎、ポータルサイトの利用法等についての解説と
操作の実習を行う。
コンピュータの基本構成である「５大装置」と基本的なハードウェアの名称と配置について解説す
る。ワープロソフトの利用法について操作実習を行う。
コンピュータでの情報の表現法について解説する。スプレッドシートの操作法について実習を行う
。
ソフトウェアの階層構造について解説する。スプレッドシートを利用したグラフの作成法について
実習を行う。
ファイルとは何かについて解説する。スプレッドシートを利用したグラフの整形法について実習を
行う。
ネットワーク機器、インターネット関連の基礎的な用語を解説する。スプレッドシートを用いた総
和の計算などの実習を行う。
コンピュータの基礎知識(第1回～第6回)の内容について総合演習を実施し、解説を行う。
Σ(シグマ, 総和記号), 平均について解説する。平均値を計算するなどスプレッドシートを用いた
計算の方法について実習を行う。
平均、分散、標準偏差の定義と意味について解説する。スプレッドシートを利用した計算の実習を
行う。
度数分布表、ヒストグラムについて解説する。スプレッドシートを用いてヒストグラムの作成を実
習する。
散布図について解説する。スプレッドシートを用いて散布図の作成を実習する。
共分散、相関係数について解説する。スプレッドシートを利用した共分散・相関係数の計算の実習
を行う。
線形回帰直線について解説する。線形回帰直線の係数をスプレッドシートを用いて求める実習を行
う。
データの処理(第8回～第13回)の内容について総合演習を実施を実施し、解説を行う。
第7回, 第14回で行った総合演習の解説をする。これまでに学修した項目の復習の演習を行う。
最終評価試験を実施する

                                          準備学習
OUS-IDに関連した書類を配布するので、授業終了後によく熟読、復習しておくこと（120分。以下
、カッコ内の時間は標準学習時間を示す）
次の語をインターネット等で調べておくこと：CPU, プロセッサ, メモリ, マザーボード, 制御装
置, 演算装置, 記憶装置, 入力装置, 出力装置.（120分）
次の語をインターネット等で調べておくこと：ビット(bit), GND, トランジスタ, バイト(byte), 
半角文字, 全角文字, マルチバイト文字, 2進法, 16進法.（120分）
次の語をインターネット等で調べておくこと：基本ソフトウェア、オペレーティングシステム(OS)
, BIOS, ミドルウェア, アプリケーション・ソフトウェア, アプリケーション・プログラミング・
インターフェース(API), デバイス・ドライバ.（120分）
Excelのグラフの軸のタイトルの書き方、枠線の描き方についてインターネット等で調べておくこ
と.（120分）
次の語をインターネット等で調べておくこと：LAN, WAN, NIC, モデム, ONU, スイッチングハブ, 
ルータ, IPアドレス(Ipv4), DHCP, WWW, ウェブページ, HTTP, URL, HTML, ウェブブラウザ.（120
分）
コンピュータの基礎知識(第1回～第6回)で解説した内容について復習をしておくこと.（120分）
総和の記号であるΣについて次の項目を調べること：項(term(s)), 添字(index/indices).（120分
）
平均、分散、標準偏差の定義について『モノグラフ公式集』p.284-285で調べておくこと。（120分
）
度数分布表、ヒストグラムについて『モノグラフ公式集』p.283で調べておくこと。（120分）
散布図について『モノグラフ公式集』p.288で調べておくこと。（120分）
相関係数について『モノグラフ公式集』p.288で調べておくこと。（120分）
次の語をインターネット等で調べておくこと：線形回帰直線, 最小二乗法.（120分）
データの処理(第8回～第13回)で解説した内容について復習をしておくこと.（120分）



１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

これまでの授業内容の復習をしておくこと。（120分）
今学期の学習内容を十分に復習しておくこと（120分）

工学を目指す者にとって、コンピュータの操作方法を理解し、その操作に習熟することは不可欠で
ある。本講義では、コンピュータの基礎的な操作方法と代表的なアプリケーションプログラムの使
用方法について習得する。また講義の後半では統計の基礎用語を学習し、コンピュータを用いたデ
ータ処理を習得する。（知能機械工学科学位授与の方針Aにもっとも強く関与する。）
コンピューターの基本操作に習熟する(A)。コンピュータ、ネットワーク技術の基礎用語を説明で
きる(A)。統計の基礎的な計算や処理（平均、分散、標準偏差、度数分布表、ヒストグラム、散布
図、共分散、相関係数）ができる(A)。Word, Excelを用いてレポート、グラフを作成できる。Exce
lを用いて簡単な統計計算ができる(A)。 ※()内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応す
る項目を示す
コンピュータリテラシー、ネットワーク技術、Word, Excel, 統計処理
実施する
毎回の演習課題(50%), 総合演習(30%), 最終評価試験(20%)

公式集（モノグラフ）／矢野健太郎・春日正文／科学新興新社／978-4894281639；毎回、講義資料
を電子メールで配布する；
コンピュータリテラシー, プログラミング演習, 数値計算法
講義において指示する
・研究室：C3号館6階　荒木研究室 ・オフィスアワーは mylog を参照してください。
本講義ではパワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞
き逃さないこと。パソコンを用いたプログラミング演習も実施する。毎回、文法事項に関する小テ
ストを実施し、次の回に解説を行う。自己都合によらない欠席以外で毎回の小テストの事後の受験
は認めない。
本講義ではパワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示しているので、講義中は内容を聞
き逃さないこと。パソコンを用いた演習も実施する。
演習課題への取り組みにおいて、学生間のディスカッションを許可します

毎回の小テストの解説を次回に行う。演習課題はOKが出るまでやり直す。最終評価試験は毎回の小
テストの中から選択して出すので、解説はしない。
本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。

講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。講義資料は電子メールで配布するので、パ
スワード等の管理には気をつけること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回

１２回

１３回
１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

キーワード

コンピュータリテラシー【月2水2】（FTR08200）
Computer Literacy
山田訓（やまださとし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
文書中の表の作成方法について解説し、演習を行う。
文書中の図の作成方法について解説し、演習を行う。
表・図を含んだ文書の作成方法について、解説し、演習を行う。
有効数字、不確かさについて解説し、演習を行う。
不確かさの伝搬の計算の演習を行う。
標準不確かさ、公算誤差について解説し、演習を行う。
標準不確かさの計算の演習を行う。
図の作成と不確かさの処理方法(第２回～第7回)の内容についての総合演習を実施し、解説を行う
。
Ｃを用いたプログラムの作成についての解説をし、gccを用いたＣプログラムのコンパイルの方法
について演習を行う。
Ｃソースコード中の図形文字の役割について解説し、演習を行う。
Ｃのソースでの等号の役割とＣＰＵ、メモリの関係について解説し、演習を行う。
Ｃの整数型の四則演算とメモリ上の数の表現について解説し、演習を行う。
Ｃの制御構造 if, for について解説し、演習を行う。
Cプログラミング(第9回～第13回)の内容についての総合演習を実施し、解説を行う。
第８回, 第14回で行った総合演習の解説をする。これまでに学修した項目の復習の演習を行う。
最終評価試験を実施し、フィードバックとして模範解答を研究室廊下に掲示する。

                                          準備学習
Word, Excelでのフォントの変更方法。Excelでの表の枠線の作成方法について調べておくこと。（
予習９０分）
Excelでの図の作成方法について、情報リテラシーの資料を復習しておくこと。（復習９０分）
第１回、第２回の資料で、表や図の作成法を復習すること（復習１２０分）
計量の専門用語である「不確かさ」について調べておくこと。（予習９０分）
微分の公式について調べておくこと。（復習９０分）
正規分布関数について調べておくこと。（予習９０分）
第6回までの資料を復習しておくこと。（復習１２０分）
第7回までの資料を復習しておくこと。（復習１６０分）
コンパイラ、リンカ、ソースコード、Ｃ言語とは何かについて調べておくこと。（予習６０分）
次の図形文字の名称を調べてくること（）｛｝；（予習６０分）
コンピュータの５大装置について「情報リテラシー」の講義の資料を復習しておくこと。（予習９
０分）
character, integer, floating point number, double precision の語の意味を調べておくこと。
（予習９０分）
プログラムを作成するので、等差数列の和の公式を復習しておくこと。（復習９０分）
第9回～第13回の授業内容を復習しておくこと。（復習１６０分）
これまでの授業内容の復習をしておくこと。（復習１２０分）
１回から１５回までの内容をよく理解し整理しておくこと。（復習１６０分）

講義の前半では文書の作成方法とデータ処理方法の数学的基礎とそのExcelによるデータ処理を学
習する。講義の後半ではＣ言語によるプログラミングを通じてコンピュータの動作について学習す
る。学習項目は測定値、有効数字、不確かさ、誤差の伝搬、標本平均、標本標準偏差、標本標準誤
差、Ｃ言語で用いる基礎的な語の意味、コンパイラの用法、Ｃソースにおける図形文字の役割、等
号とコンピュータの動作、演算と数の表現の関係、繰り返しの基礎。（知能機械工学科の学位授与
方針項目Aにもっとも強く関与する。）
１）Excel, PowerPoint, Wordを用いて資料を作成できる（A）
２）有効数字を求めることができる（A)
３）間接計測の場合の計測値と不確かさを計算できる（A)
４）コンピュータの基本操作ができる（A）
５）コンピュータやプログラミングの基礎用語を説明できる。（A)
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す
コンピュータリテラシー、実験、不確かさ、統計処理、有効数字、Ｃ言語、プログラミング



試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目
参考書

連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

実施する
毎回の演習課題５０％(達成目標１－４を評価), 総合演習２０％(達成目標１－４を評価), 最終評
価試験３０％(達成目標２、３、５を評価)により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする。
講義で資料を配布する
情報リテラシー, プログラミング演習, 数値計算法
平岡, 堀, 『プログラミングのための確率統計』　オーム社。筧　捷彦　監修、後藤　良和　著、
高田　大二　著、佐久間　修一　著 『初級Ｃ言語　やさしいＣ』　実教出版。
山田訓 研究室：C3号館５階山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp　086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
講義資料は講義開始時に配布する
資料作成、有効数字の計算、プログラミングの演習を行う。

演習課題に対する指導をTA・SAで行ってフィードバックすると共に、不十分な提出課題は問題点を
指摘して再提出させることでフィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務：企業の研究所での研究開発の経験を活かして、会社
でのコンピュータやプログラミングの重要性について講義する。
講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用する。パソコンを用いたプログラミング演習を実
施する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回

２回

３回

４回

５回
６回

７回

８回

９回

１０回
１１回

１２回

１３回
１４回

１５回

１６回

講義目的

ディジタル電子回路【火3金2】（FTR08300）
Digital Electronic Circuits
赤木徹也（あかぎてつや）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
講義内容に関してオリエンテーションを行うとともに，電気回路の基礎について解説する．
ディジタル回路を理解するための基礎となる記数法について解説する．
リレーシーケンス回路の基礎について解説する．
リレーシーケンス回路の応用について解説する．
リレーシーケンス回路の演習問題を実施し，その解法について解説する．
基本的な論理ゲートAND・OR・NOT回路について解説する．
NAND回路およびNOR回路のについて解説する．
ブール代数（論理式の公式による解法）について解説する．
カルノー図（論理式の図的な解法）について解説する．
回路形式の変換について演習を行いその解法について解説する．
DCモータと電磁弁駆動回路について解説する．
フリップフロップの動作と使い方について解説する．
順序回路の設計手順について解説する．
非同期式カウンタの動作と設計方法について解説する．
同期式カウンタおよびレジスタの動作と設計方法について解説する．
最終評価試験もしくは追加評価試験を実施し，その解答を解説する．

                                          準備学習
シラバスを事前に読んで講義内容について教科書もしくはインターネットを使って調べて，予習し
ておくこと．（予習240分）
電気回路の基礎について復習しておくこと．（復習120分）2進数，16進数の表記法について事前に
調べ予習しておくこと．（予習120分）
2進数，16進数の表記法について復習しておくこと．（復習120分）リレーの構造について事前に調
べ予習しておくこと．（予習120分）
リレーを使った論理回路について復習しておくこと．（復習120分）リレーを用いた自己保持回路
，新入力優先回路などについて事前に調べ予習しておくこと．（予習120分）
1～4回目の講義内容について復習しておくこと．（復習240分）
リレーシーケンス回路の演習問題について復習しておくこと（復習120分）基本論理素子の回路記
号（AND・OR・NOT）と使い方を事前に調べて予習しておくこと．（予習120分）
基本論理素子AND・OR・NOTに関して復習しておくこと．（復習120分）NANDの「意味」と「使い方
」を調べておくこと． また，NORの「意味」と「使い方」を事前に調べて予習しておくこと．（予
習120分）
NAND回路およびNOR回路のについて講義で行った演習問題を復習しておくこと．（復習120分）ブー
ル代数（論理式の公式による解法）について事前に調べ予習しておくこと．（予習120分）
ブール代数について復習しておくこと．（復習120分）カルノー図（論理式の図的な解法）につい
て事前に調べ予習しておくこと．（予習120分）
1～9回目の講義内容について復習しておくこと．（復習240分）
前回の演習問題に関して復習しておくこと．（復習120分）Hブリッジ回路について事前に調べ予習
しておくこと．（予習120分）
DCモータと電磁弁駆動回路について復習しておくこと．（復習120分）フリップフロップの種類と
機能について事前に調べ予習しておくこと．（予習120分）
フリップフロップの動作を理解し，説明できるよう復習しておくこと．（復習240分）
順序回路の動作と設計手順を復習しておくこと．（復習120分）非同期カウンタについて事前に調
べて予習をしておくこと．（予習120分）
非同期式カウンタの動作と設計方法を復習しておくこと．（復習120分）同期式カカウンタについ
て事前に調べ予習しておくこと．（予習120分）
1～15回目の講義内容について復習しておくこと．（復習240分）

現在のロボットやメカトロニクス機器は，高�で複雑な動作を実現するためにコンピュータを用い
て電子制御されている．電子回路の実際的な設計や製作においては，目的とする回路機能を実現す
るために，デバイスの機能と特性を知り，効果的に活用する手法を習得しておくことが大切である
．本講義では企業で一般的に使用されているリレー回路によるシーケンス回路や無接点シーケンス
回路である論理素子回路設計に役�つブール代数とブール関数，組み合わせ回路，カルノー図によ



達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

る回路設計，カウンタなどコンピュータの構成回路について学習する．

（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与する．）
①リレーシーケンス回�について�解できること．
②��式と真�値表の変換ができること．
③��式の簡単化ができること．
④AND，OR，NAND，NORの機能を�解し，組み合わせ回�を設計することができること．
⑤フリップフロップの機能と動作原�を�解し，順序回�を設計することができること．
⑥カウンタの動作を�解し，回�を設計することができること．
（A）

＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す．
リレーシーケンス，ブール代数，論理式，真理値表，カルノー図，AND，OR，NAND，NOR，フリップ
フロップ，同期式カウンタ，非同期式カウンタ，レジスタ，演算回路
実施する
演習課題や講義中の試験および最終評価試験を通じて以下の内容に対して評価し，総計で６０％以
上を合格とする． 
①リレーシーケンス回路について理解できること．（２０％） 
②論理式と真理値表の変換ができること．（１０％） 
③論理式の簡単化ができること．（２０％） 
④AND，OR，NAND，NORの機能を理解し，組み合わせ回路を設計することができること．（２０％）
 
⑤フリップフロップの機能と動作原理を理解し，順序回路を設計することができること．（１０％
） 
⑥カウンタの動作を理解し，回路を設計することができること．（２０％） 
以上①～⑥の項目は中間試験や最終評価試験で各項目の能力を問う問題を課すことで、その正解率
が60％以上であれば合格とする。
また、講義中に行う抜き打ちでストでも学生の達成目標を評価し、前述の試験の平均点か抜き打ち
テストの平均点の高い方を評価とする。
新版 メカトロニクスのための電子回路基礎／西堀賢司著／コロナ社／ISBN：978-4-339-04408-9
電磁気学，アナログ電子回�，機械創造工学Ⅱ，センサ工学，アクチュエータ機構学，アミューズ
メントコントローラ
ディジタル回路の基礎／角山正博・中島繁雄共著／森北出版／ISBN：978-4-627-79201-2
C3号館(旧第20号館)5階，赤木研究室
遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験の受験資格など厳正に取り扱う．
講義中に論理回路の簡略化などの演習において，2名以上で協議して行うなど，一部アクティブラ
ーニングを行っている．
各評価試験に関して，当日もしくは次回の講義で解説を行う．また最終講義日に追加評価試験を行
う対象者に関しては模範解答を配布する．
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。演習で行うグループワーク等を状況に
より一人で行うことで対応する．講義内容をビデオもしくは録音するなど，事後学習が可能なメデ
ィアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）ロボットコンテストの指導の際に，ロボットを駆動する駆動回路を組み込みコントローラ（デ
ジタルシグナルプロセッサ）へ接続する回路の設計や製作を行った実務経験がこの講義に活かせる
．
講義では関数電卓を持ってくること．また，コンピュータリテラシーを受講していることが望まし
い． 試験は講義中に行う試験と最終評価試験期間中に行う試験があり，上記の成績評価項目に関
してチェックする．
なお、講義の中で行う評価試験や最終評価試験の解説は次回の講義もしくは試験終了後に模範解答
を配布することで行う



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回

３回

４回
５回

６回

７回

８回
９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回
１６回

講義目的

達成目標

アナログ電子回路【水2金4】（FTR08400）
Analogue Electronic Circuits
久野弘明（くのひろあき）
２年
2.0
講義

                                        授業内容
基礎回路素子の電源、受動素子（抵抗、インダクタ、キャパシタ）、能動素子（ダイオード、バイ
ポーラトランジスタ、FET）について学び、その基礎的な考え方を習得する。
オームの法則の分圧について学び、その基礎的な考え方を習得する。
オームの法則の分流について学び、その基礎的な考え方を習得する。
オームの法則について演習問題を行う。
キルヒホッフの法則の電圧則について学び、その基礎的な考え方を習得する。
キルヒホッフの法則の電流則について学び、その基礎的な考え方を習得する。
重ね合わせの理の電圧源について学び、その基礎的な考え方を習得する。
これまでの講義内容について総合的な解説を行い、総合演習を行う。
重ね合わせの理の電流源について学び、その基礎的な考え方を習得する。
テブナンの定理とノートンの定理について学び、その基礎的な考え方を習得する。
ダイオードの概要と特性について学び、その基礎的な考え方を習得する。
トランジスタの概要について学び、その基礎的な考え方を習得する。
トランジスタの静特性について学び、その基礎的な考え方を習得する。
トランジスタのパラメータについて学び、その基礎的な考え方を習得する。
最終評価試験を実施する。
最終評価試験の模範解答を示し、解説してフィードバックする講義を行う。

                                          準備学習
基礎回路素子について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
オームの法則の分圧について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復
習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
オームの法則の分流について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復
習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
オームの法則の例題を復習しておくこと（標準学習時間60分）。
キルヒホッフの法則の電圧則について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義
内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
キルヒホッフの法則の電流則について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義
内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
重ね合わせの理の電圧源について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容
を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
重ね合わせの理の電流源について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容
を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
テブナンの定理・ノートンの定理について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の
講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
ダイオードの概要と特性について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容
を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
トランジスタの概要について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を復
習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
トランジスタの静特性について調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内容を
復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
トランジスタのパラメータについて調べ、まとめておくこと（標準学習時間60分）。前回の講義内
容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間60分）。
これまでの講義内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。
最終評価試験の内容を復習し、まとめておくこと（標準学習時間120分）。

メカトロニクス、ロボティクス、人間工学の関連技術を福祉機器や知能機械の開発などに適用して
駆動・制御するためには、電気電子回路の知識や技術が必要となる。本講義では、代表的な電気電
子回路の原理と応用を理解できるようになることを目的とする。（知能機械工学科学位授与の方針
Aにもっとも強く関与する。）
1)基礎回路素子の説明ができる。(A)
2)オームの法則、キルヒホッフの法則の計算ができる。(A)



キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック
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その他（注意・備考）

3)重ね合わせの理、テブナンの定理、ノートンの定理の計算ができる。(A)
4)ダイオードの特性、トランジスタの特性の計算ができる。(A）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す。
基礎回路素子、オームの法則、キルヒホッフの法則、重ね合わせの理、テブナンの定理、ノートン
の定理、ダイオード、トランジスタ
実施する
講義中に指示する課題20%（達成目標1)～4)を評価）、総合演習40%（達成目標1)～2)を評価）、最
終評価試験40%（達成目標3)～4)を評価）により成績を評価し、総計で60%以上を合格とする。
回路解析力が身につく電子回路入門／陶　良、中林寛暁、関　弘和／コロナ社／978-4-339008593
解析学I・II、物理学I・II、力学I・II、物理学実験、電磁気学、ディジタル電子回路、知能機械
工学実験I・II・III、センサ工学と関連する。これらの科目を履修し、相互に理解を深めることを
推奨する。
電気なんかこわくない！電気・電子回路入門／藤村安志／誠文堂新光社
研究室：C7号館4階　久野研究室、直通電話：086-256-9493、E-mail：kuno（@マーク）are.ous.ac
.jp、オフィスアワー：火～金の5時限（左記以外でも随時受付可）
・欠席は5回で評価をE判定とする。
・遅刻は30分を目安（講義の進行状況により後にずれる場合がある）として再度確認し、以後は欠
席とする。なお、欠席となった後で講義に参加した場合、講義中に指示する課題は評価する。
・問題演習、グループディスカッション
オームの法則、キルヒホッフの法則、重ね合わせの理、テブナンの定理、ノートンの定理、ダイオ
ードの特性、トランジスタの特性の計算などの問題演習を行い、その後グループでディスカッショ
ンしながら理解を深める。
講義中に指示する課題は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
総合演習は、次回の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う。
最終評価試験は15回目に行い、16回目の講義中に模範解答を示し、解説してフィードバックを行う
。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音／録画／撮影は他の受講者の妨げにならない限り自由とする。
ア）元国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）イ）研究員として生体情報
の計測装置を製作した経験を活かし、アナログ電子回路の原理や特性などについて講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。 関数電卓を用
意すること。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態
授業内容

準備学習

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）
教科書

関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学

知能機械工学実験Ⅰ（FTR08510）
Experiments of Intelligent Mechanical Engineering I
山田訓（やまださとし）,久野弘明（くのひろあき）,赤木徹也（あかぎてつや）,小林亘（こばや
しわたる）,松下尚史（まつしたひさし）,藤本真作（ふじもとしんさく）,松浦洋司（まつうらひ
ろし）,荒木圭典（あらきけいすけ）
３年
1.0
実験実習
学生を６つのグループに分け、各テーマを４週間ずつ実験を行う。グループ１と２の学生は①「強
化学習のプログラミング演習」（山田担当）、②「生体情報の計測と分析」（久野担当）の２つの
テーマの実験を行う。グループ３と４の学生は③「アナログ電子回路の構成と基本特性、デジタル
電子回路の構成と基本特性」（松下担当）④「２リンクマニピュレータのパラメータ同定と動的制
御」（藤本担当）の２つのテーマの実験を行う。グループ５と６の学生は⑤「ユニバーサルデザイ
ンと材料試験（引張試験）」（松浦・荒木担当）、⑥「アクチュエータの駆動と制御」（赤木、小
林担当）の２つのテーマの実験を行う。テーマ毎にレポートを提出する。 ６テーマ中の３テーマ
の準備学習を以下に示す。①山田担当：プログラミング演習の配布資料と教科書を復習し、Ｃ言語
の基本的な文法（特にforとif）について復習しておくこと。実験テキストを熟読し、プログラミ
ング演習内容をよく理解しておくこと。（予習１６０分）②久野担当：人間工学の教科書及び配布
資料を復習し、生体情報の計測法の原理と分析法について復習しておくこと。実験テキストを熟読
し、実験内容と原理を理解しておくこと。（予習１６０分）③松下担当：ディジタル電子回路、ア
ナログ電子回路の教科書を復習し、半導体（ダイオード、トランジスタ）の特性について復習して
おくこと。デジタル電子回路の基本的な回路構成の方法について復習しておくこと。実験テキスト
を熟読し、実験で取り扱う内容に関し教科書で復習し、理解しておくこと。（予習１６０分）
６テーマ中の残りの３テーマの準備学習を以下に示す。④藤本担当：ロボット運動学、ロボットダ
イナミクス、ロボット制御工学における「逆運動学問題の解法」、「運動方程式の導出法とその性
質」および「計算トルク法」について勉強しておくこと。また実験テキストを熟読し、実験法の原
理と実験内容を理解しておくこと。（予習１６０分）⑤松浦・荒木担当：実験テキストを熟読し、
材料力学Ⅰ・Ⅱ、材料工学、ユニバーサルデザインの関連する部分を復習するとともに、実験法の
原理と実験内容を理解しておくこと。また、「材料試験」の第3回目では実験における誤差評価、
有効数字の計算法について実習するのでコンピュータリテラシー、物理学実験の該当部分を復習し
ておくこと。実験テキストを熟読し、実験法の原理と実験内容を理解しておくこと。（予習１６０
分）⑥赤木、小林担当：ディジタル電子回路、アナログ電子回路、センサ工学、制御工学Ⅰ、Ⅱ、
アクチュエータ機構学の教科書を学んだ範囲で復習し、電気電子回路、センサ、制御、アクチュエ
ータについて復習しておくこと。また、実験テキストを熟読し、実験内容や実験方法を予習してお
くこと。（予習１６０分）
知能機械工学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じて講義で学んだ事
柄の確認や妥当性の検討、考察力の養成を行なうとともに、実験データの整理・表示方法や報告書
の作成方法を習得する（知能機械工学科の学位授与方針項目Dにもっとも強く関与する。）
１）知能機械工学の専門技術である、メカトロニクス・ロボティクス・知能機械工学・ユニバーサ
ルデザイン・福祉人間工学の基礎的な実験を行うことができる（A、B、D)
２）自律的にデータを整理することができる（A、B、D）
３）自律的にレポートを作成することができる（A、B、D）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す
強化学習、生体計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサルデザイン、材料試験、
アクチュエータ、制御
実施しない
レポート１００％（達成目標１－３を評価）により成績を評価する。

岡山理科大学工学部知能機械工学科編／知能機械工学実験テキスト／（知能機械工学科）書店販売
しない（学科で作成し、配布する）
専門教育科目全て
講義で使用する教科書や配布資料など
代表　C3号館５階　山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp 086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
実験は２テーマあり、１テーマ４週で構成される。第１週から第３週は実験、第４週はレポートの
作成・提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異なるので、各
担当教員の指示に従うこと。
受講した２テーマすべてのレポートを提出することが必要条件である。
実験・実習科目であり、グループワークをするテーマやテーマ全体の口頭試問をするテーマがある
。
第４週のレポートの指導や口頭試問において、フィードバックを行う。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい



生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
山田は元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務、松浦は元三浦工業株式会社勤務、赤木は元津
山工業高等専門学校勤務で課外活動のロボットコンテスト活動を指導した経験を有する、久野は元
国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）：製品の設計・開発や現場での課
題解決の実務経験を活かして、実験と実務との関連について説明する。
山田担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演習を行う。パソコ
ンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。
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合理的配慮が必要な学

知能機械工学実験Ⅱ（FTR08610）
Experiments of Intelligent Mechanical Engineering II
山田訓（やまださとし）,久野弘明（くのひろあき）,赤木徹也（あかぎてつや）,小林亘（こばや
しわたる）,松下尚史（まつしたひさし）,藤本真作（ふじもとしんさく）,松浦洋司（まつうらひ
ろし）,荒木圭典（あらきけいすけ）
３年
1.0
実験実習
学生を６つのグループに分け、各テーマを４週間ずつ実験を行う。グループ１と２の学生は①「ア
ナログ電子回路の構成と基本特性、デジタル電子回路の構成と基本特性」（松下担当）、②「２リ
ンクマニピュレータのパラメータ同定と動的制御」（藤本担当）の２つのテーマの実験を行う。グ
ループ３と４の学生はの③「ユニバーサルデザインと材料試験（引張試験）」（松浦・荒木担当）
、④「アクチュエータの駆動と制御」（赤木、小林担当）２つのテーマの実験を行う。グループ５
と６の学生⑤「強化学習のプログラミング演習」（山田担当）、⑥「生体情報の計測と分析」（久
野担当）はの２つのテーマの実験を行う。テーマ毎にレポートを提出する。 ６テーマ中の３テー
マの準備学習を以下に示す。⑤山田担当：プログラミング演習の配布資料と教科書を復習し、Ｃ言
語の基本的な文法（特にforとif）について復習しておくこと。実験テキストを熟読し、プログラ
ミング演習内容をよく理解しておくこと。⑥久野担当：人間工学の教科書及び配布資料を復習し、
生体情報の計測法の原理と分析法について復習しておくこと。実験テキストを熟読し、実験内容と
原理を理解しておくこと。①松下担当：ディジタル電子回路、アナログ電子回路の教科書を復習し
、半導体（ダイオード、トランジスタ）の特性について復習しておくこと。デジタル電子回路の基
本的な回路構成の方法について復習しておくこと。実験テキストを熟読し、実験で取り扱う内容に
関し教科書で復習し、理解しておくこと。

６テーマ中の残りの３テーマの準備学習を以下に示す。②藤本担当：ロボット運動学、ロボットダ
イナミクス、ロボット制御工学における「逆運動学問題の解法」、「運動方程式の導出法とその性
質」および「計算トルク法」について勉強しておくこと。また実験テキストを熟読し、実験法の原
理と実験内容を理解しておくこと。③松浦・荒木担当：実験テキストを熟読し、材料力学Ⅰ・Ⅱ、
材料工学、ユニバーサルデザインの関連する部分を復習するとともに、実験法の原理と実験内容を
理解しておくこと。また、「材料試験」の第3回目では実験における誤差評価、有効数字の計算法
について実習するのでコンピュータリテラシー、物理学実験の該当部分を復習しておくこと。実験
テキストを熟読し、実験法の原理と実験内容を理解しておくこと。④赤木、小林担当：ディジタル
電子回路、アナログ電子回路、センサ工学、制御工学Ⅰ、Ⅱ、アクチュエータ機構学の教科書を学
んだ範囲で復習し、電気電子回路、センサ、制御、アクチュエータについて復習しておくこと。ま
た、実験テキストを熟読し、実験内容や実験方法を予習しておくこと。
知能機械工学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じて講義で学んだ事
柄の確認や妥当性の検討、考察力の養成を行なうとともに、実験データの整理・表示方法や報告書
の作成方法を習得する（知能機械工学科の学位授与方針項目Dにもっとも強く関与する。）
１）知能機械工学の専門技術である、メカトロニクス・ロボティクス・知能機械工学・ユニバーサ
ルデザイン・福祉人間工学の基礎的な実験を行うことができる（A、B、D)
２）自律的にデータを整理することができる（A、B、D）
３）自律的にレポートを作成することができる（A、B、D）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す
強化学習、生体計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサルデザイン、材料試験、
アクチュエータ、制御
実施しない
レポート１００％（達成目標１－３を評価）により成績を評価する。

岡山理科大学工学部知能機械工学科編／知能機械工学実験テキスト／（知能機械工学科）書店販売
しない（学科で作成し、配布する）
専門教育科目全て
講義で使用する教科書や配布資料など
代表　C3号館５階　山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp 086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
実験は２テーマあり、１テーマ４週で構成される。第１週から第３週は実験、第４週はレポートの
作成・提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異なるので、各
担当教員の指示に従うこと。
受講した２テーマすべてのレポートを提出することが必要条件である。
実験・実習科目であり、グループワークをするテーマやテーマ全体の口頭試問をするテーマがある
。
第４週のレポートの指導や口頭試問において、フィードバックを行う。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい



生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
山田は元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務、松浦は元三浦工業株式会社勤務、赤木は元津
山工業高等専門学校勤務で課外活動のロボットコンテスト活動を指導した経験を有する、久野は元
国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）：製品の設計・開発や現場での課
題解決の実務経験を活かして、実験と実務との関連について説明する。
山田担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演習を行う。パソコ
ンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。
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知能機械工学実験Ⅲ（FTR08700）
Experiments of Intelligent Mechanical Engineering III
山田訓（やまださとし）,久野弘明（くのひろあき）,赤木徹也（あかぎてつや）,小林亘（こばや
しわたる）,松下尚史（まつしたひさし）,藤本真作（ふじもとしんさく）,松浦洋司（まつうらひ
ろし）,荒木圭典（あらきけいすけ）
３年
1.0
実験実習
学生を６つのグループに分け、各テーマを４週間ずつ実験を行う。グループ１と２の学生は①「ユ
ニバーサルデザインと材料試験（引張試験）」（松浦・荒木担当）、②「アクチュエータの駆動と
制御」（赤木、小林担当）の２つのテーマの実験を行う。グループ３と４の学生は③「強化学習の
プログラミング演習」（山田担当）、④「生体情報の計測と分析」（久野担当）の２つのテーマの
実験を行う。グループ５と６の学生は⑤「アナログ電子回路の構成と基本特性、デジタル電子回路
の構成と基本特性」（松下担当）、⑥「２リンクマニピュレータのパラメータ同定と動的制御」（
藤本担当）の２つのテーマの実験を行う。テーマ毎にレポートを提出する。
６テーマ中の３テーマの準備学習を以下に示す。③山田担当：プログラミング演習の配布資料と教
科書を復習し、Ｃ言語の基本的な文法（特にforとif）について復習しておくこと。実験テキスト
を熟読し、プログラミング演習内容をよく理解しておくこと。④久野担当：人間工学の教科書及び
配布資料を復習し、生体情報の計測法の原理と分析法について復習しておくこと。実験テキストを
熟読し、実験内容と原理を理解しておくこと。⑤松下担当：ディジタル電子回路、アナログ電子回
路の教科書を復習し、半導体（ダイオード、トランジスタ）の特性について復習しておくこと。デ
ジタル電子回路の基本的な回路構成の方法について復習しておくこと。実験テキストを熟読し、実
験で取り扱う内容に関し教科書で復習し、理解しておくこと。
６テーマ中の残りの３テーマの準備学習を以下に示す。
①松浦・荒木担当：実験テキストを熟読し、材料力学Ⅰ・Ⅱ、材料工学、ユニバーサルデザインの
関連する部分を復習するとともに、実験法の原理と実験内容を理解しておくこと。また、「材料試
験」の第3回目では実験における誤差評価、有効数字の計算法について実習するのでコンピュータ
リテラシー、物理学実験の該当部分を復習しておくこと。実験テキストを熟読し、実験法の原理と
実験内容を理解しておくこと。
②赤木、小林担当：ディジタル電子回路、アナログ電子回路、センサ工学、制御工学Ⅰ、Ⅱ、アク
チュエータ機構学の教科書を学んだ範囲で復習し、電気電子回路、センサ、制御、アクチュエータ
について復習しておくこと。また、実験テキストを熟読し、実験内容や実験方法を予習しておくこ
と。
⑥藤本担当：ロボット運動学、ロボットダイナミクス、ロボット制御工学における「逆運動学問題
の解法」、「運動方程式の導出法とその性質」および「計算トルク法」について勉強しておくこと
。また実験テキストを熟読し、実験法の原理と実験内容を理解しておくこと。
知能機械工学の基礎的な計測・実験・プログラミング演習を行なう。実験を通じて講義で学んだ事
柄の確認や妥当性の検討、考察力の養成を行なうとともに、実験データの整理・表示方法や報告書
の作成方法を習得する（知能機械工学科の学位授与方針項目Dにもっとも強く関与する。）
１）知能機械工学の専門技術である、メカトロニクス・ロボティクス・知能機械工学・ユニバーサ
ルデザイン・福祉人間工学の基礎的な実験を行うことができる（A、B、D)
２）自律的にデータを整理することができる（A、B、D）
３）自律的にレポートを作成することができる（A、B、D）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す
強化学習、生体計測、電子回路の基本特性、マニピュレータ、ユニバーサルデザイン、材料試験、
アクチュエータ、制御
実施しない
レポート１００％（達成目標１－３を評価）により成績を評価する。

岡山理科大学工学部知能機械工学科編／知能機械工学実験テキスト／（知能機械工学科）書店販売
しない（学科で作成し、配布する）
専門教育科目全て
講義で使用する教科書や配布資料など
代表　C3号館５階　山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp 086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
実験は２テーマあり、１テーマ４週で構成される。第１週から第３週は実験、第４週はレポートの
作成・提出・口頭試問を行なう。ただし、各テーマにより、実験の実施要領が若干異なるので、各
担当教員の指示に従うこと。
受講した２テーマすべてのレポートを提出することが必要条件である。
実験・実習科目であり、グループワークをするテーマやテーマ全体の口頭試問をするテーマがある
。
第４週のレポートの指導や口頭試問において、フィードバックを行う。



合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
山田は元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務、松浦は元三浦工業株式会社勤務、赤木は元津
山工業高等専門学校勤務で課外活動のロボットコンテスト活動を指導した経験を有する、久野は元
国立療養所中部病院長寿医療研究センター勤務（期限付研究員）：製品の設計・開発や現場での課
題解決の実務経験を活かして、実験と実務との関連について説明する。
山田担当の実験では、ネットワークを介してサーバに接続し、プログラミング演習を行う。パソコ
ンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタで提示する。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回

５回
６回
７回
８回

９回
１０回
１１回
１２回

１３回

１４回

１５回
１６回

講義目的

達成目標

力学Ⅰ【月2水2】（FTR09100）
Fundamental Mechanics I
松浦洋司（まつうらひろし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
物理学の復習と力学の全体的な説明をする
運動エネルギーと仕事を説明する　７－１，７－２，７－３
重力による仕事、ばねの力がする仕事を説明する　７－４，７－５
変化する力がする仕事と仕事率を説明する　７－６，７－７
仕事と運動エネルギーについてまとめ、総合演習Ⅰをする
ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存を説明する　８－１～８－４
外力が系に対してする仕事を説明する　８－５，８－６
エネルギーの保存則および質量中心（重心）を説明する　８－７，９－１，９－２
エネルギー保存則についてまとめ、総合演習Ⅱをする
剛体の質量中心を説明する　９－２，９－３
運動量とその保存を説明する　９－４，９－５，９－６
力積と運動量を説明する　１０－１，１０－２
１次元の非弾性衝突を説明する　１０－３，１０－４
１次元の弾性衝突を説明する　１０－５
運動量および衝突についてまとめ、総合演習Ⅲをする
最終総合演習をする

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと（標準学習時間30分）
単位の復習をすること（特に教科書p.2表1-1表1-2、p.82式(5-3)）（標準学習時間60分）
ばねのフックの法則の復習をすること（標準学習時間80分）
合成関数の微分の復習をすること
身近な家電製品のワット数を調べること（標準学習時間60分）
運動エネルギーと仕事の復習をすること（標準学習時間120分）
高校で習った位置エネルギーの復習をすること（標準学習時間30分）
高校で習った２次方程式（特に解の公式）の復習をすること（標準学習時間80分）
力学的エネルギー保存の復習をすること
三角形の重心の位置を調べること（標準学習時間80分）
エネルギーの保存の復習をすること（標準学習時間120分）
ニュートンの第２法則の復習をすること（標準学習時間30分）
剛体の質量中心の復習をすること（標準学習時間80分）
運動量とその保存を復習すること
ニュートンの第３法則の復習をすること（標準学習時間80分）
力積と運動量の復習をすること
衝突の種類について復習すること（標準学習時間80分）
非弾性衝突の復習をすること
運動エネルギーの復習をすること（標準学習時間80分）
運動量および衝突の復習をすること（標準学習時間120分）
全体の復習をすること（標準学習時間120分）

力学Ⅰは、工学の理論的基礎を支える重要な科目である。物理学Ⅰ・Ⅱの内容（ニュートンの第２
法則：運動方程式など）に続いて、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー
の保存、運動量とその保存、衝突と力積を学習する。計算の仕方を身につけると共に、物理的な考
え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くと共に、本当に？なぜ？なにを？どう
やって？具体的には？要するに？という問いかけに皆で回答（双方向的対輪）しながら考え続ける
習慣をつける。考えることで、素人には見えないものが見える専門家になれる。知識の表面的な現
象しか見えない物知りから、内面的な本質が見える専門家になるために考えよう。（知能機械工学
科の学位授与方針項目Aに強く関与している）
①仕事を計算できること（A)
②運動エネルギーを計算できること（A)
③ポテンシャルエネルギーを計算できること（A)
④運動量を計算できること（A）
⑤力学的エネルギー保存則を説明できること（A)



キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

⑥運動量の保存則を説明できること（A）
⑦現実的課題を修得した知識を用いて解決できること（B）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量
実施しない
総合演習�～③60%（達成目標①～⑥を確認）、最終総合演習20%（達成目標①～⑥と⑦を確認）、
レポート課題20%（達成目標①～⑥を確認）の割合で評価し、総計で60％以上を合格とする。
物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭監訳／培風館
物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス

（研究室）C3号館4階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp
・レポート課題は講義中に配付するので、次回講義時に提出すること。提出物のある回の出欠は、
その提出をもって出席と扱う。
・レポート課題や演習は、同じような内容を繰り返しながら、徐々に難易度を上げていく。繰り返
しの学修を面倒がらずに、しっかり取り組んでほしい。
・さらに、力学Ⅱと合わせて春休みの課題を課し、力学の基本的知識を定着させる。
演習、質問、ライティング、アクティブラーニング（講義に対する目標設定と振り返り）
・初回にシラバスを配付し、内容について説明した後、各自のこの講義に対する目標と計画を立て
てもらい、提出してもらう。提出したものをチェックし返却する。また、途中の回で振り返りを行
う。
・レポート課題については以下の手順で実施する。
１．できるだけ講義の後半にレポート課題を配付し、演習として取り組む時間を設け、名簿順に解
答してもらう。
２．講義中に完了しなかった課題については宿題とし、次回講義時に配付された模範解答を用いて
自己採点後、提出してもらう。その際、講義外学修時間を記入してもらい、主体的学修についての
自己管理意識を高めてもらう。
３．提出されたレポート課題をチェックし、コメントをつけて、さらに次の回の講義時に返却する
。
・質問やライティングについては、質問を書いた用紙を配付し、それに解答してもらうと同時に何
人かに口頭でも発表してもらい、多様な意見について認識する。
・以上のことを通して、主体的学修を身につけてもらい、さらには日頃から物理現象について考え
る習慣をつけてもらう。
レポート課題や演習は模範解答を配付し、コメントをつけて返却する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）元　三浦工業株式会社勤務
イ）製品の設計・開発や現場での課題解決の経験を活かして、力学の知識の応用方法を講義する。
具体的には、フックの外れ防止に衝突の知識、回転装置の設計に回転運動の知識を応用することな
どがある。
①関数電卓を持ってくること。 
②高校までの学習と違い、設計では数字が必要なので、分数やπ、ルートの形ではなく、最終的な
解答は数字で表現すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

力学Ⅰ【月2水2】（FTR09110）
Fundamental Mechanics I
松下尚史（まつしたひさし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
各種エネルギー、エネルギー保存の概念を修得する。
運動エネルギーと仕事の概念を修得する。
重力がする仕事とばねの力がする仕事の概念を修得する。
変化する力がする仕事と仕事率の概念を修得する。
ポテンシャルエネルギーと力学的エネルギーの保存の概念を修得する。
外力が系に対してする仕事の概念を修得する。
エネルギー保存則の概念を修得する。
質量中心（重心）の概念を修得する。
粒子系に対するニュートンの第2法則の概念を修得する。
運動量と運動量保存の概念を修得する。
外力と内部エネルギーの変化の概念を修得する。
力積と運動量の概念を修得する。
1次元の非弾性衝突の概念を修得する。
1次元の弾性衝突の概念を修得する。
2次元の衝突の概念を修得する。

                                          準備学習
ゴットフリート・ライプニッツ（独、1646年～1716年）、ウィレム・ヤーコブ・ス・グラーフェサ
ンデ（蘭、1688年～1742年）、エミリー・デュ・シャトレ（仏、1706年～1749年）らのエネルギー
との関りを調べてくること（標準学習時間180分）。
教科書の「7-1：エネルギー、7-2：仕事、7-3：仕事と運動エネルギー」の内容を理解し、例題7-1
、例題7-2、例題7-3を考察し、仕事の定義、仕事－運動エネルギーの定理を説明できるようにして
おくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「7-4：重力による仕事、7-5：ばねの力がする仕事」の内容を理解し、例題7-4、例題7-5
、例題7-6、例題7-7、例題7-8を考察し、重力がする仕事を説明できるようにしておくこと（標準
学習時間180分）。
教科書の「7-6：変化する力がする仕事、7-7：仕事率」の内容を理解し、例題7-9、例題7-10を考
察し、変化する力による仕事－運動エネルギーの定理を説明できるようにしておくこと（標準学習
時間180分）。
教科書の「8-1：ポテンシャルエネルギー、8-2：保存力の経路への非依存性、8-3：ポテンシャル
エネルギーの求め方、8-4：力学的エネルギーの保存」の内容を理解し、例題8-1、例題8-2、例題8
-3、例題8-4を考察し、力学的エネルギーの保存則を説明できるようにしておくこと（標準学習時
間180分）。
教教科書の「8-5：ポテンシャルエネルギー曲線、8-6：外力が系に対してする仕事」の内容を理解
し、例題8-5、例題8-6を考察し、摩擦がある系になされた仕事を説明できるようにしておくこと（
標準学習時間180分）。
教科書の「8-7：エネルギー保存則」の内容を理解し、例題8-7、例題8-8を考察し、エネルギー保
存則を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「9-1：特別な点、9-2：質量中心」の内容を理解し、例題9-1、例題9-2を考察し、粒子系
の質量中心および剛体の質量中心の求め方を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分
）。
教科書の「9-3：粒子系に対するニュートンの第2法則」の内容を理解し、例題9-3を考察し、（9-1
9）式の意味を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「9-4：運動量、9-5：粒子系の運動量、9-6：運動量の保存」の内容を理解し、例題9-4、
例題9-5、例題9-6、例題9-7を考察し、運動量の意味および運動量保存則の意味を説明できるよう
にしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「9-7：質量が変化する系、9-8：外力と内部エネルギーの変化」の内容を理解し、例題9-
8、例題9-9を考察し、外力と内部エネルギーの変化の関係を説明できるようにしておくこと（標準
学習時間180分）。
教科書の「10-1：衝突とは何か？、107-2：力積と運動量」の内容を理解し、例題10-1を考察し、
力積－運動量の定理を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「10-3：衝突における運動量と運動エネルギー、10-4：1次元の非弾性衝突」の内容を理
解し、例題10-2、例題10-3を考察し、非弾性衝突の物理的意味を説明できるようにしておくこと（
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標準学習時間180分）。
教科書の「10-5：1次元の弾性衝突」の内容を理解し、例題10-4を考察し、弾性衝突の物理的意味
を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「10-6：2次元の衝突」の内容を理解し、例題10-5を考察し、2次元の衝突の特徴（現象）
を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。

力学Ⅰは、工学の理論的基礎を支える重要な科目である。物理学Ⅱの内容（ニュートンの第2法則
：運動方程式など）に続いて、仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギーの保
存、運動量とその保存、衝突と力積を学修する。計算の仕方を身につけると共に、物理的な考え方
の修得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くと共に、本当に？なぜ？なにを？どうやっ
て？具体的には？要するに？という問いかけに皆で回答（双方向的対輪）しながら考え続ける習慣
をつける。考えることで、素人には見えないものが見える専門家になれる。知識の表面的な現象し
か見えない物知りから、内面的な本質が見える専門家になるために考えよう（知能機械工学科の学
位授与方針項目Aに強く関与し、項目Cにも関与する）。
1）仕事と運動エネルギーの関係を説明できること（A）
2）仕事とポテンシャルエネルギーの関係を説明できること（A）
3）運動量の意味を説明できること（A）
4）力学的エネルギー保存則の意味を説明できること（A）
5）運動量の保存則の意味を説明できること（A）
6）現実的課題が計画的・継続的に解決できること（C）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
仕事、運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、エネルギー保存則、運動量
実施しない
準備学習を評価する確認試験30%（達成目標1～5を評価）、講義内容の理解度を評価する課題40%（
達成目標1～5を評価）、総合的な思考力を評価する課題30%（達成目標1～6を評価）により成績を
評価し、総計で60%以上を合格とする。
物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著・野沢光昭監訳／培風館
／ISBN978-4-563-02255-6
物理学Ⅰ（春1期）、物理学Ⅱ（春2期）、解析学Ⅰ（春1期）、解析学Ⅱ（春2期）の単位を取得し
ていることが望ましい。
力学Ⅱ（秋2期）、物理学実験（秋2期）を引き続き履修することが望ましい。
2年次において、材料力学Ⅰ（春2期）、材料力学Ⅱ（秋1期）、流体力学Ⅰ（春2期）、流体力学Ⅱ
（秋1期）、熱力学（春2期）、機械力学（秋2期）を履修することが望ましい。
基礎物理学／原康夫著／学術図書出版社／ISBN978-4-7806-0525-9
研究室の場所（C3号館3階松下研究室）
オフィスアワー：火曜日3時限
電子メールアドレス：hisashi@are.ous.ac.jp
電話番号（研究室）：086-256-9503 
準備学習に対する「確認試験」を講義の最初に（約15分）実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
グループ学習により授業を行うので、毎回準備学習をしたうえで出席して、真摯に授業に取り組む
こと。遅刻してグループに迷惑をかけることが重なると欠席扱いとすることがあるので十分注意す
ること。
自己都合によらない欠席以外で提出課題の事後の提出は認めない。 
グループワーク、ライティング
教科書の重要な項目について、グループディスカッションを行い、グループごとに意見を発表する
。
授業の最後に学習のまとめとして学んだ内容や疑問に思ったことを記入する。 
確認試験については、講義中に要点を解説する。
提出課題については、次の講義時に返却し、要点を解説する。 
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので
、事前に相談してください。
配布資料や録画データなどは他者への再配布（インターネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。 

講義で取り上げなかった教科書の例題や問題は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいた
い。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回
１６回

回数
１回
２回
３回
４回

５回
６回
７回

８回

９回

１０回
１１回
１２回
１３回

１４回
１５回
１６回

講義目的

達成目標

力学Ⅱ【火2金2】（FTR09200）
Fundamental Mechanics II
松浦洋司（まつうらひろし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
並進と回転、角速度と角加速度を説明する　１１－１，１１－２
角加速度一定の回転を説明する　１１－３，１１－４
並進変数と回転変数の関係を説明する　１１－５
回転の運動エネルギーと慣性モーメントの計算を説明する　１１－６
角加速度一定の回転についてまとめ、総合演習Ⅰをする
慣性モーメントの計算を説明する　１１－７
トルクと回転に関するニュートンの第2法則を説明する　１１－８，１１－９
仕事と回転運動エネルギーを説明する　１１－１０
固定軸を回転する剛体の角運動量とその保存を説明する　１２－９，１２－１０
回転のニュートンの第2法則についてまとめ、総合演習Ⅱをする
トルクをベクトルを用いて説明する　１２－５
角運動量をベクトルを用いて説明する　１２－６
回転に対するニュートンの第2法則と粒子系の角運動量を説明する　１２－７，８
平衡の条件と静的平衡状態を説明する
回転と平衡条件についてまとめ、総合演習Ⅲをする
最終総合演習をする

                                          準備学習
数学で学習した弧度法（ラジアン）の復習をすること（標準学習時間30分）
等加速度運動の復習をすること（特に教科書p.18表2-1）（標準学習時間60分）
微分の復習をすること（標準学習時間80分）
並進運動と回転運動の復習をすること
運動エネルギーの復習をすること（標準学習時間80分）
回転について復習をすること（標準学習時間120分）
xの3乗の積分の復習をすること（標準学習時間30分）
慣性モーメントの計算をすること
ニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間80分）
回転のニュートンの第2法則の復習をすること
教科書第7章の復習をすること（教科書p.119のまとめ）（標準学習時間80分）
角加速度一定の回転の計算をすること
運動量とその保存の復習をすること（教科書p.154～159）（標準学習時間80分）
回転に関するニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間120分）
ベクトルの復習をすること（標準学習時間30分）
トルクベクトルの復習をすること（標準学習時間60分）
角運動量ベクトルの復習をすること
ニュートンの第2法則の復習をすること（標準学習時間60分）
つりあいの復習をすること（標準学習時間60分）
回転と平衡条件の復習をすること（標準学習時間120分）
全体の復習をすること（標準学習時間120分）

力学Ⅱは、工学の理論的基礎を支える重要な科目である。力学Ⅰの内容（仕事、エネルギーとその
保存、運動量とその保存など）に続いて、回転運動、慣性モーメントとトルク（力のモーメント）
、回転に関するニュートンの第２法則、角運動量とその保存、平衡と弾性を学習する。計算の仕方
を身につけると共に、物理的な考え方の習得を目的とする。そのために、演習問題を多く解くと共
に、本当に？なぜ？なにを？どうやって？具体的には？要するに？という問いかけに皆で回答（双
方向的対輪）しながら考え続ける習慣をつける。考えることで、素人には見えないものが見える専
門家になれる。知識の表面的な現象しか見えない物知りから、内面的な本質が見える専門家になる
ために考えよう。（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与している）
①角加速度一定の回転を計算できること（A)
②慣性モーメントを計算できること（A)
③トルクを計算できること（A)
④角運動量を計算できること（A）
⑤角運動量の保存則を説明できること（A)
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⑥静的平衡状態を説明できること（A）
⑦現実的課題を修得した知識を用いて解決できること（B）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
回転運動、慣性モーメント、トルク、角運動量、剛体、平衡
実施しない
総合演習�～③60%（達成目標①～⑥を確認）、最終総合演習20%（達成目標①～⑥と⑦を確認）、
レポート課題20%（達成目標①～⑥を確認）の割合で評価し、総計で60％以上を合格とする。
物理学の基礎[1]力学／D.ハリディ・R.レスニック・J.ウォーカー共著・野崎光昭監訳／培風館
物理学実験、材料力学、流体力学、機械力学、ロボット運動学、ロボットダイナミクス

（研究室）C3号館4階、（電話）086-256-9579、（E-mail）matsuura@are.ous.ac.jp
・レポート課題は講義中に配付するので、次回講義時に提出すること。提出物のある回の出欠は、
その提出をもって出席と扱う。
・レポート課題や演習は、同じような内容を繰り返しながら、徐々に難易度を上げていく。繰り返
しの学修を面倒がらずに、しっかり取り組んでほしい。
・さらに、力学Ⅰと合わせて春休みの課題を課し、力学の基本的知識を定着させる。
演習、質問、ライティング
・レポート課題については以下の手順で実施する。
１．できるだけ講義の後半にレポート課題を配付し、演習として取り組む時間を設け、名簿順に解
答してもらう。
２．講義中に完了しなかった課題については宿題とし、次回講義時に配付された模範解答を用いて
自己採点後、提出してもらう。その際、講義外学修時間を記入してもらい、主体的学修についての
自己管理意識を高めてもらう。
３．提出されたレポート課題をチェックし、コメントをつけて、さらに次の回の講義時に返却する
。
・質問やライティングについては、質問を書いた用紙を配付し、それに解答してもらうと同時に何
人かに口頭でも発表してもらい、多様な意見について認識する。
・以上のことを通して、主体的学修を身につけてもらい、さらには日頃から物理現象について考え
る習慣をつけてもらう。
レポート課題や演習は模範解答を配付し、コメントをつけて返却する。

本学の「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供
していますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
ア）元　三浦工業株式会社勤務
イ）製品の設計・開発や現場での課題解決の経験を活かして、力学の知識の応用方法を講義する。
具体的には、フックの外れ防止に衝突の知識、回転装置の設計に回転運動の知識を応用することな
どがある。
①関数電卓を持ってくること。 
②高校までの学習と違い、設計では数字が必要なので、分数やπ、ルートの形での解答ではなく、
最終的な解答は数字で表現すること。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

力学Ⅱ【火2金2】（FTR09210）
Fundamental Mechanics II
松下尚史（まつしたひさし）
１年
2.0
講義

                                        授業内容
並進と回転、角速度と角加速度の概念を修得する。
角加速度一定の場合の回転運動の概念を修得する。
並進変数と回転変数の関係を修得する。
回転の運動エネルギーの概念を修得する。
慣性モーメントの計算方法を修得する。
平行軸の定理および直交軸の定理の概念を修得する。
トルク、回転に関するニュートンの第2法則の概念を修得する。
仕事と回転運動エネルギーの概念を修得する。
固定軸のまわりを回転する剛体の角運動量の概念を修得する。
固定軸のまわりを回転する剛体の角運動量の保存の概念を修得する。
トルク再考、角運動量の概念を修得する。
粒子系の角運動量の概念を修得する。
転がりの運動エネルギーの概念を修得する。
転がる物体にはたらく力の概念を修得する。
平衡の条件と静的平衡状態の概念を修得する。

                                          準備学習
教科書の「11-1：並進と回転、11-2：回転運動の変数」の内容を理解し、例題11-1を考察し、角速
度の定義および角加速度の定義を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「11-3：回転変数はベクトルか？、11-4：角加速度一定の回転」の内容を理解し、例題11
-2、例題11-3を考察し、角加速度一定の場合の回転運動の様子を説明できるようにしておくこと（
標準学習時間180分）。
教科書の「11-5：並進変数と回転変数の関係」の内容を理解し、例題11-4を考察し、並進変数と回
転変数の関係を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「11-6：回転の運動エネルギー」の内容を理解し、慣性モーメントの意味を説明できるよ
うにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「11-7：慣性モーメントの計算」の内容を理解し、表11-2にある円筒状の剛体棒（中心軸
）および細い棒（長さ方向の中心を通り軸に垂直な軸）の慣性モーメントの求め方を説明できるよ
うにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「慣性モーメントの計算」の内容を理解し、例題11-5、例題11-6を考察し、平衡軸の定理
を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「11-8：トルク、11-9：回転に関するニュートンの第2法則」の内容を理解し、例題11-7
、例題11-8を考察し、仕事の定義、回転に関するニュートンの第2法則（角運動方程式11-36）を説
明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「11-10：仕事と回転運動エネルギー」の内容を理解し、例題11-9、例題11-10を考察し、
回転運動に関する仕事－運動エネルギーの定理を説明できるようにしておくこと（標準学習時間18
0分）。
教科書の「12-9：固定軸のまわりを回転する剛体の角運動量」の内容を理解し、例題12-6を考察し
、固定軸のまわりを回転する剛体の角運動量が（12-31）式となることを説明できるようにしてお
くこと（標準学習時間180分）。
教科書の「12-10：角運動量の保存」の内容を理解し、例題12-7、例題12-8を考察し、角運動量保
存則の意味を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「12-5：トルク再考、12-6：角運動量」の内容を理解し、例題12-4、例題12-9を考察し、
角運動量の定義を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「12-7：回転に対するニュートンの第2法則、12-8：と粒子系の角運動量」の内容を理解
し、例題12-5を考察し、粒子系の回転に関するニュートンの第2法則（角運動方程式12-29）を説明
できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「12-1：転がり、12-2：転がりの運動エネルギー」の内容を理解し、例題12-1を考察し、
転がりの運動エネルギーを説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分）。
教科書の「12-3：転がる物体に働く力、12-4：ヨーヨー」の内容を理解し、例題12-2を考察し、斜
面上を転がり運動する剛体の加速の求め方を説明できるようにしておくこと（標準学習時間180分
）。
配付プリントの「14-1：平衡、14-2：平衡条件、14-3：重心、14-4：静的平衡状態の例」の内容を



講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
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教科書
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授業の運営方針
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グ
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その他（注意・備考）

理解し、例題14-1、例題14-2、例題14-3、例題14-4を考察し、平衡条件を説明できるようにしてお
くこと（標準学習時間180分）。

力学Ⅱは、工学の理論的基礎を支える重要な科目である。力学Ⅰの内容（仕事、エネルギーとその
保存、運動量とその保存など）に続いて、回転運動、慣性モーメントとトルク（力のモーメント）
、回転に関するニュートンの第2法則（角運動方程式）、角運動量とその保存、平衡と弾性を学修
する。計算の仕方を身につけると共に、物理的な考え方の修得を目的とする。そのために、演習問
題を多く解くと共に、本当に？なぜ？なにを？どうやって？具体的には？要するに？という問いか
けに皆で回答（双方向的対輪）しながら考え続ける習慣をつける。考えることで、素人には見えな
いものが見える専門家になれる。知識の表面的な現象しか見えない物知りから、内面的な本質が見
える専門家になるために考えよう（知能機械工学科の学位授与方針項目Aに強く関与し、項目Cにも
関与する）。
1）角加速度一定の回転運動の様子を説明できること（A）
2）慣性モーメントの求め方、平行軸の定理を説明できること（A）
3）回転に関するニュートンの第2法則を説明できること（A）
4）角運動量保存則を説明できること（A）
5）平衡条件を説明できること（A）
6）現実的課題が計画的・継続的に解決できること（C）
※（）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目（学科のホームページ参照）
回転運動、慣性モーメント、トルク、角運動量、剛体、平衡
実施しない
準備学習を評価する確認試験30%（達成目標1～5を評価）、講義内容の理解度を評価する課題40%（
達成目標1～5を評価）、総合的な思考力を評価する課題30%（達成目標1～6を評価）により成績を
評価し、総計で60%以上を合格とする。 
物理学の基礎［１］力学／D.ハリディ、R.レスニック、J.ウォーカー共著・野沢光昭監訳／培風館
／ISBN978-4-563-02255-6
物理学実験（秋2期）を同時に受講していることが望ましい。
2年次において、材料力学Ⅰ（春2期）、材料力学Ⅱ（秋1期）、流体力学Ⅰ（春2期）、流体力学Ⅱ
（秋1期）、熱力学（春2期）、機械力学（秋2期）を履修することが望ましい。

基礎物理学／原康夫著／学術図書出版社／ISBN978-4-7806-0525-9
研究室の場所（C3号館3階松下研究室）
オフィスアワー：火曜日3時限
電子メールアドレス：hisashi@are.ous.ac.jp
電話番号（研究室）：086-256-9503 
準備学習に対する「確認試験」を講義の最初に（約15分）実施するが、不正行為に対して厳格に対
処する。
グループ学習により授業を行うので、毎回準備学習をしたうえで出席して、真摯に授業に取り組む
こと。遅刻してグループに迷惑をかけることが重なると欠席扱いとすることがあるので十分注意す
ること。
自己都合によらない欠席以外で提出課題の事後の提出は認めない。
グループワーク、ライティング
教科書の重要な項目について、グループディスカッションを行い、グループごとに意見を発表する
。
授業の最後に学習のまとめとして学んだ内容や疑問に思ったことを記入する。
確認試験については、講義中に要点を解説する。
提出課題については、次の講義時に返却し、要点を解説する。 
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
るので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるので
、事前に相談してください。
配布資料や録画データなどは他者への再配布（インターネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。 

講義で取り上げなかった教科書の例題や問題は各自で取り組み、理解を深めるよう努めてもらいた
い。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
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８回
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２回
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成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目

機械製図ⅠA（FTR09300）
Mechanical Drawings I A
赤木徹也（あかぎてつや）
１年
1.0
実験実習

                                        授業内容
オリエンテーション・コンピュータ操作の基礎について解説する．
製図の意義と図面の構成について解説する．
図形の表し方について解説する．
寸法記入法について解説する．
ネジについて解説する．
ネジ製図について解説する．
Lアングルを用いたコーナ設計について解説する．
部品図&組�図面に関して解説する．

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと．（予習240分）また情報処理センターのパ
ソコンを利用するためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと．
前回の講義ででたCADの操作に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）教科書の序論部分
のページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた三面図に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「投影法」に関する
教科書の該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた三面図に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「寸法の記入法」に
関する教科書の図と該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた寸法記入に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「ネジの種類」に
関する教科書の図と該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででたおねじに関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「ネジ製図」に関す
る配布ＰＤＦ資料を読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででたボルト・ナットに関する課題を完成させておくこと．（復習120分））「雌ネジ
」，「ボルト穴」に関する配布ＰＤＦ資料を読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででたレイヤー毎のLアングルの課題を完成させておくこと．（復習720分）「組立図面
」，「部品図」に関する教科書の該当ページを読んで予習しておくこと．（予習120分）

機械系の「ものづくり」において，設計図面は製品の事前検証や，製作時の作業を分担できるなど
多くの�点をもつ重要なものである．
本講義では機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成を�頭において，JIS
日本工業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として，設計製図の演習を�う．
また，本講義ではコンピュータによる設計，すなわちCADを用いた設計やその操作技術の習得およ
びレイヤー分けによる部品毎の設計も講義目的とする．

（知能機械工学科の学位授与方針項目Dに強く関与し，項目Aにも関与する．）
機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成技術の習得，JIS（日本工業規格
に基づく機械製図技術の習得を目的とする．
具体的には下記の内容ができることを目的とする．
①投影法による部品の三面図を�解でき，作成することができる．
②ネジの基本的な規格を理解でき，ネジ製図を作成できる．
③レイヤー分けによる部品の設計ができる．
（D，A）
＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す．
CAD，JIS規格，ネジ
実施する
講義中に課す課題（５０％），最終課題図面（５０％）から，下記の内容に関する理解度により成
績を評価し，総計で６０％以上を合格とする．
①投影法による部品の三面図を理解でき，作成することができる．
②ネジの基本的な規格を理解でき，ネジ製図を作成できる．
③レイヤー分けによる部品の設計ができる．
大西清著・「JISにもとづく標準製図法」・理工学社・ISBN978-4-274-22118-7
知能機械工学科の学生は必修科目であるため本科目に引き続き「機械製図IB」を受講する必要があ
る．その他の学生は「機械製図IB」を受講することを強く望む．
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また，「機械製図ⅡA」，「機械製図ⅡB」，「加工学」，「機械創造工学Ⅰ」，「機械創造工学Ⅱ
」を受講することが望ましい．
なし
C3号館（旧第20号館）5階赤木研究室
本講義は，CADの操作など実習を主とした講義であり，講義等に遅刻や欠席等をすることで，内容
理解や技能習得に大きな問題を生じる．そのため体調管理等を十分に行い，講義を休まないように
心掛けてほしい．また，やむをえず講義を欠席した場合は，次回の講義等で，TAにより補助指導を
受けながら講義を受講することになることも留意してほしい．
また，遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験の受験資格など厳正に取り扱う．
講義中に課題となる図面作成を，2名以上で協議しながら作成するなど，一部アクティブラーニン
グを行っている．
授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。図面作業で行うグループワーク等を状
況により一人で行うことで対応する．また，一人で対応できない場合には，定期的にTAの学生によ
る補助のもとで課題を実施する．講義内容をビデオもしくは録音するなど，事後学習が可能なメデ
ィアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）ロボットコンテストの出場ロボットの設計・製作指導に行った経験が，実践的な設計手法を通
じた機構設計技術の教授に活かせる．
講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用するが，使用しているCADソフトがフリーソフト
であるので，自宅にパソコンを所有している人はダウンロードして自宅等での自己学習時間で課題
を作成するのが望ましい．また，授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
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１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回
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達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

機械製図ⅠB（FTR09400）
Mechanical Drawings I B
赤木徹也（あかぎてつや）
１年
1.0
実験実習

                                        授業内容
オリエンテーション・CAD操作の基礎について解説する. また歯車の種類や一般的な作画ルールに
ついて解説する．
歯車製図について解説する．
軸受け製図について解説する．
寸法公差・表面粗さについて解説する．
ロボットアーム設計について干渉部分の検証について図面を描きながら解説する．
ロボットアーム設計について組立図面の描き方について解説する．
ロボットアーム設計課題について解説する．
最終課題の提出および課題について解説する．

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと．またボルト・ナットに関する課題を完成さ
せておくこと．（復習120分）「歯車の種類」に関する教科書の図と該当ページを読んで予習して
おくこと．（予習120分）
前回の講義ででた平歯車に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「歯車製図」に関す
る配布ＰＤＦ資料を読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででたコーナーの組立図面・部品図を完成させておくこと．（復習360分）「軸受け」
に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦ資料を読んで予習しておくこと．（予習120分）
前回の講義ででた軸受に関する図面を完成させておくこと．（復習120分）「寸法公差」と「表面
粗さ」に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦファイルを読んで予習しておくこと．（予習120
分）
前回の講義ででた表面粗さに関する課題を完成させておくこと．（復習120分）歯車の「モジュー
ル」「ピッチ円直径」に関する配布ＰＤＦファイルの該当ページを読んで予習しておくこと．（予
習120分）
前回の講義ででたロボットアームの構成部品の図面を完成させておくこと．（復習600分）「寸法
公差」と「表面粗さ」に関する内容を復習しておくこと．また，ＣＡＤのレイヤー機能について復
習しておくこと．（復習120分）
講義外での自習時間を利用して設計したロボットアームの部品図面と組立図面をある程度作成して
おくこと．（復習720時間）
最終課題および今までの未提出課題についても完成させておくこと．（復習720時間）

機械系の「ものづくり」において，設計図面は製品の事前検証や，製作時の作業を分担できるなど
多くの�点をもつ重要なものである．
本講義では機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成を念頭において，JIS
日本工業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として，設計製図の演習を行う．
また，本講義ではコンピュータによる設計，すなわちCADを用いた設計やその操作技術の習得およ
びレイヤー分けによる部品毎の設計も講義目的とする．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dに強く関与し，項目Aにも関与する．）
機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成技術の習得，JIS（日本工業規格
）に基づく機械製図技術の習得を目的とする．
具体的には下記の内容ができることを目的とする．
①投影法による部品の三面図を�解でき，作成することができる
②ネジの基本的な規格を理解でき，ネジ製図を作成できる．
③歯車の基本的な規格を理解でき，平歯車の製図を作成できる．
④はめ合いに関する基本的な規格を理解できる．
⑤レイヤー分けによる部品の設計ができる．
（D，A）
＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す．
CAD，JIS規格，ネジ，歯車，干渉問題
実施する
講義中に課す課題（５０％），最終課題図面（５０％）から，下記の内容に関する理解度に関して
成績を評価し，総計で６０％以上を合格とする．
①投影法による部品の三面図を�解でき，作成することができる
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②ネジの基本的な規格を理解でき，ネジ製図を作成できる．
③歯車の基本的な規格を理解でき，平歯車の製図を作成できる．
④はめ合いに関する基本的な規格を理解できる．
⑤レイヤー分けによる部品の設計ができる
大西清著・「JISにもとづく標準製図法」・理工学社・ISBN978-4-274-22118-7
「機械製図IA」を受講しておく必要がある．
また本科目に引き続き「機械製図ⅡA」，「機械製図ⅡB」，「加工学」，「機械創造工学Ⅰ」，「
機械創造工学Ⅱ」を受講することが望ましい．
なし
C3号館（旧第20号館）5階赤木研究室
本講義は，CADの操作など実習を主とした講義であり，講義等に遅刻や欠席等をすることで，内容
理解や技能習得に大きな問題を生じる．そのため体調管理等を十分に行い，講義を休まないように
心掛けてほしい．また，やむをえず講義を欠席した場合は，次回の講義等で，TAにより補助指導を
受けながら講義を受講することになることも留意してほしい．
また，遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験の受験資格など厳正に取り扱う．
講義中に課題となる図面作成を，2名以上で協議しながら作成するなど，一部アクティブラーニン
グを行っている．
授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。図面製作作業で行うグループワーク等
を状況により一人で行うことで対応する．また，一人で対応できない場合には，定期的にTAの学生
による補助のもとで課題を実施する．講義内容をビデオもしくは録音するなど，事後学習が可能な
メディアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）ロボットコンテストの出場ロボットの設計・製作指導に行った経験が，実践的な設計手法を通
じた機構設計技術の教授に活かせる．
講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用するが，使用しているCADソフトがフリーソフト
であるので，自宅にパソコンを所有している人はダウンロードして自宅等での自己学習時間で課題
を作成するのが望ましい．また，授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

機械製図ⅡA（FTR09500）
Mechanical Drawings II A
赤木徹也（あかぎてつや）
２年
1.0
実験実習

                                        授業内容
オリエンテーション・CAD操作の復習について解説する．
図面の基礎と三角法の復習について解説する．
外部ＣＡＤデータの取込み方法とネジと歯車製図の復習について解説する．
平歯車を用いた伝達機構の設計について解説する．
かさ歯車を用いた伝達機構の設計について解説する．
ウォームギアを用いた減速機構の設計について解説する．
モータの減速ギアボックスの選定方法（トルク 速度）について解説する．
移動物体の設計について解説する。

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと．また情報処理センターのパソコンを利用す
るためログインのユーザ名とパスワードを把握しておくこと．（予習240分）
CAD操作に関する課題を完成させておくこと．（復習120分）「三角法」に関する教科書の該当ペー
ジを読んでくること．（予習120分）
前回の講義で出された課題を完成させておくこと．（復習120分）「ＤＣモータ」に関して，構造
と動作原理についてインターネットを使って調べてみておくこと．また，「ネジ」と「歯車」に関
する教科書の該当ページと配布ＰＤＦ資料を読んでくること．（予習120分）
ロボットのフレーム部分の製図を完成させておくこと．（復習120分）歯車の「モジュール」，「
ピッチ円直径」に関する教科書の該当ページと配布ＰＤＦ資料を読んでみておくこと．また，平歯
車に関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用する製品の仕様をインターネットで調べてみておくこ
と．（予習120分）
平歯車を使った伝達機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）　「かさ歯車」に関する教
科書の該当ページを読んでみておくことと，かさ歯車に関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用す
る製品の仕様をインターネットで調べてくること．（予習120分）
かさ歯車を使ったで伝達機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）「ウォームギア」に関
する教科書の該当ページを読んでみておくことと，ウォームギアに関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ
）を利用する製品の仕様をインターネットで調べてくること．（予習120分）
ウォームギアの減速機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）設計で使用するモータと減
速ギアボックスの仕様（トルク，減速比）をインターネットで調べてくること．（予習120分）
移動物体の設計図面を完成させておくこと．（復習600分）

機械系の「ものづくり」において，設計図面は製品の事前検証や，製作時の作業を分担できるなど
多くの�点をもつ重要なものである．
本講義では機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成を念頭において，JIS
日本工業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として，設計製図の演習を行う．
また，本講義ではコンピュータによる設計，すなわちCADを用いた設計やその操作技術の習得およ
びレイヤー分けによる部品毎の設計も講義目的とする．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dに強く関与し，項目Aにも関与する．）
機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組立図面の作成技術の習得，JIS（日本工業規格
）に基づく機械製図技術の習得を目的とする．
具体的には下記の内容ができることを目的とする．
①投影法による部品の三面図を�解でき，作成することができる
②ネジの基本的な規格を理解でき，ネジ製図を作成できる．
③歯車の基本的な規格を理解でき，平歯車の製図を作成できる．
④はめ合いに関する基本的な規格を理解できる．
⑤レイヤー分けによる部品の設計ができる．
（D，A）
＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す．
CAD，DXF，JIS規格，平歯車，かさ歯車，モータトルクと速度計算
実施する
講義中に課す課題（５０％），最終課題図面（５０％）から，下記の内容に関する理解度に関して
成績を評価し，総計で６０％以上を合格とする．
①投影法による部品の三面図を�解でき，作成することができる



教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

②ネジの基本的な規格を理解でき，ネジ製図を作成できる．
③歯車の基本的な規格を理解でき，平歯車の製図を作成できる．
④はめ合いに関する基本的な規格を理解できる．
⑤レイヤー分けによる部品の設計ができる
大西清著／JISにもとづく標準製図法／理工学社／ISBN978-4-274-22118-7
「機械製図ⅠAB」を受講しておくこと．また,「加工学」を受講しておくことが望ましい．
また，本科目に関連して「工業デザイン」，「機械加工実習」，「機械創造工学Ⅰ」，「機械創造
工学Ⅱ」を受講することが望ましい．
使用しない
C3号館（旧第20号館）5階赤木研究室
授業中に課+C52した課題は翌週の授業時間中に解説する．
講義中に課題となる図面作成を，2名以上で協議しながら作成するなど，一部アクティブラーニン
グを行っている．
授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。図面製作作業で行うグループワーク等
を状況により一人で行うことで対応する．また，一人で対応できない場合には，定期的にTAの学生
による補助のもとで課題を実施する．講義内容をビデオもしくは録音するなど，事後学習が可能な
メディアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）ロボットコンテストの出場ロボットの設計・製作指導に行った経験が，実践的な設計手法を通
じた機構設計技術の教授に活かせる．
講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用するが，使用しているCADソフトがフリーソフト
であるので，自宅にパソコンを所有している人はダウンロードして自宅等での自己学習時間で課題
を作成するのが望ましい．また，授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

講義目的

達成目標

キーワード

機械製図ⅡB（FTR09600）
Mechanical Drawings II B
赤木徹也（あかぎてつや）
２年
1.0
実験実習

                                        授業内容
オリエンテーション・空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計について解説する．
空気圧シリンダを用いた回転リンク機構の設計について解説する．
移動物体の設計としてトルクや移動速度の設計について解説する．
干渉問題を有する設計課題としてウォームホイールを用いた回転機構について解説する．
干渉問題を有する設計課題として可動域の評価方法について解説する．
干渉問題を有する設計課題として空気圧シリンダの可動域の設計について解説する．
最終課題について解説する．
最終課題の提出および課題に関しての解説をする．

                                          準備学習
シラバスをよく確認し学習の過程を把握しておくこと．ロボットの移動機構やアームの持ち上げ機
構の図面を完成させておくこと．（復習120分）「空気圧シリンダ」に関して構造や動作原理を図
書館，インターネットにより調べてくること．（予習120分）
空気圧シリンダの取り付けと，伸長時のロッドの図面を完成させておくこと．（復習120分）空気
圧シリンダに関してＣＡＤファイル（ＤＸＦ）を利用する製品の仕様をインターネットで調べてく
ること．（予習120分）
空気圧シリンダによる回転リンク機構の図面を完成させておくこと．（復習120分）「組立図面」
，「部品図」に関する教科書の該当ページを調べてくること．（予習120分）
ロボットの移動部分の部品図を完成させておくこと．（復習300分）「空気圧シリンダ」と「ウオ
ームギア」に関して以前紹介したホームページを読んでくること．（予習120分）
ロボットアームの部分の部品図をある程度完成させておくこと．（復習300分）可動域を図面上に
表記する手法について教科書等で調べてくること．（予習120分）
ロボットアームの部分の部品図を完成させておくこと．（復習300分）「空気圧シリンダ」のスト
ロークが変化した場合の図面上の対処方法について，第8回，第9回に紹介した資料を読んでくるこ
と．（予習120分）
ロボットアームの可動範囲図を完成させておくこと．（復習120分）講義外での自習時間を利用し
て設計したロボットアームの部品図面と組立図面をある程度作成しておくこと．（復習300分）
最終課題を完成させておくこと．（復習600分）

機械系の「ものづくり」において，設計図面は製品の事前検証や，製作時の作業を分担できるなど
多くの�点をもつ重要なものである．
 本講義では機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成を�頭において，JIS
日本工業規格）に基づく機械製図技術の習得を目的として，設計製図の演習を�う．
 また，本講義では機械創造工学で�うロボット設計を�頭におき，課題形式の設計実習を�う．
 具体的には，平歯�，かさ歯�，ウォームギアなどの各種歯�を用いた動�伝達機構の設計や，
圧シリンダを用いた直進運動，回転運動機構の設計などを経験し，変形など可動域を有するロボッ
トの設計を�うことで，干渉問題などを学習することを目的とする．
（知能機械工学科の学位授与方針項目Dに強く関与し，項目Aにも関与する．）
機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成技術の習得，JIS（日本工業規格
に基づく機械製図技術の習得および機械要素に関する知�の習得を目的とする．
具体的には下記の内容ができることを目的とする．
①CADのレイヤーを用いた機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成方法に
いてその手法がイメージできること．
②外部CADデータを用いた設計方法の習得・平歯�の動�伝達機構の設計についてその手法がイメ
ジできること．
③ウォームギアを用いた減速機構の設計に関してその手法がイメージできること．
④トルクと速�計算によるモータの減速ギアボックスの選定について推察できること．
⑤空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計に関してその手法がイメージできること．
⑤空気圧シリンダを用いた回転リンク機構の設計についてその手法がイメージできること．
⑥設計上の干渉問題を有する機械設計に関してその手法がイメージできること．
（D，A）
＊（ ）内は知能機械工学科の「学位授の与方針」の対応する項目を示す
CAD，DXF，JIS規格，平歯車，かさ歯車，ウォームギア，モータトルクと速度計算，空気圧シリン



試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

ダ
実施する
講義中に課す課題（５０％），最終課題図面（５０％）から，下記の内容に関する理解度に関して
成績を評価し，総計で６０％以上を合格とする． 
①CADのレイヤーを用いた機械部品を表す部品図とその部品を組み合わせた組�図面の作成方法に
いてその手法がイメージできること．
②外部CADデータを用いた設計方法の習得・平歯�の動�伝達機構の設計についてその手法がイメ
ジできること．
③ウォームギアを用いた減速機構の設計に関してその手法がイメージできること．
④トルクと速�計算によるモータの減速ギアボックスの選定について推察できること．
⑤空気圧シリンダを用いた伸縮機構の設計に関してその手法がイメージできること．
⑤空気圧シリンダを用いた回転リンク機構の設計についてその手法がイメージできること．
⑥設計上の干渉問題を有する機械設計に関してその手法がイメージできること．
大西清著／JISにもとづく標準製図法／理工学社／ISBN978-4-274-22118-7
「機械製図ⅠAB」および「機械製図ⅡA」を受講しておくこと．また，「加工学」を受講しておく
ことが望ましい．
また，本科目に関連して「工業デザイン」，「機械加工実習」，「機械創造工学Ⅰ」，「機械創造
工学Ⅱ」を受講することが望ましい．
使用しない
C3号館（旧第20号館）5階赤木研究室
本講義は，CADの操作など実習を主とした講義であり，講義等に遅刻や欠席等をすることで，内容
理解や技能習得に大きな問題を生じる．そのため体調管理等を十分に行い，講義を休まないように
心掛けてほしい．また，やむをえず講義を欠席した場合は，次回の講義等で，TAにより補助指導を
受けながら講義を受講することになることも留意してほしい．
また，遅刻および欠席に関して，本学のルールに従い，試験の受験資格など厳正に取り扱う．
講義中に課題となる図面作成を，2名以上で協議しながら作成するなど，一部アクティブラーニン
グを行っている．
授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。図面製作作業で行うグループワーク等
を状況により一人で行うことで対応する．また，一人で対応できない場合には，定期的にTAの学生
による補助のもとで課題を実施する．講義内容をビデオもしくは録音するなど，事後学習が可能な
メディアへの記録を個人使用のみに限って許可する．
ア）1998年4月から2005年3月までの7年間，津山工業高等専門学校に勤務．この勤務で，課外活動
としてロボットコンテストに出場する有志学生の実践的なものづくり教育や技術指導および，チー
ム構成の指導，リーダシップの取り方などの学生指導を行った．
イ）ロボットコンテストの出場ロボットの設計・製作指導に行った経験が，実践的な設計手法を通
じた機構設計技術の教授に活かせる．
講義で情報処理センター実習室のパソコンを利用するが，使用しているCADソフトがフリーソフト
であるので，自宅にパソコンを所有している人はダウンロードして自宅等での自己学習時間で課題
を作成するのが望ましい．また，授業中に課した課題は翌週の授業時間中に解説する．



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回

２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）

教科書
関連科目
参考書

連絡先

ロボット工学概論（FTR10300）
Outline of Robot System Engineering
藤本真作（ふじもとしんさく）
１年
1.0
講義

                                        授業内容
講義概要（ロボット工学の歴史と如何にしてロボット工学の概念に到達したか？）について説明す
る。
人工物であるロボットのセンサと自然物である人の五感について説明する。
機械的なセンサの基本的な原理とその信号処理の方法について説明する。
ロボットのアクチュエータ（電気・油圧・空気式）について説明する。
アクチュエータの動作原理とヒューマノイドロボットについて説明する。
ロボット制御と知能化について説明する。
未来のロボットと我々の生活について説明する。
総合演習を行う。

                                          準備学習
ロボット工学の歴史について調べておくこと（標準学習時間120分）。そもそもロボットとは何か
？についても調べておくこと（標準学習時間120分）
人の五感に相当するセンサの種類について、その対応も含めて調べておくこと（標準学習時間240
分）。
内界センサと外界センサを調べておくこと（標準学習時間120分）。そもそも平均値とは何か？に
ついても調べておくこと（標準学習時間120分）。
アクチュエータの定義について調べておくこと（標準学習時間120分）。また、電気・油圧・空気
式のアクチュエータについて調べておくこと（標準学習時間120分）
アクチュエータの動作原理について調べておくこと（標準学習時間120分）。また、ヒューマノイ
ドロボットについて調べておくこと（標準学習時間120分）
人工知能（AI）について調べておくこと（標準学習時間120分）。そもそも知能とは何かについて
も調べ、自分の考えをまとめておくこと（標準学習時間120分）。
１０年後のロボット像と人間社会の変化について考えて、自分なりにまとめておくこと（標準学習
時間240分）。
１回～７回までの講義内容と提出課題をよく理解し、整理しておくこと。（予習360分）

ロボット工学や知能機械工学の入門として、ロボットシステム、センサ、ロボットと五感、アクチ
ュエータ、制御、知能化などの基礎事項を学ぶとともにそれらを説明できる。また、人工物である
ロボットを題材に 、自然物である人の類まれな能力などについて学ぶことができる。 （知能機械
工学科の学位授与方針項目Cに強く関与している。）
この講義を通じて下記の内容が修得できる。 
①ロボットシステム、センサ、ロボットと五感、アクチュエータ、制御、知能化などの基礎的事項
を理解している。（A）
②ロボットの構成要素である基礎的なセンサについて説明できる。（A）
③ロボットの構成要素である基礎的なアクチュエータについて説明できる。（A）
④授業を受けて自分の疑問点や問題点を解決する方法を提案できる（B)　
⑤毎回の授業で自分の振り返りを述べることができる（C）
⑥演習課題についてグループで解決することができる（D）
ロボットシステム、メカトロニクスシステム、アクチュエータ、センサ、五感、制御、
実施しない
総合演習５０％と提出課題３０％および演習課題２０％により成績を評価し、総計で６０％以上を
合格とする。
総合演習５０％：到達目標①～⑤を確認、提出課題３０％（（宿題を含む）：到達目標①～③を確
認）、演習課題２０％（達成目標⑥を確認）により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とする
。
適宜、資料を配付するものとし、教科書は使用しない。
ロボットものづくり体験演習、ロボットシステムコース専門科目
有本卓編著／「ロボティクス概論」／コロナ社、井上猛雄著／「キカイはどこまで人の代わりがで
きるか? 職人ロボットから医療ロボットまで～人の暮らしを変えたキカイたち」／ソフトバンクク
リエイティブ 、中川栄一・伊藤雅則共著／「ロボット工学概論」／成山堂書店、熊本水頼編著／
「ヒューマノイド工学」／東京電機大学出版局
研究室：Ｃ７号館（旧６号館）４階　藤本研究室　直通電話　086-256-9596　E-mail:fuji（アッ



授業の運営方針

アクティブ・ラーニン
グ

課題に対するフィード
バック

合理的配慮が必要な学
生への対応

実務経験のある教員
その他（注意・備考）

トマーク）are.ous.ac.jp
・授業で重視するのは覚えることより考えること。配布する課題プリントと教科書をよく読んで予
習をしておくこと。友達と意見を出し合いながら学ぶので積極的に参加する態度が求められます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・最終評価試験は実施しないので、授業時間と授業時間外での活動が大切になります。課題・演習
レポートを自分でしっかりと仕上げてください。課題レポート等にコピペなどの剽窃がある場合は
、成績評価の対象としない場合もありますので、絶対に行わないようにしてください。
・グループワークにも積極的に参加してください。苦手な人もそんなにしゃべらなくてもグループ
ワークに参加できるようにしますので、安心して参加してください。
・グループワークで学ぶケースもありますので、欠席はしないようにしてください。
・数学Ⅰを理解しておくようにしてください。
・演習課題では難解な問題をグループワークによって解答する形式（課題解決学習）を適用します
。
・基本的にはまず自分で考えてから、ペア、グループディスカッションを通して授業を進めていき
ます。グループワークによる課題提出から評価を行います。
・授業中、グループディスカッションを実施してグループで意見を集約して課題を提出します。
・演習・提出課題は採点・評価後、コメントを入れて返却する。

・「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供して
いますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
・障害に応じて補助器具（ICレコーダー、タブレット型端末の撮影、録画機能）の使用を認めるの
で、事前に相談すること。
・配布資料や撮影・画像データなどは他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）や転用は
禁止する。
・正当な理由から、ディスカッションやプレゼンテーションが困難と認められる場合には、レポー
ト等による代替措置を検討するので、事前に相談すること。
・配慮が必要と認められた場合は、参考資料を事前に提供することが可能です。

提出課題については提出時の講義で受講者に解答をフィードバックするとともに、解答のない課題
についてはグループ内で議論したいと考えている。



科目名
英文科目名
担当教員名
対象学年
単位数
授業形態

回数
１回
２回
３回
４回

５回

６回
７回

８回

回数
１回
２回

３回

４回
５回

６回

７回

８回

講義目的

達成目標

キーワード

試験実施
成績評価（合格基準60

点）

教科書
関連科目

参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

アミューズメント工学概論（FTR10400）
Outline of Amusement Engineering
山田訓（やまださとし）
１年
1.0
講義

                                        授業内容
アミューズメント産業全体の概要について解説する。
ゲームビジネスの概要について解説する。
テレビゲーム発展の歴史について解説する。
テレビゲーム発展の最近の歴史を解説する。テレビゲームにおけるヒューマンインターフェースの
重要性について、ゲームニクス理論に基づき解説する。
オンラインゲームとSNSについて解説する。アミューズメント機器の特性とヒューマンインターフ
ェースの特徴について解説する。
計測技術として、モーションキャプチャの原理と応用について解説する。
シミュレーション技術として、テレビゲームプログラミングの概要とミドルウエアについて解説す
る。
講義全体のまとめとして、アミューズメント工学技術の他産業への波及効果について解説する。全
体の復習を行った後、最終評価試験を実施し、フィードバックとして模範解答を研究室廊下に掲示
する。

                                          準備学習
アミューズメント産業には、どんな業種・企業があるか調べておくこと。（予習９０分）
１回目の配布資料を熟読し、アミューズメント産業の規模や内容について復習しておくこと。（復
習９０分）
２回目の配布資料を熟読し、ゲームビジネスの概要を復習しておくとともに、自分がしたことのあ
るゲーム機やゲームソフトの位置づけを確認しておくこと。（復習１２０分）
第３回の配布資料を熟読し、テレビゲームの発展の流れを理解しておくこと。（復習９０分）
第４回の配布資料を熟読し、ヒューマンインターフェースの重要性について理解しておくこと。（
復習９０分）
１回目から５回目までの配布資料を復習し、アミューズメント産業の概要に関するレポート（テー
マは講義中に指示する）をまとめること。（復習１６０分）
６回目の配布資料を熟読し、モーションキャプチャーの原理について復習し、アミューズメント分
野での新たな利用法について考えておくこと。（復習９０分）
１回から７回までの内容をよく理解し整理しておくこと。（復習１６０分）

アミューズメント関連ビジネスの概要と歴史を理解し、アミューズメント分野の技術者となるため
に必要な工学技術（ヒューマンインターフェース、人体計測技術、シミュレーション技術等）の基
礎とアミューズメント分野での応用について学習する。（知能機械工学科の学位授与方針項目Cに
もっとも強く関与する）
１）アミューズメントビジネスの概要と歴史を説明できる（A、C）
２）アミューズメント分野で必要な人体計測技術の特徴と応用を説明できる（A、C）
３）アミューズメント分野で必要なシミュレーション技術の特徴と応用を説明できる（A、C）
＊（　）内は知能機械工学科の「学位授与の方針」の対応する項目を示す
アミューズメント産業、テレビゲーム、ヒューマンインターフェース、人体計測技術、シミュレー
ション
実施する
講義中の小テスト２０％（達成目標１－３を評価）とレポート１０％（達成目標１－３を評価）と
最終評価試験７０％（達成目標１－３を評価）により成績を評価し、総計で６０％以上を合格とす
る。
講義で資料を配布する。
ヒューマンインターフェース、バーチャルリアリティ、アミューズメントコントローラ、アミュー
ズメントプログラミング
講義中に指示する
山田訓 研究室：C3号館５階山田研究室　yamada@are.ous.ac.jp　086-256-9529
オフィスアワー：火曜日　４時限、５時限
講義資料は講義開始時に配布する

提出レポートについては、講義中に模範解答を提示し、フィードバックを行う。



バック
合理的配慮が必要な学

生への対応

実務経験のある教員

その他（注意・備考）

最終評価試験の模範解答と解説を研究室の廊下に掲示し、フィードバックを行う。
「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。
講義中の録音・録画・撮影は自由であるが、他者への再配布（ネットへのアップロードを含む）は
禁止する。
元三菱電機株式会社先端技術総合研究所勤務：企業の研究所での研究開発の経験を活かして、研究
開発の基本的な考え方と技術の活用について講義する。
パソコンを使用して、パワーポイント等電子教材をプロジェクタなどで提示する。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態
授業内容

準備学習

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員
その他（注意・備考）

卒業研究Ⅰ（FTR99100）
Bachelor Thesis I
山田訓（やまださとし）,久野弘明（くのひろあき）,赤木徹也（あかぎてつや）,綴木馴（つづる
ぎじゅん）,小林亘（こばやしわたる）,松下尚史（まつしたひさし）,藤本真作（ふじもとしんさ
く）,松浦洋司（まつうらひろし）,荒木圭典（あらきけいすけ）
４年
4.0
実験実習
３年次１０月に研究室配属希望調査を行い、配属研究室を決定する。
以後、指導教員の指示に従うこと。
３年次秋学期は「アドバンストセミナー」として、関連基礎知識の修得、関連研究の調査を行う。
４月　研究室オリエンテーション
４月～８月　卒業研究テーマの選定、関連基礎知識の修得、関連研究の調査
８月　中間発表
各担当教員が担当する講義を復習することと、担当教員が配付する説明資料を熟読し、理解してお
くこと。
卒業研究Ⅰ、卒業研究Ⅱは研究室に配属され１年間を通じて研究を行う。ロボティクス、メカトロ
ニクス、知能情報工学、ユニバーサルデザイン、福祉人間工学のうち少なくとも１つの分野に関連
した内容の研究を指導教員の下で行う。社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設定し、限定さ
れた範囲で問題を解決する能力を養成することを最終の目標とする。卒業研究Ⅰでは自主的に研究
する能力、プレゼンテーション能力を養うことを目標とする。（学科の学位授与の方針すべて、特
にDに強く関与する）
（１）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、自主的に獲得できること。(A)
（２）研究計画を立て、自主的に実行することができること。(B)
（３）指導教員の補助により自主的に解決法を考案できること。(C)
（４）学習内容をプレゼンテーションできること。(D)
（５）質問を理解し、的確な返答ができること。(D)
ロボティクス、メカトロニクス、知能情報工学、ユニバーサルデザイン、福祉人間工学
実施する
研究の具体的内容（指導教員による評価：９０％）、プレゼンテーション（発表会参加教員による
客観評価：１０％）を総合して評価する。６０％以上を合格とする。
配属された教員の指示による。
知能機械工学科の全ての専門教育科目
配属された教員の指示による。
代表：　学科長　（原則は配属先研究室の指導教員）
学習・研究ノートを作成し、中間発表を行うことが成績評価の前提である。

卒業研究の遂行にあたり教員がセミナー等を通じて適宜、進行状況をチェックし指示を与える。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。



科目名
英文科目名
担当教員名

対象学年
単位数
授業形態
授業内容

準備学習

講義目的

達成目標

キーワード
試験実施

成績評価（合格基準60
点）
教科書
関連科目
参考書
連絡先

授業の運営方針
アクティブ・ラーニン

グ
課題に対するフィード

バック
合理的配慮が必要な学

生への対応
実務経験のある教員
その他（注意・備考）

卒業研究Ⅱ（FTR99200）
Bachelor Thesis II
山田訓（やまださとし）,久野弘明（くのひろあき）,赤木徹也（あかぎてつや）,綴木馴（つづる
ぎじゅん）,小林亘（こばやしわたる）,松下尚史（まつしたひさし）,藤本真作（ふじもとしんさ
く）,松浦洋司（まつうらひろし）,荒木圭典（あらきけいすけ）
４年
4.0
実験実習
卒業研究Ⅰに引き続き、つぎの研究活動を行う
９月～１２月　卒業研究の推進
１月～２月　卒業論文作成、発表要旨・発表用スライドの作成
２月　卒業論文提出及び卒業研究発表
各担当教員が担当する講義を復習することと、担当教員が配付する説明資料を熟読し、理解してお
くこと。
卒業研究Ⅰ、卒業研究Ⅱは研究室に配属され１年間を通じて研究を行う。ロボティクス、メカトロ
ニクス、知能情報工学、ユニバーサルデザイン、福祉人間工学のうち少なくとも１つの分野に関連
した内容の研究を指導教員の下で行う。社会の動向・ニーズを踏まえて研究課題を設定し、限定さ
れた範囲で問題を解決する能力を養成することを最終の目標とする。卒業研究Ⅱでは卒業論文の作
成、研究発表を通して、自主的に研究する能力、研究内容をまとめる能力、プレゼンテーション能
力、コミュニケーション能力を養うことを目標とする。（学科の学位授与の方針すべて、特にDに
強く関与する）
（１）必要な情報を自分で獲得する手段を知っており、自主的に獲得できること。(A)
（２）研究計画を立て、自主的に実行することができること。(B)
（３）指導教員の補助により自主的に解決法を考案できること。(C)
（４）課題に対する背景・研究目的を具体的に記述でき、論理的で分かりやすい文章を記述できる
こと。(D)
（５）研究内容をプレゼンテーションできること。(D)
（６）質問を理解し、的確な返答ができること。(D)
ロボティクス、メカトロニクス、知能情報工学、ユニバーサルデザイン、福祉人間工学
実施する
研究の具体的内容と卒業論文（指導教員による評価：７５％）、プレゼンテーションと研究内容（
発表会参加教員による客観評価：２５％）を総合して評価する。６０％以上を合格とする。
配属された教員の指示による。
知能機械工学科の全ての専門教育科目
配属された教員の指示による。
代表：　学科長　（原則は配属先研究室の指導教員）
卒業研究発表および卒業研究論文作成まで行うことが成績評価の前提である。

卒業研究の遂行にあたり教員がセミナー等を通じて適宜、進行状況をチェックし指示を与える。

「岡山理科大学における障がい学生支援に関するガイドライン」に基づき合理的配慮を提供してい
ますので、配慮が必要な場合は、事前に相談してください。


